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＊プロローグ


ざあざあと、周りの音を全て掻き消すような夕立だった。


さっきまで明るかったのが嘘みたいに、辺りが薄暗い。それに加えて水が視界を曇らせて、周りが良く見えない。その中で只々歩いていくと、元々冷えていた体がもっと冷えていくのが分かる。


傘を差した人達が、僕を不審そうに見ながら行き過ぎていく。何も言われなかった気がするし、何か言っていてもきっと、雨の音で聞こえなかった。


ふらふらと、自分でもどこへ歩いているのか分からなかった。


……けれど、気がつけばいつの間にか、先生の家の前に辿り着いていた。






去年、中学二年生の夏。図書館が工事で臨時閉館になった一週間。その間だけ、僕は先生の家にお邪魔していた。


それからは図書館で行き合ったり、或いは喫茶店でお喋りしたりしていたけれど……先生の家にこうやって来てしまうのは、初めてだった。


なんの連絡も無しにやって来てしまったけれど、先生の家には明かりがついていた。


……それを見ていたら急に自分が場違いな気がしてきて、こんなところにお邪魔するべきじゃないことを思い出してしまって……呼び鈴に手が伸びない。


雨はさっきと変わらず、ずっと激しく降り続いている。僕は先生の家の軒先で、雨水を滴らせながら馬鹿みたいに立ち尽くしていた。


……そんな時だった。


「うおっ!?　何だ!?　誰だ!?　ってトーゴか！」


玄関のドアが開いて、中から傘を持った先生が出てきて、そして、僕を見て大層驚いた。


「……あ、幽霊じゃないな？　ならよし」


それから先生は屈んで、僕のふくらはぎ辺りに数度チョップをして、僕に脚があることを確認したらしい。……そんな先生を見ていたら、さっきまでの緊張は消えてしまっていた。


「全く、来てくれているなら何もこんな、驚かせようとしなくったっていいだろう、トーゴ！　僕はホラーが苦手なんだぜ？　さあさあほらほら、中に入った入った！」


場違いだと思ってしまった自分は、いつの間にか引っ込んでいた。何なら、雨の中をふらふらと傘もささずにやって来てしまった自分も、引っ込んでいた。


「あの、先生、出かけるところじゃなかったの？」


「ああ、もういいんだ。気分転換に雨の中の散歩と洒落込もうとしていただけだからな。しかしそんな必要もなく、気分は君のお陰でイッパツだ。全く、君は本当にいいタイミングで来るなあ」


先生がけらけら笑うのを聞きながら、僕はそのまま、玄関へ足を踏み入れていた。






それから僕は温かいシャワーを浴びて、温まったら先生のＴシャツを貸してもらって、それを着て……パンツは流石に無かったから、下はバスタオルを巻いて脱衣所を出た。


「よし。僕が犯罪者にならないギリギリのラインだが、まあいいだろう。中学生相手に洗濯していないジャージをノーパンで穿かせるよりは罪が浅い」


「ごめんなさい」


「僕じゃなくて君のパンツに謝ってやれ。まさか、雨に打たれてパンツまでびしょ濡れになるとは、パンツだって思っていなかっただろうからな」


先生はそんなことを言うので、とりあえず僕は、乾燥機の中でくるくる回っている僕の衣類に対して、ちょっと頭を下げた。うん。ごめん。






「まあ、こういう雨の日は部屋の中でゆっくりするに限るぜ、トーゴ。ゆっくりしていくといい。……いや、散歩に行こうとしていた僕が言っても説得力の欠片も無いが」


それから僕はいつもの部屋に通されて、そこでソファに座る。目の前のローテーブルには常温の麦茶のカップが置いてあった。


冷えた体はもう温まってきていたから、常温くらいが丁度いい。僕はありがたく、麦茶を飲む。


「……さて。それで、トーゴ。何かあったか？」


そして先生は僕の向かいに座って、やっぱり麦茶を飲みながらそう聞いてきた。


「君がここに来たって事は、何か話したいことがあったって事かと思ってね。どうだ？」


「……うん」


先生に聞かれて、僕は思い出す。雨の中に出てくる前のことを。


……思い出すと、また、雨が降っているような気がした。


「捨てられちゃった」


ぎゅ、と喉が絞まるような感覚。舌が縺れるような、そんなかんじがする中で、僕はそれでも、先生に伝えるために言葉に出した。


「絵の具と、クレヨンと、色鉛筆と……美術の、教科書と、スケッチブック。帰ったら、無くなってた。もうゴミに出したって」






先生は黙って僕の横に座り直すと、そこで麦茶のカップを置いて、僕の方を見ずに、僕の頭に手を置いた。


「君の……君の親御さんは、すぐに物を捨てるんだな。三年前もそうだったが……いや、今はそんなことは言うまい。ただ……」


……先生が、言葉を選ぶのに迷っている。僕よりずっと、言葉を使うのが上手い先生が。それくらい僕が困らせているっていうことは分かってる。だから僕は、先生より先に喋り出す。


「美術の授業で、褒められたんだ。一昨日」


必要もないのに、僕は話す。余計に先生を困らせそうな気がしたけれど、でも、黙っていたら何かに押しつぶされてしまうような気がした。


「静物のデッサンだったんだ。ガラスの花瓶に活けてある造花を描いた。それが、すごく褒められて、美術展に出そう、っていうことになって……美術の担当の先生が、君なら美大に行けるぞ、って、言ってくれて、嬉しくて……」


嬉しかったことを思い出しているはずなのに、言葉が詰まって出てこなくなる。嬉しかった出来事は、いつの間にか僕の中で悲しさばかり増やす思い出になってしまったらしい。


「家に帰って、その話、したんだ。怒られた。そんなことで喜ぶな、って。美大になんて行きたくないでしょう、画家になんてなりたくないでしょう、って、聞かれて……即答できなかった」


あんまり思い出さないようにしながら話す。こんな話、始めなければよかったな、と、少しだけ後悔した。話したことも後悔してるし、話の内容についても後悔してる。僕、一昨日のあの時に、即答すればよかったんだ。美大になんて行きたくないよ、画家になんてならないよ、って。そうすればよかった。後から思ったって、もう遅いんだけれど。


「それから、芸術なんかで成功できる訳がないんだから、そんなものは、無駄だから、って、言われて……」


話したくなくなってきて、内容を半分以上削った。自分で話し始めておいて馬鹿みたいだけれど、でも、先生だって聞いていていい気分じゃないだろう。親は『芸術なんかで生きている人間は総じて碌でもない』なんて言っていたけれど、先生は正に、芸術で生活している人なんだし。だから、言わない。


……色々内容を言わないことにしたら、次に何を言えばいいか、分からなくなってしまった。少し考えて、でも、胸や喉が詰まったみたいに何も言葉が出てこなくて、結局、ここで話を打ち切ることにする。


「それで、今日、帰ったら、全部、部屋から無くなってた。捨てられた後だった」


言葉にして、自分でもう一度確かめて、僕はまた、さっきの雨の中に戻りたくなる。


今の僕は、暖かい室内でソファに座っているよりも、冷たい雨に打たれてふらふら歩いていたい。でも、先生はきっとそれをよしとしないだろう。先生は僕の頭の上に手を置いた。だから僕は雨の中に飛び出していくこともできない。ありがたいことに。


先生の手に励まされるみたいにして、僕はもう少し、話す。


「無くなっちゃったのが、悲しいし、悔しい。あんな無駄なもの捨ててもいいでしょう、あなたには、必要ないでしょう、って、言われたのも、悔しい」


珍しく、言葉はすぐに出てきた。声を出すのは辛かったけれど、それでも、言いたいことははっきりしていた。


「僕は無駄だって思ったこと無かった。大切だったし、必要だったし……」


すぐ滲む視界を瞬きで誤魔化して、僕は、やっと言えた。


「……もし無駄でも、捨てたくなかった」






「……そうか。そうだな。『あんな無駄なもの』なんてことは、ないはずだ。君の親御さんにとって大したことのないものだったのかもしれないが、君にとってはそんなことはなかったし……宝物を失うのは、悲しいし、悔しい。そうだ。その通りだ」


先生はそう言って、それから何かを思い出したみたいに暗い表情を浮かべて、それから……僕をじっと見て、ちょっと無理に笑顔を浮かべて、言葉を吐き出した。


「僕はな、トーゴ。捨てていい無駄と、捨てちゃ駄目な無駄があるんだって、思ってるぜ」


「……無駄に、種類があるの？」


尋ねる時、喉のつっかえはさっきよりも大分マシだった。先生はそんな僕に笑って頷くと、ピンと立てた人差し指を特に意味もなく振りつつ、説明してくれる。


「例えば……僕は、雨の中散歩に出かけようとした。特に用事はない。無駄だな。実に無駄だ」


「うん」


そうだね。ついでに、僕がここまで来たのも、多分、無駄だ。少なくとも、僕の両親に言わせれば、無駄、ということになるだろう。


「だが、僕はだな。雨の中を散歩することで何か、得るものがある。それは、雨の音が全ての音を掻き消した静かな街の様子だったり、街灯に照らされる雨だったり、傘からはみ出たシャツの袖が濡れて張り付く感覚だったり、そういうものだ」


想像する。


……うん。分かる。分かるよ。


雨の音があるせいで無音に聞こえる街。雨に光を反射させる街灯。シャツが濡れてひんやりぺったり冷たくて、でもそれがその内、自分の体温でじんわり温まっていくのも。分かる。


「分かるかい？」


「うん。僕、好きだよ」


「僕も好きさ。だが無駄だな。実に無駄だ。……それでも、これが僕には必要なことでね！」


先生はそう言って笑って、窓辺に近づいていく。僕もつられて一緒に窓辺に行くと……先生は、カーテンを思い切りよく、シャッ、と開けた。


暗くて外の景色はあまり見えなかったけれど、窓ガラスに雨が打ち付けている様子が見える。


透明なガラスに、透明な雨が雫になって落ちていく。室内の光を中に灯して、外の景色を逆さに映して。……それを見ていると、なんとなく、さっきまで僕の喉にあったつっかえが消えていく。


「……美味いか？」


「え？」


何を聞かれているのか分からずに聞き返すと、先生は楽し気にニヤリと笑った。


「僕らの体は食事を摂らないと死ぬ。だが、それと同じように、僕らの心も食事を摂って生きているんだと思っているんだが……」


そして、先生は、この世界の秘密を話すみたいに、声を潜めて言ったのだ。


「僕が思うに、心にやる餌というものは、世間一般で『無駄』と呼ばれているらしい」






「君は腹ペコに見えるぜ。トーゴ。どうやら君の心は中々の大食いらしいな？」


「……うん」


呆気にとられた、というか、ちょっと茫然としているというか、宙に浮いたような気持ちで、僕は返事をする。


「だろうな。僕もさ。人によって、心の燃費の良さは違うんだろうが……恐らく僕らの心は燃費が悪い」


「うん」


「だから、僕らには無駄なものが沢山必要なんだろうな。特に君の心は成長期だから、僕よりも無駄を沢山食べて、元気に成長していくんだろう」


……なんとなく、胸のあたりを触ってみる。そこに心がある訳ではないのだけれど、なんとなく。


すると、僕の手に、僕の心臓の鼓動が伝わってきた。


どくり、と。その震えがなんだか新鮮で、僕は……多分、それを心の餌に、した。


「いいか？　トーゴ。忘れちゃ駄目だぜ。無くしていい無駄と、無くしちゃいけない無駄があるんだ。人の役に立たなくても、金にならなくても、名誉にならなくても、無駄だと他人に言われても……空を見て美しいと思うことは、無くしちゃいけない。花を見て慈しむ心も無くしちゃいけない。そして、夢見ることも。何故なら、それが僕らの心の餌だからさ！」


……目から鱗って、こういう気分なのかな、って、思う。


そうだ。僕にとって必要なものだ。雨の音も。花の色も。風の温度も。日差しの眩しさも。


或いは、曇った窓ガラスに文字を書いてみることも。プチプチする梱包材を指で潰してみることも。寒い日に凍った水たまりを踏み割ることも。そして、絵を描くことだって。


……全部、僕の心の餌なんだ。


だから、捨てていいものじゃない。


捨てられてしまったことを、正しいなんて、思わなくていい。


僕にとってあれは、大切な、心の餌だった。










「そういうわけで僕らの人生にはこういうことが必要なのさ。誰が何と言おうとね。だから……」


そこで先生は、僕を見て……僕の頭の上にまた手を置いた。


「まあ、そうだな。失われてしまったものへの悲しみも、無理解への悲しみも、僕がどうこうしてはやれないが……まあ、こういう時に甘いものを提供するくらいはできるな」


そう言って、先生は冷蔵庫の方へと向かっていった。


「こういう時はアイスクリームがいい気がするが……今は切らしてるな。タイミングが悪い」


先生はそう言いつつ冷凍庫を閉めて、今度は冷蔵庫を開けた。


「ということで、ゼリーだな。確か、貰いものがあったはずで……」


先生は冷蔵庫をごそごそやって、それから首を傾げながら冷蔵庫を閉める。


「……ああ、こっちか」


それから先生は戸棚をごそごそやって、箱を取り出した。そしてその中からゼリーのカップを二つ、出す。付属していたんだろう、プラスチックの小さなスプーンも。


「よし。トーゴ。ミカンと桃、どっちが……あ」


……そしてそこで、気づいたらしい。


先生はゼリーをじっと見つめて……それから、言った。


「トーゴ。ミカンと桃はこの際置いておこう。……常温のゼリーは好きか？」


……うん。


「常温のゼリーを食べるっていう無駄も、僕らの人生には必要なことじゃないかって思う」






それから僕らは常温のゼリーを食べた。生温いミカン味のゼリーは、生温かったけれど、でも、美味しかった。家で食べた事があるどんなゼリーよりも美味しかった。


「……ゼリーって綺麗だよね」


「ふむ。ゼリーを美しいと思う心もまた、僕らの人生には必要なものだな。多分」


先生はそう言って、スプーンで掬ったゼリーを電灯に透かす。


「そうだな。ぷるぷるしていて透き通っていて、実に愛らしい。食べちゃいたいくらい可愛い。だから食べる」


「ちょっと猟奇的」


「まあ、ちょっとサディスティックな気分になってる時にはいいんじゃないか」


僕も真似して、スプーンで掬ったゼリーをぷるぷるさせてみてから、食べる。うん。ちょっぴりサディスティック。


ゼリーをいじめるような気分でちょっとずつ食べていたら、先生は僕より先にさっさとゼリーを食べ終えて、じっと僕を見ていた。それから、ちょっと席を立って、すぐ戻ってくる。


「なあ、トーゴ一つ提案なんだが」


なんだろう、と思いながらゼリーのカップをテーブルに置くと、先生はほんのり躊躇いがちに、でも、何でもないことのように言う。


「もし君の心が家で飯を食えないようなら、ここで食べていくといい」


「……へ？」


「今後、いつ来てもいいぜ。今日みたいな来訪でも僕は一向に構わない。ついでに君が去年、勉強に使ってた部屋。あそこはあのままになっているから、好きなように使っていい」


……本当に唐突な話だった。


僕はびっくりして、何も言えなくなってしまう。


「幸か不幸か、ここには君の『飯』になりそうな無駄が沢山ある。何なら、僕自身が無駄を生産し続けているようなものだし……君が無駄を生産する場所にしてもいい」


「……描いていいの？」


僕は、先生の言っている意味がよく分からないような気がして、そう、聞いた。自分でも唐突な聞き方だし、もっと他に言うべき事があるだろう、と思ったけれど、でも、最初に出てきた言葉は、これだった。


……すると、先生はニヤリと笑う。


「人に被害を及ぼさなくて、ついでにバレて怒る奴らにバレなきゃ何しててもいい。この世の真理だぜ」


先生の言葉に、目の前が明るくなるような気がしてくる。失ってしまったものはもう取り返しがつかないけれど、でも、その一欠片でも、取り返したような、取り返して来てもらったような、そんな気持ちになった。


「……まあ、なんだ。小食な奴らには分からんだろうが、僕らの心は食わなきゃ死ぬんだ。食うなって言う方が残酷ってもんだろう。僕としては、君が飢え死にするのはなんというか、癪でね」


僕が食べ終わったゼリーのカップを自分のカップに重ねて片付けながら、先生はそう、言い訳のように言った。


「ついでに言うと、君はな。僕の心の餌になってくれるもんだから」


「……そっか」


その言葉が、嬉しい。嬉しいから、つい、言ってしまった。


「あの、先生。今週の土曜日、来てもいい？」


すると先生は……僕と同じくらい嬉しそうな顔をして、言った。


「いいとも。大食いの心を飼っている同士、仲良く楽しく朗らかに。そしてどこまでも無駄に、過ごそうじゃないか！」


仲良く、楽しく、朗らかに。そして、無駄に。


それがこれから、ずっとだ。そういう場所が、僕に用意されているって……用意してくれる人が居るって、なんて素敵なことなんだろう！






「それで、いつか……」


先生は僕の顔を見てにこにこしながら、ふと、言った。


「いつか、君が即答できなかったっていう答えを、君が言葉にするのを聞いてみたいね」


「え？」


何のことだろう、と不思議に思ったのだけれど、先生はただ笑って、僕の頭をわしわしと撫でる。


「たくさん餌を食ってすくすく育つんだぞ、トーゴ！」







    
  
  




＊僕は絵描きになれない


フェイの家に連れていかれた僕は、そこでお父さんとお兄さん……ヴァンさんと、ローゼスさん、の、熱烈な歓迎を受けた。


「トウゴ君！　ようこそ！」


「弟から手紙で話は聞いているよ！　本当にありがとう！」


玄関に入る前からこれだから、ちょっとびっくりした。いや、すごくびっくりした。この人達、玄関先でずっと待っていたんだろうか……？


「おおー！　本当にフェイが元通りだな！」


「目は見えているのか？　指は動くのか？　ちょっと見せてみなさい！」


「そんなに寄ってくるなって！　ほら！　見えてるし動くから！　暑苦しいっつの！」


お父さんもローゼスさんもきらきらした顔でフェイを囲んで、そこでフェイの怪我が治ったのを確認して、益々顔を輝かせた。


「……実に素晴らしい！　ありがとう、本当にありがとう、トウゴ君！」


そして、お父さんが僕の手をしっかり握る。


「君は二度も息子を救ってくれた。感謝してもしきれない」


「いえ、そんな……」


こういう時、どういう風に返したらいいのかよく分からなくて、口ごもる。けれどフェイのお父さんはそんな僕にもにっこり笑いかけると、僕の手を引いて玄関の方へとうきうき歩き始めた。


「さあさあ、立ち話も何だ、中へ入りたまえ！　朝食はまだか？　まだだな？」


「おう！　腹減った！」


「そうか。トウゴ君は？　お腹に空きはあるかな？」


「……ちょっとだけ」


「そうかそうか！　なら沢山食べていきなさい！」


……そうして僕は、賑やかなレッドガルド家の朝食にお邪魔することになった。あの……僕、朝ごはん、そんなにたくさんは要らないです……。






結局、結構沢山食べた。自分でも驚いてる。パンは香ばしくてふんわりさくさく。ジャムはきゅっと甘酸っぱくて果物の香りが素晴らしい。ソーセージは噛みついたら肉汁が溢れてきてたまらない美味しさだし、あと、スタッフドエッグ。ゆで卵の黄身をくりぬいて黄身にクリームやハーブを足して調味してもう一回白身に詰めたやつが何故だかとても美味しくて、いくつか頂いてしまった。


……ということで、今、僕はとてもお腹いっぱいだ。僕、朝ご飯はあまり量を食べない方なんだけれどな。けれど、嫌なかんじはない。だってレッドガルド家のご飯はとても美味しいし、僕以外の人は僕以上の分量、食べてるし。あと……楽しい。フェイが何か言って、ローゼスさんに窘められて、お父さんに笑われる。或いは、ローゼスさんが出したアイデアにお父さんが反応して、フェイがもっといいことを思いつく。そんな会話を聞いているのは、それだけでもなんだか楽しかった。


食卓が賑やかで楽しいって新鮮なかんじがする。


「よしよし、トウゴ。沢山食ってけよ！　お前はもうちょっと沢山食った方がいいぜ、多分」


「うーん……うん」


多分、フェイは僕の体型を見てそう言ったんだと思う。確かに、前、授業でＢＭＩを計算した時には低体重ギリギリの結果だった。うん、体型のことは、ちょっと気にしてる。


「ふむ……トウゴ君。君は普段、あまり食事を摂れていないのかな？」


「いえ、食べてます」


「親父。こいつの食べてるはアテにならねえぞ。果物一個食べて満足してる奴だから」


ちょっと見栄を張ったのに、早速フェイにばらされた。


「それは良くないな。食事は摂った方がいい」


ああ、お父さんの顔を曇らせてしまった。そんな顔をされると申し訳ない気持ちになってしまうのだけれど、でも、僕が食事を摂らないのはしょうがない。高校生になってからはほとんど毎日昼食を抜いていたわけだし、でも、それは絵を描くためだったから……。


「あー、親父。こいつにそれ言っても駄目だぜ。こいつ、描いてると色々忘れちまうみたいなんだ。だからしょうがない」


……うん。


僕が絵を描くことも、それで色々忘れちゃうことも、『しょうがない』。それを僕以外の誰かが言ってくれるのは、すごく嬉しい。フェイはいい人だ。本当に。


「おやおや、そうだったか。なら……」


フェイのお父さんは少し考えるでもなく、ただ、僕を見て、事も無げに言った。


「トウゴ君。君さえ良ければ、レッドガルド家のお抱え絵師にならないか？」






僕がぽかんとしていたら、フェイが教えてくれる。


「お抱え絵師ってのはな、うち専属で雇う絵師だな。絵師はうちからの依頼、或いはうちを通して他所から来た依頼で絵を描く。生活資金や活動資金はうちから出す。あ、描いてもらった絵の代金はそれとは別に出すぜ。勿論」


フェイの話を聞きながら、僕の中では疑問が渦巻いている。理解が追いついていない、というか、心が追いついていない、というか。


「君が食事を忘れてしまうというのなら、住み込みで絵師をやってもらうのもいいんじゃないかと思ってね。他の詳細な条件はまたおいおい決めることになるだろうが……どうかな、トウゴ君」


フェイのお父さんがにこにこわくわくした顔で僕を見ている。フェイもローゼスさんも、似たような顔で僕を見ている。僕はそんな彼らを見て、只々、ぽかん、としたままだった。


「……それ、って、絵を描くことを、職業に、する、っていう、お話、ですか？」


更に、皆の視線を集めておきながら、僕はそんな間抜けなことを質問した。するとフェイのお父さんはきょとん、としつつも優しく頷いて答えてくれる。


「まあ、そうとも言えるだろうね」


うん。そうだよな。分かってる。言葉の意味は、分かってるんだ。すごく名誉なことだとも、ありがたい話だとも、分かってる。


ただ……どうしようもなく、戸惑っている。






まず、僕の実力は、足りていない。自分の腕は分かってる。美術の予備校に通ってるわけでもないし、僕はただ、ひたすら描いているだけだ。少なくとも、プロとしてやっていける腕はない、と、思う。自信が無い。


それに、レッドガルド家にお世話になるのがちょっと申し訳ない。僕に恩を感じてくれているんだろうけれど、それでも、ちょっとあまりにも、僕の気持ちの整理がつかない。それから……。


……それから、自分でもよく分からないまま、色々な考えが、色々な言葉が、色々な景色が、次々に頭の中を横切っていって、そして、多分、その中に……『画家になりたいわけじゃないでしょう？』という、親の声が、混ざっている。


「あの、僕……」


どうしよう。何か言わなきゃいけないと思うのだけれど、何も言えない。言うべき言葉が見つからない。段々、頭が何も考えなくなっていってしまう。重力の感覚がよく分からなくなって、体が冷えていくようなかんじがする。


フェイ達がちょっと心配そうに僕を見ている。だから、何か言わなきゃいけない。何か言わなきゃいけないのに。


「……なー、トウゴ。もしかしてよお、お前……」


けれど、僕がそんな調子で居たら、場の空気を明るくしようと意図してか、フェイがちょっと笑って、言ってくれた。


「もしかしてお前、絵を描いたら全部実体化しちまうから絵が描けねえ、ってことか？」


「……え」


フェイの言葉を聞いて、僕の頭がやっと、正常に回り出す。


そうだ。言われてみれば、確かにその通りだ。僕、気合を入れて絵を描いてしまうと、それが実体化してしまうんだった。


なんだ。僕、どのみちこのお話、断らなきゃいけなかったんだ。そっか。よかった。


「そうか……君はそういう魔法を使うが、上手くその魔法を制御できない、ということ、なのかな？」


「あ、多分、そうです。絵として描いていても、実体化してしまうんです」


フェイのお父さんが納得したような顔をするのを見ながら、僕はほっとしていた。これ以上色々な理由を探さなくていいっていうのは、ひとまず、僕を落ち着かせる材料になったらしい。


「やっぱな。なーんだ、そういうことは遠慮せずに言えよぉー、怒らねえからよー」


フェイは僕の隣の席から腕を伸ばして、ばしばし僕の背中を叩く。


「しっかしよー、トウゴお前、その顔で魔法の制御、できてなかったのかあ。言葉も普通に喋るし、所作は綺麗だし、しっかりしてるみたいに見えるのになあ」


「ごめんなさい」


「あー、いいっていいって。謝る事じゃねえよ。ちょっと面白えけど。いや、結構面白えけど」


フェイは肩を震わせて笑っている。まあ、がっかりされたり怒られたりするんじゃなくて笑ってもらえるんだから、ありがたいことだ。


「まあ、そういうことなら今すぐうちのお抱え絵師に、というわけにはいかないか」


「はい。折角のお話を頂いておいて、申し訳ないのですが……」


改めて話そうと思ったら、今度はちゃんと言葉が出てくる。僕の言葉を聞いて、フェイのお父さんは、ふむ、と頷いて……。


「別に私は気にしないのだがね。魔力の制御はお抱え絵師をやりながらでもできるだろうし……だが、君がそれでは自分で納得がいかない、ということなら仕方ない。この話はもう少し時間を置いてから、またの機会に、ということにしよう」


そっか。『またの機会に』って言ってもらえるのか。ありがたくて申し訳ない、複雑な気分になる。


「……そうだな。非常に惜しいが。フェイだけ描いてもらってずるいが。私も描いてもらいたいのだが」


けれど、僕が申し訳なく思っている暇は無かった。フェイのお父さんはそんなことを言って、拗ねたような顔をし始めた。……ちょっと意外だ。


「へっへー。残念でした！　俺は親友の特権ってやつだ！」


「なら私は兄貴の特権で描いてもらいたいんだがなあ。駄目だろうか」


「なら私は親父の特権で描いて……いや、やめよう。これ以上はトウゴ君が困ってしまうな」


フェイのお父さんも、お兄さんのローゼスさんも楽しそうで、それに巻き込まれて僕も少し楽しくなってきてしまう。


「フェイの家はいいところだね」


折角の話を断ってしまったのに気にしないでくれる。こうやって楽しく笑っていてくれる。それって、僕にとってはすごく、ありがたいことだ。ここに居るだけで僕も明るい気持ちになれる。


「おう！　自慢の家族だぜ！」


フェイは真夏の太陽みたいな笑顔で、そう答えてくれた。フェイが嬉しそうで僕も嬉しくて、なんだか彼らの姿が眩しくて……ちょっとだけ、羨ましいな、とも、思った。






「……ま、絵師をやるにしろやらないにしろ、困るよなあ。このまんま、絵が全部実体化しちまう、ってのは」


それから改めて、フェイはそう言う。


「うん。困ってる。絵を絵として描けないのって、やっぱり、ちょっと」


なので僕も頷いて答える。ここは絵を描き放題の世界だからそれはすごく嬉しいのだけれど、描いた絵が絵として残らないから、それが唯一の不満だ。


自分でも、欲が深いな、とは思うんだよ。絵を描けるだけで幸せなはずなのに……描いた絵を後で見返せるようにしておいたり、本当に出来のいい気に入ったやつを飾っておいたりしたくなってしまった。


「そこかあー。いや、ま、そうなんだろうけどよお、もっと、それ以前に色々問題が出てくるだろ」


けれど、フェイは僕の言葉を聞いてちょっと笑いつつ、そんなことを言う。


「問題？　何かまずいこと、あるんだろうか」


「そりゃあな」


フェイは神妙な顔で、うんうん、と頷きつつ、僕に言う。


「お漏らしは早めに治しといた方がいいからなあ……」


へっ!?






「お、おもらし」


「おう。……あ、魔法の、な？」


あ、ああ、びっくりした。……この世界では魔法って漏れるものなのか。そっか。よく分からない感覚だ。


「要は、魔力の制御が上手くできてねえ、ってことだろ？　それって日常生活で困るだろ？　絵じゃないところでもよ」


「ええと……絵を描かなければ何も起きないので……」


「あ、そーだった。お前、絵を実体化させる以外の魔法は使えねえんだったか。つくづく変わってるよなあ」


この世界の人って、水や火を出すことができるんだっけ。ちょっと羨ましい。僕もそういう魔法が使えたらよかったのに。


「だから、ちょっと訓練、してみるか？」


「へ？」


なんだか唐突にフェイがそう言ってきたので、僕は首を傾げる。


「だって、絵が実体化しないまま残せるようにできた方がいいだろ？」


「……訓練次第で、できるんだろうか」


「ん？　まあ、そりゃ、多分な？」


……フェイの言葉に、なんだか目の前がぱっと明るくなるような気分になった。


いいんだろうか。僕、絵を描いて、更にその絵を残しておきたい、なんて、欲深いんじゃないかと思ったけれど。でも、それがもし、叶うなら……。


「やりたい！　僕、訓練してみたい！」


「おっ。いいぜ！　んじゃあ早速やってみっか！」


フェイがにやりと笑ってそう答えてくれるのを聞きながら、僕はなんだか、わくわくしてくる。


絵描きになれない話は置いておくとして……実体化しない絵も、描いてみたいんだ！







＊ここは魔法の世界


……ということで、食後。僕はフェイと一緒に庭に出て、魔法の制御を練習することになった。


「よし。まずは魔法を自覚するところからだな！」


フェイはそう言うけれど……これがまず難しい。


今まで僕は、特に何も意識しなくても絵を実体化できている。つまりそれって、『どうして絵が実体化したのか分かってない』ということだ。


魔法を使ってる自覚が無いから、魔法を制御することもできない。……これじゃあまずいので、僕は、自分の魔法を感じ取るところから始めることになった。


「お前、魔力を消費する時、そういう感覚、ねえの？」


「うーん……ある、かもしれない」


馬の羽や角を治した時。或いは、緋色の竜を出した時。そういう時、僕は、自分の中から何かが流れ出していくような感覚を味わっている。もしかして、あれが魔力っていうやつなんだろうか。


「まあこれ握ってみろよ」


僕があれこれ考えていたら、フェイが、ほい、と、何かを手渡してくれる。


それは、飴色の木の握りに真鍮みたいな金属で模様が象嵌してあって、そして、握りの先には水晶玉みたいな透明な石が付いている……そういうものだ。なんだろう、これ。


「この世界では子供が魔力制御の練習で使うやつだけど、お前だってこの世界来たばっかで赤ちゃんみてえなもんだろ？　ならこういうのでやってみるのが一番早いと思うぜ」


……つまりこれ、乳幼児向け知育玩具、みたいなものなのかな。成程。まあそうだよね。僕はこの世界歴一ヶ月ちょっとだし、そういうのが丁度いいよ。


ちょっと複雑な気持ちになりつつ、握りを握ってみると……先端の水晶玉が、光る。


「おっ。よしよし。いいかんじだな」


水晶玉の中に、色んな色の光が滲む。シャボン玉みたいに色々な色に変わりながら光は持ち手を通って……僕の体の中に入ってくる。


「……うわ」


びっくりした。手がふんわりあったかい。そしてさらりと冷たくなる。なんだこれ。変な感覚だ。


「分かったか？　これが魔力だ」


「……うん。分かった」


多分これ、僕の中にある魔力を一回出して、それをもう一度体の中に入れるための道具なんだな。面白いな。一度外に出してみるだけで、そこにあるものに気づける。確かにこの、魔力ってやつが僕の中に流れてるって、分かってくる。


しばらく水晶玉の中の光と手の感覚とを確かめていたら、暖色の光が手に入ってくる時には手がふんわり温まって、寒色の光が入ってくる時には冷たくなる、ということが分かった。どうやら、水晶玉の中の光の色によって手に入り込んでくる感触が違うらしい。


「じゃあ、手から意識を広げていけ。な？　手だけじゃなくて、全身を流れてるのが分かるだろ？」


言われて意識してみると、確かに分かる。僕は確かに、魔力を持ってる。


水晶玉の中で色を変えながら、きらきら光るもの。これが僕の魔力か。綺麗だな。そうか。僕の中にはこんなものが流れてるのか。なんだか少し嬉しい。


……それからその日は夜までずっと、異世界の知育玩具を握って魔力を感じる練習をした。面白いもので、一度自分の中の魔力が分かってくると、自分の外の魔力も分かるようになってくる。


フェイにも、庭の花にも、風の中にまで。魔力、というらしい何かがあるのが分かる。これはちょっと面白い。


魔力を見る、っていうのは、絵を描く時に似ているかもしれない。ぱっと見ただけでははっきりと捉えられない形が、じっくり観察する中で段々理解できるようになる。観察を重ねると、その色が何色の絵の具をどう混ぜれば表現できるのか、はっきり分かってくる。そんなかんじ。


だから、魔力を見るのは面白い。面白いから寝る時間を削って色々なものの魔力を感じてみたかったのだけれど……これ、案外、体力を使ってしまうらしい。夕食を頂いて、お風呂をお借りして（素晴らしいことに、温水のシャワーがあった！）それで客間のベッドに入ったら……すぐに眠ってしまった。夜更かしするつもりが、朝までぐっすりだった。まあ……健康的。






それから、翌朝。


「よし。じゃあ次の段階だな！　次は魔法が漏れないようにする練習だ！　これが出来れば絵を実体化させないこともできるかもしれねえぞ！　頑張れ！」


翌日もフェイと一緒に魔法の勉強だ。自分の中の魔力を感じ取れたから一歩前進はした、んだろうけれど、どうにも、その先がまた難しい。


魔法が漏れないようにする練習ということで、今日は、金色の石と金細工でできた蝋燭、みたいな、そういう道具を握っている。


昨日の道具みたいに、この道具も魔法の制御のための練習道具だ。つまり知育玩具。


この蝋燭もどきは握ると魔力が流れて、先端に光が灯る。僕の課題は、この蝋燭を握りながらも光を灯さないようにすること。つまり、魔力を流さない練習をしている、のだけれど……難しい。これ、自分の血流を自分の意思だけで止めるようなものなのかもしれない。それくらい難しい。


蝋燭もどきの光は全然消えてくれない。僕の手から魔力が流れて伝わって、それが光になっていることは分かるんだけれど……それを止める方法が分からない。


「……難しいかあ？」


「うん……なんだか、暖簾に腕押し、っていうかんじだ」


「しょーがねえなあ。ほい」


「へっ？」


そんな僕を見かねてか、フェイが僕の手首を握ってきた。


すると、蝋燭もどきの光は消え……同時に、じわじわと。なんだか、むずむずするような感覚がこみあげてくる。


「ね、ねえ、これ……」


「よし。そこでそのまま我慢しろ」


「ええ……」


我慢しろ、と言われてしまったけれど、これ、中々に耐え難い。むずむずして、うずうずして、どうにも我慢できない。


「フェイ、離してよ」


「もうちょっと我慢したらな」


多分これ、フェイが僕の手首を掴んで、魔力を止めてるんだろう。でも、そのせいで落ち着かない。すごくむずむずする。


「ねえ、フェイ」


「もうちょっとな」


くすぐったいのでも痒いのでもなく、ただ、何かがどうしようもなくむずむずする！　むずむずして、うずうずして……我慢しなきゃいけないって分かってても駄目だ！


「や、やだ。これ、もうやだ……」


「うお？　おいおい、堪え性がねえなあ……」


堪えきれなくなってフェイの手を掴んで引き剥がしにかかったら、流石にフェイは離してくれた。そして。


「うおわっ!?」


同時に蝋燭もどきからビームが伸びて、空へと飛んでいく。それを眺めながら、ちょっとの間、何も考えられなかった。ぼーっとしてた。体から力が抜けて、その場にへたり込む。


「今の、何だ……？　すっげえ……」


そしてフェイが何やら感心する中、僕は、ぼーっとしながらも、やっとむずむずから解放されたということだけは分かっていて、只々ほっとしていた。うん、あんなのそうそう我慢したくない。もうやだ。


……そして僕が落ち着いてきた頃。


「お前……魔力の制御は結構難しいかもなあ」


フェイがそう言いながら、まじまじと僕を見つめる。だから、僕はさっきからそう言ってるんだけれど……。


「魔力が桁違いに多いぜ、多分」


……え？






翌日。僕は、レッドガルド家の応接間で、囲まれている。僕を囲んでいる人達は、フェイとローゼスさんとお父さん、そして……お医者さんと、お医者さんの助手らしい女性。五人の人達に囲まれて、落ち着かない気持ちで座っていた。


「なーなー、お医者センセ。こいつ、魔法が漏れるようになったんですよ」


「彼は今までほとんど魔力が無かったのですが、ここ最近、急に魔力が増えたようでして」


「本人も制御できなくて困っている。どうにかならんか」


……僕の『設定』はそういうことになっている。


異世界人だっていうことは伏せてあるし、特に何をしたでもなく魔力が多いっていうことも伏せてある。ただ、元々のこの世界の人で、それでいて、つい最近急に『魔法が漏れるようになった』。そういうことにしておけば、異世界人だということで面倒に巻き込まれることはないし、この世界の人なのに魔法がほとんど使えない説明もつく、と。


フェイ曰く、異世界人ってことは内緒な、ということだった。なので、僕が異世界人だと知っているのは、フェイとローゼスさんとお父さんだけだ。あ、あと、森の馬と鳥。


「そうですね……成長期の子供ですと、急に魔力が増えることはままあることです。今までほとんど魔力を持たなかった子供が成長期にメキメキと魔力を増やす例も報告がありますが……他に何か、魔力が増えるようなきっかけはありましたか？　例えば、特殊な魔導書を読んだですとか、精霊の寵愛を受けたですとか、新しい魔法を覚えたですとか」


「いや、特には無いと思うが。……あったかね、トウゴ君」


「いえ……」


魔導書、なんて読んだことがないし、精霊には会ったことがない。新しい魔法を覚えたっていうなら、それは絵に描いた餅を餅にできたあれのことであって、それ以外の魔法は使えない。どれも該当しないと思う。


「では、大怪我や大きな病気をなさったことは？　いかがかしら」


僕が記憶を辿っていたら、助手の女性がそう、聞いてきた。


「生命の危機に陥ると、眠っていた魔力が目覚めることもあるそうです。魔物に襲われたり、高所から落下したり、病気をしたり……。何か、最近、怪我や病気をしたり、或いは……事故に巻き込まれたり、などはありませんでしたか？」


……僕はフェイ達と顔を見合わせる。すると、黙って首を横に振られた。


うん。僕、攫われたり十日ほど寝たきりになったりしたけれど、それは内緒の方がよさそうだ。なので黙っていることにした。






それから、僕の検診が始まった。健康診断と同時に、魔力の検査、だそうだ。


僕は、フェイが僕に貸してくれた例の知育玩具みたいなやつを握らされて、玉の内部の光の色を観察されたり、針が一本だけの懐中時計みたいなものを首に掛けられて針の振れ方を確認されたり、色々な機器を使って検査を行った。


異世界の検診って面白い。不思議な道具が沢山出てきて、光が滲んで輝いたり、火花が舞ったり、澄んだ音が響いたり。それを見てお医者さんはカルテらしいものを書いてくれているから確かに何かの検診なのだろうけれど、僕からしてみると『綺麗だなあ』というようなものでしかない。


「成程……ひとまず、結果が出ました」


僕が楽しんでいる間に検診は終わって、お医者さんは僕と……僕の後ろに立っている、フェイのお父さんに向かって、話した。


「トウゴさんは、王宮の魔導士になられるおつもりは、ありませんか」


「……へ？」


おうきゅうの、まどうし。……仰々しい言葉が出てきたなあ、と思ってフェイのお父さんを振り返ると、フェイのお父さんは少し驚いたような顔をしていた。


「それはつまり、トウゴ君の魔力が非常に大きいから、ということかね」


「はい」


お医者さんはフェイのお父さんに一つ頷いて、話を続ける。


「トウゴさんの魔力は極めて大きいもののようですね。若くして、王宮の魔導士顔負けの魔力量です。ここ最近で急にこのように成長なさったとなれば、魔力の制御が上手くいかなくなって魔法が漏れる、ということも十分に納得のいく話ですね」


王宮の魔導士顔負けの魔力量、というのがどの程度のものなのか、僕には分からない。けれど、フェイ達の表情を見る限り、その、結構な大ごとなのだろうな、ということは、なんとなく分かる。


「それに、魔力の色も素晴らしい。トウゴさんなら様々な属性の魔法を使うことができるでしょう。どうですか。一度、精密な検査も兼ねて、王都へ行かれては」


「ええと……」


これには、困った。何せ、僕は王都も魔導士も分からない。だから、どうですか、と言われても、判断の材料がない。その上……なんとなく、嫌だった。


こっちは、もっとぼんやりとした理由でしかなくて、ただ、自分がなりたいのかよく分からないものへの進路を勧められるのが、なんとなく嫌、という程度のものでしかないんだけれど……。


「そうだな、いずれは考えておこう。だが、今はもうしばらく、彼をここに置いておくことにしよう。彼も、環境が急激に変化すると落ち着かないだろうし、そうなると魔力の制御がより難しくなるのではないだろうか」


けれど、僕が何か話す前にフェイのお父さんがそう断ってくれたので、ほっとする。


王都、というのは多分、首都みたいなものだろう。この世界の最先端がそこにあるのだろうけれど、でも、僕、少なくとも今はまだ、ここを離れたくない。


「そうですか？　勿体ない……いえ、それはこちらの都合でしたね」


助手の女性は少し申し訳なさそうに笑って、ごめんなさいね、と、僕に言ってくれた。僕はただ安心して、いいえ、とだけ言って、あとはお医者さんの診断書が書き上がるまで、黙っていることにした。






そうして僕の診察が終わった、のだけれど……結局、お医者さんは僕の魔力の検診だけして帰っていったようなものだった。


要は、『僕が魔法を漏らしてしまう理由は魔力が大きいから。でも、どうして魔力が大きいのかというところについての原因は不明』。


……まあ、僕、死にかけたこともある訳だから、それも原因なのかもしれない。けれど、この世界に来てすぐ、絵に描いた餅を餅にしているということを考えると……僕の魔力が大きい理由は、『僕が異世界人だから』という理由が、一番妥当だと思う。


つまり、この問題、どうしようもないんだよ。僕の魔法は漏れるべくして漏れています。


……ただ。


「よし。んじゃあ、今日からはコレつけて訓練だな！」


解決する方法は、あるらしい。


フェイは笑って、僕の左手首に嵌められた腕輪をつつく。腕輪は銀色の地金でできた、幅一センチぐらいのものだ。繊細な模様が彫り込まれているけれど、これが魔法の模様らしい、ということはフェイから聞いた。嵌めたかんじは腕時計みたいなものなので、つけていて違和感はそこまで大きくない。


……この腕輪は、封印具、というものらしい。封印具というのは、文字通り、僕の魔力を封印してしまうもの、なんだそうだ。魔力が急に増えてしまった人や魔力が多すぎる人の為の矯正具みたいなもので、魔力を一時的に減らして、その状態で魔力の制御の練習をするためのものなんだとか。


確かに、自分の中に流れる魔力が大分少なくなって、形を掴みやすくなったような気がする。魔力を感じ取る訓練が生きている実感も相まって、なんだか元気が出てきた。


「頑張って、早く魔力の制御ができるようになるよ」


「おーおー。そうしろそうしろ。じゃなきゃ、魔法が漏れっぱなしだもんな……」


……うん。頑張る。


フェイに『おもらし』って言われるのは恥ずかしいし、第一に……これで魔力の制御ができるようになれば、ちゃんと絵が絵として描けるようになるかもしれないから。


……しかし。


翌日。


僕の計画は、座礁した。


「う、うわあ……まさかこうなるとはなあ……」


封印具を着けてもらって、早速魔法の制御の練習をして、すっかり疲れてしまったから休憩がてら絵を描いて、それからレッドガルド家で泊まって、そして翌日また魔法の制御の練習をして……そうして大体、一日半経ったら。


封印具から、パシン、と音がして……ふと見たら、金属でできていたはずの腕輪が、まるで剪断したかのようにバツリと千切れていた。










そうして、もう一回お医者さんに診てもらった。その結果、どうやら僕の魔力が多すぎて封印具が駄目になってしまうらしい、ということが分かった。僕が一体何をしたっていうんだ。


そして、どうやら僕にはまた別の封印具が必要らしくて……それは『魔石式の封印具』というもの、らしい。お医者さんが帰っていった後、さてどうするか、という顔をしているフェイに、ちょっと聞いてみる。


「あの、魔石って、なんだろうか」


「ん？　そうだなー……魔石ってのは魔力がこもった石だな。ランプの燃料にするような屑魔石と、召喚獣の住処にするような宝石の魔石がある。ま、魔力が多い石は大抵、宝石の形をしてるもんだ。こーいう風に」


フェイはそう言って、耳飾りの石を見せてくれた。彼の耳を飾る赤い石は、透き通ってきらりと輝いて綺麗だ。確か、ここに火の精が入ってるんだよね。それで……。


「……魔石って、お値段が、高い？」


僕としてはそこが気になる。だって僕はお金を持っていない！


「おっと、トウゴ君。お金のことなら気にしちゃいけないよ」


けれど、僕の口の前に人差し指を持ってきて、ローゼスさんがウインクした。


「君はレッドガルド領に巣食う悪を滅するのに大きく貢献してくれた。それに、我が弟を救ってくれた。それも、二回も！　そんな君に報奨が何も無いというのはおかしな話だろう？」


「それに我々は腐っても貴族だ。君を養う程度のことは難なくできるさ」


続いて、フェイのお父さんもそう言ってくれる。フェイも、何ということはないような顔をしている。……多分、本当に、彼らの感覚からしてみれば、どうってことのないことなんだろう。お金が掛かるっていうことをそんなには気にしていないように見える。


けれど……どうにも、気になる。おんぶに抱っこで養ってもらう、っていうのは、あまりにも申し訳ない。


「あの、宝石なら、僕、自分で出します」


だから僕は、そう申し出てみた。






何のことかさっぱり、というようなフェイのお父さんとローゼスさん、そして、肩を震わせてくつくつ笑っているフェイの横で、早速、画材を出して、絵を描く。


描くのは宝石だ。ええと、今は手元に紙と鉛筆しか無いから、白黒で描けるもの。……透明なものならいけるかな、と思って、水晶を描いてみることにした。


先生の家にあった図鑑で見た写真を思い出しながら、透き通った六角柱の結晶を描き上げていく。


透明な宝石というと、水晶よりはダイヤモンドのような気がするけれど、そっちは諦めた。繊細なカットが施されたものは、さっと描ける気がしなかったから。その点、水晶なら六角柱が基本の形だから、そう難しくはない。


「できた」


描き終わって、透き通った水晶の結晶が、紙の上に載っていた。太さ一センチ、長さ四センチぐらいのやつ。


「あの、この宝石は、使えませんか？」


早速、出来上がった宝石をフェイのお父さんに見せる。フェイのお父さんは、失礼、と言ってから水晶の結晶を手に取って……目を見開くと。ため息を漏らすように言葉を漏らした。


「……これは」


その時だった。


きゅう、と鳴き声がして、窓からレッドドラゴンが顔を覗かせていた。びっくりした。


「お、おお？　どうした？」


フェイがレッドドラゴンに近づいて顔を撫でてやると、レッドドラゴンは、きゅう、と嬉しそうに鳴く。こうして懐っこい様子を見ると、なんだか可愛い生き物だなあ、と思う。







    
  
  




「……って、おいおい、こらこら。落ち着けって。部屋に入りてえのか？」


かと思ったら、今度はレッドドラゴンが窓から身を乗り出して、こっちに鼻面を伸ばしてくる。きゅうきゅう、と鳴き声を上げながら、それはそれは一生懸命、僕とフェイのお父さんの方へ身を乗り出してくるものだから、ちょっとびっくりした。窓枠が壊れちゃいそうだ。


「なあ、フェイ。もしやレッドドラゴンは、その宝石に興味を示しているんじゃないか？」


そこでローゼスさんがそう言うと、レッドドラゴンは、きゅう、と鳴いて、また水晶の方へと首を伸ばす。


「待て待て。落ち着けって。なんだなんだ」


フェイはレッドドラゴンをなだめるけれど、レッドドラゴンは悲し気にきゅう、と鳴いて水晶を見つめている。


「あー……そっか。そうだよなあ。お前もいい加減、魔石の中に入りたいよなあ。でもこれはお前が入るにはちょっと小さいからな。もうちょっと大きいやつにしような」


フェイはそう言ってレッドドラゴンを撫でた。……そしてその横では、フェイのお父さんが水晶を見つめて、レッドドラゴンを見つめて……首を傾げた。


「この宝石は、レッドドラゴンが入るには小さすぎる。にもかかわらず、レッドドラゴンがこれだけ気に入っているということは、まあ、間違いなく……」


はい。……僕は少し緊張しながら、お父さんの言葉を待って……そして。


「この宝石が、極上の魔石だ、ということだろう」


……それは、よかった……んだよね？


「これ結構大変なことだぜ？　トウゴは王宮の魔導士にもなれるし、世界一の宝石商にもなれる、ってことで……うーん」


「別になりたくない」


「だろうなあ。お前見てりゃ、それは分かるぜ」


フェイに呆れた顔でそう言われてしまったけれど、しょうがない。僕は別に、王宮の魔導士とやらになりたいとは思わないし、宝石商にも興味はない。


けれどとりあえず、僕が今まで描いて実体化させてきたものは……なんか、こう、ちょっと色々と大変だったかもしれない、ということは、分かった。宝石が魔石になってしまったんだから、家も魔家とかになってるんだろうか。野菜も魔トマトとかになってたりして。よく分からないけれど。


レッドガルド家の皆さんが水晶を眺めて「これはどうしたものかなあ……」と悩んでいるのを見つつ、僕は窓の外で未だに待機中のレッドドラゴンを見る。


レッドドラゴンは僕が手を伸ばすと、フェイにそうしたように懐いてくれる。かわいい。けれどもレッドドラゴンは水晶を見つめて、きゅう、と悲しそうに鳴く。


召喚獣、というものがどんなものなのか、よく分かっていないけれど……このレッドドラゴンは、早く宝石に入りたいらしい。召喚獣に宝石が無いってことが、家が無いようなものだとしたら、それってすごく、悲しいことなんじゃないだろうか。


「あの、フェイ」


「ん？　どうした？」


なので僕は、申し出ることにした。


「僕がレッドドラゴンの家になる石、描いていい？　もっと大きい奴」


するとフェイは、きょとん、とした後……満面の笑みで、答えた。


「俺も今、頼もうと思ってた！」










そうして僕は、大きな宝石を描くことにした。


最初に、一度森へ帰って画材を全部取ってくることにした。僕が画材を持って外に出ようとしたら、馬達が『行っちゃうの？』と言いたげな顔で翼をぱたぱたさせたり角で僕をつついたりしてきたのだけれど、ごめん。行っちゃいます。でもちゃんと帰ってくるよ。


森からレッドガルド家へ戻ったら、早速、レッドドラゴンを見ながら宝石を描き始める。


大きさは長径五センチくらいの楕円形。色は深い緋色から明るいオレンジまで、色んな色が揺らめくように。……さっき見たランプの火で思い出したんだ。レッドドラゴンが初めてこの世界に出てきた時、火を吐いていたのを。あの色、綺麗だったから。だから、あの美しい色をできるだけ宝石の中に再現してみたかった。


使うのは相変わらず水彩絵の具だ。絵の具と白く残した部分との境界の色が濃くはっきり残るような具合や滲みを使って、燃えるような宝石をなんとか表現できるように頑張ってみる。


……そして、自分で納得がいくくらいに絵が完成したところで、絵がふるふると震えて、きゅ、と縮まって、ぽん、と。紙の上に宝石が出てきていた。


中々上手くいったみたいだ。宝石は炎の色。色が揺らめくように滲んで混じり合う様子があって、光に透かすと中々よかった。


「はい。ご注文の品です」


「すげえなあ……綺麗だ」


僕が宝石を渡すと、フェイは目を輝かせる。あ、宝石はちょっと、フェイの目にも似ている。


「なあ、レッドドラゴン！　これならお前、気に入るだろ！　どうだ？」


そして、フェイがレッドドラゴンに宝石を差し出すと、レッドドラゴンはその瞬間、宝石に向かって……頭突きした。


「うわ」


すると、レッドドラゴンの体が、するり、と宝石に吸い込まれて消えてしまった。……これ、大丈夫なの？


「よし。じゃあ出てきてみろ」


続いてフェイがそう言いつつ宝石を窓の外に向けると、今度はそこからレッドドラゴンがまた出てきた。……どうやって中に入って、どうやって外に出てきているんだろう。すごく不思議な眺めだ……。成程、召喚獣って、やっぱり不思議な生き物らしい。


「トウゴ！　こいつもこの魔石、気に入ったってよ！」


レッドドラゴンは宝石に出たり入ったり、窓の外で宙返りしたり。多分、はしゃいでいるんだろう。きゅうきゅう鳴く声も、さっきとは違って嬉しそうだ。


「気に入ってもらえたなら何より」


集中して描いたからか少し気疲れしたけれど、レッドドラゴンの喜びようを見ていたら疲れなんて吹き飛びそうだ。うん、よかった。


「しかし……いいのかい、トウゴ君」


はしゃぐフェイとレッドドラゴンを見つつ休憩していたら、フェイのお父さんがそっと、僕に声をかけてきた。


「あの魔石は、恐らくとてつもない値打ちのものだ。この屋敷が買えてしまうようなものだよ。それをフェイとレッドドラゴンがタダで貰ってしまうというのは……」


「いいんです。あの、むしろ、貰ってほしいんです」


申し訳なさそうな声に、僕は慌てて説明することになる。


「宝石に値打ちがあるかどうかは、その、僕にはあまり関係が無くて……フェイなら悪用しないだろうし、あんなに喜んでくれているし、大切にしてくれるだろうし。自分が頑張って作ったものは、僕が頑張った分、大切にしてくれる人に貰ってほしいし……それに、レッドドラゴンは、その、フェイのものですけれど、僕が描いた生き物だから、その、幸せになってもらいたいって僕も思っていて……」


ちら、と見てみたら、レッドドラゴンはやっぱり嬉しそうにしていて……そして、ふと、僕と目が合った途端、僕の方に首を伸ばしてきゅうきゅう鳴き始めた。かわいいなあ。


「なので、あの宝石は、ある意味では僕の絵へのプレゼントなんです」






とりあえず、フェイのお父さんは納得してくれた、というか、引き下がることにした、というか。そういうかんじで、『宝石を買い取る』っていう話を引っ込めてくれた。


お金が関係する話はちゃんとしなきゃいけないって分かってはいるけれど、フェイやレッドドラゴン相手にお金を取るのも何か違う気がしたから、ひとまず納得してもらえてよかったと思う。


……うん。そうなんだよな。お金。お金、か……。


「……ねえ、フェイ。あの、僕が描いた宝石って、売ったらお金になるんだよね」


ふと、思ったことがあって、フェイにそう聞いてみる。


「そりゃあな。間違いなくそうだろうなあ……」


成程。ということは……。


「なら、僕、自分でお金を稼げる？　あの、一般的な生活費ぐらい」


「そりゃお前……生活費どころじゃない額を稼げるだろうなあ」


そ、そっか。ええと……ま、まあ、それならよかった。多分、お金も多すぎて困るってことは無いと思う。その分気をつけなきゃいけないことは多いだろうけれど……でも。それはさておき。


「なら、お金を手に入れて、日用品とか食料品を買いたい！」


僕は、そう、主張してみた。


「え？　でもお前、なんでも描いて出せるだろ？」


「そうなんだけれど、あんまり効率が良くないんだよ。描いて出すのって」


水彩画は、油彩なんかと比べたらずっと手早く描ける画法だ。けれど、それだって、何かを絵に描くっていうのはそれなりに時間がかかるものだ。最近は少し慣れてきて速くなったけれど、最初のころはリンゴ一つ出すのに三時間ぐらいかかってたし。


「なので、食事を出すのが結構面倒で……」


「……面倒だと余計に食わなくなりそうだよなあ、お前」


うん。ご名答。多分、僕、そうなんだよ。出して食べる為に食べ物を描くのも楽しくないわけじゃないけれど、やっぱり、風景画とか、色々なものを描いてみたいので。……あんまり詳細に描くと実体化してしまう、というのがやっぱりネックだけれどさ。


「……あと、着替えがもう少しあった方がいいかな、と」


「あー……そういやお前、いっつも大体、似たような服着てるもんなあ」


うん。そうなんだよ。僕の服って、この世界に来た時に着ていた元々の服と、あとは鳥がくれた三着しかないし、その内の一着は水浴び専用の服みたいになってるので……。


「成程なあ……よし、分かった！」


フェイはにやりと笑うと……大きな声で、はきはきと、そして満面の笑みで、宣言した。


「親父！　兄貴！　俺、明日、トウゴと一緒に町、行ってくる！」


え、町？　……そっか。買い物、となると、町、だよね。この世界にも当然、町はあるのか。


「ずるいぞフェイ！　父さんも行きたい！」


「ずるいぞフェイ！　お兄ちゃんも連れて行きなさい！」


「親父は明日税収の確認があるだろ！　で、兄貴も明日はお見合い相手来るだろ！」


「どうせうちの領民は税金を誤魔化したりはしない！　確認してもどうせ変わらん！」


「見合いなんて今回もどうせ断るんだ！　放り出して行きたい！　絶対に異世界の客人との町巡りの方が楽しい！」


「はいはい、親父と兄貴は屋敷で頑張っててくれよなー。……ってことで、トウゴ！　明日は楽しもうな！」


「あ、うん」


……フェイのお父さんとローゼスさんからの抗議の声にちょっとびっくりしつつも、僕は、思う。


この一家って、似た者一家で仲良しだなあ。いいなあ。










そうして、翌日。


「よーし！　じゃあ早速、行こうぜ！」


「うん」


僕はフェイに連れられて、町に行くことになった。


……町、だ。僕、この世界ではまだ、町っていう場所に行ったことがない。出会った人間の数より出会った馬の数の方が遥かに多い。


なので少し緊張しつつ、フェイと並んで町への道を歩いている。


フェイの家、つまりレッドガルド領主のお屋敷は、ほんのり小高い丘の上に大きく広く建っている。そこから丘を下っていくと、レッドガルド領の中心の町『フラメリア』だ。つまりフラメリアは城下町、みたいな扱いなのかもしれない。


ちなみにこの『レッドガルド領』はこの国の一部地域でしかないらしいので、多分『レッドガルド県』みたいなかんじだ。ということは、フラメリアはレッドガルド領における県庁所在地。


「えーと、宝石は置いてきたか？」


「うん。三つしか持ってきてないよ」


よしよし、と頷くフェイを見ながら、大丈夫かなあ、とちょっと心配になる。


……宝石は昨日の内にたくさん描いて出しておいたんだ。色々な絵の具が揃っているものだから、色々な色の宝石を描いてみたくて……水晶は勿論、森の百合の花粉の絵の具でトパーズを描いたり、森の木の葉の色でエメラルドを描いたり、モーブバイオレットの花びらの絵の具で紫水晶を描いたり。そういうのを、練習も兼ねて、沢山。ざらざらと。机の上に小山ができるくらいに。


……ただ、それを見たフェイに『待て待て待て、多すぎる！　多すぎるから一粒か二粒にしとけ！』と言われてしまって、結局、宝石の大半は置いてきた。なので今、僕の鞄に入っている小さな革袋には、小指の爪くらいの大きさのトルコ石とルビーと琥珀が一粒ずつ。トルコ石は例の巨大な鳥の卵の殻から作った空色の絵の具で描いた。ルビーは森の木苺っぽい実で作った絵の具。琥珀は百合の花粉の絵の具や木の皮の絵の具を混ぜて描いたやつだ。楽しかった。


本当にこれで当面の生活費が足りるのか不安なのだけれど、フェイは一粒でも足りるって言っていたので……。


「えーと、まずは封印具だろ？　それからその店で宝石を売って、後は適当にブラブラ見て回ろうぜ！　あ、兄貴と親父になんか土産買っていかねえとなあ……」


フェイは僕の隣を歩きながら、うきうきと楽しそうにしている。……まあ、そうだよね。僕も楽しみだよ、すごく。


「楽しみだなあ！　あーくそ、お前を連れて歩くの、ぜってえ楽しいと思って計画も考えてたんだけどよ、一晩寝て起きたら吹っ飛んでたんだよなあ。……だから行き当たりばったりな！」


「うん！」


きっと、フェイの行き当たりばったりは楽しい。僕も、緊張半分、うきうき半分ぐらいで、町に向かって歩く。……近づいてくる街並みに、心臓が高鳴り始めるのを感じながら。






そうして辿り着いた町は……想像以上のものだった！


赤みがかった落ち着いた色合いの煉瓦道の両側には、木に石や煉瓦や漆喰を組み合わせた建物が立ち並んでいる。森が近いから、木材が多く採れるんだろうな、このあたり。


街並みは、木材のダークブラウンや鉄の街灯の黒、それから煉瓦の暗い赤やオレンジに漆喰の白が混ざって、なんとなく温かみがある色調だ。漆喰がはがれた後の煉瓦壁って、白っぽく優しい色になっていていいなあ。あ、よく見たら、漆喰も白一色じゃなくて、淡いピンクベージュやシャンパンゴールドなんかのやつがある。お洒落だ。


道行く人々は、皆それぞれの恰好をしている。女性はスカートやワンピースドレス姿だったり、エプロンを着けていたりする人が多い。男性は大抵、シャツにズボン。シャツの素材はまちまちだ。ええと……フェイが着ている服が上等なものだっていうのが、分かる。フェイって貴族なんだなあ。


「どうだ、トウゴ！　これがフラメリアの町だ！」


フェイがそれはそれは嬉しそうに笑う。僕も思わず笑顔になってしまう。森の景色もいいけれど、こういう、人工的に造られた景色もまたいいものだ。ああ、描きたい……！


……それから僕とフェイは、目的のお店……宝石や装飾品を取り扱うお店へ向かう。僕の宝石を買い取ってもらうのと、僕の封印具を買うためだ。


僕、てっきり、封印具って医療用品だと思ってたんだよ。歯の矯正具とか腰痛用のコルセットとか、そういうものだと思ってた。のだけれど……どうやら、宝石を扱う店で取り扱っている、ということらしい。


そのあたりがよく分からなかったのだけれど……町を歩いていたら、少し事情が分かってきた。


「ねえ、フェイ。あの模様、なんだろう。さっきから時々、似たようなのを見る」


少し面白いことに……時々、不思議な模様が描かれているのを見つけた。煉瓦道の煉瓦には、ところどころ、模様が彫り込まれたやつが交ざっているし、家の壁、玄関の扉なんかにも彫ってあったり、模様を象った細工がぶら下げてあったり、チョークか何かで模様が描いてあったり。


「ん？　あー、ありゃ、守護の魔法の模様だな。特定の模様に魔力を流してやると動く魔法があるんだけどな？　まあ、それだ。だから、守護の魔法が刻んである煉瓦は中に魔石が入れてあるんだぜ。あとは、ほら。あの扉に掛けてあるやつにも、魔石、付いてるだろ？」


フェイに言われて見てみると、確かに不思議な模様の飾りには、小さな小さな宝石が嵌めこんである。チョークは『安価な魔石の粉でできている』ということだった。


……成程。異世界の町には、魔法が根付いている。そして、この世界における『宝石』っていうのは……魔法を使う為の実用品なんだ。つまり宝石屋さん、っていうのは……魔法屋さん、と、ほぼ同義なのかもしれない。


そのまま通りを歩いていくと、目的のお店に到着。


お店の看板には、宝石の絵と一緒に、何かマークが描いてある。フェイに意味を聞いてみたら、『貴族御用達』のマークだそうだ。そっか。つまりフェイ御用達の店か。なら安心だ。


「おや、フェイ坊ちゃん。いらっしゃいませ。どうなさいましたか？　何かお探しで？」


お店に入ってすぐ、初老の男性がにこにこしながらやってきた。


「いや、今日ここに用事があるのは俺じゃなくて俺の親友なんだ」


「ほう。ご友人ですか」


「初めまして」


ちょっと緊張しながら、お辞儀をすると、店員さんはにこにこと、なんだか嬉しそうな顔をした。


「で、今日はこいつの封印具、買いに来たんだ。魔石を装着できるやつ。で、それから……買い取りだな」


早速、フェイはそう言って……そっと、僕に耳打ちした。


「よし、トウゴ。一個出せ。一個な」


僕はフェイに言われた通り、革袋の中を指先で探って、中からトルコ石を袋から出した。ロビンズエッグ・ブルーの宝石が、店内のランプの光を受けてつやつや輝く。


「おお、これは……！」


僕が店の人の手に宝石を乗せると、店の人は目を輝かせて……それから、カウンターの向こう側に行って、ルーペを出したり、小さい顕微鏡みたいなので覗いたり、何か色々調べ始めた。


……そして、ほう、とため息を吐く。


「……素晴らしい」


店の人はそう呟くと、真剣な顔で聞いてきた。


「この宝石は、どこで入手されたのですか？」


ええと……描いて出しました、とは、言えない。


「内緒です」


なのでこういう答え方しかできない。こう答える以外に無いよね。でも怪しいものじゃないんです。本当に。


「そうですか……まあ、これほどの宝玉、出所は教えたくないでしょうね。ええ、構いませんよ」


店の人は宝石の出所については聞かないことにしてくれたらしい。助かる。


「しかし、素晴らしい宝玉だ。これだけのものとなると、ドラゴンだって魅力的に思うでしょうね。無論、大きさは多少、足りないかもしれませんが……ううむ、多少狭くてもいいからこれがいい、という召喚獣は数多、でしょうなあ」


うん。実際そうだったね。レッドドラゴンが一生懸命に首を伸ばしていたのは、そういうことだったらしい。……ところで、こういう宝石って、召喚獣にとって物件みたいなものなんだろうか。レッドドラゴンとしても『ちょっと手狭だけれど景色もいいし設備も整ってるし外観も気に入ったからこの家にする』みたいなかんじだったんだろうか。


「ということで、買取となりますと……こちらでいかがでしょうか」


店の人は、僕に向かって紙を差し出してきた。……のだけれど、読めない。


そういえば今まで全く意識していなかったけれど、ここは異世界だから、文字が全くの別物でもおかしくなかったのか。むしろ今までよく、フェイ達と普通に会話ができていたなあ、と思う。


「フェイ、どう？」


読めない文字はしょうがない。困った僕はフェイに聞いてみる。……すると。


「……結構ぽんと値段、出すなあ。中々気前がいいじゃん」


フェイは驚いた顔で、ひゅう、と口笛を吹いた。……これ、どういう金額なの？






ということで、僕はフェイからゴーサインが出たので、その値段で宝石を売った。それから封印具を二つ、購入した。交換しながら使うんだって。


……そうしてお店を出た僕の左手には、封印具の包み。右手には……ずっしりとした袋があった。


袋の中身は、金貨だ。金貨がざくざく入っている。びっくりした。だって、金だよ。日本人にとっての硬貨って、ニッケルとか銅とか、そういうのだから……。


「……これ、どれくらいの価値なんだろうか」


封印具と金貨を鞄にしまいつつフェイに聞いてみると、フェイはちょっと唸って……。


「うーん、まあ……二、三年ぐらいは余裕で生活できるだろうなあ……」


あ、そうなんだ。そっか。二、三年ぐらい……。


「宝石一粒でそんな値段、ついちゃっていいの？」


「そりゃお前、召喚獣がこぞって入りたがる質の魔石だからなあ。もしこれが魔力の無い石なら、一週間分の食費くらいにしかならねえだろうけどさ」


……宝石は宝石でも、魔力が含まれる宝石は桁違いに値段が高い、ってことか。単なる装飾品と実用を兼ねたものとの違い、なのかな。


「じゃあ、召喚獣って飼うの、大変だね」


「そ。だから召喚獣は貴族の武器なんだよ。魔石で金が掛かるからさぁ……俺もそれだけどよ、魔法の才能が無い分、いい魔石用意しといてやらねえと召喚獣も付き合ってくれねえから……」


そういえば確かに、フェイは以前、『金で能力を買ってる』って言っていたけれど、それってこういうことだったのか。成程。ようやく分かった。


「……あれ？　でもそういえば、レッドドラゴンは魔石が無い内からフェイに懐いていたけれど」


それから少し気になって聞いてみると、フェイは苦笑いを浮かべる。


「あー、うん。あれは多分、色々と特別なんだ。偶々、レッドドラゴンが俺をものすごく気に入ってくれたらしい。いやー、嬉しいなあ……へへへ」


そうか。まあ、気に入るだろうなあ。だってあのドラゴン、フェイと僕の血で描いて出てきたやつなんだから。






それから、僕らは食料品店へ向かった。日持ちしそうなものを、とりあえず一通り。硬めに焼き上げられたパンの塊とか、チーズの塊とか、野菜のピクルスとか。あと、ハム。生ハムっていうのかな。塊のとても大きいやつも、買ってしまった。


「あ、これ美味いぜ。あと、これも食っとかねえと損だな！」


それから、フェイが勧めてくれる食べ物もいくつか。瓶詰めになっているジャムみたいなもの。要は、パンに塗って食べるもの。それから、フェイが勧めてくれるお菓子も。美味しいらしいから、ちょっと楽しみ。


「あと服も買わねえと！　トウゴお前、折角そこそこ美形なんだからよお、ちゃんとした服着ろ！」


「……僕が着ている服って、ちゃんとしてないの？」


「まあ、ちょっと古めかしいよな。なんでかお前が着てるとそんなに変なかんじ、しねえんだけど」


あ、そうなんだ……。まあ、あれは鳥チョイスの服だから、人間のセンスは求めちゃいけないか。


そうして買い物を存分に楽しんだ僕らは、途中でお昼ご飯を食べに、飲食店に入った。


よく分からない僕の代わりにフェイが注文してくれて、カウンターで食べ物のお盆を受け取って、それを持って席に着く。「気取った店じゃねえ方がいいだろ？」というフェイの言葉通り、ナイフとフォークで上品に食べる食事じゃないみたいだ。ファストフード店みたいなかんじかな。


「よし！　じゃあ早速食おうぜ！」


席に着くとすぐ、フェイは食べ物の紙包みを開けて……フランスパンみたいなパンの横に切れ込みが入って、そこに具がたっぷり挟んであるものにかぶりつき始めた。


僕もそれを見て自分の分のサンドイッチの包みをカサカサと開けて、齧ってみる。……美味しい。


パンはちょっと噛み応えがあって香ばしい。ローストチキンみたいなものがたっぷり挟んであるのだけれど、肉が柔らかくてジューシーで、旨味たっぷり。トマトやレタスみたいなものが瑞々しくてさっぱりする。マスタードの辛みがぴりりと効いたソースと甘みのあるソースが絡んで、なんだかとても美味しい。


「どうだ？　美味いか？」


「うん。すごく美味しい」


やっぱりこれ、元の世界のファストフードに近い気がする。そして僕は、あんまりそういうのを食べない生活をしていたものだから……こういうの、新鮮で美味しくて、楽しい。


「そっかあ！　いやー、お前、よく見てると結構顔に出るんだなあ。美味そうに食うから面白え」


フェイはそんなことを言いながらけらけら笑って、こっちも食え、と、色々勧めてくれる。早速、小さな丸っこい揚げ物を楊枝でつついて食べてみると……サクサクの衣の中から、まろやかに蕩けるチーズが溢れ出してきた。


僕がびっくりしていると、フェイは「俺、これが好きでさあ。最初に食った時はびっくりしたけど」とにこにこしている。うん。びっくりしたけど、これ、美味しいね。すごく美味しい。


他にも刻んだ野菜が沢山入ったスープを飲んだり、キャラメル味でスパイスの効いたベビーカステラみたいなものを食べたりして、僕はすっかり満腹になる。


「どうだ？　異世界の飯は」


「すごく美味しかった」


満腹感由来のふわふわした幸福感に包まれて、ああ、こういうの何時ぶりかなあ、と思う。僕の家では、僕が満腹になって眠くなると勉強に差し支えるっていうことで、常に食事は腹八分だったから……やっぱりこういうの、新鮮だ。


「そっか！　ならよかった。……じゃ、早速次、行こうぜ！　時間がもったいないからな！」


そうして僕はフェイに引っ張られるようにして、また町に出る。……これが楽しいのは、異世界の町が新鮮だから、っていうだけじゃないのだろうなあ。フェイが案内上手なおかげだ。






午後一番には服屋さんに入って服を購入。着替えに余裕ができて僕は安心。


その後は町の広場の噴水を眺めたり、町の道行く人々にフェイが声を掛けられて楽しそうに会話をしているのを眺めたり、広場の子供達にせがまれてフェイが火の精を出すのを子供達と一緒に眺めたり、屋台でふわふわの綿菓子みたいなものを買って食べてみたりして、僕はたっぷり、町を堪能させてもらった。……すごく楽しかった！






「どうだった？　楽しめたか？」


「すごく楽しかった。ありがとう」


「そりゃよかった！　俺も楽しかったぜ。お前、何見ても楽しそうにするんだもんなあ」


そうして帰路に差し掛かる頃、僕らは夕暮れてきた街並みを、影を長く伸ばして歩く。今日は本当に楽しかった。異世界の町は異国情緒たっぷりっていうかんじで楽しかったし、何もかもが新鮮だった。……特に薬屋さんが面白かったな。如何にもファンタジーの世界の薬、っていうかんじの色とりどりの瓶や乾燥させた草、よく分からないものなんかが棚に並んでいたり、壁際に吊るされていたりして。やっぱり魔法の世界らしく、科学の力じゃなくて魔法の力で病気やケガを治すんだな、っていうかんじがした。


……そんなことを思いながら歩いていると、ふと、大きな建物を見つける。他の店舗よりずっと大きなそれには看板が出ているから何かのお店であることは間違いないのだけれど、あまり賑わっている様子が無い。


「あれは何屋さん？」


「ん？　あれか？」


気になって聞いてみると、フェイは、どれどれ、と看板を見て……こともなげに、言った。


「あれは奴隷紹介所だな。ま、奴隷屋さん、ってところか」


……奴隷!?


「こ、この世界、奴隷制があるの？」


「は？　お前の世界には無いのか？」


「昔はあったけれど、今は廃止になってるよ」


奴隷、というと、世界史の中に出てくる程度の代物だ。そんなものがあるのか。やっぱりここ、異世界なんだなあ……と思っていたら。


「えええ……じゃあお前の世界じゃ、食うに困った奴はどうなるんだ？　まさか全員、物乞い？」


……なんだか不思議なことを言われてしまった。


「ええと、そういう人は行政がお金、出してる」


とりあえず、フェイに僕の世界の話を少しする。生活保護とか、文化的な生活とか。うん。そこらへんの話。


「成程なあ。つまりそっちも、金持ってる奴が金持ってねえ奴を助ける仕組みだったってことだろ？」


雑にまとめられてしまった気がするけれど、まあ、合ってる。


「……あの、フェイ。奴隷って、その、何でも言うこと聞かされる、とか、酷いことされる、とか、そういうのじゃないの？」


念のため、聞いてみた。この世界の『奴隷』は僕の世界の『奴隷』のイメージと、何か違くないですか、と。


そうしたら、フェイは唸って……答えた。


「いや……無いとは言わねえよ。そういう扱いされることもまあある。犯罪奴隷だとその割合はどうしても多い。けど、少なくとも、金が無くて奴隷になった奴を酷い目に遭わせるのは違法だ」


え、法整備されてるの？　何か、僕の予想を大きく超えてきた。なんだろう、なんだか、この世界はやっぱり不思議なところだ。


「ええと……違法なのに、そういう待遇、あるの？」


「そりゃ、目が届かねえところでならやる奴は居るだろ。こればっかりは中々取り締まれねえしな。うん……お前の世界ではそういうの、無かったのか？」


「あった」


言われてみれば確かに、違法行為を繰り返す人、というのは僕の世界にも居る。ほら、労働基準法とか、よく破られてるわけだし。


「酒とか賭けとかで金スッちまった奴とか、仕事が見つからねえ奴とかが自分を売ったりして、ある程度の自由と引き換えに身の安全と寝食を保護してもらう、っつうのが奴隷制度だな。要は、飯と寝床と職場がセットになっている職場に買われていくってわけだ。奴隷が嫌になったら自分で自分を買い戻せばいい、ってなかんじで」


「ええ……じゃあ、障害者は？　事故や病気で手足が動かせなくなってしまった人とか」


「そういう事故に遭いやすい職に就いてる奴らは大抵、薬を常備してるもんだ。働けなくなるってことは滅多にねえよ。うっかりそれを怠ってた奴は借金して薬を買って体を治して、んで、薬代を返せるまで奴隷をやるんじゃねえかなあ」


そ、そういえばこの世界の薬ってすごいんだっけ。フェイも、腕の骨が折れてしまったのとか、その、指が失われてしまったのとか、薬で治そうとしてたか。じゃあ、身体障害って少ないのかな。


「まあ……奴隷でいると何もかも自由、って訳にはいかねえし、不名誉ではあるし。犯罪奴隷とかはまた事情が別だけど……とりあえず、この国には必要な制度だな。働けなくて生きていけねえ奴を助ける制度だと思ってくれ」


……成程。よく分からないけれど、この世界の奴隷制度って、多分、僕が知ってるやつとは違う。ええと……社会保障、みたいなものなのかもしれない。うん……。


「で、奴隷屋、気になるなら覗くか？」


「い、いや、いい」


フェイが首を傾げて聞いてくるので、慌てて首を横に振る。奴隷、っていうのは……その、やっぱり抵抗がある。この世界の奴隷制が僕の知るものとは違うっていうのは分かるけれどさ。


「そっかあ。まあ、お前には世話してくれる使用人が居てもいい気がするけどな？　ほら、お前、飯の食い忘れとかありそうだし」


……それを言われると何とも言えないけれどさ。確かに僕は食事を忘れたり睡眠を忘れたりすることがあるけれどさ。


「特にこれからは一日一回、ちゃんと封印具の交換もしないといけないんだからな？　大丈夫か？」


フェイにそう言われて……僕は、思った。ちょっと、自信が無いなあ、と……。










と、いうことで。


「よーし。んじゃあトウゴ、行くか！」


「うーん……」


翌日。僕はまた、フェイと一緒に町へ出掛けることになった。それは何故か、というと……。


「あー、やっぱり抵抗あんのか？　奴隷」


「うん……」


これから奴隷を買いに行く、からだ。







＊生ける石膏像


そうしてやってきたのは、昨日も見た、大きな建物。古びた印象の建物で、漆喰の剥げたところから煉瓦壁が見えている。ここで奴隷を売っているんだなあ、と思うと、なんとなく落ち着かない。僕の世界で言うところの職業安定所なんだろうけれど、どうにも……。


「よーし、入るぞー」


フェイは躊躇いも無く、お店のドアを開ける。……お店は入ってすぐ、広いホールになっている。案外綺麗な室内で、ちょっとだけ、僕は落ち着いた。


「爺さん、生きてるかー？」


そしてフェイがそう呼びかけると……。


「死んでおりますぅ……嘘ですとも。ええ。いらっしゃいませ、フェイ様。お久しぶりですなあ」


奥からお爺さんがやってきた。……『死んでおりますぅ』が実にそれらしい風貌の人だ！


「本日はどのような奴隷をお探しで？　庭師ですかな？　庭師？　それとも庭師？」


「いや、庭師ばっかそんなに要らねえっての！　もう見習い含めて七人居るんだぞ!?　うちは庭師養成所じゃねえ！　……で、今日はうちの従業員じゃなくて、俺の親友の世話係を見繕いに来た」


そこでフェイがそっと僕を前に押し出したので、僕は前に出てお辞儀する。……すると。


「ほう。ご親友！　フェイ様が！　あの、交友関係が広い割に深くないことをお悩みだったフェイ様が！」


お爺さん、ものすごく嬉しそうに目を輝かせて、そんなことを言い始めた！　


「るっせー！　そうだよ！　親友だ！　俺の親友！　この間できたの！　トウゴ・ウエソラだ！」


フェイがそう言って僕の背中を軽く叩いて胸を張るので、ちょっと気恥ずかしくて、ちょっと嬉しい。


「そうですかそうですか。それはよかった。フェイ様にも親友と呼べるお方ができるとは……これで儂も安心してあの世へ行けますなあ」


「まだくたばりそうにねえ癖によく言うよ……」


フェイはため息を吐いてみせつつも嬉しそうな顔をしている。このお爺さんと仲が良いんだなあ。


そんな二人が仲良く話す様子を見ていたら、いつの間にか、僕の緊張は大分薄れていた。それから、奴隷というものへの忌避感も、ちょっと、薄れてきた。いい人がやってるお店だからきっと大丈夫だよね、というかんじに。


……それからフェイと奴隷屋さんのお爺さんは何かひそひそと相談すると、やがてお爺さんは店の奥にうきうきと引っ込んでいって……お爺さんが戻ってくると。


「ささ。いかがです。気になるお姉さんは居ますかな？」


その後ろから、ぞろぞろと、綺麗な女の人達が沢山やってきた！






僕の前に、奴隷の人達が居る。……変なかんじだ。奴隷っぽくない。いや、違うか。僕のイメージしていた奴隷とは違うっていうだけで、この世界では奴隷って、皆こんなかんじなのかも。


何と言っても、ここの奴隷の人達、悲観的なかんじが全く無い。……とても、積極的だ。


「あら、可愛い坊や！　ねえ、私にしとかない？　料理も掃除も、他のコトもできるわよ」


「だったらそっちの年増より私にしときなよ、『お兄さん』。な、悪い事は言わないからさ」


「あなた本当に男の子!?　すごーい！　こんな綺麗な男の子、居るのねえ！　私、あなたに買われたい！　ね、私にして！　いっぱいイイコトしてあげるから！」


……うん。すごく、困った。


僕の目の前では、大勢の女の人がにこにこ笑顔でいるのだ。それも、ちょっと、その、際どいことも言いながら。ちなみに恰好も結構際どい。あの、これ、どうしたらいいの……？


「よし、トウゴ。誰にする？　誰が好みだ？」


そしてフェイはにやにやしながらそう尋ねてくるのだけれど……これ、絶対に揶揄ってるんだろうなあ。にやにやしてるし。目の前の女の人達、どう見ても家政婦さんというよりは、なんか、違うかんじだし……。


「あの、こういう女の人は、ちょっと落ち着かないから……やだ」


僕としては、一緒に居て落ち着かない相手は、ちょっと。


「えっ!?　お前、大丈夫か!?」


「何が」


「ナニが！」


だから、何が？


「いや……おい、トウゴ。お前、生活の世話してもらう奴隷を探しに来たんだぞ？　その奴隷とは一緒に生活することになるんだぞ？」


「うん」


「一緒に居るなら綺麗なお姉ちゃんの方がいいだろ!?　世話してもらうんなら朝から夜まで全部できた方がいいだろ!?」


「朝から晩まで一緒なら尚更、一緒に居て落ち着かない人はちょっと……」


見解の相違。愕然とするフェイ。大笑いするお爺さんと、何故か「かわいいー！」と謎の歓声を上げる奴隷の女性達……。


……その後、他の奴隷も見せてもらうことにした。お爺さんは気を悪くした様子もなく、むしろうきうきと、色々な奴隷の人達を連れてきては見せてくれる。


でも、気難しそうなおじさんや、如何にも厳しそうなおばさんはちょっと遠慮したい。なんだか色っぽいお姉さん兄さんもやっぱり遠慮したい。豪快なおじさんはちょっと気が合わない気がするし、かといって、流石に子供の奴隷に生活の世話をさせるのは、ちょっと。


……何人か、この人ならそんなに落ち着かない訳じゃないからこの人でもいいかな、と思う人も居るんだけれど、なんだろう、いまひとつピンとこない。うーん……奴隷を選べ、なんて言われても、勝手が分からないからしょうがないのかもしれないけれど。


そうして結局、奴隷を連れてきてもらうよりも僕が見て回った方が早いということで、奴隷の住居へ連れてきてもらった。


「こちらの並びがぜーんぶ奴隷の部屋ですな。まあ、ごゆっくりご覧くだされ」


お爺さんの説明通り、通路の両脇には部屋が沢山続いている。そこに奴隷の人達が一人ずつ、或いは複数人で入っているらしい。部屋のドアの所には紙がピンで留めつけてあった。僕は読めないけれど、フェイが読んでくれる。家事が得意です、とか、魔法が使えます、とか。そういう奴隷の人の特徴が書いてあるらしい。


「あっちの方は家事が得意な奴隷。こっちの方は戦闘や護衛に向く奴隷。そっちの方は農夫向きですので、まあ、トウゴ様はあっちの方をご覧になるのがよろしいかと」


どうやら奴隷は、いくつかにカテゴライズされているらしかった。お爺さんの説明通り、案内された方には家事が得意な奴隷の部屋が多い。


……あと、その、さっきフェイが頼んで連れてきてもらっていた女の人達みたいな人ばっかりの並びもその中にあった。そこは気まずかったからすぐ通り過ぎて、その先の部屋を覗いていく。


中に居る人達は、愛想良く手を振ってくれたり何かアピールしてくれたりする人もいるし、こちらを見ない人もいるし、寝ている人もいる。気ままだなあ。


「どうだ？　気に入った奴隷、居たか？」


「うーん……」


部屋の並びの間を進みながらフェイがそう聞いてくるのだけれど、やっぱりまだ、ピンと来ない。


そうしてどんどん店の奥へ奥へ進んでいくと……鉄格子がある箇所があった。何だろう。僕が想像していた『奴隷を売る店』のイメージにすごく近い。


「お、おーい、トウゴ。そっちから先は犯罪奴隷の売り場だぞ？」


あ、そうなんだ。そっか。犯罪奴隷……。うん。


フェイには止められたけれど、とりあえず、念のため、見に行ってみる。だって今までのところ、全員なんとなくピンとこない。だったら、全部見て回ってから納得して決めたい。






ただ……『犯罪奴隷』っていうのは、予想以上だった。


ガシャン、と音がする。鉄格子が鳴る音だ。そして、鉄格子を鳴らしたのは、如何にも『悪い人です』という見た目のお兄さん。


「よお、そこのガキ。てめえ、貴族のガキか？」


「違います」


「そうかよ。金持ってねえなら用はねえ」


そして如何にも『悪い人です』という見た目のお兄さんは、また鉄格子の奥の方へ行ってしまった。……ちょっとびっくりした。


「おい、トウゴ。大丈夫かあ？　こっちはこういうのばっかりだぞ？」


「ちょっとびっくりしたけれど、ちゃんと全員見たい」


フェイがもう一回止めたけれど、僕はこっちもちゃんと見たい。


鉄格子の奥に居る人達は、爛々と目を輝かせる怖い見た目の人だったり、はたまたぶつぶつ何か呟きながら壁に向かって頭突きしていたり。……うん、確かに生活の世話をしてもらうには、絶対に不向きだ。ついでに、落ち着かない。さっきの女の人達とはまた違う意味で落ち着かない。


中には、鉄格子の隙間から物を投げてくる人も居た。割れたガラス瓶の残骸とか、あんまり投げないでほしい。怪我をしそうだ。避けられたからよかったけどさ。


鉄格子の並びを進んでいくにつれ、どんどん怖い人が増えていく。奥の方に行くほど重犯罪者、っていうことらしい。それでも一応、念のため、一番奥まで覗きに行って……。


そして。鉄格子の一番奥を覗いた時。僕は、雷に打たれたような衝撃を感じた。


……はっきりと通った鼻筋。彫りの深い顔立ち。如何にも放りっぱなし伸びっぱなしの髪や髭は暗がりの中だから色がよく分からない。けれど如何にも頑丈そうな骨格や、しっかりと鍛え上げられた立派な筋肉は、はっきりとよく分かる。そして薄暗い鉄格子の奥から、じっとこちらを見ている目が印象的だった。







    
  
  




如何にも『戦士』というような風貌のその人は……僕に、憧れを思い出させたのだ。


そう。憧れ。ずっと憧れで、ずっと描いてみたかったモチーフ。学校の美術室に置いてあった……。


……石膏像を。


「あの人にする」


そう思った瞬間、僕の口は、そう言葉を発していた。


うん。僕、この人に決めた。だって、この人、描きたい。






フェイは僕の声を聞いてこちらへやってくると、じっくりと、鉄格子の奥の生きた石膏像を見て、僕を見て、それからまた石膏像を見て……言った。


「……お前の趣味どうなってんだ？」


「描きたい」


僕は自分の欲望をそのまま伝えた。そしてこれが僕の趣味です。


「いやいやいや、描くにしてももっと他にあるだろ！　可愛いのも綺麗なのも！」


「うん。この人にする」


「正気か!?　折角奴隷買うんだぞ!?　女だろ！　女を選ぶだろ！」


「でも、女の人の人体をじっくり観察してデッサンするのは……その、ちょっと、まだ……うん」


「待て！　お前、男の体をじっくり観察してデッサンするのか!?　正気か!?」


うん。だって、この人のデッサンだったら勉強になる。まるで、筋肉のつくりというものを標本にしたみたいだ。裸が描きたいわけじゃないけれど、この筋肉のかんじは何枚も描きたい。いろんな角度から見て、何枚も描きたい。だって、石膏像だし。


「……もしかしてお前、男が好きなのか……？」


「そんなことはない」


そんなことはない。でもそんなのどうでもよくなるくらい、石膏像はずっとずっと、描きたかったんだよ。






それから僕は、フェイに石膏像について話した。


石膏像とは優れた彫刻のレプリカを石膏で作ったもの。石膏の白一色と光と影だけで構成される精巧なモチーフは、絵の勉強をする人が絶対に一度は描くものだ。


……だから、憧れだったんだ。石膏像のデッサン。美術部の人が石膏像のデッサンをやっているのを見て、羨ましかった。石膏像は描くのがすごく難しいって聞いたことがある。でも、それを満足のいくまで描けたら、もっと絵が上手くなれるんだろうな、とも、思った。


……僕は石膏像をデッサンできる環境になかった。なので、ずっとずっと、美術室の教室のドアの窓からちょっと覗いて、いいなあ、って思うだけだったんだ。


……だから、石膏像のデッサン、やりたい。


生きた石膏像が居たら、買いたい。


この人、描きたい。


……僕がそう滾々と説明する内に、フェイはなんとも言えない顔になってきた。多分、『こいつ馬鹿だなあ』って思いながら、『でもそこまでやりたいなら止めたくはねえなあ』っても思ってるんだと思う。そんなかんじの顔だ。


……そしてフェイは、唸って、唸って……鉄格子へ近づいていった。


「あーもう……おい、そこのお前！　お前、家事はできるか!?」


そして、鉄格子の向こうの生きた石膏像に、話しかけ始めた。


……すると、生きた石膏像が、動いた。ゆるり、と首が動いて、目がこちらに向けられる。それだけで、ものすごく絵になる。


すごい。体が動くと、筋肉も形を変える。それに引っ張られて、皮膚も伸びたり縮んだりするし、あと、やっぱり角度によって印象が変わる！　すごい！　描きたい！


「俺を買う気か」


「らしいぜ！　んで、お前、こいつの世話はできるか!?　この、浮世離れしててすぐに寝食を忘れる、どっかフワフワ飛んでいきそうな奴の世話はできるか!?　寝食の世話と、あと一日一回の用事を思い出させる仕事だ！」


……とんでもないご紹介に与っている気がする。寝食は確かによく忘れるけれど、浮世離れはしてないだろうし、フワフワ飛んでいきそうでもないと思う。いや、フワフワ飛んでいきそうって、なんだ。僕ってそういう風に見られてるのか。


「正気か？　俺にできるのは戦うことだけだ。……その札を見ろ」


生きた石膏像は酷い紹介に眉を顰めるだけで、ただそう言って、それから、顎で軽く鉄格子に取り付けられた札の方を示した。


「……げっ」


そして、札を見てフェイは呻く。……何が書いてあるんだろう。


「見ての通りだ。俺は人を殺している。だからここにぶち込まれた」


……あ、もしかして、罪状？　どうやらこの石膏像は人を殺したことがあるらしい。そっか。大変だ。ええと……。


「な、なあ、トウゴ。流石にちょっとこいつはやめておいた方が……よくねえか？」


フェイの言うことも尤ものような気がするのだけれど……いや、でも。


「……この人がいい。どうしても、描きたい」


罪を憎んで石膏像を憎まず。肉体美に罪は無い。僕はこの人を描きたい。


「いや、お前、当初の目的忘れてねえか？　封印具の交換と生活の補助、だぜ？　交換は誰でもできるとして、とりあえず家事とかやってくれる奴隷、探しにきたんだぜ？　……おい！　奴隷さんよ！　お前、戦う以外に家事できねえの!?　なあ、できるって言ってくれ！　言ってくれたら俺も折れられるから！」


「……何を言っているのか分からんが、家事をさせたいなら他の奴隷を選べ。力と体力には自信があるがそれ以外に期待は掛けるな。見れば分かるだろう」


「うん。見れば分かる。すばらしい肉体美です。よろしくお願いします」


見ればわかる。見れば見るほど石膏像だ。その通りだ。それに、モデルになってもらうなら、体力は必要だ。体力がある、生きた石膏像。うん。条件にぴったり。すばらしい。早く描きたい。


「い、いや駄目だ！　トウゴ！　正気に戻れ！　別の奴にしよう！　な！　大体トウゴお前、生活は？　生活はどうするんだよ」


生活。生活……。


……ちょっと考えてから、僕は、鉄格子に近づいた。鉄格子の向こうの生きた石膏像さんは、ちょっと怪訝な顔をして僕を見た。


「……僕、頑張ってあなたの健康を保てるようにするので、どうぞ、よろしくお願いします」


石膏像が、ものすごく不可解そうな顔をした。あ、表情が付くと石膏像っぽくなくなる。けれど、これはこれでいい……。






……それから。


「あの男をお買い上げですか！　二人殺した上に十年足らずで七回売られている奴を！　それでなくとも見るからに強面の奴を！　生活の世話の為に！　いやあフェイ様のご友人は肝が据わってらっしゃるというか変わってらっしゃるというか！　類は友を呼ぶんですなあ！」


お店のお爺さんが大笑いする傍ら、フェイが何とも言えない顔で僕の代筆をやって書類の諸々にサインして、僕の財布から金貨を二十五枚数えて払って、そして。


「……買われる俺が言うのもなんだが、本当に俺でよかったのか」


「うん。最高だ……」


「俺はよくねえよ。よくねえけど、トウゴが折れねえんだもん……」


僕は生ける石膏像を買うことになった。大満足！










僕らは三人でレッドガルド家のお屋敷へ帰る。帰り道を歩きながら、ちらり、と石膏像の彼を見上げると、やっぱり見れば見るほど、石膏像だ。彫りが深い精悍な顔立ちといい、鍛えた体つきといい。それらが明るい日の光の下、さっきの牢屋の中よりずっと陰影を濃く見せていて、ますます立体物としての魅力を増している。あと雰囲気。あんまり喋らなくて、あんまり動かない。そういうところがますます彫像っぽい。立てばラオコーン座ればロダン、歩く姿はヘラクレス。すごい。


どうしよう。楽しみだな。この人にこれから僕の家に住んでもらって、それで、モデルをやってもらうんだ。どきどきしてきた。あ、もしかして、同居じゃない方がいいだろうか。いいよね。そうだよね。知らない人と同じ家で過ごすのは嫌だろうし。なら、彼のための家をもう一軒建てよう。


それからやっぱり、彼を綺麗にしなくては。彼は犯罪奴隷だからか、それともこの世界の文化としてそんなに頻繁にお風呂に入らないのか、理由はさておきあんまり手入れされていない。髪も髭も伸びっぱなしだし。折角モデルをやってもらうんだから、そこはしっかりしていこう。


ということはお風呂を建設した方がいいかな。生きた石膏像に水浴び場って、ちょっとあんまりにも失礼な気がする。彼にはちゃんとお風呂に入って体を温めてもらって、健康でいてほしい。


「トウゴお前、お前……いや、何も言わねえ。親友の選択だ。俺が口出すところじゃねえよな……！」


うん。フェイがそういう人で本当によかった。


「なー、トウゴ。もう一人、奴隷、買うか？　ちゃんと世話してくれる奴」


「ううん、いい。他に描きたい人、居なかったから……」


「……あの、ここにはモデルじゃなくて、お前の世話してくれる奴隷をだな、探しに……ああもういいやぁ……」


フェイも折れることにしたらしくて、その後の帰り道はのんびり雑談しながらの道になった。


……そうしてレッドガルド家に戻ると、フェイのお兄さんとお父さんに大笑いされた。


生活の補助のために奴隷を雇いに出ていって、生ける石膏像を連れて帰ってきた。それが彼らにとって中々面白い事だったらしい。うん、面白がってもらえるならそれはそれでいい。


「ふふ……そうか。トウゴ君。君はこういう人なんだなあ」


「とりあえずその奴隷の身なりを整えてもらおう。まずは入浴からだな」


……ということで、まずはレッドガルド家のお屋敷で、奴隷の人をお風呂に入れることになった。その間、僕はレッドガルド家の庭で待つ。僕が責任をもって石膏像の人をお風呂に入れようと思っていたら、レッドガルド家のメイドさん達に『流石にトウゴ様にそんなことをさせるのはちょっと』と言われてやんわり追い出されてしまったので、庭で待つことになった。


なんで庭か、って言ったら、窓から庭の花が見えたから。僕が見たいって言ったら、フェイは快く許可してくれた。ということで、僕らは今、庭に居る。


「綺麗だなあ」


「ん。うちの庭師はいい奴らだからな。しかも見習い含めて七人も居るからな。あの爺さんがやたらと庭師ばっか買わせるもんだから……」


フェイがなんとも言えない顔で答える。……まあ、うん。手入れの行き届いた良いお庭ですね。


……なんて、考えながら待っていたら。


「なあ、トウゴ。あの奴隷のことだけどな」


フェイがそう、切り出してきた。


「いいか？　あの奴隷は犯罪奴隷だから、首輪を掛けてある」


「うん……ちょっと首筋の様子を観察するのに邪魔だから外したいなって思ってた」


首輪、というのには覚えがある。鉄でできているように見える、少し幅の広い奴。模様が彫り込まれていて、多分、封印具みたいに魔法の品なんだろうな、と思った。


「いやいやいや、あのな？　あの首輪は魔法の道具だ。主人に攻撃したり、主人の命令に背いたり、主人から一定以上離れたりすることができないようになってる。えーと、詳しくは知らねえけど、そういうことをしようとすると、意識が鈍る、っつう話だ。限界に達すると気絶する」


あ、そういう機能があるものだったのか。ちょっと怖い。そもそもそれ、どういう仕組みなんだろう。この世界はやっぱり異世界だなあ、と思う。……いや、もしかしたら僕の世界でも、脳みそに電極とか刺したら、似たようなことができるのかもしれないけれど……。


「だからよっぽどのことにはならねえけど、でも、注意するんだぞ。あの奴隷の犯罪歴は、『殺人』だからな？　つまりはそういう気性の奴だ、ってことだ」


「うん」


そうだね。そこはちょっと怖い、かもしれない。でも、生きた石膏像の彼を見る限り、とても大人しい人に見えるし……僕を絶対に攻撃しない、というのならば、特に問題は無いと思うんだよ。


「それから！　生活はちゃんとしろよ！　あの奴隷がやってくれねえなら、お前がやるしかねえんだからな！」


「うん」


それから、そっちも大変だ。生活、主に食事について、これから二人分用意しなきゃいけない。頑張らなきゃな。主に、食べるのと食べさせるのを忘れないようにする、っていう意味で。ああ、あと、封印具も……。






「トウゴ様。できましたよ」


それから、メイドさん達が生ける石膏像を連れてきてくれた。


「綺麗になったね」


お風呂に入って綺麗になって、それから髪と髭も整えてもらったらしい。伸びっぱなしだった髪がちゃんと整えられて、髭も剃られて綺麗になっている。……あ、髭、剃らないでもらえばよかったかな。髭が無くなったらラオコーンっぽくなくなってしまった。でも、これはこれでメトロポリタン美術館の方のヘラクレス像っぽいし、あと、顎のラインが綺麗に見えて勉強になる。うん。これはこれでいい……。


……それにしても、本当にヘラクレス像みたいだ。或いは、先生に借りた美術の資料集にあった、ラオコーン像。うーん、どっちだろう。ヘラクレス？　ラオコーン？　筋肉の締まったかんじはラオコーン像に近いかな。整った顔立ちはラオコーン像よりずっと若く見える。若い頃のヘラクレスの像に似てるかな。髪が巻き毛じゃないから、その分、どっちともちょっと違うか。ええと、じゃあ、オーギュスト・ロダンの『考える人』……？　でも、うん、何でもいいや。


それから、綺麗になって、明るいところでちゃんと見て、彼の色味がやっとはっきり分かった。髪はスチール・グレイ。肌は少し浅黒くて、それで、瞳は綺麗な黄色だ。そう、黄色というか、金色、というか……。


……そうだ。冬場、日の出が遅い時刻、朝陽が真横から差してくるような時。ああいう時、雲とか電線とか道路とかが、全部この色になるんだ。そうだ。彼の瞳は朝陽の色だ。


すごいなあ。異国情緒、というのか、異世界情緒、というのか。フェイを初めて見た時も思ったけれど、こんなに綺麗な色の人、居るんだなあ。


……しばらく、生きた石膏像を眺めていた。すると、生きた石膏像は、ちょっと気まずげな顔をする。あんまり見ていたら失礼だったかな。ごめんなさい。


「……名前は」


そして、生きた石膏像はそう、聞いてきた。声は低くて、まるで重い石同士をこすり合わせたような、そういう響きがある。中々いいね。


「僕は上空桐吾。あなたは？」


「無い」


「ナイさん？」


「……名前は無い。好きに呼べばいい」


ええと……ちょっと困って、フェイの方を向く。するとフェイは、少し驚いたような顔をしていた。あ、これ、異世界では普通なのかと思ったけれど、そういうわけじゃないらしい。


「おいおい、名前が無いってどういうことだ？」


「捨てた」


捨て……られるものなんだろうか、名前って。


「経歴を辿らないでくれ、ってことか？　……人殺してる時点で訳ありだろうしな。ま、いいや。今更だし……」


あ、いいんだ。フェイがいいって言うなら多分いいんだろう。


「ってことでトウゴ。名前、何かつけてやれよ。名無しじゃあんまりだ」


「うん。じゃあ、石膏像」


「それ以外で」


あ、はい。


……そういう訳で、生きてる石膏像の彼の名前が決まった。


彼の名前はラオクレス。当然だけれど、石膏像からとった。ラオコーンとヘラクレス。もし苗字が必要なら、彼の苗字はロダン、で。


「これからよろしくね、ラオクレス」


ラオクレスは特に答えず、ただ、ちら、と僕を見てため息を吐いた。うん、まあ、いいよ。


「ええと……まず、とりあえずそのソファに座ってもらっていいだろうか……」


早速、と思いつつ、ラオクレスにそうお願いしてみると、ラオクレスは黙って、僕が示したソファにどかり、と座った。……すごい。ソファに悠々と座っているだけで、ものすごく絵になる！


僕は急いで画材を用意する。画用紙と、鉛筆。鉛筆は鉛筆デッサン用の、芯を長く出した削り方の奴。この世界にきたから、鉛筆をこの削り方にしても怒られなくなった。こういう細かいところが一々嬉しい。


「ええと、じゃあ、今から十分間、動かないでいてもらるだろうか……」


そわそわしながらそう聞いてみたら、ラオクレスは眉を顰める。


「……何をするつもりだ？」


あ、そういえば何も説明していなかった。僕、相当に浮かれてるみたいだ。


……ええと。では、改めて……お願いします！


「あなたの絵を描きたいんだ。描かせてほしい」






ラオクレスは優秀なモデルだった。僕が動かないでほしいってお願いすれば全然動かないでじっとしていてくれる。十分どころか三十分くらいは平気でじっとしていてくれるし、最後に、ちょっと難しいかな、と思いながらもお願いしたら、一時間、ずっと動かずにいてくれた。流石に瞬きくらいはするけれど、それだけだ。……なんて優秀なモデルさんなんだろう！


ただ、一つ、悔しいこともある。まだ僕が人物を描き慣れていないから、ラオクレスがじっとしていられる時間の中で描き上げられるのは顔だけだっていうことだ。


けれどまあ、石膏像だって首から上だけのものも多い。だからまずはここから、だろう。


もっと手早く描けるようになったら、全身を描きたいな。早く、上達したい。それで、もっと多くのものを、もっと鮮明に、描きたい。


……結局その日はラオクレスを五回くらいデッサンさせてもらって、合計二時間くらい、絵を描く時間に充てた。そのまま夜はレッドガルド家に泊めてもらって、そして翌日、僕らは森に帰る。


そう。『僕ら』だ。僕は一人じゃなくて、ラオクレスも一緒。なんだか嬉しい。


帰る時にはフェイが火の精達を貸してくれて、僕とラオクレスはそれぞれ、狼型の火の精に乗って帰る。買い物の荷物は鳥の形の火の精が運んでくれた。力持ちだなあ。


森に着いたら、火の精二匹はまた帰っていった。お礼を言って見送って……そして。


「……なんだ、ここは」


「ちょっと馬が多い森」


……ラオクレスは森の様子にちょっと驚いていた。愕然としている、というか。……まあ、馬ばっかりだからね、ここ。


ただいまの挨拶をしながら馬達を掻き分けて、僕らは進む。天馬達はラオクレスに興味津々だったり、ちょっと怯えていたり。一角獣達は特にラオクレスを警戒しているのか、僕を背後に庇ってラオクレスに角を向け始めて、ラオクレスを驚かせている。……とりあえず馬達を止めた。


馬達には『僕が描く人だよ』というように簡単に説明する。馬達はそれで納得したのかな。一角獣の方はあんまりラオクレスに近づかないけれど、天馬の方は近づいてきて、鼻面でつついたり匂いを嗅いだりしている。ラオクレスは嗅がれて困っている。まあ慣れてください。


「……このペガサスとユニコーンは、お前の召喚獣か？」


「いや、野生の馬なんだけれど……」


「ペガサスはともかく、野生のユニコーンがここまで人に懐くなど聞いたことが無い。ましてや、このように守ろうとするなど」


「馬の怪我を治してから、仲良くなったんだ。……まあ、馬達は僕のこと、末っ子の兄弟か何かだと思ってそうなかんじだけれど……」


「……そうか」


ラオクレスは納得したようなしていないようなそんな顔で曖昧な返事をしているけれど、多分、その内あなたも馬達に懐かれますよ。


……それから泉の横を通って、僕の家の前まで進む。ラオクレスは俯いて、少しゆっくり僕の後をついてくる。ずっと俯いたままの彼が心配で家の前で振り返ってみると……その理由が分かった。


彼、足元を見て歩いているんだ。小さな花を踏まないように気を付けて歩いているんだよ。大きな足が花を避けて進んでいくのを見て、そっか。この人は、こういう人か、と、僕は嬉しくなった。人を殺したことがある、とは聞いているけれど、花を踏まないように歩く人でもあるんだから……そんなに怖がらなくてもいいな、と、思った。


さて。


ラオクレスも家の前に着いたところで、家の紹介。


「これが僕の家。今日はここを適当に使ってください。客間があるから、とりあえずはそこで……」


さあどうぞ、と、僕はラオクレスを中へ招き入れる。彼は身長が高い。僕よりもフェイよりも高い。多分、百九十センチ以上あるから、ちょっとこの家じゃ狭いかな。もしかしたら客間のベッドが小さいかもしれない。なら、新しいのを描いて出さなきゃならない。


……と、思っていたら。


「俺はそこでいい」


ラオクレスは、開きっぱなしの玄関から外を示す。そこにあるのは……僕が馬達の為に造った、雨避けの屋根……の残骸の方だ。


一度、密猟関係者の人達に壊されてしまった屋根だけれど、一応、ちゃんと新しいのを造ってある。壊れた奴を直すよりも新しく出す方が楽そうだったから。馬達は新しい方に行っている。


……そして、ラオクレスはその、壊れた方の屋根で寝る、と言っている、らしい。


「ええと……外が好きなの？」


「お前は馬鹿か」


試しに聞いてみたら、馬鹿か、と言われてしまった。うん。


「人を殺したことがある奴隷と同じ屋根の下で寝ようとするな」


そう言いながら、ラオクレスはなんというか……複雑そうな顔をしている。自分を警戒しろ、と言っている、んだけれど……うーん、それって本当に警戒すべきなんだろうか？　自分から警戒を呼び掛けてくれる人って、どう考えても悪い人ではない気がする。こういう考え方、駄目だろうか。


「ええと……首輪があるから大丈夫、なのでは」


僕がそう聞いてみると、ラオクレスは黙った。黙って、じっと僕を見ている。どうやら、彼は退く気は無い、らしい。


フェイも『首輪があるから大丈夫』って言っていたけれど……ラオクレス自身が気にするなら、無理強いはしたくない。


「僕は特にあなたを警戒してない。けれど、あなたが気にするなら、いいよ。家は別にしよう」


僕は折れた。その途端、ラオクレスが少しほっとしたような顔をした、ような気がした。いや、ほとんど顔はずっと無表情なんだけれど。うん、彼、本当に石膏像っぽい。


「ええと……じゃあ、待っててね。すぐにあなたの家、出すから」


なので僕は、そんな彼の為に、新しい家を出すことにしよう。


「……何を言っているんだ？」


「家を出します。ええと、明日にしようかな、と思っていたけれど……あなたの健康のためには今日出してしまった方がいいと思うので」


説明を求められたのでそう言うと、ラオクレスは怪訝な顔をする。まあ、そうだろうなあ。描いたものが出ます、ということを彼は知らない。けれど、それを説明するのは難しい。うーん、やっぱり実物を見てもらった方がいい気がする。


「ええと、今から、魔法……うん、多分、魔法。魔法で、あなたの家を出します。それでもし僕が気絶したら、外のハンモックに乗せておいてください。多分、馬が勝手に運ぶとは思うけれど……」


ラオクレスは画材を取り出し始めた僕を見て、途方に暮れたような顔をしている。


「……ええと、これが僕からの自己紹介です。ここであなたを雇う以上、多分、こういうことはよくあるので……慣れてほしい」


けれど僕がそう言うと、ラオクレスは納得のいっていない顔で「わかった」とだけ言った。






ということで、ラオクレスの家を出す。僕の家を出した時は、何段階かに分けて描いた。けれど今の僕は、あの時よりも色々なものを描いてきたし、レッドドラゴンも出した。馬を治した時の経験から考えると、僕は描けば描くほど気絶するのが遅くなるんじゃないかと推測できる。


ということで、自分の成長に期待して、挑戦。今日だけで家を一軒、出してみよう。


まずは、場所を決める。


ラオクレスは馬を見ながら落ち着かない様子だ。ということで、馬の集会所になっている僕の家の前の泉からは少し離れたところに家を建てよう。少し離れていて、それでいて、僕の部屋の窓から見えるあたりで。


僕はラオクレスと一緒に歩いて、いい具合の土地を見つける。ここでいいだろうか、と聞いてみたら、どこでもいい、と返事が来た。なら、よし。ここで決まり。


「ええと……屋根や壁の色のご希望は」


「……何でもいい」


「そ、そっか。ええと、間取りは？」


「こだわりは無い」


「……じゃあ、ほしい家具は、ある？」


「無い」


……なんとも欲の浅いモデルさんだ。この淡泊さも石膏像らしいと言えるだろうか。うーん……。まあ、要望が無いなら仕方がない。僕は早速、ざっと家のデザインを描く。


ラオクレスはなんとなく、硬いイメージがある。あと、重いイメージもある。だから、石造りの家がいいんじゃないかな、と思った。


けれど、石だけで造ると吸湿性が落ちそうだよなあ、と思うので、土台や壁の下半分を石造りにして、その上に木造の家を建てよう。参考にするのはフラメリアの街並み。筋違の木材が見えていて、洒落た印象だった。あんなかんじに仕上げたい。


デザインを起こしたら、一応、ラオクレスにこれでいいか確認する。ラオクレスは訝しみながらも了承してくれた。まあ、何を出してもそれでいいって言われるような気がするけれど……。


気を取り直して、早速、絵を描き始める。風景の中にデザイン通りの家が建っているような、そういう絵だ。……森の中に家を建てるにあたって、地面を平らに描く。家の周りの地面が平らにならされて、一部分は石畳敷きになっているような、そういう様子で描く。こうしないと欠陥住宅になってしまうかもしれないから、慎重に。それから、ちゃんと風景に溶け込むように、屋根には木漏れ日を落として、地面には家の影を落とす。家と地面の境目には苔や草を生やして、ちゃんと森に根付く家にした。


……そうして、家が完成した。絵がふるふる震えて、きゅ、と集まって、ふわり、と広がっていく。そうして画用紙の上に何も無くなったら、もう、目の前には家が建っている。


石造りと漆喰塗りの合わさった壁と、濃い灰色のスレート屋根の家。なんとなくラオクレスっぽくできただろうか。


大きさは僕の家よりも少し小さいかな。でもまあ、天井は高く取ったから許してほしい。また後日、増築してもいいし……。


それにしても僕、成長したなあ。今、こうして家を出してもまだ気絶していない。それから訓練のおかげか、魔力を消費する感覚、っていうのを感じることができた。ごっそり魔力を消費したって分かる。成程、僕、ちゃんと魔法を使ってたんだなあ、と実感する。


「ええと……他の家具は明日にさせてください。ベッドだけ出してから、僕も寝る……」


それから僕は家の中に入って、居間を抜けて、二つあるうちの部屋の一部屋を寝室ということにして、そこに勝手にベッドを出した。彼の大きな体が余裕をもって収まるような大きなベッドだ。あんまり凝る余裕が無くて、とりあえずシンプルな形状のシンプルなベッドで。


けれど、布やふかふかの質感は中々上手く表現できたらしい。出てきたベッドはふかふかだった。まあ、及第点、っていうことにさせてほしい。


「じゃあ、そういうことで、ええと……僕、寝ます。また明日」


おやすみなさい、と挨拶をすると、ラオクレスは……只々、困惑した顔をしていた。


「……訳が分からない。何が起きた？」


「僕もよく分からないのだけれど……ええと、描いたものが、実体化する、みたいで……」


魔法の仕組みは僕にも分からない。けれどラオクレスはもっと分からないという顔をしている。


「とりあえず、自己紹介には、なった、だろうか」


尚も戸惑うラオクレスにそう言うと、彼は……迷うようにゆっくりと頷いた。


「……どうやら俺はとんでもない奴に買われたらしい」


ラオクレスは微かに表情を引き攣らせながら、そう言った。










翌朝、馬達に囲まれたハンモックの上で僕が起きたら、泉には巨大な鳥が水浴びに来ていた。ちょっと久しぶり。


鳥と馬に挨拶してから僕も簡単に水浴びして、それからラオクレスの家に向かう。けれど、ドアをノックしても返答が無かった。少し考えた結果、そっと、家の裏から窓を覗かせてもらうと、まだカーテンが付いていない窓は、その部屋の中、ベッドの上で寝ているラオクレスの姿をあっさり見せてくれる。


……ラオクレスは、ぐっすりと寝ていた。ふわふわのベッドの上、布団に埋もれるようにして、ほとんど動かずに寝ている。微かに上下する胸が見えなかったら、死んでいるんじゃないかと思ったかもしれない。


疲れていたのかなあ。あの牢屋みたいな部屋の中じゃ、あんまり寛げなかったのかも。


あ、あと、僕が昨日、描きすぎたかもしれない。モデルは疲れるよね。もっと彼のことを考えて描かなければ。


……そんなことを考えていたら、ラオクレスはふと身じろぎして……こてん、と、首を窓の反対側へ向けた。どうやら、窓から差し込む朝陽が眩しかったらしい。そんな仕草を見ていたら、厳めしい石膏像みたいな彼も人間なんだなあ、というかんじがする。


……ラオクレスは結局、昼過ぎに起きてきて、僕の家までやってきてくれた。僕は丁度、魔力の制御の練習をしていたのだけれど、慌てて出る。


「おはよう。よく眠れた？」


「……寝すぎた」


ラオクレスは、なんとも苦い顔をしている。その上で……嫌そうに、聞いてきた。


「処罰はあるか」


「しょ、処罰？　無いよ。処罰って……寝すぎると、処罰があるの？」


「……前の雇われ先ではそうだったが」


そ、そんなこと、あるのか。奴隷ってちゃんとした社会保障制度だと思っていたのに……ああ、でも、彼は犯罪奴隷だから、そのあたり、事情が違うのか。フェイもラオクレスの首輪について『犯罪奴隷だから嵌めてある』って言っていたっけ。要は、犯罪奴隷の場合はこれが一つの刑罰、っていうことなんだろう。そう考えると……なんだか無性に、申し訳ないような気持ちになってくる。


「僕は特に気にしない。だって僕も十日くらいずっと寝ていたこと、あるし。半日なんて全然、寝すぎた内に入らないよ」


気にしないでね、という気持ちでそう言うと、ラオクレスはちょっと……その、何とも言えない顔をした。呆れたような顔、というか。まあ、呆れてくれる分にはいいや。


「とりあえず、ご飯にしよう。お腹、空いてない？」


僕はともかく、ラオクレスにはちゃんと食べてもらわないと困るので、果物だけで食事、というわけにはいかない。僕はラオクレスの返答を待たずに、ご飯の支度を始める。


食料は、一昨日買ってきたやつがある。パンの塊やチーズの塊、あと、ハム。早速、僕はそれらを包丁で切りにかかって……。


「……あ、あれ？」


ハムを切ろうとしたら、上手くいかなかった。こ、これ、結構硬いんだな。ええと……。


「……貸せ」


僕がハム相手に悪戦苦闘していたら、ラオクレスが呆れたように鼻でため息を吐いて、僕の手から包丁を奪い取った。そして……彼が包丁を動かすと、するすると、ハムが削れていく。まるで魔法みたいな光景を見て、僕は思わず、ため息を漏らす。


綺麗だなあ。削れたハムの赤身が透き通ってきらきらするのも綺麗だし、滑らかに動く包丁も、それでするすると削れていくハムも、見ていて面白い。そして何より、包丁を動かすラオクレスの手が、すごくいい。


彼の手は、使いこまれた道具の雰囲気を持っていた。掌は鍛えられて分厚くて、あちこちタコになっている部分があって、細かな傷があって……武骨なように見えて、素晴らしく滑らかに動く。芸術品みたいだ。世界にはアルブレヒト・デューラーの『祈る手』とか、オーギュスト・ロダンの『カテドラル』みたいに手の絵画や彫刻が多くあるけれど、それらに負けないくらい、綺麗な手だと思った。


「……何を見ている」


じっと見ていたら、ラオクレスがふと、視線をハムから僕へと移して聞いてきた。視線は少し鋭いし、声に少し咎めるような色を感じる。


「いや、その、綺麗だなあ、と思って……嫌だったらごめんなさい」


そうだよなあ、見られていたら嫌だよなあ、と思って謝ると、ラオクレスはほんの少し眉を動かして……視線をまたハムへ戻すと、鼻でため息を吐く。


「構わん」


……あれ。どうやら、僕はラオクレスの観察を許されたらしい。


なので、僕はそれからしばらく、ラオクレスが十分な量のハムを切り出すまで、じっと彼の手を観察していた。やっぱり綺麗だなあ。……今度、手もデッサンさせてもらおう。






そういうことで、僕らの食事はパンとハムとチーズと果物。あと水。そんなスタートを切った。


……スタートを切った、とは言っても、多分、今後当面、変わらないと思う。当面はパンでハムでチーズで果物、あとは畑の野菜ぐらいだろう。でもラオクレスの栄養のことを考えると、肉をもうちょっと食べた方がいいかもしれない。生肉は日持ちしないから、描いて出すしかないかな。


「……食事の支度、というのは、この程度の事か」


ハムとチーズを挟んだパンをもそもそ食べていると、ラオクレスがふと、聞いてきた。


「もう少しまともに調理しろ、ということかと思っていたが」


「僕、食事はこういうので十分だと思ってる。死ななければそれでいいかな、って。勿論、美味しいに越したことはないし、栄養はちゃんと摂るべきだって、分かってはいるけれど」


僕がそう言うと、ラオクレスは、そうか、と言って……特に視線を上げるでもなく、言った。


「俺も食事にこだわりは無い。死ななければそれでいい。面倒な調理などする気にならん」


……どうやら僕ら、気が合うみたいだ。よかった。


「それはよかった。ええと、なのであなたにお願いしたいことって、『ご自分で食事を摂ってください』っていうことなんだ。食料は全部、ここに置いてあるから、いつでも好きな時に、好きなだけ食べてほしい。それで、備蓄が足りなくなったら教えてください。用意するから」


ひとまず、僕が彼の生活の世話をする自信があまり無いので、そういうお願いをすることになる。すると、ラオクレスはちょっと目を瞠った。


「……お前の食事の準備は要らないのか」


「うーん……食事の準備というよりは、僕に食事を思い出させることをお願いしたい。もし僕が食べるのを三食連続で忘れそうになっていたら、教えてほしい」


ついでに、少し申し訳なく思いながらも情けない協力をお願いすると、ラオクレスは呆れたように頷いた。


「それ以外の俺の仕事は」


「ええと、それから……一日に一度、僕、これを交換しなくてはいけないから、もし忘れていたら教えてほしい」


左の手首の封印具を見せながら言うと、ラオクレスはちょっと見て、覚えた、と言うように小さく頷いた。


「……分かった。他は」


他。食事と封印具の交換のお知らせ以外で、彼にお願いしたいこと。


……そんなの当然、決まってる！


「後は、モデルになってほしい！　描かせてほしいんだ。一日に三枚までにするから！」


僕がそう言った途端、ラオクレスは深々とため息を吐いた。


「……昨日もそうだったな。お前は絵描きなのか」


「いや……職業では、ないよ。だから絵描きじゃなくて、絵が好きで描いているだけの人、です」


正直に申し出てみると、ラオクレスは『よく分からない』というような顔をした。けれど、それ以上僕について何かを聞く気はないらしい。多分、興味が無いんだと思う。


「それで、あの……食後、早速、あなたを描いていいだろうか」


なので、そう、伺いを立ててみたところ……少し顔を顰めつつ、ラオクレスは答えてくれた。


「……好きにしろ」


やった！　好きにします！　やった！　石膏像デッサン！　石膏像デッサン！　やった！










そういうことで、僕とラオクレスの生活が始まった。僕は毎日、ラオクレスを描いたり、他のものを描いたりしている。


ラオクレスを描く時は、体のパーツだけだ。範囲を絞って、その分、精密に描けるように練習している。人体のデッサンはフェイでもやらせてもらっているけれど、生ける石膏像のデッサンはまたそれとは違う。骨格を、筋肉を、浮き出る血管の一本一本を丁寧に観察しては、それを紙の上に起こす。……やっぱりバランスをとるのが難しい。画面の中にどうモチーフを収めるか、っていうのが、複雑な形のモチーフになればなるほど難しくなっていく。それから、僕はこの世界に来るまでずっと、静物デッサンしかしてこなかったものだから……僅かにでも動くものをデッサンするのは、やっぱり難しいな、と思う。全体の形を捉えて描いていかないと……。


……それから、僕はラオクレスのデッサンと並行して、魔力の制御を練習している。元々、ラオクレスを描ける時間と枚数は限られているから、そのほかの時間を練習に充てればいいだけだ。


練習は単純だ。静物を何か描きながら、実体化しないように気を付ける。それだけ。それだけなんだけれど……。


……まず、第一に気を付けなきゃいけないのは、一筆一筆に魔力を込めないようにすること。


フェイ曰く、僕は描いてる間ずっと魔力を注ぎ込んでるんじゃないか、っていうことだった。だから、絵の具に魔石とやらを使わなくても、魔法を使おうと思っていなくても、勝手に魔法になってしまうんじゃないか、って。


まあ……気合は入る。うん。しょうがない。だって絵を描いているんだから、気合ぐらい入る。けれど、気合と一緒に魔力も入ってしまっているのが問題、らしいので……自分の中に流れている魔力を注ぎ込まないように、意識しながら絵を描くことにする。


……ただ、これがうまくいかない。


その日、僕は桃を描いていた。桃の皮の産毛のかんじとか、鉛筆と水彩絵の具だけで表現するのは中々難しい。けれどそれが楽しい。


……慎重に、慎重に、魔法になってしまわないように、描く。それでいて本気で、手を抜かずに、描く。それはすごく難しい事だった。魔力の制御って、すごく気を遣う。フェイは『慣れりゃーなんてことなくできるようになるぜ』って言ってたけれど、まだまだ僕はその境地には遠い。


「へくしっ」


……そしてくしゃみをした瞬間、気が抜けて実体化した。あああ……。


おやつ休憩がてら桃を剥いて食べながら、次。次は葉っぱにしよう。


枯れ葉と青い葉を一枚ずつ。二つの質感の違いとか、枯れ葉の乾いて歪んだかんじとか、青い葉のみずみずしさとか、そういうものを表現するのはやっぱり楽しい。……のだけれど。


「……う」


描いている間に、むずむずしてきた。これ、魔力を抑え込んでる時の感覚だ。これもその内慣れてくるらしいんだけれど……僕はまだ、これに慣れない。


むずむずしてどうしようもないので、フェイに貸してもらっている蝋燭もどきを握る。蝋燭もどきが強く光ると、だんだん僕の中のむずむずも収まっていく。


……絵を実体化させないためには、こうやって、溜まってしまった魔力を放出するのもいい、らしい。フェイは、「意識して魔力を使うのも、意識して魔力を使わないのと同じぐらい大切な練習だぜ」って言ってた。


……けれど。


「あ」


放出のさせ方を間違えたのか、それとも、やっぱり描いている間に魔力がこもってしまっていたのか。紙の上にはしっかり、葉っぱが二枚、載っていた。


めげずに次だ。次。次は石。ただの石ころだけれど、これが案外、難しい。


自然の石って色々な形をしているし、材質だって均一じゃない。色々な鉱物が混ざってできていて、そのかんじを描き込んでいくのはとても楽しい。


けれど、それを楽しみ過ぎないように。筆に魔力を込めてしまわないように。そう気を付けて、僕は描いていたのだけれど……。


「おい」


「ひゃっ」


唐突にラオクレスに声を掛けられて、それでびっくりしたら石が実体化してしまった。……うん。






ラオクレスは僕の部屋には基本的に入ってこない。特に絵を描いている時には入ってこないようにお願いしているし、彼はそれを守ってくれている。


けれどそれでも彼が入ってきた、っていうことは……。


……ラオクレスは黙ったまま戸口に居て、左の手首を右手の人差し指で、ちょいちょい、と指し示してみせる。うん。そうだね。交換の時間だ。


「ありがとう」


僕が封印具を取り換えている間、ラオクレスはそれを黙って見ている。そして、僕が交換し終わったのを見届けたら、黙って出ていく。


……彼はあんまり喋らない。僕のことも『おい』とかしか呼ばない。なので彼のことはよく分かっていない。でも、まあ、彼自身が特に話したくないなら、別にいいかな、と思う。多少喋ってくれると僕としては楽しいけれど、無理は言わない。


だって、今の時点でも、十分に働いてもらってる。封印具の交換を忘れないでいられるのは彼のおかげだし、モデルやってくれるし。


僕は居間に行って、夜ご飯を食べる。食べるものはいつものやつ。パンを切って、チーズを切って……ハムはラオクレスが余分に切っておいてくれたものがあったので、ありがたくそれを食べる。初回のあれ以来、ラオクレスは僕の分のハムを切っておいてくれるようになった。彼、親切だなあ。


これらを挟んだだけのパンは簡単ながら美味しい。少し硬めの香ばしいパン。コクの強いチーズと塩気の強いハム。うーん、やっぱり美味しい。僕はこれを気に入っている。ハムもチーズも上等なやつをフェイにおすすめされるがまま買ってしまったけれど、その価値は十分にあった。


ラオクレスには赤身肉を一切れ描いて出しておいたので、彼はそれも焼いて食べてくれたらしい。たんぱく質は筋肉の材料だ。彼の肉体美の維持のためにもしっかり食べてもらわなくては。……でも、自分の分は面倒だからいいや。描いて出すのに慣れたとはいえ、それなりに疲れるし。


ちなみに飲み物は水。……先生の家では濃すぎる麦茶を筆頭によくお茶を飲んでいたから、なんとなく茶葉も買ってきてはあるのだけれど……電気ポットもガスコンロも無い世界でお茶を淹れるのって、意外と面倒だ。この水も泉から汲んできたそのままのやつ。でもこれで十分、十分。


そうして夜ご飯を食べると、いつもちょっと眠くなる。これは仕方がない。食べると副交感神経が刺激されてアセチルコリンが出てくるから眠くなるんだって先生が言っていた。言いながら寝てた。覚えてる。


しょうがないから僕も寝よう。食べたら眠くなるのは仕方ない。そういう仕組みの、融通の利かない体で生きているんだから。……でも一応、寝る前にラオクレスに挨拶しに行く。






ラオクレスは外に居た。彼は大体、外に居る、気がする。


「僕、寝るね」


「ああ」


ラオクレスはちら、と僕を見ただけで、また体を動かし始めた。


「おやすみなさい」


「おやすみ」


ラオクレスはまだ起きているらしい。彼は外で何をしているのかというと……薪を割ったり、水を汲んだりもしているけれど、それらよりもずっと長い時間、体を鍛えてる。


そう。体を鍛えているんだ。すばらしい。実にすばらしい。こんなに真面目なモデル、他にそうそう居ないだろう。是非その調子で肉体美を維持してほしい。


……いや、別に、彼が体を鍛えているのは僕の為じゃないし、肉体美を維持するためでもない、らしい。ただ、聞いた時には……珍しくもちょっとだけ動揺したような様子で、『落ち着かないからだ』って、言ってた。どうやら彼、以前の職場では基本的に毎日肉体労働だったから、今みたいに体への負荷の少ない日々は落ち着かないみたいだ。


……それから、『自分の体がほんの少し意図しない方へ誤って動いただけで失われるものもある』とも、言っていた。だから、正確に体を動かせるように、自分の意図する動かし方ができるように体を鍛えている、っていうことなんだろう。


僕が寝るべく部屋の明かりを消すと、ガラス窓に室内の光が反射しなくなって外の様子が良く見えるようになる。そうして外の様子を見ていると……僕の部屋の窓から、ラオクレスの姿が小さく見えるんだ。


月の光に照らされて、彼の筋肉の動きが、均整の取れた体が、よく見える。……すごいな。動いているけれど、本当によくできた彫刻みたいだ。


今、ラオクレスはどうやら、素振りをしているらしい。長めの薪の一本を持って、振っている。……そういえば彼、『戦うことしかできない』って言ってたな。いや、その割には食事の準備も、封印具の交換のお知らせもやってもらっているけれど。


でも、『戦うことしかできない』ってことは……元々、奴隷になる前は、戦ってた、んじゃないかと、思う。どうやって戦っていたんだろう。やっぱり、剣？　うん、似合いそうだ。剣と盾、それから鎧を身に着けて戦うラオクレス。きっと神話の一幕みたいになるんだろうな。或いは、ローマのコロッセオに居そうなかんじの。うーん、いつかそういうのも描いてみたい。


……まあ、そこらへんは魔力の制御ができるようになってから、か。うん。頑張ろう。










そうしてラオクレスと生活するようになって、二週間あまり。僕は少しラオクレスに慣れてきたし、ラオクレスはラオクレスで少し僕に慣れてきた。相変わらずあんまり会話は無いけれど、緊張することはなくなったし、お互いにお互いがこういう人なんだな、と分かってきた、というか。


……そんな頃の、ちょっと暑い日。


その日、僕は屋外で馬に囲まれつつ、絵を描いていた。魔力の制御は大分上手くなってきていて、簡単な絵だったら実体化させずに描くこともできるようになってきた。今は、より複雑で細かい絵を実体化させずに描き上げる練習中。その最終段階として、僕は兎を描かせてもらっている。


この森には兎も住んでいる。僕が住んでいる辺りにはいつもの馬と鳥ぐらいしか居ないのだけれど、もう少し森の外側に向かって進んでいくと、兎とか鹿とかも住んでいるみたいで……今日はそちらから、モデルをやってくれる兎を二羽、スカウトしてきたところだ。ちなみに、兎達のモデル料は葉っぱ付きの立派なにんじん。


兎の柔らかな毛並みを水彩で表現できるように、慎重に、筆を動かす。あんまりぼんやりさせてしまうと毛の雰囲気が潰れてよく分からなくなってしまうから、できるだけ緻密に彩色したくて。


……そうして、ある程度描けた頃。


ぴゃっ、と、兎が驚いたように跳ねた。そして、そのまま逃げて行ってしまう。


「あ、待って！」


まだ描き終わっていないのに！　……とがっかりしたところで、ふと、こちらを気まずげに見ていたラオクレスと目が合った。どうやら兎は、ラオクレスを見て逃げ出してしまったみたいだ。


「……邪魔をしたか」


そしてラオクレスは、昼食の食材を取りに、僕の家へ来たところだったらしい。


「ううん、大丈夫。気にしないで。さっきの兎なら、また戻ってきてくれると思うし……」


「……そうか」


うん。何せ、モデル料のにんじん、まだここにあるから。あの兎達、葉っぱ付きのにんじんが大好きみたいで、以前から時々、これを餌にモデルをお願いしているんだけれど……まあ、これの為なら、多分、戻ってきてくれると思うよ。この森の生き物は、何故だかとても賢いし。


「……昼は、食ったか」


「え？」


そしてラオクレスが唐突に聞いてきた。質問の意味がよく分からなかったのだけれど、ラオクレスがじっと僕の返事を待っているので、慌てて首を横に振った。


「ううん、まだ」


「そうか」


……僕の答えを聞くと、ラオクレスは僕の家に入っていって……そして少しすると、ハムチーズサンドのお皿と水のコップを持って出てきた。そしてそれらが、僕の隣に、コトリ、と置かれる。


……お詫びのつもり、ということなのかもしれない。


僕がぽかん、としていたら、ラオクレスは少しだけ、目を逸らすようにして聞いてくる。


「……昼は食わないのだったか」


「ううん。食べる。ありがとう」


なんだか申し訳ないので、早速、パンを食べることにした。兎も居ないし、休憩っていうことで。


「いつもは食べないっていうだけだよ。なんというか、食べないのに慣れてしまって。本当は食べた方がいいっていうことは分かってる」


無理をして食べているわけじゃないですよ、と主張すべくそう言ってみたところ、ラオクレスはちょっと訝しげな顔をする。


「食う金が無かったのか」


ああ、成程。何か……ええと、誤解を生んでいる気がする。


「食べるためのお金は貰えていたのだけれど、画材を買うお金は貰えなくて……ええと、僕の両親、僕が絵を描くことに反対してたから。だから、昼食代として渡されたお金でこっそり画材を買って、その分、昼食は抜きにすることが多かった」


お金はあったんですよ、ただ、僕の使い方に問題があっただけです、と説明すると、ラオクレスは僕の言葉を黙って聞いて……やがて、ほんの少しだけ表情を変えて、確かめるように言う。


「……絵を描くことが余程好きらしいな」


「うん」


その通りです、という気持ちを込めて、僕はすぐ頷く。


「僕、絵を描けなきゃ生きていけないんだ。それで、絵を描くために生きてる」


そう言ってから、ちょっと気恥ずかしくなって、手に持ったままだったパンを齧る。


……齧ったパンは、いつも通り、パンの香ばしさとチーズとハムの旨味がたっぷりで、それから……なんとなく、またもうちょっと別で、美味しい。なんだろう。何故か、美味しい。


「このパン美味しいなあ。なんでだろう。切って挟んでるだけなはずなのに、僕が作った時より美味しい気がする」


何か隠し味でも使っているんだろうか。ちら、とパンの断面を見てみたのだけれど、よく分からなかったので早々に解明は諦める。まあいいか。このパンはラオクレスパンと名付けよう。


そして、そんな僕をじっと見ていたラオクレスは……ぼそ、と言う。


「……お前が気にならないなら、次から作って持っていく」


「いいの!?」


びっくりして思わず顔を上げてラオクレスを見ると、ラオクレスは僕の勢いに幾分驚いた顔をしていたし、その一秒後には気まずげな、というか、ちょっと渋い顔をした。


「俺は奴隷だぞ。好きに命令して好きに使えばいいだろう」


め、命令して、使う……。そ、そうか。この世界ではそれが普通で、彼にとってもそれが普通なんだろう。ええと、僕にはまだ慣れない感覚だし、慣れたいとも思わないけれど……。


「……あの、じゃあ……パン、お願いします」


申し訳ない気持ちでいっぱいになりながらそう言うと、ラオクレスは、わかった、と言って頷く。


「あ、あと、兎の後、午後、あなたを描かせてほしい……」


……そしてそちらの申し出についても、ちょっと呆れたような顔で、わかった、と頷いてくれた。申し訳ないような気がするけれど……でも、でも、嬉しい。モデルもパンも嬉しいけれど、それ以上に……なんとなく、ラオクレスと少し仲良くなれたような気がして、嬉しい。






その次の次の日。僕はフェイの家へ行く。お医者さんに診てもらうためだ。ええと、定期健診、っていうことらしい。


フェイの家へはラオクレスにも一緒に来てもらうことになった。ラオクレスには奴隷の首輪を着けてもらっているから、僕から一定以上離れられない。だから、こうやって遠出する時は一緒だ。


……そして、今回の遠出は、いつもと少し違う。


「あの、誰か、僕を乗せてフェイの家まで行ってくれる？」


僕は馬達を前に、そう呼びかける。そろそろ、フェイの召喚獣頼りじゃない移動方法も覚えなきゃいけない。そう思って僕は、誰か、僕を乗せて運んでくれる馬は居ないかな、と思って声を掛けたのだけれど……。


……呼びかけから数分後。僕は、馬に囲まれていた。


「予想以上だった」


僕は馬に囲まれている。ぎゅうぎゅう詰めだ。みっちり固められている。身動きが取れない。


……ちょっとこれは、予想以上だった。


馬は全員いいやつだから、皆が皆『自分に乗っていけ』とばかりに寄ってきてくれる。それでも僕はなんとか、一番近くに居た馬にお願いすることにした。ええと、羽も角も生えてる、ちょっと珍しいやつ。まあ、羽と角が両方ある馬は、クラスに一人、ぐらいの割合で交ざってる。多分、天馬と一角獣の雑種なんだろうなあ。


ただ、僕がその一頭にお願いした途端、他の馬がばたばた羽を動かして『どうして自分じゃないんだ！』と言わんばかりの様子になってしまった。いや、僕の体は一つなので……。


ラオクレスはラオクレスで、やっぱり近くに居た一頭にお願いして天馬の快諾を得ていた。ラオクレスは羽の生えた馬に乗った経験が無いらしくて戸惑っていたけれど、それでも僕よりずっと上手に馬に乗っていた。……まあ、僕が下手なだけ、とも言える、んだと思う。


「……乗馬を習ったことは無いのか」


「うん。無い」


ラオクレスはちょっと呆れたような顔で僕を見ている。


……今、僕は、馬の背中に座布団を敷いて、そこにお腹をぺったりつけるみたいにして、馬の首に腕を回して、しがみついている。まあ、これが一番安定するので。


「……変だろうか」


聞いてみたら、ラオクレスは黙って僕から目を逸らした。そっか。僕は変か。変なんだな。


……乗馬の練習よりは魔力の制御の練習、そしてそれよりは絵の練習をしていたいのだけれど、しょうがない。馬が馬鹿にされちゃうといけないし、乗馬も練習しなきゃいけないかな。練習したいものがいっぱいある。時間が足りないなあ……。






天馬はやっぱり速かった。森を越えて、野を越えて、あっというまにフェイの家へ到着。


フェイの家の中庭に着陸したら、窓から見ていたらしいフェイが歓声を上げて中庭へ迎えに来てくれた。


「よお、トウゴ！　遂にお前も自力で森から出てくるようになったかあ！」


「うん。ずっとフェイの召喚獣に頼りっぱなしってわけにはいかないので」


フェイは、そうかそうかあ、と頷きながら、自慢げな天馬を「えらい！」と褒めて……そして。


「しっかし……ペガサスもそんな乗り方すると恰好つかねえな！」


はい。すみません。やっぱりこれ、変なんだね。分かったよ。乗馬の練習もするよ。


ひとまず天馬には中庭で待っていてもらうことにして、僕らは早速、客間へ。そこにお医者さんが来てくれて、診察してくれる予定だ。


「そういや、ラオクレスはトウゴに慣れたか？」


廊下を歩きながらフェイがそう聞くと、ラオクレスはちょっとだけ顔を顰めて……渋々、といった様子で頷いた。


「……まあ」


「そっかあ。なーんかちょっと慣れた様子だったから聞いてみたんだけどよー。慣れたってんならよかったぜ！」


フェイの言葉を聞いて、ラオクレスはまたちょっと渋い顔をして、僕はちょっと嬉しくなる。そっか。ラオクレス、僕に慣れたように見えるのか。ということは実際、慣れてくれてるんだろうな。嬉しい。


「ま、トウゴも楽しくやってるみてえだし、ラオクレスには色々と悪いけどよ。ま、面倒みてやってくれよ。こいつ、面倒みる誰かが居ねえと、死にそうだし……」


フェイはそう言って笑って、辿り着いた先の客間のドアをコンコンノックする。部屋の中から返事がして、ドアを開けると……もう既に、お医者さんと助手さんが居た。


「あれ、僕、時間、間違えた……？」


約束の時間を間違えてお待たせしてしまったなら、あまりにも申し訳ない。ちょっと慌てていたら、お医者さんがこれまたちょっと慌てた様子で立ち上がる。


「いえ、いえ、お約束のお時間まではまだありますよ。私共が早く着きすぎただけですから」


そうか。それなら、いいのだけれど。……次からはもうちょっと早めに到着するようにしよう。


……ということで、僕の検診が始まった。検診の内容は、僕の中で魔力が落ち着いているか、とか、制御は上手くいっているか、とか、他に異変は無いか、とか、そういうことらしい。


僕は『急に魔力が増えた』っていうことになっているので、こういう検診が必要なんだそうだ。なんでも、急に魔力が増えた後には、体の不調が多くなるということらしい。


「ふむ……成程。特に異常はなさそうですね」


お医者さんの指示に従ってまた前回のように色んな器具で何かの測定をして、そして『異常なし』の太鼓判を貰った。


「魔力の制御を随分、頑張っていらっしゃるようですね。驚きましたよ。前回からは考えられない程に制御が上達しているようです」


しかも、お医者さんにそう、褒められた。頑張った甲斐があったなあ。


「これなら封印具を少しずつ外していくこともできるでしょうね」


「よかったなあ、トウゴ！　お前、封印具が外れる日も遠くねえぞ！」


フェイに背中をバンバン叩かれつつ、僕は嬉しくなる。その内、封印具無しでも、実体化しない絵を描けるようになりたい。


……それからお医者さんがカルテのようなものを書いている間、助手さんが器具を片付け終わって、ふと、僕に話しかけてきた。


「ところで、奴隷を購入されたんですね」


「あ、はい」


そりゃあ目立つよね。僕の後ろに立っているラオクレス。筋骨隆々の生ける石膏像。目が行くのは仕方がない。


「頼もしい方ですね。護衛ですか？」


「いや、モデルです」


「……モデル？」


あ、助手さんに怪訝な顔をされてしまった。ええと……。


「絵の、モデルです。僕、絵を描く勉強をしているので」


「ああ……成程」


助手さんはにっこり笑って、納得したような顔をした。まあ、絵を描かない人だと、モデル、と言われてもピンと来ないか。そうだよね……。


「他にもモデルさんは雇ってらっしゃるんですか？」


「いえ、彼一人です」


……元々は封印具の交換し忘れを教えてもらう為に雇ったので、なんて、言えない。お医者さんの前で、そんなことは、言えない！


「なんというか……失礼ですけれど、珍しいですわね。モデルさんに雇うなら女性を、という方が多いように思いますけれど」


「そうなんですよおー、こいつ、珍しい奴なんですよお！　俺には分からねえ！　なんで男なのか！　俺には分からねえ！　……でも、トウゴはこれで満足そうだし、もう、いいかな、って……」


フェイが何やらものすごく感情を込めて言っているのだけれど、僕には生ける石膏像を前にして描きたくならない気持ちが分からない。でもまあ、フェイはそういう人らしいので……。


「彼、よく夜に鍛錬しているんですけれど、それを見ていると僕も魔力の制御も頑張ろう、って思えるんです。それから早く彼の全身を描けるようになりたいから絵の練習もより一層頑張れて……あ、それから、彼が作ってくれるハムとチーズのパン、何故だかとっても美味しいんです」


折角だからラオクレスの良さをアピールしてみる。僕が自慢するのも何だか変な気がするけれど。


「彼が来てくれて本当に良かった」


「ふふ、トウゴさん、幸せそうですねえ」


「はい！」


思わず笑顔になってしまいつつそんな雑談をしていると……僕の横で、フェイがラオクレスを小突いてにやにやしていた。


「おー……ラオクレスぅ。お前、懐かれてるなあ！」


……ラオクレスが少し顔を顰めながら、明後日の方を向いている。その耳の端がちょっと赤くなっている。……もしかすると、ラオクレスのこの顔は、照れている時の顔なのかもしれない。






そうして僕の検診が終わって、お医者さんが帰っていった後。中庭で乗馬の練習をさせてもらって、なんとか普通に座った状態で馬に乗れるように頑張って、それから夕食をご馳走になって……。


「あー……トウゴぉ。ちょーっと、いいか？」


夕食後、フェイが話しかけてきた。その手には開封済みの封筒。そしてフェイは困り顔。なんだろう、と思っていたら……。


「お前、パーティとか、興味、ねえ？」


……フェイが、変なことを言い始めた。なんだ、パーティって。







＊王城のダンスホールにて


「パーティ？」


「ああ。王城で開くんだとよ。ついさっき招待状が届いたらしいんだけどよー……」


フェイはそう言って、気まずげに頭の後ろを掻いた。多分、何か曰く付きなんだろうなあ。


「……あの、僕、あんまりそういうのは得意じゃない」


「あー、うん。だろうなって思ったぜ。お前、そういうのに興味なさそうだし……」


うん。人が多いところに行くよりは、ずっと室内に籠っていたいタイプだ。それに、曰く付きのパーティなら、尚更、ちょっと。


「でも、フェイに何か事情があるなら、行くよ」


「おお!?　え、いいのか!?」


うん。『興味があるか』と聞かれたら、興味ない、って答える。行きたいか行きたくないかで言えば、行きたくない。けれど、フェイが『連れていきたい』なら、行くよ。頼まれるなら行く。僕にとってフェイは、その程度の協力はしたい相手だ。


「……ええと、まあ、それは嬉しいんだけどよ……一応、説明するから聞いてくれ。まず、王城のパーティなんだけどよ。表向きは『貴族や有力者達の交流会』なんだよな」


……表向き、って言ってる時点で、裏の意味があるんだな、と想像がつく。嫌だなあ。


「今回のパーティ、王城で開かれるんだけどよお……国王陛下本人が出てくるらしい」


成程。未だにこの世界を森とフェイの家とフラメリアの町しか知らない僕からしてみれば、訳が分からない話だけれど、まあ、雰囲気は分かる。つまり、結構大きなパーティってことなんだろう。


「……で。なんでそんなパーティに、俺なんかが呼ばれる？」


「……いいやつだから？」


僕がそう答えた途端、フェイは「こいつー！」と言いながら僕の頭をぐりぐり撫でた。やめてやめて。なにするんだ！


「まあ、王族からしてみりゃ、俺は『いいやつ』だったとしてもアレだな、『どうでも』が先に付くやつだろうな」


成程。『どうでもいいやつ』……。ちょっとそれ、腹立たしいな。


「けれど、俺が呼ばれてる。レッドガルド家、じゃなくて、『フェイ・ブラード・レッドガルド』が呼ばれてる。一応、普段社交の場に出てこない奴を引っ張り出そう、みたいな趣旨であることは明記されてるんだけどよー……まあ、ここから考えられることって、一つだろ」


フェイはまた頭の後ろを掻きつつ、嫌そうな顔で言った。


「レッドドラゴンだ」


……成程。フェイは……レッドドラゴンを持っているから、呼ばれた。レッドドラゴンが珍しい生き物だっていうことは、僕もなんとなく分かってる。確か、もう絶滅しているんだっけ。


「流石によお、王城の印章が入ってる書簡出されたら、呼ばれた俺が行かねえわけにはいかねえ。親父でも兄貴でもなく俺名指しで招待されてる時点で滅茶苦茶に嫌な予感しかしねえけど、まあ、行くしかねえ」


「うん」


フェイも大変なんだなあ。


「それで、まあ……ぜってえ、何か厄介事があるであろうパーティだがよお、一応はパーティだから、護衛を大量に連れていく訳にはいかねえ」


「う、うん」


……もしかして僕は用心棒の扱いなんだろうか？　どうしよう、自信は無いけれど。


「ついでに、パーティに行って怖いのは王家の面々もだけどよ、他の貴族連中で……こっちもレッドドラゴンにつられて寄ってくるだろうな、っていう予想が立つわけだ。でも俺としては、そんな奴らと話したいことなんてねえし、下手すると『うちの娘と結婚しませんか』なんて話を無限に持ってこられる！」


「うーん……」


もしかして、そういう貴族の人達を捌くために僕は連れていかれるんだろうか？　こっちは用心棒よりももっと自信が無いのだけれど……。


「で、話は戻るんだけどな？」


「うん」


内心どきどきしながらフェイの言葉の続きを待つ。


「お前を連れていくと何が良いって……」


用心棒？　身代わり？　何が来るんだろう。僕はじっと、フェイの言葉を待って……。


「俺はお前に構いっきりになれる！」


うん。分からない。分からなかった。






「あの、構いっきりって」


「要は、俺がずっとお前と喋ってればいいってことだな。或いはお前が急に体調を崩してくれてもいいぜ！　その付き添いで俺は休憩室に入るから！」


……成程。


「つまり、逃げる口実に僕を使いたい、と」


「おう！　話が早えな！」


うん……うん、それならまあ、自信が無くはない。


「でも、いいの？　僕、貴族でもないのに、そういう場所に行っても」


「おう。大丈夫大丈夫。このパーティは俺みてえな貴族の次男坊とかに声掛けてるパーティだ。ついでに貴族に限らず、商人とかも来る。そういう奴らは貴族の口利きでパーティに入りこんで、他の貴族との伝手を拾いにそういうところに行くって訳だ。なら、お前が俺の親友ってことで紛れ込んでも大丈夫だろ」


まあ、なんとなく雰囲気は分かった。要は、儀礼的なパーティじゃなくて、実利的でラフなパーティ、っていうことなんだと思う。


「ってことで……いいか？　一緒に来てくれるか？」


「うん、それはいいけれど……」


元々頼まれるなら行くつもりだった。フェイが困ってるなら助けたい。僕だってフェイに沢山助けられてる。その分、お返しできるならそうする。……けど、僕でいいんだろうか。


「あの、本当に僕でいいの？　パーティって、普通、女性を連れていくものじゃ……」


「いやいや、お前がいい。俺は特定の相手が居るわけでもねえし、そういう決まりがあるでもねえし。だったら下手に女性を連れて行って勘違いされるよりはお前連れてった方がいいな」


そ、そっか。そういうものならいいや。


「あと、お前連れてくとラオクレスも付いてくるだろ？　そうすっと見るからに『護衛！』ってかんじの奴が居てくれる訳だから、妙な連中は寄り付かねえかな、ってさ。俺が護衛つけてると色々言われそうだけどよ、お前に護衛がついてる分には、こう、説得力がありそうだし」


……僕はちょっと複雑な気持ちになりつつ、そっと、ラオクレスの様子を見る。するとラオクレスは、『構わん』みたいな顔をした。うん。そういうことなら一緒に行こう。


「でも僕、パーティでどうすればいいか、分からないけれど」


「大丈夫だ。俺と話してりゃいい。それに多少は無礼でも問題ねえよ。ま、無礼講、無礼講」


マナーなんかの自信はあまり無いけれど、そういうことならいいかな。フェイが大丈夫だって言ってるんだから多分大丈夫、だと思う。まあ駄目でも、その時は諦めて頑張ろう。


僕が静かに決意を固めていると……フェイが、にやり、と笑う。


「ただ……それだけじゃ、つまらねえよな。折角だし画材持ってったらどうだ？　貴族が集まるパーティなんざ滅多に見られるもんじゃねえしさ」


……そっか。パーティの様子なんて、確かにそうそう見られるものじゃない。綺麗に着飾った人達が集まる場所なら、きっと……さぞかし絵になる光景なんだろう、と思う。うん。見てみたくなった。フェイのおすすめの通り、スケッチブックを持って行こう。そうしよう。


「ついでに折角の王城だから、飾ってある絵とか見ようぜ。確か入ってすぐのところにでっけえ壁画があるんだよ。……そういうの、興味あるだろ？」


「ある！」


「ははは。トウゴ、お前、『俄然やる気が出てきた』って顔に出てるぜ！」


……だって実際そういう気分なんだからしょうがない。そっか、この世界にも芸術作品があるんだよね、当然だけれど。


元の世界では、あんまり美術館とか、行けなかった。親が良い顔をしなかったから。だから……すごく、楽しみ。正に、『俄然やる気が出てきた』っていう気分だ。


「それで、そのパーティって、いつ？」


わくわくしながらそう、聞いてみたところ。


「聞いて驚くなよ？　……明後日だ！　で、王都まではレッドドラゴンでも一日弱かかる！　つまり！　明日の夕方には出発だ！」


……結構、切羽詰まったことを言われてしまった！


「いや、これもぜってえ、なんかあるだろ……俺宛ての招待状だけちょっと手違いで紛れて別の領地に行ってたとか、ぜってえ、わざとだろ……」


フェイはぶつぶつとそんなことを言っている。なんというか、既に謀略渦巻いているかんじがして、僕はちょっと緊張してきた。


「ってことで、準備は急がねえとな。まずはトウゴとラオクレスの服。なんとかしようぜ」


「服？」


「そりゃ、流石に王城のパーティに平服で行くわけにはいかねえだろ」


それはそうだ。……一応、前、フラメリア観光した時に服も買ったけれど、パーティ用の服じゃあないからなあ。


「王城のパーティともなれば、格好を整えるだけじゃなくてよお、こう、華やかにしとくのも礼儀の一つだからな。つーか、地味だと舐められるし」


……僕自身が舐められる分にはいいけれど、フェイが舐められたら困る。なら仕方ない、新たに服を買おう。どのみち、ラオクレス用の服は必要なわけだし。






……そうして翌朝。僕らは朝一番に、レッドガルド家御用達のお店に入った。


「いらっしゃいませ……あらあらあら、フェイ坊ちゃん！　どうなさったの？　そんなに可愛らしいお客さんを連れてきて！」


お店に入った途端、店員さんらしい女性がぱたぱたと走ってきて、僕を見て目を輝かせた。


「明日の夜のパーティにこいつ、連れていきてえんだ。あと、護衛にこっちも。適当に服、見繕ってくれよ」


フェイはそう言うと、僕とラオクレスを前に押し出した。僕は押し出された。ラオクレスは押されて押し出される肉体じゃないので、自分の意思で半歩、前に出ていた。……負けた気分だ。


「俺に色合わせるとかは考えなくていいからよ。こいつらにそれぞれに合う奴、頼むよ」


「まあ素敵！　そういうことなら……さあさあどうぞこちらへ！　順番にしますからね！」


どうやら、最初は僕らしい。僕はなんとも楽し気な店員さんに引っ張られていく。まあ、フェイ行きつけのお店みたいだし、店員さんとフェイは仲良しみたいだし、お任せしよう。


そしてそのまま試着室に入れられた僕は、店員さんに為されるがまま、服を脱がされてしまった。


「まあ、お客様、細くてらっしゃるのねえ」


……そして店員さんに開口一番、そんなことを言われた。そうですよ。どうせ僕は細いですよ。


「素敵ねえ。腕が鳴るわ。お客様の魅力を最大限に引き出す衣装をご用意しますからね！」


けれど、店員さんは気にした様子もなく笑って、ちょっと引っ込んで……服を持ってきた。


「じゃあ早速、合わせていきましょうか！」


店員さんの手にあるのは、ふわふわひらひらした、白やヒヤシンス色の薄布を重ねた……ドレスに見える服。というか、ドレス。僕の世界の基準だと、これは、ドレス。すごく、ドレス。


「……あの、これ……ですか？」


異世界の礼服って、こうなんだろうか。確かに、シャツとかもフリルがついているやつ、多かったけれどさ。


「ええ。きっとお似合いだと思うの。あなた、こういう柔らかい青がよく似合うわ！」


色の問題じゃない。問題はデザインなんだよ。これじゃあ……その、女装、に、なってしまう！


「ズボンにすることってできませんか？」


「あら。だってパーティなのでしょう？　あのお坊ちゃんは髪も瞳も中々色味がお派手ですから、隣に立つならあなたもちょっと華やかにしなきゃね」


……うう、駄目らしい。でも、これが異世界の礼服らしいので……フェイと一緒にパーティに行くんだったら、こういう恰好でないとフェイに恥をかかせるらしいので……ううう。


そうして服を着せられて……試着室の外に出る。


「お待たせしました！　坊ちゃん、こちらでいかがかしら？」


僕は店員さんに連れられて、フェイ達の前に戻ってくる。一歩ごとに服の裾がふわふわ、リボンの端がひらひら。落ち着かない。とても落ち着かない。


「……どう？」


とても落ち着かない気持ちの中、何故か目を見開いて固まっているフェイとラオクレスに、そう、聞いてみたところ……。







    
  
  




「……女だったのか」


ラオクレスが、茫然と、そう言った。


「すまない。男だと思っていた。今まで無礼を……」


「えっ!?　違うよ!?　僕、男だよ！　ちょ、ちょっと、フェイ！　これってやっぱり女の子の服!?」


……フェイが吹き出した。笑い出した。そして。


「ごめん、おばちゃん！　言い忘れてたけど、こいつ、男！」


「えっ!?　この方、男の子だったんですの!?」


……ねえ！　これは、僕、怒っていいやつだよな！






「気づけって！　途中で気づけっての！」


「……貴族のパーティではこういうのが普通なのかと思ったんだよ」


フェイはけらけら笑っているけれど、まさか、女の子に間違われるなんて思わなかったんだ！　それに、僕、異世界の服の事は分からないんだよ！


フェイの横ではラオクレスが、ものすごく気まずい顔で『頭が痛い』みたいな具合に俯いている。


「……男女の服の区別もつかんのか」


「うん……その、森の外のことは、よく分からなくて」


僕も気まずい。彼には変な勘違いをさせてしまった。……いや、でも、『女だったのか』じゃなくて『何故女の服を着ているんだ』って思ってほしかった……。


「あー、ごめんな、ラオクレス。トウゴは……まあ、ちょっと色々、事情があってさ。人間の町のことがよく分かってねえんだよ。随分な世間知らずに見えるだろうけど……許してやってくれ」


フェイが謝るのを聞きながら、ラオクレスに申し訳なくなる。そうだよね、彼としては、雇い主がとんだ世間知らずで困っているんじゃないかな……。


「……野生の育ちをしたようには見えんが」


「あー……うん。そうだよな。トウゴは所作も綺麗だし、育ちがいいように見えるよなあ……いや、多分、実際、そう……なんだろ？　結構しっかり育てられたみたいに見えるけど」


「……うーん、まあ、行儀は一通り、染みついてる、とは、思う」


行儀には厳しい親だったので、まあ、多分、育ちがいい、っていうことになる、んだと思う。


……まだ、ラオクレスには僕が異世界から来たっていうことを伝えられていない。だからなんとも不思議な説明になってしまうんだけれど……ラオクレスは何か、彼なりに納得してくれたらしい。


「そういうわけで、ラオクレス！　悪いけど、トウゴのことをよろしく頼むぜ！　こいつにはお前が必要なんだ！」


「よろしくお願いします……」


フェイと僕が揃ってお願いすると、ラオクレスは困惑した顔をしていたけれど……やがて、深々とため息を吐いて、わかった、とだけ言った。あと、ついでに、ちょっと憐れむような目を向けられた……。もういいよ！　憐れんで！　存分に憐れんで！　もう！


……それから僕はまた試着室へ入って、「ごめんなさいね、綺麗な方だったものだから、女の子だと思って……」と店員さんに謝られて益々複雑な気持ちになって、それから、今度こそちゃんと男ものの服を選んでもらって……。


「……でも、ひらひらするんだね」


「そりゃ、お前、こういうの似合うし……」


……シャツの前面、ボタンの両脇には一直線に控えめながらもフリル。袖は少し布がたっぷりしていて、袖口できゅっと窄まる形。ズボンも袖よろしく少しゆとりのあるやつで、靴は留め金が装飾的な膝までのブーツ。ジャケットが無い分、ベストは襟付きのやつ。ベストの裾は燕の尻尾みたいにひらひら長い。シャツの襟には、尾の長いリボンタイ。タイの結び目に綺麗な細工のブローチ。


「……これ、リボン、要る？」


「わーった。わーったよ。俺もリボンにすっから」


そういう問題ではない。僕がリボンだとなんだか恥ずかしいのであって、フェイもリボンになればそれでいいっていう話ではない。


「ついでにラオクレスもリボンにしようぜもう」


そして道連れが多ければいいっていう話でもない！


……まあ、リボンはさておき、それからラオクレスの服も選んでもらった。


けれど彼の場合、体に合う服がそもそも無い。だから、前が留められなくても恰好がつくジャケット、とか、合うズボンが無くて太っている人用のズボンの丈が足りないのをブーツで誤魔化す、とか、シャツの第一ボタンが留められないのと奴隷の首輪を隠す為にアスコットタイ、とか、そんなかんじになった。


……これはこれで面白いなあ、と、思った。ラオクレスは終始頭の痛そうな顔をしていたけれど。






そうして服を調達して、お弁当を持って……お昼前、僕らは出発する。


移動手段は、フェイの火の精を貸してもらって、それに僕とフェイで二人乗り。もう片方にはラオクレス。ラオクレスが荷物も担当していて、僕らの着替えとか簡単な旅支度はそっち。







    
  
  




疾風のように走る炎の狼に掴まって、僕らはひたすら、北西に向かって進む。これが中々、爽快。前、炎の狼に乗せてもらった時は結構怖かったのだけれど……あれって、森の中、障害物だらけの中を走っていたからだったんだな、と気づいた。レッドガルド領は中央の森以外は基本的に平地かなだらかな丘陵。街道の近くを走れば障害物なんてほとんど無くて、只々、遠く流れていく景色……山や空の様子、さわさわと風に揺れる草原なんかを眺めて、いい気持ちだなあ、と思うだけ。


これだけの速度で走るんだから風の抵抗がすごいことになるんじゃないだろうかと思っていたのだけれど、それも無し。なんでも、火の精って、風で自分自身が吹き消されてしまわないように、周りの風を抑えるような力を持っているんだそうだ。なんて素敵な生き物だろう！


「はー、王都までの道って、退屈なんだよなあ……」


一方、フェイはこれだとスリルが足りないらしい。振り返って見てみると、ちょっと眠そうな顔をしている。居眠り運転はしないでね。


「僕はこれぐらいが丁度いい。風が気持ちいいし、景色が綺麗だし、遠くまで見えるし……あと、火の精、乗り心地がすごくいいね」


僕がそう言うと、炎でできた狼は、嬉しそうに、ばう、と鳴いた。この狼、火でできているけれど熱くはないし、けれどぽかぽかしていい気持ちだし、柔らかくって、そして何より、風は気持ちいい程度に抑えてくれるし、あまり揺れないし。乗り物として最上の生き物じゃないだろうか。


「だろ？　……ただ、ケツからぽかぽかしてきて、眠くなってくるんだよなあ……ふわ」


フェイは大きく欠伸をした。あの、だから、居眠り運転はちょっと……。






そうして僕らは召喚獣に乗って走り続けた。お昼ご飯の休憩を挟んで、段々太陽が傾いてくるのを眺めて、遮るものも無く只々広い、燃えるような夕焼けの空の下、段々長くなっていく影と一緒に、走って、走って、走って……。


……王都には、夜になってから到着した。


王都はその周りをぐるりと壁で囲まれた町で、入り口は東西南北の四か所だけ、らしい。それぞれに門があって、門には見張り番の番兵さんが立っている。夜遅くまでお疲れ様です。


門の番兵さんが見える距離まで進んだ僕らは火の精から降りる。フェイがさっと進み出て番兵さんと何か話して……番兵さんはにこやかに、僕らを通してくれた。


「何、話してたの？」


「ん？　あれか？　いやー、単に、お勤めご苦労さん、ってだけだなあ。……まあ、普通だと身分証の提示とか手荷物の検査とか、或いは来訪の理由を聞かれるとか、そういうのがあるんだけどな。レッドガルド家の次男です、って言えばそこらへん省いて通してもらえるからさ」


成程、フェイは貴族でＶＩＰ待遇だから、入国審査を素通りできる、っていうかんじか。


「さっさと宿取って飯食って寝ようぜ。長旅で二人とも疲れただろ？」


フェイはそんなことを言いながらちょっと欠伸をしつつ歩く。まずはお宿。それからご飯。そういう予定。


……歩きながら、僕は王都の街並みを存分に眺める。夜の町ってどうしてこうも綺麗なんだろう。


ほんのり冷たい色の光が灯る魔法仕掛けの街灯の並び。石畳の上にぼんやり落ちる僕らの影。さわさわと音を立てる広場の噴水に星明かりと街灯の光が煌めいて、濃く深い影がより光を際立たせて。弱い光と強い影のコントラストが、静かで、ひんやりとして……ものすごく綺麗だ。


街並みに見惚れながら歩いた先、辿り着いたお宿は、大きな建物だった。王都の大通りに建てられているだけあって、どうやらここは貴族御用達の宿らしい。……一流ホテル、みたいな扱いだろうか。そう考えると少し緊張する。


「よし。終わったぜ。行こう」


一方でフェイは堂々と手続きを終えて、部屋の鍵らしいものを持ってきていた。


「……あれ？　一部屋？」


けれど、フェイが持っている鍵は一つだけに見える。まあ、同室でも別に構わないけれど。


「ははは。一部屋だけど、心配しなくていいぜ」


フェイはそう言うと意味ありげににやりと笑って、それから僕とラオクレスを連れて歩き始めた。不思議に思いつつ、僕はフェイの後についていって……そこで、僕らの部屋になるらしい場所で、部屋番号を確認して、扉を開ける。すると。


「……えっ」


「びっくりしたか!?　びっくりしただろ！　俺も初めて見た時はびっくりしたぜ！」


そこにあったのは、あまりにも広い空間だった。ええと、あまりにも広い。物理的に無理がある広さだ。どう見てもこれ、部屋のあるべき大きさよりもずっと大きい。


「これはどうなっている」


「なんかよ、古代魔法を部屋に埋め込んで、狭い空間を広くしてるんだとさ。おかげで複数人の宿泊でも困らない広さが確保できるってわけだな！」


フェイがそう言って歩いていくと、広い広い部屋の中に、扉がいくつかある。うわあ、一部屋じゃないんだ。部屋の中に部屋がある。


「寝室は……うん、四つあるみてえだから、好きな部屋選んでいいぜ！」


そっか、部屋の大本が一つでも、その中に更に部屋があるんだ。面白いなあ。


「そうそう。ここの部屋の鍵は一応、俺が預かってるけど、お前らも使えるようにしとくから」


更にフェイはそう言って、僕に手を出すように言った。僕が手の平を上にして手を出すと、逆、逆、と言いながら僕の手をひっくり返して、手の甲に部屋の鍵をちょん、と押し当てる。すると、その途端、僕の手の甲がちょっと熱くなって、何か魔法の気配がして、そして次の瞬間には何事も無かったかのように元通りになる。


「ラオクレスも。ほら」


それからラオクレスも同じように手の甲に鍵を当てられて、最後にフェイ自身も同じことをやる。それが終わってから、フェイは鍵を部屋の中、鍵ホルダーみたいな場所に置いた。


「じゃ、この部屋に入る時はドアの所にある金属の板に手ぇ当てればいいからな」


どうやら、これで僕らは部屋の鍵を開けられるようになったらしい。これ、どういう仕組みなんだろうか……。うーん、異世界って、不思議……。


異世界の魔法を目の当たりにしてちょっとびっくりしながらも僕らはそれぞれに部屋を選んで荷物を下ろして、宿の食堂で食事を摂って、順番にお風呂に入ったら、さっさと寝ることになる。


……ところで、ここでのお風呂も、フェイの家と同様に、温水の出るシャワーがあった。早く森にもあったかいお風呂を導入しよう。水浴びじゃなくて、ちゃんとした入浴の方がラオクレスの体にもいいだろうし。


お風呂でほこほこ温まってベッドに入ったら、ふわふわで極上の寝心地に包まれる。そのままころころしてベッドの感触を堪能していたら、いつの間にか寝てしまっていた。旅の疲れもあったのかも。






翌日、起きて、身支度を整えて、朝ご飯を食べて……僕らはすぐ、王都観光に繰り出した。パーティは夕方からだから、それまでは楽しく観光することにしている。


はしゃぎつつ手慣れた様子で王都案内してくれるフェイと、あちこち目移りしながら時々描きもする僕、そして王都でも落ち着いた様子のラオクレスの三人であちこち巡ることになった。


おいしいおやつを出してくれる店に入ってみたり、雑貨屋さんらしいところに入ってみたり。


そうしてあちこち観光して、あちこちスケッチさせてもらった。幸せだなあ……。


……ただ、僕らはおやつ時には宿に戻って、パーティの準備を始めなければならない。ひらひらした例の服に袖を通していたら、少しだけ、緊張してきた。


僕の仕事は、フェイが他の人達に話しかけられるのを阻止すること。もし、どうしようもなくフェイが困っていたら、仮病を使ってフェイを会場から脱出させること。……上手くできるだろうか。


緊張しながら着替えて、リボンタイの蝶結びをバランスよくやるために何度かやり直して……そうして僕ら三人、しっかり身支度が整った。


「ま、男だけだと身支度が楽でいいよな」


まあ、僕ら三人、着替えに手間取ることは無かったと思うよ。……いや、ラオクレスは自分のタイを上手く結べていなかったので、フェイに直されていたけれど。まあ、彼の場合、タイで首輪を隠す都合もあるから、しょうがない。


……ところでこれ、女性のドレスだと、そもそも一人で着替えられないって聞いたことがある。僕、男でよかった。ドレス着せられたけど。……ドレス着せられたこと、まだちょっと恨んでるぞ。






それから僕らは王城へ向かう。夕暮れた王都の道はそれはそれは綺麗だった。赤っぽい太陽の光に照らされる石畳に長く濃く影を落として、僕らは歩く。王城はずっと見えているから、もし案内のフェイが居なかったとしても、道に迷うことはなかっただろう。


王城に入るところには門番の人が居て、そこでフェイは何か手続きをした。招待状を見せたりしていると、門番の人達はあっさりと僕らを通してくれる。


そうして門を抜けて進んで、大きな庭を通り抜けていって、遂に王城の中へ。


「すごい……！」


思わず、感嘆の声が漏れる。とにかく、広い。石造りの豪奢な建物は外から見ても圧巻だったけれど、中に入ってみたら改めてその大きさが分かる。


お城に入って最初の大広間には、どっしりとした柱が何本も立ち並んでいた。吹き抜け構造であることもあって、天井が大分高い位置にあるように感じた。


そしてこのお城は、大きいだけじゃなかった。お城の名に恥じない装飾がそこかしこにある！


まず目を引くのは、この大広間の壁いっぱいに描かれた壁画。フレスコ画だろうか。色鮮やかな絵は、何かの物語を描き表したもののように見える。フェイに聞いてみたら『勇者と魔王の物語だな』と教えてくれた。


それから、どっしりした柱は微かに優しいグレーの縞が走った大理石。そしてそこには精緻な彫刻が施してある。


床は白大理石で、中央には黒大理石が模様になるように嵌めこまれている。通路には赤の絨毯が綺麗に映える。奥に見える階段は左右から優雅な曲線を描いて伸びて二階へ続いていて……恐らく、パーティの来客だろうと思われる着飾った人達がそこを上がっていくのが見えた。それがまた、絵になる。


すごい。この玄関ホール、何所を切り取っても素晴らしい芸術だらけだ！


「どうだ？　トウゴ。来て良かっただろ」


「うん！」


これはもう、頷かざるを得ない。これはすごい。本当に来て良かった！


「あの、フェイ。会場に行く前に、あの壁画、もう少し見てもいい……？」


「おう！　いいぜいいぜ！　じっくり見ていこうな！　時間潰してえから、できるだけゆっくりな。ゆっくり行こうな」


フェイとしてはパーティ会場に入るのはギリギリがいいみたいだし、丁度いい。僕は早速、大広間の壁画を見に、壁へ近づく。


見れば見るほど、壁画は素晴らしかった。ただ、どういう画法で描かれたものなのかがよく分からない！　悔しい！　けど楽しい！


最初は、フレスコ画かな、と思ったんだ。漆喰で塗った壁に顔料を乗せていって、そして、描き上がって時間が経って漆喰が結晶化していくにつれて、色が深く鮮やかになっていく、っていう。『アテナイの学堂』とか『最後の審判』とかはフレスコ画だったはず。


ただ、壁が漆喰壁にしては少し透明感があるというか、もっと硬そうに見えるというか。うーん、やっぱりこれ、フレスコ画とは違う気もするし……絵の具がちょっと特殊なように見えた。


「ねえ、フェイ。この絵の具って、なんだろう」


「あー、悪ぃ。分かんねえや。俺、絵は詳しくねえからさあ。けど、魔力があるようには見えるよなあ。魔石を砕いて絵の具にした、とかか？　……やっぱ、王城ってだけあって贅沢だなあ」


うん、そうか。これ、魔石の絵の具、なのかもしれない。日本画みたいなかんじで、宝石を砕いて作った絵の具を使っているのかも。


壁画をゆっくり見せてもらった後は柱の彫刻を眺めた。ドラゴンの鱗が一枚一枚彫り込まれている細かさに目を瞠り、大きな鳥の羽の柔らかさが硬い大理石で表現されていることに驚き、角と羽が両方生えた大きな馬の尻尾の躍動感に感心し……すごく勉強になった。立体物もいいよね……。


更に、階段を上がる時には手すりの象嵌細工に見惚れて、階段を上がり切ったところで水晶細工のシャンデリアに驚いて、敷かれている絨毯に織り込まれた模様を観察して……パーティ会場らしい部屋の前に到着するまでに、何度も何度も興奮させられた。ああ、僕、来て良かったなあ！






「さて。じゃ、そろそろ入るかぁ……。入城してからここまで時間潰せるとは思ってなかったぜ。上出来、上出来」


そうして僕が満足した頃、フェイはそう言ってにやりと笑った。うん。僕がフェイの言い訳になれるなら、それは何より。


「……ってことで、トウゴ。いいな？　俺がヤバくなったら、お前、体調不良になれよ？　ちょっとしおらしく『具合が悪くなっちゃった』って俺の服の裾引っ張ってくれりゃいいから」


……うん。


「がんばる」


「おう。頼むぜー」


気合を入れて、しおらしく、しおらしく、と念じながらパーティ会場に入る。会場では音楽が演奏されていて、その音楽に合わせて踊っている人が居る。隅の方で歓談している人も居る。その人達全員が着飾っていて、特に女性は華やかなドレス姿だ。成程、これは確かに、一見の価値がある。


「とりあえず飲み物貰って壁の花になるぞ！」


「うん」


フェイの前向きに後ろ向きな言葉を少し可笑しく思いつつ、僕はフェイがウェイターの人を呼び止めるのを見ていた。……その時だった。


「ごめんなさい。私にもおひとつ、頂けるかしら？」


フェイが飲み物を貰った後、その横からウェイターの人に声を掛けた女性が居た。


その女性はふと、隣に居たフェイがラオクレスに飲み物を渡しているのを見て、それから、フェイの隣に居た僕をちらり、と見て……。


……うん。その時、僕と目が合った。


そして僕は、その人の目を見た瞬間、奇妙な感覚を覚えた。ふわり、とベールを被せられてしまったように周りの音が遠のいて、周りのものがよく見えなくなって……ただ一つ、目の前に居る、芸術品めいたその女性しか、見えなくなる。


女性の黒いドレスは大胆に肩が出るデザインで、更に体の線がよく出るような、そういうドレスだった。けれど、いやらしいかんじはない。それは現実味がないくらい綺麗だから。彼女はまるで、彫刻か何か、芸術品のようだった。或いは、曲線美のお手本。ドレスのデザインといい、アール・ヌーヴォーの世界を感じる。


それから、色も素敵だ。鮮やかな金の髪は長く腰まで伸びて、黒いドレスによく映えている。そして、白く滑らかな顔の中、すっと通った鼻筋も小さな顎も綺麗だけれど、何よりも……その鮮やかな翠の瞳が、印象的だ。


翠の瞳は金色の濃い睫毛に縁どられて、まるで一つの宝石みたいに見える。そして、一度見てしまったら、目を逸らせない。まるで、そういう魔法みたいに。


その女性は僕を見て、ぱちり、と一度、瞬きをした。それから数度目を瞬かせた後……その薄紅色の薔薇の花弁みたいな唇の端をそっと持ち上げて、僕に微笑みかけた。







    
  
  




……芸術品が、笑った。僕が驚いていると、その内女性は飲み物のグラスを手に、優雅に去っていってしまった。






「おい、トウゴ。どうしたんだ？　ほら、壁際行くぞ」


「うん……」


フェイに声を掛けられたけれど、咄嗟に頭が働かない。フェイはそんな僕を見て、きょとん、として、それから、僕の視線を辿って……そして。


「お……？」


にやーっ、と、笑った。


「お？　どうしたトウゴ。さっきの人、見てるのか？　まさか一目惚れか？」


如何にも嬉しそうな、そんな様子で聞いてくるフェイに連れられて移動しながら……一目惚れ、という言葉を頭の中で反芻する。


一目惚れ。一目惚れ……。使い慣れない言葉が、妙にしっくりくる。すとん、と納得がいく。なので僕は、頷いた。


「うん……そうかもしれない」


……すると、途端にフェイが、目を見開いて、そして、少し興奮気味の笑顔になる。


「おお！　トウゴが！　トウゴが一目惚れか！　いいじゃねえか！」


フェイは声を潜めながらも嬉しそうにそう言って、僕と、僕の視線の先、もう人ごみに紛れてしまったさっきの女性の方とを見ている。


「なら捜して、声かけてみようぜ！　な、折角の機会だ、動かなきゃ損だろ！」


僕は、何故か僕よりはしゃぐフェイの言葉になんだか気恥ずかしくなりつつ、さっきの女性が去っていってしまった方を見つつ……。


「うん。一目惚れだ……ラオクレスを見つけた時と一緒だ」


「……おい。待て。今、何と言った？」


僕がぽーっとした気持ちで居る横でラオクレスが何やら焦っているけれど、もうそれも気にならない。僕は今まで、一目惚れというものがどういうことか分からなかったけれど、でも、今、分かった。その人しか見えなくなってしまうような、そんな感覚。夢中で、もう、どうにも止められないかんじ！


「僕、あの人、描きたい」


この気持ちが『一目惚れ』なんだ！






「……そうかー、一目惚れって、お前の一目惚れって、そういうことなのかよぉー……成程なあ！　くそっ、納得しちまった！　確かにトウゴならそうだよな！　知ってた知ってた！」


フェイが、ずるずるとその場に座り込んでしまいそうな勢いで脱力してしまった。


「俺は……安心すればいいのか？　それとも心配すればいいのか……？」


ラオクレスは何やら頭の痛そうな顔になってしまった。


「俺はなあ！　トウゴも女に興味が湧いてきたんだと思って！　なんか嬉しかったんだぞ!?　お前のことだからきっと微笑ましい恋路を行くんだろうと思って、すごくワクワクしたんだぞ!?」


「うん、僕もわくわくしてる」


「そっかあ！　ワクワクか！　つまりそれは描きたくてワクワクしてるんだな!?」


「うん。描きたい」


僕もわくわくしてる。すごくわくわくしてる。さっきのあの人の事で頭がいっぱい。どんな構図で描こうかな、とか、あの金髪はどの絵の具が近い色だろう、とか、何よりもあの綺麗な瞳をどう表現しようか、とか……。


……うん。あの人、すごく描きたい。すごくすごく、描きたい。


なんだか夢見心地というか、そんな気分だった。あまりにも素敵なものを見てしまったからか、何となくぼんやりして、熱っぽいような、そんな感覚になる。


「おいおい、大丈夫かぁ？」


「うん……うん。大丈夫。よし」


でも、今日の僕の仕事は、フェイの言い訳になることだ。フェイが困ったら体調不良になって、フェイを退席させるために僕はここに居る。しっかりしろ、自分。


「大丈夫。いつでも体調不良になれるよ」


「お、おう。気合入ってるなあ……」


フェイは僕を見てなんだか気の抜けた笑顔を浮かべる。


「……ま、気楽にいこうぜ。とりあえず俺は、早めに国王陛下にご挨拶して、そうしたら後は、失礼にならない程度にパーティに居りゃ、それでいいんだからさ」


「うん」


分かった。まずは偉い人。それから、できるだけ時間を稼いで、それから退散。そういうことならそういう風に協力しよう。






ラオクレスは『従者』という扱いなので、壁際で待っていてもらう。……ただ、『従者』の中では間違いなく、ラオクレスが一番格好いい。ラオクレスが一番強そう。ラオクレスが一番石膏像。


そしてフェイは、僕と話しているふりをして他の人達を避けつつ、何気なく部屋の中央の方へ歩いて行く。……すると。


「おや。貴殿はレッドガルド家の……」


ふと、落ち着いてどっしりとした声が、掛けられる。途端にフェイは僕との話をやめて、ぴしり、と姿勢を正した。


「はい。フェイ・ブラード・レッドガルドです。……本日はお招きいただきありがとうございます、陛下」


「まあ、そう改まるな。堅苦しい会ではないのでな」


陛下、ということは、目の前のこの人が、王様、なのだろう。


僕らが姿勢を正す中、少し、周囲の声が遠くなった。多分、フェイが王様と話し始めたから、皆がこっちに注目してるんだと思う。


多くの視線の中心で、フェイと王様が向かい合う。……王様の見た目は、中肉中背。特徴は無い。けれど、金の髪と立派な髭、そして豪華な服を身に纏っている様子が、王様っぽい。


「そうだ。レッドガルド家というと、報せに不備があった家だな。……すまなかったな。報せが届いたのは前々日だと聞いている。急なことで驚いただろう」


王様はそう言って、如何にも『申し訳ないことをした』というような顔をする。……本当に思っているかは怪しい。


「ええ。驚きましたね。しかし、その驚きは喜びですよ。急に嬉しい報せが舞い込んだのですから、喜ばない訳がない」


フェイは失礼にならない程度の砕け方で、そう言って笑う。なんというか、上手いなあ。


「そうかそうか。それならばよい。どうだ、パーティは楽しんでいるか？」


「はい。勿論」


「不備があれば何でも言うといい。皆を楽しませることがこの会の目的の一つでもある」


王様はそう言って、堂々と笑う。その笑顔には一点の曇りもない。


「そうですね。なら、楽しませていただきます。……ただ、父や兄ならまだしも、どうして自分のような者が呼ばれたのかと、少し緊張していましてね」


……けれど、フェイがそう言った途端、王様は少し、緊張した顔をした。


「果たして、私のような者がこのような場にお招きいただいてよかったのでしょうか？」


「うむ……勿論だ。そうだな、この会は、普段はあまり会うことのできぬ諸公との顔合わせの機会でもある。いつもいつも同じ顔触ればかり揃うのでは芸がない」


フェイは笑顔のままだけれど、視線は少し、鋭い。『御託はいいからさっさと本題に入れよ』とか心の中で言ってそうだ。


王様は少し迷っていたようだけれど、フェイの、少し挑戦的な明るい視線を受けて、覚悟を決めたらしい。


「そうだな。時に、貴殿は伝説のレッドドラゴンを召喚獣にしたそうではないか。一目見てみたい」


早速、本題に入ってきた。けれどフェイは迷わない。にっこり笑顔で頷いた。


「ええ。構いませんよ。勿論、差し上げることはできませんが」


そして冗談めかしつつ鋭いことを言って……胸に着けたブローチの石を、こん、と軽く叩いた。途端、レッドドラゴンが現れる。


シャンデリアよりも眩しく輝くような瞳。炎よりも赤い鱗。その逞しい体躯も、広げられた翼も、何もかもが『レッドドラゴン』のもの。


……レッドドラゴンは出てくると、ざわめく会場の天井近くを悠々と旋回した。雄大なその姿に、広いはずのパーティ会場が狭いように感じる。実際、レッドドラゴンが飛び回るには室内はちょっと狭い。だからこそ『このドラゴンが空の下を飛んだならどれほど美しいだろうか』と思わされる。


レッドドラゴンはそうやって人々の視線を集めて飛んで、そして、フェイの傍へ帰ってくる。如何にも、『自分はこの人によく懐いています』とアピールするみたいにフェイに擦りついている。


「……素晴らしい」


それを見た王様は、半ば呆然としたようにレッドドラゴンを見つめて……一歩、近づいた。


途端。ぎゃう、と、レッドドラゴンが剣呑な声を上げた。レッドドラゴンが牙を剥く。そして、王様を睨みつけた。……この様子に、会場はまた少し、ざわめいた。


「おっと。こらこら。興奮するなって」


それを見てフェイは、少し嬉しそうにレッドドラゴンの頭を撫でた。


「いや、すみません。こいつ、ちょっと人見知りなんです」


フェイはそう言いながら、レッドドラゴンを抱き込むようにした。……するとレッドドラゴンはフェイの首筋に頭を乗せて、すっかり『人見知りする子』のふりを始める。賢い。


「そ、そうか。成程、確かにこのような場は不慣れだろうな……」


「ええ、すみません。……ほら、もう戻っていいぞ。ありがとな」


フェイはさりげなく、レッドドラゴンを宝石の中へ帰してしまった。レッドドラゴンは一度、会場をぎろりと睨みつけてからフェイの宝石へ帰っていく。


「ふむ、そうか……うむ」


それを見て、王様は少し考え込むと……言った。


「レッドドラゴンを実際に手懐けるその手腕。そして、伝説のみに名を遺す魔獣をどこからか手に入れてきたその豪運。或いは血筋か。……ふむ、貴殿が善良かつ熱意に溢れる者だからこそ、レッドドラゴンも心を開いたのだろう」


「ははは。そのように買いかぶられては困ります。たまたま幸運で、かつ、気が合っただけですよ」


フェイは笑って答える。少し冗談めかしながら、それでも、嘘は吐かねえぞ、みたいなかんじだ。


それを聞いて、王様はゆったりと頷いて……言った。


「ほう。中々面白い。そうだな……貴殿のような者が、我が娘、第三王女ラージュの夫となってくれれば、安心できるのだが」


会場が、ざわめく。


フェイの表情が緊張した。


……けれどそれも、一瞬のこと。


「ははは。お戯れを。いけませんよ。私のような者にそんなことを仰っては。本気にしてしまいそうになる」


フェイはそう言って、明るく笑った。……いや、笑い飛ばした。


「私ではつり合いませんが、是非、王女様に相応しい、素晴らしい男が現れることをお祈りしております。そして、王女様のご結婚のパーティにもお招きいただけることも。……勿論、参列の席の端でいいので！」


フェイは元気よくそう言い切った。……つまり、『俺にその気はねえぞ』ってこと、なのか。王様が少しショックを受けたような顔をしているけれど、フェイはあっけらかんとして、無邪気に笑っている。うん、悪意は無い。そういう顔だ。


「王女様はお美しい方だと伺っていますよ。だから、そうですね……やはり、伝説の勇者のような、そういった男が相応しい！」


「そ、そうか……う、うむ。そうだな。伝説の、勇者のような……しかし、貴殿も」


「ああ、そうそう！　伝説の勇者といえば、階下の壁画はとても素晴らしかった！　こいつが中々、壁の前から離れたがらなかったくらいで……」


そして、フェイはそう言いつつ僕のことを肘でつついた。つまり、僕の出番だ。よし、頑張るぞ！


「おや？　そちらは……」


僕の話が出たからか、王様は僕へと視線を移した。


……王様は僕に興味を示したふりをしながら、多分、僕が何なのかを探っている。レッドドラゴンを手に入れるためにフェイを手に入れたい王様は、フェイを手に入れるために僕をどうにかしようと考えているのかもしれない。


……要は、あんまり気持ちのいい視線じゃない。元の世界でも何度か、こういう視線は受けてきたけれど、こういう視線は嫌いだ。いつだって、好きになれない。


「親友です。絵を描くことが大好きでして、まあ、いずれはうちのお抱えにしたいと思っています。今日は絵の勉強のために一度、王城の様子を見学させようかと連れてきました」


フェイはそう言って僕を王様に見せるように、僕の横に半歩身を引いて……。


……そこで僕は、失礼にならないように、けれどちょっと反応が遅れたようにお辞儀しながら、ちょっと俯いて、フェイの服の裾を引っ張る。


「ん？　どうした？」


フェイは少し身を屈めて、僕に耳を寄せた。……なので僕は、声を潜めて、それでいて王様にも何となく聞こえるくらいの声で、言う。


「その、ちょっと、具合が悪くなってきて……」


そう言いながら、僕は自分で自分に言い聞かせる。僕は体調不良。僕は体調不良。僕は体調不良。


「おいおい、大丈夫か？」


「うん……」


頷きながら、体調不良っぽく振舞う。ちょっと呼吸が速くて浅くて、体の重心がおかしくて、ちょっと手が冷えていて、ちょっと血の気が悪い。そういうかんじだ。


「……ちょっと顔色、悪いな。そっか。なら……」


フェイはさっと僕の顔を覗き込む。勿論、僕の顔色は多分、別に悪くない。けれど、前髪で隠れた顔の顔色が本当に悪いかなんて、王様には分からない。


「陛下。大変申し訳ありません。連れの体調が優れないようでして……」


フェイは綺麗な所作で頭を下げる。『失礼を承知で』という意思がひしひしと伝わってくるお辞儀だった。僕もそれに倣ってお辞儀する。お辞儀をした後は、バランスを崩しそうになる体をフェイに支えてもらって、なんとか立っているイメージで。


……すると、流石に王様も、これ以上僕らを引き留めておく口実を失ってしまったらしかった。


「ふむ。それはいけない。休憩室を使うといい」


「ありがとうございます、陛下」


「うむ。是非、また話を聞かせに来てくれ」


王様はちょっと惜しそうにしつつも、少なくとも表面上は笑って僕らを見送る。


……そうして僕らは無事、ひとまず会場を脱出することができた。






会場を出て隣の部屋が休憩室だった。誰も使っていないみたいで、がらんとしている。


僕はそこのソファに座らせてもらって、フェイに付き添われて休む、ということになった。


……これでよかったのかな。とりあえず、王様の前からは逃げられたけれど……僕が居なくても何とかなったんじゃないだろうか。フェイは喋るのが上手だし。大体、あそこで逃げるみたいにして出てきてしまってよかったんだろうか。


「よーし。よくやったぞ、トウゴ」


「そうかな」


フェイは僕の隣に座りながらそう言って笑うけれど……僕は少し、心配になる。


「……あの、さっきの、結構失礼だったよね？　後で怒られないだろうか」


「ん？　まあいいだろ。多少無礼でも、病人がいるって言われた以上、そこに文句はつけられねえ。それによ、向こうだって十分失礼だぜ？　レッドドラゴンしか見てねえからな、あいつら」


「レッドガルド家としては、いいの？」


重ねて聞いてみると、フェイは……じんわりと嬉しそうに笑った。


「ん。そこらへんはもう、親父とも兄貴とも、レッドドラゴンとも相談済みだ。レッドドラゴンが俺の召喚獣になってくれて、嬉しかった。けど、それだけじゃ済まねえってことも、分かってたさ。俺も、親父も兄貴もな」


……当然のことか。僕よりもフェイ達の方がずっと、『レッドガルド家のこと』を考えている。当然、レッドドラゴンが出てきた時だって、それが何を連れてくるかも分かっていたんだろう。


「伝説にだけ名前が残るドラゴンが居るんだ。戦力として優秀なのは間違いねえし、権威の象徴にしたがる奴だって出てくるだろ。特に、現国王はその気が強い。今の王家は求心力を失ってきてる。だからこそ、権威の象徴として、レッドドラゴンが欲しいんだろ」


フェイはそう言ってため息を吐いて……その緋色の瞳を、ぎらり、と輝かせる。


「けどよ。やっぱりレッドドラゴンを……レッドガルド家の血の誇りを、どっかの誰かの『権威の象徴』なんかにされたくねえ。だから、『どうしてレッドドラゴンが必要なのか』を言わねえ相手には力は貸さねえし、『権威の象徴』としてレッドドラゴンを狙う連中は全部振ってやるんだ」


「……そっか」


「ついでに、レッドドラゴンが権威でもなんでもないって示すために、近所の買い物に行く時とかにレッドドラゴンに乗ってるし、よく人前でもレッドドラゴンとじゃれてる！」


うん。……確かに、自転車みたいな扱いされてるレッドドラゴンが居たら、あんまりありがたいかんじはしない。そうだ。確かに、そういう接し方、いいのかもしれない。あと、人にじゃれてるレッドドラゴンが居たら、やっぱりあんまり偉そうなかんじはしない。さっきも『人見知りの可愛い子』っていうかんじだったし。


「ってことで、レッドドラゴン関係で寄ってきた奴らを振るのは親父も兄貴も了承済みだ。それで多少、うちの立場が悪くなったって構いやしねえよ。元々うちは、王に媚びるより領民優先！　国から文句言われねえ程度に徴税するだけ！　っつう方針だしな。そんなん今更、今更」


要は、レッドガルド家は王城の人達に気に入られようとしていない、っていうことなんだろう。


……王城のこともよく分からないのにこんな風に思うのは良くないとも思うけれど、でも、なんだか、フェイの言葉を聞いて安心した。


「ってことで、トウゴが心配することは無いぜ。全部、俺達が決めた事だからな」


「うん。分かった」


そういうことなら、僕はいくらでも仮病を使う。フェイも存分に僕を言い訳にしてくれればいい。


「さーてと。それじゃあちょっと飲み物貰ってくるかな。喋って緊張して、喉渇いちまったよ。何があるかなー……へっへっへ」


フェイはそう言ってソファから立ち上がると、休憩室に備え付けてあるドリンクサーバーみたいなものから飲み物をとってきた。ついでに、僕の分も持ってきてくれたらしい。ありがたく、飲み物のグラスを貰う。


グラスの中身は、ええと、赤っぽいオレンジ色の、ジュース……？　何のジュースだろう？


「ねえ、フェイ。これ、何？」


「ん？　まあ、飲んでみろって」


そう言いつつ、フェイは僕に渡したのと同じ色のジュースを飲んでいる。……ので、僕も、早速飲んでみたら……ええと、オレンジと、木苺と、野菜の味がする……？


「……これ、何？」


「おー。オレンジのジュースとベリーのジュースと人参のジュースがあったから混ぜてみた！　折角、他に人も居ねえ事だし、ちょっとお行儀の悪いことしたっていいよな！」


……多分。フェイって、ファミリーレストランのドリンクバーに連れていったらありとあらゆる組み合わせで飲み物を混ぜるタイプの人だと思う。まあ……楽しそうで何よりです。






そうしてフェイがウキウキと二杯目の調合を始めた頃。


ギ、と音がして、休憩室の扉が開く。咄嗟に僕らは口を噤む。ついでに僕は、体調不良のふりをして……。そして、目が釘付けになる。


ドアを開けて入ってきたのは、王様じゃなくて、王城の関係者の人でもなくて……さっきの、美術品みたいな女性だった。長い金髪に翠の瞳の、黒いドレスの人。僕が一目惚れしちゃった人だ！　


僕が見ている先で、その女性は椅子に座って、水らしいものを貰って飲んでいる。……あの人も体調が悪くなったんだろうか。幾分疲れて見えるし、座り方も心なしか少しぐったりして見える。でも、それもまた絵になるところがすごい。何だろう、少し気怠げなかんじが決まって見えるというか。少し乱れた髪をそっと掻き上げる様子から目を離せないというか。その女性は誰よりも輝いて見えるし、特別に見える。


……そうやってその女性をずっと見ていた僕を、フェイが、ちょこん、とつついた。


「……直接話しかけに行くとかは、しねえの？　お前」


「うん」


流石にそれは、申し訳ない。もしここが奴隷屋さんだったりしたら、迷わず買って帰ってじっくり見ながら描くところだけれど……彼女は別に、モデルさんというわけじゃない。そういう仕事をしている人じゃないんだから、モデルになってくれとお願いするのは筋違いな気がした。だから、迷惑にならないように、ちょっと見せてもらうだけにしておく。


「それで満足できるのかよ」


「ううん……」


勿論、できればもっとじっくり見て描きたい。一時間なんて言わないから、十分、いや、五分でもいいから、間近に見て描きたい。


……けれど、この場でそれを言うべきじゃないのは、分かってるよ。ここは社交場で、フェイの戦場だ。僕の我儘でフェイを振り回すべきじゃない。フェイが僕を振り回すならまだしも。


「そっか。なら話は早いな！」


……けれど、フェイはそう言って飲み物のグラスを一気に空にした。それを見て、僕も慌てて、貰った飲み物を飲み干す。


「よし、トウゴ。準備はいいか!?」


「え？　あ、あの、待って」


僕は、立ち上がって歩き出したフェイの後を追いかける。そうしてフェイが進んでいった先に居たのは、さっきの女性だ。


「失礼、そちらの方。ちょっといいか？」


フェイはそう、女性に声を掛けた。すると女性は顔を上げて、不思議そうにフェイを見る。


「何かしら？」


そして小首を傾げる様子もまた、素敵だ。首の動きに合わせてさらりと流れる髪だけで、スケッチブックが丸々一冊埋まりそうだ。


「いや、あんまり綺麗な人なもんだから、声を掛けたくなったんだ。休憩中に申し訳ない。……もしよろしければ、少しお話しさせていただいても？」


フェイはスマートだなあ、と思っていると、ふと、女性が僕を見た。


……その翠の瞳が、また僕を捕らえて離さない。頭の奥がぽーっとするような、そんな感覚だ。もっと描きたくなってしまった。


「ええ、少しだけなら」


そしてその女性は微笑んで、ソファの上で少しだけ、姿勢を正した。


「……だってさ。よかったな、トウゴ！」


そしてフェイは僕をつついて笑う。それを見て女性はまた少し不思議そうな顔をしたけれど……。


うん。そろそろ、僕が話すべきだろう。だって、この人と話したいのは僕だ。いつまでもフェイにお世話になっていたら、その、男が廃る。だから……よし！


「あの、あなたを描いてもいいですか？」


思い切って、そう、言ってみた。






「……へ？　描く？」


聞いてみたら、女性は面食らったような顔をした。すると、整いすぎて美術品にしか見えなかった女性が、一人の人間に見えるようになる。うん、その表情もすごくいい。


「……トウゴぉ、お前、随分、随分と過程をすっ飛ばしていきやがるなあ……」


「結論から言った方がいいと思って」


フェイには少し呆れられてしまったけれど、でも、自分の気持ちはちゃんと伝えるべきだろう。


「僕、上空桐吾といいます。ええと……趣味で、絵を描いています」


最初に自己紹介。……けれど、その、格好がつかない。うう。でもしょうがない。僕は職業としての絵描きではない……。


「絵描きさんだったのね。随分と若いように見えるけれど……」


「ああ、齢は齢ですが、腕は確かですよ。いい絵を描く奴です。いずれは我らがレッドガルド家のお抱え絵師にしたいと思っています」


少し不思議そうに、それでいて少し興味を持ったように僕を見る女性に、フェイがフォローを入れてくれた。ありがとう。フォロー抜きにしても、言われて嬉しい。


「それで、さっき会場であなたを見て、その、すごく綺麗な人だと思って」


「あら、ありがとう」


これだけ綺麗な人だから、きっと褒められ慣れているんだろう。女性は慣れた様子でくすくす笑ってそう言った。


「さっきからあなたのことが頭から離れないんです。あなただけが特別輝いて見えるし、あなたのその目を向けられてる今、すごく心臓がうるさい」


きっと相手は慣れているだろうから、言葉の選び方が稚拙なのは許してもらって……正直に自分の頭の中を話させてもらおう。


「僕、あなただけでスケッチブック何冊分でもいっぱいにできる。あなたの瞳を描くのにぴったりの絵の具を見つけるために一日中森の中を探していられる。……あなた自身が芸術品みたいなものなのにそれを描きたいだなんて、傲慢かもしれない。でも、どうしても描いてみたくて……」


翠の瞳をじっと見つめて、世界にそれだけしかなくなってしまったかのように思いながら、僕は、伝えた。


「……その、僕、あなたに一目惚れしてしまったみたいなんです」


「……まあ」


女性は何度か目を瞬かせる。それから、少しだけ震える息を吐き出して……それから思い出したように、くすくす笑い始めた。


「それは……随分と熱烈な告白ね。あなたみたいな人は初めてだわ」


くすくす笑いながら、少しだけ頬が赤い。うわあ、この表情も素敵だ……。


「だから、その、モデルになってくれませんか？」


改めてお願いしてみると、女性は少しの間笑って、それから……ちょっと考えて、答えてくれた。


「……そうね。請けてもいいわ」


「えっ!?　本当ですか!?」


「ただし、条件が一つ」


喜びのあまり頭が真っ白になるような感覚の僕の目の前に、ぴし、と、白く長く形の綺麗な指が一本立てられる。それで意識を引き戻されるような、目が覚めるようなかんじがして……そして。


「私、明日から二か月、休暇を頂くの。だから……その間、匿っていただけないかしら？」


……女性は、そう、言った。






「私、今、王城で働いているの。けれど、ちょっと厄介な方に好かれてしまってね？　勿論、それはありがたいことなのだけれど……業務に支障をきたすようになってしまって。業務中でも構わず会いに来られてしまったり、勤務先に大きな花束が届いたり、退勤まで王城の門の前で待ち伏せされていたりすると、ねえ……」


言葉を選んで説明されたようなかんじだけれど……ええと、つまり、ストーカー被害。


「それで、二か月の休暇を頂くことにしたの。私が二か月くらい居なければ、相手も諦めてくれるかもしれないし」


「いやあ……それって、どうなんですかね。そこまでしつこい相手に効くのかなぁ……」


女性の話を聞いて、フェイが顔を引き攣らせている。まあ……僕も少し、そう思うよ。なんというか……この女性が休暇に入って家に居たら、今度はお家に押しかけられるだけじゃないだろうか。


「そう。そうなのよ。私自身、これで相手が大人しくなってくれるとは思わなくて……でも、私が居ると職場に迷惑を掛けてしまうわ。だから、休暇をとること自体は当然、受け入れるつもり。でも……王都に居たら、家にまで、押しかけてこられそうで……」


……成程。大体、事情が分かった。


「成程なあ……それで、『匿ってほしい』ってことですね？」


「ええ。そういうことなの。失礼かもしれないけれど、レッドガルド領にまで行ってしまえば、そうそう追いかけてこられないだろうと思って。……あなた、レッドガルド家のご子息でしょう？」


「おや。ご存じでしたか」


「勿論。今を時めく話題の人だもの。……そうでなくとも、王城勤めである以上、貴族の方々の容姿はある程度、把握しておりますわ。特に、レッドガルド家の皆様は目立つ容貌でらっしゃるから」


……そういえば、フェイ達、一家揃って赤いなあ。フェイは赤毛に緋色の瞳をしていて、ものすごく目立つ。お兄さんのローゼスさんも赤みがかった金髪に薔薇色の瞳をしているし、お父さんだって赤褐色の髪と深紅の瞳で……成程。確かに、目立つ色味。服屋の店員さんにも、『色味がお派手』って言われてたっけ。


「そう、ですか。まあ、確かに相手が貴族なら、他の貴族の所領へは行きにくいよなあ。成程……」


「勿論、その分、レッドガルド家の皆様にご迷惑をお掛けしてしまうかもしれないのだけれど……それでもよろしければ、私、喜んでこちらのトウゴさんのモデルになります」


女性はにっこり笑って、僕を見つめた。……すると、僕の頭の中が、『描きたい』でいっぱいになってしまう。なんだかおかしいような気がするのだけれど、こうなってしまうと、『フェイ達に迷惑を掛けるんじゃないだろうか』とか、そういう考えがどんどん端の方に押しやられてしまう。いや、だめだよ。僕の一存で決められる話じゃないし、フェイだって、一存で決められる話じゃあ……。


「そういうことなら俺は大歓迎ですよ！　是非、我がレッドガルド領で休暇をお過ごしください！」


……と、思っていたら、フェイがそう、元気よく言い切ってしまった。


「フェイ、いいの？」


「ん？　そりゃ勿論。うちとしては旅行客が増えるのは嬉しいことだしよお。何も問題ねえだろ？　んで、親友が描きてえっつうなら、その分の支援ぐらいは当然するって」


こんな、こんな幸運なことってあっていいんだろうか？　フェイだって、全く迷惑を被らないってわけじゃないのに……。


「それに、だ。……美しい女性を助ける栄誉に与るってのは、役得だな」


……けれどフェイは本心か、僕に気を遣わせないようにか、そんなことを冗談めかして言う。そして、フェイは少し大仰な動作で女性に向き直って、舞台役者がするような一礼をしてみせた。


「改めまして、俺はフェイ・ブラード・レッドガルド。ご存じの通り、レッドガルド家の自由気ままな次男坊です。……そして、美しいあなたのお名前を伺っても？」


すると、女性はにっこり笑って、その名前を教えてくれた。


「クロア・シェーレ。王城で渉外官として勤めています。どうぞ、クロアとお呼びくださいな」










それから僕らはそれぞれパーティ会場に戻ることにした。僕とフェイはフェイの都合上、もうちょっとパーティ会場で数人と話をしておいた方がいいということだったし、クロアさんはクロアさんの職場の上司の人がこのパーティに出席しているらしくて、その人に事情を説明してくる、とのことだった。まあ、緊急連絡先が分からないと職場の人も困るよね。


その間、僕とフェイは会場で色んな人の好奇の目に晒されたり話しかけられたり、真っ当な人と少し話したりしつつ、お開きの時間を待つ。……そんな時だった。


「おい、そこの、レッドガルドの次男！」


話しかけてくる人が居たので、そちらを向く。オレンジ色っぽい褐色の髪にオレンジ色の瞳が印象的な人で……見た目以上に、横柄な態度が印象的。


「おう。なんか用かぁ？」


……そして、フェイは失礼な人にはかしこまった態度を取らないことにしているらしい。くだけた口調とざっくばらんな態度で、横柄な人に笑顔を向ける。すると、話しかけてきた横柄な人は少し戸惑ったみたいだった。……こういう人って、自分が失礼な態度をとる割に、相手にくだけた対応をされると戸惑うんだなあ。


「お、お前、レッドドラゴンを手に入れたらしいな」


「おー。まあ、手に入れたっつうか、懐かれたっつうか……んー、友達になった……？」


フェイはレッドドラゴンのことを、『持ち物』としては扱わない。フェイのこういう感覚は僕の感覚にしっくりくるし、伝説のドラゴンを『友達』と扱える感覚を好ましいと思う。


「……で、それがどうかしたか？」


「話に聞いているぞ。レッドガルドの長男は優秀だが、次男は無能だ、とな。そんな奴がどうしてレッドドラゴンを手に入れた？　一体どんな不正を働いたんだ？」


……この人、ものすごく失礼だな。


「あー……まあ、運が良かった、っつうか、そういうかんじか？」


フェイはちょっと困った顔で、へら、と半笑いになりながらそんな答えをする。……フェイはこういう時、攻撃的な言い返し方はしない。『すみませんねえ』ってへらへら笑って、やり過ごしてる。


「な……そんな理由で、レッドドラゴンを所有することが許されると思っているのか？　お前より余程、私の方が……」


フェイの答えが気に入らなかったのか、失礼な人はフェイへ詰め寄る。……けれど、その時。


「……揉め事か？」


ぬっ、と。僕らの後ろに、影が差す。やってきたのはラオクレス。僕らの背後に仁王立ちの石膏像は、失礼な人をぎろり、と睨みつけ……すると、失礼な人は逃げていってしまった。


「おおー……助かったぜ。ありがとな」


「……与えられた役目は果たす」


流石はラオクレスだ。彼の石膏像顔負けの肉体美は威圧感としても作用するらしい。なんて頼りになるモデルさんだろう！


「やっぱラオクレス連れてきてよかったなあ……」


「うん。すごく頼りになる」


「だよなあ……いやー、つーかアレだな。もう残りの時間は全部ラオクレスも一緒に居てもらおうぜ。陛下への挨拶も終わったし、もういいだろ、流石に」


フェイがそう言ってラオクレスの横に立つ。すると、フェイに何か失礼なことを言おうとしていたんだろう何人かの人が、ふいっ、と顔を背けてそそくさと去っていった。


「あの、フェイ」


「ん？」


それから……僕は、さっきからずっと言いたかったことを言う。


「レッドドラゴンは、フェイを気に入ったから一緒に居るんだと思うよ」


「お、おう？」


「フェイは優しくて格好良くて頼りになるやつだよ。レッドドラゴンのことを物扱いしないし、そういうところをレッドドラゴンも気に入ったんじゃないかな」


フェイは、目をぱちぱちさせていた。


「……だから、さっきの、気にしないでね」


僕がそう言った途端、フェイはちょっと赤い顔でけらけらと笑いながら、ぐりぐりと僕の頭を撫でてきた。なんだなんだ！　何するんだ！


「お前が親友でよかったぜ！　ありがとなあ、トウゴ！」


撫でられるのは納得がいかないけれど、でも……フェイが元気になったみたいで、何より。










それから僕らはお開きと同時に会場を出て、さっさと宿へ帰る。夕方には綺麗に晴れていた空がいつの間にかすっかり曇っていて、何なら今すぐにでも雨が降り始めそうな気配だったから、急いで帰る言い訳は立ったのが幸い。


「はー、疲れた！　もう当分、パーティなんざ出ねえぞ、俺はぁー！」


宿の居間にあたる部屋で、ぼっふん、と音を立ててソファに座りながら、フェイはそう言って拳を天井へ突き上げた。


「……けど、無意味じゃなかったな。何人か、ちゃんとした人とも挨拶できたしよー、何より……」


「クロアさん！」


「そ！　幸運にもトウゴのモデルさんを捕まえられた！」


僕はクロアさんのことを思い出しつつ、フェイの隣に座る。ソファが、ぽすん、と音を立ててふんわり沈み込むのを感じながら、じわじわとわくわくしてきた。


「……奴隷を買ったのか？」


「あ、いやいや。違う違う。そっか、さっきの会話、ラオクレスは聞いてなかったもんなあ」


ラオクレスが『またか』みたいな顔をしたところで、僕とフェイは慌てて、ラオクレスに諸々の説明をした。ストーカー被害に遭うクロアさんの休暇中いっぱいレッドガルド領で匿ってあげて、そして、僕のモデルになってもらう、という……。


「楽しみだなあ。森の鳥や馬に会った時も、卵の殻を見た時も、レッドドラゴンが出てきた時も、ラオクレスに会った時も思ったけれど……この世界って、綺麗なものがいっぱいだね。それを描けるなんて、僕、なんて幸せなんだろう！」


正直な感想を述べると、フェイは「そうかぁー」と気の抜けた笑顔を浮かべて……その一方、ラオクレスは、僕が見たことのない顔をしていた。


「お前はいつでもこうなのか」


「え？」


「……絵のことしか頭に無いのか」


ラオクレスに聞かれて……そうだなあ、と思う。その通りです。僕、すぐ、絵のことだけで頭がいっぱいになってしまう。それってものすごく幸せなことで……けれど、それだと、駄目、なんだ。


「……ごめんなさい」


なんだか元の世界で親に怒られていた時のことをぼんやり思い出してしまって、幸福感が萎んでいく。僕が謝ると、ラオクレスは少し戸惑ったような、慌てたような、そんな顔をする。


「な……いや、謝ることでは、ない、だろう。責めるつもりはない」


どこか焦ったように重ねられる言葉をなんだか不思議に思いつつ、ラオクレスを見上げる。ラオクレスは僕と目が合うと、彼は僕から目を逸らして、目を伏せたまま、ぼそ、と言う。


「驚いただけだ。悪い事じゃ、ない。……絵のことしか考えに無いということは、悪意に満ちているより余程いい」


……何か実感がこもったような言葉を吐き出して、それからラオクレスは深々とため息を吐いた。


「……お前には、この世界が、そんなに美しく見えるのか」


更に、ラオクレスは何か戸惑うような表情で、妙なことを聞いてきた。


「うん」


僕は迷わず答える。


「だって……そうだ、見て」


それからソファから立ち上がって、ラオクレスを窓辺に連れていく。ラオクレスは相変わらず戸惑いながらも僕に手を引っ張られてついてきてくれた。


「ほら。すごく綺麗だよ」


窓から見えるのは、王都の大通りの夜景だ。いつの間にか優しい雨が降っていて、景色はうっすら煙るようだった。


街灯の周りでは雨が照らし出されて、光の糸が降り注いでいるように見える。雨に濡れた通りの石畳は瑞々しく街灯の光を反射して、薄く水の張った石畳の上には波紋が踊る。


……静かで綺麗な、夜の雨の景色だ。


「僕、夜の雨が好きなんだ。街灯の下に立って見上げると光が降ってくるみたいに見えるのが、特に好き」


窓ガラスに張り付くようにして上の方を見ると、宿の外壁にとりつけられたランプに照らされた雨が輝くのが見えた。この宿の窓ガラスは綺麗に平らじゃなくて、少し歪んでいる。それに伴って少し歪む景色が、雨によく似合っていた。


しばらく、そのまま雨を眺めて……はた、と気づいて、慌ててラオクレスに聞いてみる。


「あの、ラオクレスは、こういう景色、好き……？」


これ、ラオクレスの質問の回答になっているんだろうか。僕が綺麗だと感じるものを彼が綺麗だと感じるかはまた別の問題で、ラオクレスが窓の外の景色を見て特に美しいとは思わなかったのなら、僕の言動って全く説得力がないんじゃないだろうか！　


と、思って、僕は心配になった。……けれど。


「そうだな。……美しいと、思う」


ラオクレスが、笑った。


窓の外の景色を見つめたまま、本当に、少しだけ。ほんのり口角が上がったぐらいの変化しか無くて……でも、目が、すごく優しかった。


……しばらく、ラオクレスはそのまま、窓の外、雨の夜景をぼんやりと眺めていた。






それから僕らは順番にお風呂に入って、よし、そろそろ寝ようか、なんて話していた頃。


リン、と、呼び鈴が鳴る。


「……こんな遅くに来客か？」


変だな、と、フェイが呟く。僕らを訪ねてくるような人には心当たりが無い。いや、強いて言うなら、クロアさん。彼女には僕らが泊まっている宿を教えてあって……明日の昼前に集合、っていうことにしてある。けれど、こんな夜遅くに来るわけは無いし……。


「俺が出る」


ラオクレスが静かに立ち上がって、ドアの前まで進む。……そして、存分に警戒しながら、そっと、ドアを開けると。


「夜分遅くにごめんなさい。しかも、こんな格好で……」


……なんと、そこには、ずぶ濡れのクロアさんが、落ち着かなげな様子で立っていた。


「な、何かあったのか？」


「それが……さっき、職務の引継ぎを終えて家に帰ったら……その、例の貴族が、待ち伏せしていたの。家の前で」


……うわあ。


「それで、家には帰れなくて……でも、他に行くアテがある訳でもないし……ごめんなさい。ここに来てしまったわ」


「いや、構わねえよ。そんな……ええと、大変だったなあ、クロアさん」


フェイが『何と声を掛けたものか』みたいな顔でおろおろして……それから、ふる、と小さく震えたクロアさんを見て、慌て始めた。


「と、とりあえず風呂！　入ってあったまってくれ！　ここの宿のは温水が出るやつだからさ！」


そ、そうだ。彼女、ずぶ濡れなんだった。雨の中を走ってここまで来たんだろう。長い髪の端からは、ぽたり、と水滴が滴っているし、ドレスもすっかり濡れてしまっていて……あああ。


「クロアさん、どうぞ。お風呂はこっちです」


「着替えは……えーと、何とかする！　とりあえず安心して、あったまってくれ！」


ということで、僕らは慌てて、クロアさんをお風呂へ案内する。クロアさんはか細い声で、ありがとう、と言って、お風呂へと入っていった。






そうしてクロアさんがシャワーを浴びている音がほんのり聞こえてくる中、僕らは、困っている。


「着替え、どうすっかなあ……」


そう。クロアさんの服、すっかりずぶ濡れだし、彼女、着替えなんて持ってこられる状況になかったわけだし、彼女の着替えが、無い。でもまさか裸でいろなんて言えないし……。


「……あの、僕が出せばいいんじゃないかな。その、下着とかは、難しいけれど……」


「やめておけ」


ということで提案してみたら、ラオクレスに却下されてしまった。少し驚きつつラオクレスを見ると、ラオクレスは意見を出してしまったことを少し気まずく思っているような表情で、ぼそぼそと言う。


「……お前の能力は、あまりにも、その、都合が良すぎる。悪意のある人間に知られたら、取り返しのつかないことになるぞ」


……そっか。そう、だよね。まあ……分かる、よ。僕だってそういうこと分からないほど子供じゃない、つもり。


「だなあ。俺も同感だ。クロアさんは悪い人じゃねえと思いてえけど……彼女だって、王城勤めだしな。どーいうシガラミがあるか分からねえ。今後も内緒にしといた方がいい」


フェイもそう言って頷く。


「何なら、あれで密偵とかの可能性も無い訳じゃねえ。レッドドラゴンの情報を抜きたいってんなら、是非ともうちに潜り込みてえだろうしな。ただ……俺じゃなくてお前を狙いに行ったことになる、しなあ……」


「付け入りやすいと見たか、はたまた、直接目的の相手を狙うのは愚直すぎると見たかだな」


確かに僕は付け入りやすいだろう。うん。自覚はあるよ。


「まあ、あんまり疑いたくもねえけどよ、素性の分からねえ相手だ。一応、警戒はしとこうな」


そうか。うーん……クロアさんはとても綺麗な人だけれど、綺麗な人には綺麗ななりに、色々とあるのかもしれない。綺麗な花には棘がある、ともいうし。僕が頷いていると、フェイも同じように頷いて……そして。


「……んで！　着替え！　どうしようかなあーッ！」


フェイは天井を仰ぎながら、頭をがしがし掻いた。僕もそういう気持ち……。


「……おい」


けれども。僕らは、助かった。何故かって……ラオクレスが、落ち着いていたので！


「部屋着なら備え付けがあるだろう。俺はどうせ大きさが合わんから使わん。これをクロアの分にすればいい」


……クローゼットの中からバスローブみたいなものを出してくれたラオクレスに、僕とフェイは揃って拍手を送った！　ありがとう！　ありがとうラオクレス！


「下着は……宿の受付で聞いてくる。貴族向けの宿だ、この程度の融通は利くだろう」


更に、ラオクレスはそう言って、部屋を出ていった。ありがとう！　本当にありがとう！


……そうしてラオクレスを見送った僕らは。


「……こーいう時によお」


「うん」


「慌てず騒がず対処できるってのが、いい男の条件だよなあ」


「……うん」


慌てて騒いで対処できなかった自分達を、ちょっと、恥じた。しょんぼり……。


それから……クロアさんがお風呂から出てくる頃にはラオクレスが小さな紙袋を手に戻ってきていた。中身は下着だということなので、開封しないまま脱衣所に置いておいた。


そうしてクロアさんは無事、バスローブみたいなものを着てお風呂から出てきてくれて、彼女には使っていなかった部屋を使ってもらうようにして、そしてそれぞれにさっさと寝室に入って、さっさと寝て……。


……そして、翌朝。


僕らは宿を出て、森へ帰る……前に、王都で買い物をすることにした。


なんでって……今、クロアさん、フェイとラオクレスの服を着ているからだよ！










「ごめんなさいね。お代金は必ず返すわ」


「あー、いいっていいって。気にしなくていいから好きに選んでくれよ。モデル料ってことで」


クロアさんは申し訳なさそうにしていたけれど、申し訳ないのは僕らの方だ。


ええと……クロアさんのドレス、一晩じゃ乾かなかったし、そもそも、旅には不向きな恰好だ。だから、ひとまずフェイのズボンとラオクレスのシャツを着ている。なんで上下で持ち主が違うのかっていうと……その、クロアさんのサイズは僕以上フェイ未満ぐらいだったので、フェイの服が一番合うんだけれど……シャツのボタンがきつそうだったんだよ。その、胸で。……それで、その、仕方なく、ぶかぶかは承知の上で、着る事が可能だったラオクレスのシャツを着ている。そうじゃなきゃ、なんだか目のやり場に困る恰好になってしまうものだから……。


……ちなみに僕のは上下どちらもクロアさんには小さかったらしいです。シャツはボタンが閉まらないしズボンはお尻がつっかえて駄目だったそうです。どうせどうせ。






クロアさんの服選びはそんなに時間が掛からなかった。さっと選んでさっと試着して、すぐにお店を出てくる。ごくありふれたブラウスとロングスカートの組み合わせだったけれど、絶世の美女が着ると素晴らしく決まって見える。


……何はともあれ、これでクロアさんの恰好が『男物のぶかぶかのシャツとちょっとお尻がきつそうなズボン』っていう組み合わせじゃなくなったので、僕らは大いに安心した。


「他、必要なものあったら買っていこうぜ。折角の休暇だろ？　遠慮して楽しめねえなんてつまらねえって！」


「いいの？　なら……もう少しお付き合いしてもらってもいいかしら。休暇の間に飲みたいお茶があって、王都でしか出回っていない銘柄なものだから」


……昨夜は、『クロアさんはちょっと警戒した方がいい』なんて話をしていたけれど。でも、彼女はストーカー被害に遭っていて、これから二か月の休暇をとる女性なんだ。できれば快適に過ごしてほしいと思うし、叶えられる願いは叶えてあげたいって思ってしまう。だから、クロアさんのお買い物に付き合うのは大賛成だ。……フェイとは入るお店が違うから、昨日とはまた違った王都観光になるし。


なんだか新鮮な気持ちで王都を歩いていると……クロアさんは少し奥まった通りの方へ入っていく。そこには確かに古ぼけたお店があって、茶葉や何かを売っているらしかった。知る人ぞ知るお店、っていうことなのかな。


……そして、そのお店の手前のお店で、ふと、クロアさんは足を止めた。


「こういうのも、必要、かしら……」


クロアさんが足を止めたのは、ショーウィンドウの前。そこには……きらり、と輝く刃物が幾つか飾ってあった。


青っぽい金属でできた綺麗なナイフ。艶のある木の棒の先端に鏡みたいな刃がとりつけられた槍。彫刻が施された手斧。


けれども一番目を引くのは、大きな剣だ。日本刀じゃなくて、西洋の剣。十字みたいな形をしている。鈍く黒みがかった金属でできていて、刀身に不思議な模様がある。鍔の中心、つまり十字の交差する点に、金色に透き通った石が嵌めこんであった。綺麗だなあ。


「ん？　ここ、武器屋かあ？　……いや、質屋か」


フェイが言っている通り、ここは質屋さん、なんだろう。確かにショーウィンドウの中には指輪とかネックレスとかも飾ってあるし、お皿とか壺とかも飾ってある。成程、異世界でも質屋さんはこんなかんじ。


「まあ、護身用ってことならナイフ一本ぐらいあってもいいのかもしれねえけど、女の細腕に武器はなあ……ラオクレス、どう思う？」


フェイはラオクレスに意見を求めた。……けれど。


「……ラオクレス？」


ラオクレスは、凍り付いたようにショーウィンドウを見ている。彼の視線の先にあるのは……大きな十字剣だ。






ラオクレスの様子がおかしい。僕らが隣の茶葉屋さんに入ろうとしても彼は付いてこなくて、ただ黙って、じっと、剣を見つめている。その表情には焦りとか困惑とか、それよりもっとずっと激しい感情とかが入り乱れているようだったけれど、でも、ラオクレスは動かない。


「……ねえ、ラオクレス？」


僕が彼の服の袖をついついと引っ張ってみると、そこでようやく、ラオクレスは気づいたように僕の方を向いた。


「……すまない、ぼんやりしていた」


そう言い訳のように発された言葉も、どこか空回りしているような具合だった。だって、ぼんやり、じゃなかった。彼、食い入るように集中して、剣を見つめていたのだけれど……。


「あの、ラオクレス。この剣、欲しいの？」


聞いてみると、ラオクレスは、いや、と、掠れた声で答えた。ええと……。


「欲しくない理由は、お金についての遠慮だろうか」


失礼かなあ、おせっかいだよなあ、と思いながらも、でも、諦めてほしくなくて、聞いてみる。すると、ラオクレスは少し驚いたような顔をした。


「それとも、他に理由がある？」


重ねて聞いてみると、ラオクレスは……自分を落ち着けるように細く長くため息を吐いて、目を伏せて話す。


「俺は奴隷だ。金を使える立場じゃない。それに、俺ではこの剣には釣り合わない」


どこか自棄的な言葉だ。でも、言葉の裏を返してみれば、『この剣が欲しい』っていうことに、なるんじゃないだろうか。お金があって、剣に釣り合う自分なら、この剣が欲しい、っていうことに。


「お金なら出すよ。ええと、この間宝石を売った残りがまだあるし、足りないならもう一つ、宝石を売るよ。丁度ここ、質屋さんみたいだし」


ラオクレスは僕の言葉に困惑した様子だったけれど、でも、僕はまだ続けて話す。


「ええと、それから……僕は、この剣、ラオクレスに似合うと思う。うん。ぴったりだ。元々あなたの持ち物だった、って言われても納得する。ねえ、これ、元々あなたの剣なんじゃないだろうか」


ちょっと冗談のようなつもりでそう言うと……僕の予想に反して、ラオクレスは、ぎょっとしたような顔をしていた。ぎょっとされて、僕もぎょっとする。


「……え、まさか本当にこれ、ラオクレスの剣か!?」


そんな僕らを見ていたフェイがそう聞くと、ラオクレスは……深々と、ため息を吐いた。


「……かつて、な」






クロアさんには先に茶葉屋さんに入っていてもらって、それから、ラオクレスはぼそぼそと話してくれた。


「かつて俺は、ゴルダ領で領主に仕えていた。この剣は、主から賜ったものだ」


思い出すような、思い出すことを躊躇うような、そんな調子でゆっくり喋って、そこで一度、ラオクレスは口を噤む。けれどそれもほんの数秒のことで、彼ははっきりと、言葉にした。


「……俺は、この剣で人を殺した」


静かな声が妙にはっきりと聞こえる。僕は、ああ、そういえばこの人は人を殺して奴隷になったんだったっけ、と、今更ながらに思い出した。


「二人だ。二人、殺した。一人は何の罪もない民。もう一人は……当時の領主だ。そうして俺は犯罪奴隷だ。この剣はその時に取り上げられて、それきりだった。……そういう剣だ。これは」


……それほど長くない彼の話は、それで終わった。けれど、その長くはない話を聞いただけで、彼にとってこの剣がどんなものか、なんとなく分かった。僕には到底推し量れないくらい複雑な思いが込められた剣なんだろう。


僕は、目の前の剣をもう一度見る。鈍く重厚な輝きを持つ剣は、持ち主を失ってなんだか寂しそうに見える。


「……そっか。なら、僕ら、幸運だったね」


そう思った僕の口から出てきたのは、安堵の言葉だった。


「だったら、買おう。買ってから悩んだって遅くはないと思う。ここ、質屋さんなんだから、この剣だっていずれ誰かに買われてしまうかもしれないし」


彼にとって、その剣がどういうものなのか、全てを推し量ることはできない。けれど……ものが無くなってしまうよりは、きっと、あった方がいいだろう。後から手放すことにするとしても、それでも、その選択を自分で選んで行えるということはきっと無駄じゃないと、僕は思っている。


「お、おい。待て」


僕が早速質屋さんに入ろうとしたら、ラオクレスが僕を引っ張って止める。そしてそのまま、しばらく悩んだ。


「……何故、お前がこの剣にこだわる？　奴隷如きにこうまでしてやる理由があるか？」


そして、悩んだ末に彼から出てきた言葉は、そんなことだった。


「ええと……僕はそもそも、奴隷というものにあまりなじみが無くて、それでいて、できることなら、周りの人が幸せでいてくれた方が嬉しくて……ええと、それから……」


彼を納得させるためというよりは、自分自身の中の気持ちを整理するために、僕は言葉を探す。僕はあまり喋るのが上手くない。言葉を使うのも上手じゃない。だから絵が好きなのかもしれない。けれど、今だけは、なんとか、自分の気持ちが何なのか、言葉で表現できるように努めて……。


「……大切にしていたものがなくなるのは、悲しいって、知ってるから」


そう、結論づけた。


そうだ。僕は知っている。大切にしていた、大好きな絵の道具を、全部捨てられてしまった時のこと。今も鮮明に覚えてる。


体の芯が冷えてしまって、何も考えられないような感覚。『ああ、もう取り返しがつかない』って思った時の、足元から地面が崩れていってしまうような感覚。ああいうものは……無い方がいい。


「ついでに、なくなっちゃったものを買い戻すのが嬉しいって、知ってるんだ」


それでいて、僕は知っているんだ。昼食代を削って、捨てられてしまった分、画材を買いに行くのが嬉しいことだ、って。


僕の場合、失ってしまったものと全く同じものは手に入らなかった。買い直した筆は美術の授業で褒められた時に握っていた筆ではないし、買い直したクレヨンは小学生の頃の休み時間を一緒に過ごしたクレヨンではない。


だから……もし、ラオクレスが、失ってしまったものと全く同じものをもう一度手に入れられるなら、それを応援したいと、思う。僕自身の、身勝手な気持ちを理由にしてでも。


「……剣、買ってきてもいい？」


そうしてラオクレスに尋ねると、ラオクレスは頷きかけて、でも、それを自制するように項垂れて……そんなラオクレスの肩に、フェイの腕が、がばっ、とかけられた。


「おう。いいぜいいぜ。んじゃあ俺も入るかな。茶葉屋より質屋の方が面白そうだし」


「お、おい」


そのままフェイはラオクレスの肩に手を回したまま、ずんずん質屋へ入っていく。


「親父ぃー、表に出てた剣、くれ！」


そして、ぼんやりと店番をしていたおじさんに、入店一番そう言った。


「け、剣？　ああ、あの隕鉄の剣か？　あれは高くつくが……」


「金なら出す！　トウゴが！」


「うん！」


そして僕は急いで財布からお金を出して、カウンターに載せていく。金貨を数枚ずつ取り出してはカウンターに載せていくと、途中でおじさんが慌てて止めてきた。そんなにいらん、とのことでした。そっか。僕、値札、読めないので……。


……そうして、お店のおじさんはショーウィンドーから剣を出して、僕に渡してくれた。


剣は、ずっしりと重かった。到底、片手で持って振り回せるようなものじゃない。僕はなんとか両手で剣を持って、お店を出る。……ええと。


改めて、ラオクレスを見る。彼は戸惑っているように見えた。それはそれは、戸惑っていた。戸惑っている自分自身に戸惑っているというか……気持ちが揺れ動いていることに戸惑っているみたいな、そんなかんじ。


「こんな奴に剣を与えるのか。また、人を殺すかもしれないだろう」


「……殺さないと思うよ」


ラオクレスはなんだか自信が無さそうだけれど、でも、彼は人を殺さないと、思う。


「森を歩く時、花を踏まないように気を付けて歩く人は、多分、人を殺さないんじゃないかな」


初めて、森に一緒に帰った日。ラオクレスは足元の花を避けて歩いてた。この人は不慣れな森の中でそういう風に気を遣う人なんだよ。


「……それに、あなたは、そうならないように剣の訓練をしているんだよね」


彼が毎晩、体を鍛えていることを知っている。『自分の体がほんの少し意図しない方へ誤って動いただけで失われる結果もある』って言っていたのは……誤って人を死なせてしまったことへの後悔なんじゃないかな、と、今、気づいた。そして、訓練していたっていうことは、まだ剣を持ちたいっていうことなんだろうな、ということにも。


「ま、貰っとけよ。もう買っちまったし。これ、トウゴには使えそうにねえし、飾り物にしとくのも勿体ねえだろ」


尚も戸惑うラオクレスの肩を叩きつつ、フェイはそう言って笑って……それから、ふと、『いいこと思いついた！』みたいな顔をして、ラオクレスを覗き込む。


「そうだ！　じゃあさ、ラオクレス。折角だし、この剣でトウゴを守ってやってくれよ」


「……は？」


「あの森にそうそう変な奴が入り込むとは思えねえけどさあ。でも、厄介事に巻き込まれるようなことが無いとは言えねえ。で、その時、トウゴが安全に対処できるか分からねえし。だから、どうだ？　元々、生活の世話よりは戦う方が向いてるんだろ？　なら、護衛、やってくれよ」


フェイの言葉を聞いて、ああ、それがいい、と思った。ラオクレスに向いている仕事があるならそれを任せたいし……あと、僕も不安だ。僕、暴力的な厄介事を対処する能力は、あんまり無い。だから是非、ラオクレスに護衛をお任せしたいと思う。のだけれど……。


……一方、ラオクレスは戸惑っていた。尻込みしているというか、そういうかんじ。僕が持っている剣を見つめながら、ただ、迷っているというか。


きっと不安なんだろうなあ、と思う。多分……ええと、僕もちょっとそうなんだけれど、彼、『自由にしていいよ』って言われると不安になるタイプなんじゃないかな。何か制約とかがあった方が、気が楽なんじゃないだろうか。こういうのも強制された方が安心、というか、そんな気がする。気がするので……。


「じゃあ、ええと、今日からあなたは、僕の護衛、ということで……お願いします」


彼に剣を差し出す。片手じゃあ重いから、両手に捧げ持つようにして、はい、と。


「この剣の代金とか自分に釣り合わないんじゃないかとか、そういうことが気になるなら、その分、働きで返してほしい。どうだろうか」


……すると、ラオクレスはまた、凍り付いたように動かなくなる。けれどそれは……さっき、ショーウィンドウの中の剣を見ていた時とは違う表情だった。


何かが溢れてきてしまいそうなのを必死に堪えているような、そういう表情。石膏像らしからぬ表情……生きた人間らしい表情に、どきりとさせられる。


僕がじっと見つめている先で、ラオクレスが動く。一度、目を閉じて、目を開く。目を開いた時、彼の表情からは迷いが消えていた。


ラオクレスはその場に片膝をついて姿勢を低くした。そうすると、普段、僕よりずっと上の方にある頭が、僕より低い位置に来る。僕がぽかんとしていると……ラオクレスの手が下から伸びてきて、僕の手から、剣を恭しく取った。


「……必ずや、お守りする」







    
  
  




まるで、物語の中の騎士のような姿だった。その姿にちょっと見惚れながら僕は、ああ、この人、こういう人なんだなあ、と……今更、ラオクレスのことが少し分かったような、そんな気がする。


「……モデルもお願いします」


そして、今の姿を見ていたらまた描きたくなってきた。大変だ。クロアさんも描きたいし、ラオクレスも描きたい。描きたいものがいっぱいだ！


「……善処する」


ラオクレスは苦笑しながら立ち上がって、剣を携える。その姿がものすごく堂に入っていて、思わず笑顔になってしまう。……ああ、描きたい！










クロアさんはもう茶葉を買い終わっていたらしくて、ちょっとお待たせしてしまっていた。けれど、僕らがにこにこしているのを見て、事情がよく分からない様子ながらも「よかったわね」と微笑んでくれる。そうなんです。よかったんです。


「さて。じゃ、他に欲しい物は無いか？　まあ、足りねえものはレッドガルド領内でも買えるけど」


「ええ。もう十分。本当にありがとう」


クロアさんのお買い物はとりあえず終わったみたいなので……早速、僕らは森へ帰る。


……ということで、また、炎の狼に乗って走る。帰りは、フェイとクロアさんの二人乗りと、僕とラオクレスの二人乗り。ラオクレスと一緒に乗ると、お腹に手を回して支えていてくれるので、なんだか安心してしまうね。


そうして夜、フラメリアに到着。クロアさんは宿をとるということだったので、フェイのおすすめの宿に長期の予定で部屋をとっていた。クロアさんはそこで王都の職場へ手紙を書いて、お金を送ってもらうことにしたらしい。まあ、お金が手元に無いと不安だよね。


クロアさんも色々と落ち着かないだろうから、すぐにモデルをやってもらうのは控える。ひとまず三日後にまた来ます、ということにして、僕らは解散した。


そうして僕とラオクレスは森へ帰って、ぞろぞろやってきた馬達に囲まれて、逃がしてもらえなくて結局、僕ら二人そろって、外のハンモックで寝ることになった。まあ、いいけどさ……。


翌朝は起きてすぐ、ラオクレスを描かせてもらう。……できれば剣も一緒に描きたい、と申し出てみたら、ちょっと笑って了承してくれた。やった、嬉しい。


剣を持つと、ラオクレスは一層たくましく凛々しく見える。彼自身の心境の変化みたいなものも表れているのかもしれない。


「……この剣のことだが」


「うん」


描きながら、ラオクレスが静かに喋るのを聞く。


「まだ、気持ちの整理がつかん。俺がこの剣を再び持っていいのか、と、思う。だが、お前の護衛にと望まれるのなら、役目を果たしたい、とも、思う」


「うん」


話しながら、ラオクレスの表情は少し迷うようで……でも、昨日のような戸惑いは無い。大分穏やかで、僕は見ていてちょっと安心している。


「……二人目の、主だな」


「え？」


「トウゴ・ウエソラ。お前は、俺の二人目の主だ」


……描く手を止めて、ちょっと、思い出す。ええと、ラオクレスって、二回以上、職場を変わっているんじゃなかったっけ？　そんなようなこと、奴隷屋さんで聞いた気がするのだけれど……。


……まあ、いいか。僕が『二人目』だっていうのなら、それで。


多分、ラオクレスなりの、気持ちの預け方なんだと思う。それはちょっと気恥ずかしくて、すごく嬉しい。


「ええと……これからもよろしくね」


「ああ」


スケッチブックの中の、今までよりずっと穏やかな表情のラオクレスを見て、目の前で極力動かないように座っているラオクレスが、やっぱり穏やかな表情をしているのを見て……僕はまた、鉛筆を走らせる。僕のところに来てくれたのがラオクレスで、よかったなあ、なんて思いながら。







＊深夜のデッサン


そうしてラオクレスを二日間描いたら、その次は……いよいよ、クロアさんだ！


「ええと、では、今から十分間、動かないでください」


「分かったわ。……どうぞ」


クロアさんが宿泊している宿で、僕は、クロアさんを描いている。


モデルさんの経験の無い人には、動かないでいるのは難しいと思う。すごく体を鍛えているラオクレスにだって、全く動かずにいることは難しい。だから、最初は十分。十分でも辛いと思うけれど……僕がクロッキーをやるにあたって、十分は欲しいので、十分、我慢してもらう。


クロアさんは、案の定、描いていてすごく楽しい。ラオクレスの時も楽しかったけれど、クロアさんはまたそれとは違う楽しさだ。やっぱり女性の体って、男のそれとは違うんだな、と思う。骨とか。……面白いことに、クロアさんを描いていると、ラオクレスの体がよく分かる。こう、クロアさんの曲線ぶりを見ていると、ラオクレスが如何に直線だったかが分かる、というか……。


うん、クロアさんを思う存分描いたら、またラオクレスを描かせてもらいたい。或いは、二人並べて描きたい。ああ、描きたい……。


「……楽しそうねえ」


描かれながら、クロアさんはしみじみとそう言う。


「はい。綺麗なものを描くのは、やっぱりすごく楽しいです」


僕は描きながらそう答えて、クロアさんが「まあ」と笑うのを眺める。あの、できれば表情も動かさないで……。






そうして僕は三枚ぐらいクロッキーをやらせてもらったら、それで終了、ということにした。モデルさんも体力を使うから、クロアさんを描くのは、向こう一週間は一日に三枚、十分クロッキーだけにする。クロアさんの休暇は二か月あるわけだし、のんびりやろう。そしてクロアさんには徐々にモデル慣れしてもらおう。


なんというか、クロアさんの目って、本当に綺麗なんだ。あの翠の瞳でじっと見つめられるとなんだか頭がぼーっとして、クロアさんから目が離せなくなって、只々クロアさんを描きたくなってしまう、というか……。


……その一方で、ラオクレスを描く時間は段々長くしている。ラオクレスは僕に描かれ慣れてきたらしくて、今は九十分ぐらい、平気で動かないでいてくれる。すごい。そして僕も、ラオクレスで人体デッサンを何度もやっていた成果が出てきたらしく。一時間くらいで全身を描くことができるようになっていた。細部を仕上げるのはまたもう少し時間が掛かるけれど。


うーん、ラオクレスの全身って、やっぱり描いてみると石膏像だ。これ、クロアさんの全身も描かせてもらって、対比してみたい。早く、クロアさんも六十分ぐらい動かずにいられるモデルさんにならないだろうか……。






……そうして、一週間。僕はラオクレスと一緒に毎日クロアさんの宿へ通い詰めてはクロアさんを描かせてもらったし、クロアさんは僕に描かれることに段々慣れていった。彼女と一緒にフラメリアの町を歩いたり食事を摂ったりすることもあったし、宿の部屋でお茶をご馳走にもなる。


「休暇は堪能できていますか？」


「ええ。すごく。ここはいいお宿ね。……それに、こんなにのんびり過ごすのは久しぶりだわ」


クロアさんはお茶のカップを傾けながら、にっこり笑う。このお茶は、ラオクレスの剣を買った質屋さんの隣にあった茶葉屋さんの茶葉だ。柑橘系の香りがする爽やかなお茶だった。美味しい。


「僕らが毎日描きに来ると、落ち着かないんじゃないですか？」


「大丈夫よ。むしろ、宿に籠りきりだと気が滅入ってしまいそうだもの。あんまり外に出る訳にもいかないし……話す相手が来てくれるのは嬉しいわ。これからも是非、来てね？」


なんとなく、クロアさんの休暇の邪魔をしてしまっている気がしていたから、彼女にそう言ってもらえるのは嬉しい。


お茶を飲みながら、彼女をじっと観察してしまう。あんまりにも綺麗だから、ついつい、見てしまうんだよ。今、クロアさんはパーティの時みたいなドレス姿じゃない。もう少し地味な、けれどちゃんとした、淡い色のワンピースを着ている。大抵は今日みたいにワンピース姿か、或いはブラウスとロングスカート。少し涼しい日にはカーディガンを羽織っていることもあるし、長い髪を結っていることもある。髪型や服装が変わるクロアさんを描くのはその都度楽しいし、練習にもなる。


「……それにしても、トウゴ君だって、私を毎日描いていて飽きないの？」


「え？　飽きる？」


突然、クロアさんから質問をされてしまって、咄嗟に答えに詰まる。飽きる、って……描くのを？


「無いだろうな」


僕が答えを考えていたら、ラオクレスが先に答えていた。


「俺のことすら毎日描く奴だ。どうやら何を描いていても楽しいらしい」


……まあ、はい。その通りです。ラオクレスのことも、毎日描いてるよ。楽しいよ。


「勿論、綺麗なものを見ると描きたいと思うし、どうせ描くなら綺麗なものを描いてみたいし、クロアさんもラオクレスも描いていて楽しいモチーフだと思っているけれど……でも、何を描いていても楽しいっていうのも、本当です」


ラオクレスの言葉が全てじゃないけれど、でも、それもまた真実なので、潔く認める。すると、クロアさんはくすくすと、少し呆れたように、でも楽しそうに笑う。この表情も素敵だ……。


「そう。……トウゴ君は本当に絵が好きなのね」


「はい。すごく」


「でも、絵描きさんじゃないのよね？」


……クロアさんは、ただ、不思議そうな顔をしている。僕はそれに答えられなくて、ちょっと困るしかない。


「レッドガルド家のお抱え絵師になる予定、っていうことだったけれど……」


「それは、フェイがそう、言ってくれているだけで……僕ができるかは、まだ、分からなくて」


クロアさんは首を傾げている。そうだろうなあ。僕だって、この感覚、上手く説明できないんだ。


……お抱え絵師にならないか、って言われて、嬉しいのと同時に、怖かった。未知の世界はいつだって怖いものかもしれないけれど、そういうのじゃなくて……何なら、絵を描くことを職業にするシミュレーションなら、自分の頭の中で何度か、もう、やったことがあって……。それで。


「……多分、僕、絵を仕事にすることには不向きなんじゃないかな、と、思うんです」


これを考えていると、なんだか体が冷えてくるような、そんな感覚がしてくる。


考えて、色々思い出して、ああ、もう駄目だ、って思う。怖いものに押し潰されて、嫌なものに引きずり込まれて、冷たい氷の下、氷点下の水の下にどんどん沈んでいくような、そんな……。


「トウゴ君？　ねえ、大丈夫？　顔色が悪いわ」


……クロアさんの声を聞いて、僕はちょっとずつ戻ってくる。大丈夫、大丈夫……。


と、思っていたら。


「……わぷっ」


「あら、ごめんなさい。強く引っ張りすぎちゃったかしら」


僕、柔らかいものに埋もれていた。具体的には……その、クロアさんの、胸部に！


「わ、あ、あの、クロアさん」


「ふふふ、トウゴ君、かわいい」


クロアさんは僕の頭を抱きしめて、よしよし、というように髪を撫でる。……うわああ。ぼ、僕はどうしたらいいんだろう！　どうしたら、ええと、ええと……。


「……どう？　ちょっと落ち着いた？」


……けれど、はた、と気づくと、僕は落ち着いていた。さっきまでの体の冷えやどろりとした嫌な記憶なんかがさっぱり追いやられてしまって、全部、クロアさんのふわふわした感触や温かさやいい匂いなんかに置き換えられてしまった、というか……。


「……はい。落ち着きました」


クロアさんに落ち着かせてもらってしまった。なんだか恥ずかしいし申し訳ないのだけれど、クロアさんは楽し気にくすくす笑っている。


「ふふ、それならよかったわ」


そこでようやく、クロアさんは僕を離してくれた。ああ、びっくりした……。






「それにしても、好きなものがあるっていうのは、素敵なことよね。絵を描いているトウゴ君を見ていると、なんだか羨ましくなっちゃう」


さっきの話、怖くない部分に戻ってきたところで、ふと、気になる。


「クロアさんは、ご趣味は無いんですか？」


「私？　私はね……」


何か言い淀むクロアさんを見つめて、ちょっと想像する。クロアさん、どんな趣味が似合うだろう。楽器を演奏していたら絵になるだろうし、花を育てていてもきっと似合う。お料理なんかも似合うかもしれない。スポーツだって彼女がやっていたら芸術に見えるんだろうし……彼女に似合わない趣味、無いなあ……。


僕が思いを巡らせている間、クロアさんは少し困ったように考え込んでいた。或いは、何か、思い出すような表情にも、見えたけれど……。


「そう、ね……お買い物を楽しむことはある、けれど……趣味って言うほどでもないわね」


やがて、クロアさんはそう言って苦笑する。そ、そうか。まあ、そういう人も居るよね。僕や先生は、それぞれに趣味を自分の主軸にしている人種だから、無趣味の人を見ると、ちょっと新鮮なかんじがする。


「強いて言うなら、お茶を淹れるのは得意よ。お代わりはいかが？」


クロアさんは苦笑を拭い去って、優しい笑顔でティーポットを差し出してくれた。なので僕は喜んで、お茶のお代わりを貰う。


……やっぱり、美味しい。クロアさん、お茶が趣味っていうことでも、いいんじゃないかな。










そんなこんなでクロアさんがモデルをやってくれるようになって十日が経った、ある日のこと。


今日もクロアさんのところに行こうと思って、乗せてくれる天馬を募っていたところ……ふと、空から赤く輝く鳥が舞い降りてきた。フェイの火の精だ。


どうしたのかな、と思っていると、火の精は僕の隣へ降り立って、咥えてきた紙切れを見せてくる。ほわ、と温かな火の精の頭を撫でて紙切れを受け取ると……そこには。


「……読めない」


何か、文字が書いてあった。けれど、僕は、文字を読めなかった！


そうなんだよ。この世界、やっぱり異世界なんだ。僕、何故か言葉は通じているけれど、文字はその限りじゃないらしくて……読めないんだよ！　よくうっかりそのことを忘れるけれど！


「どうした」


僕が困っていると、ラオクレスがやってきた。そうそう。僕にはラオクレスが居るんだよ。


「これ、フェイの召喚獣が持ってきてくれたんだけれど、読めなくて」


ラオクレスに紙切れを手渡すと、ラオクレスは黙ってそれを受け取って、眺めて……。


「……『クロアさんがうちに避難してきた。トウゴ達もこっち来てくれ』だそうだ」


そう、教えてくれた。……ええと、クロアさん、が、避難？


メモを読んですぐ、慌てて天馬に乗って、僕らはフェイの家まで飛ぶ。いつも通り、フェイの家の中庭に着陸すると、そこには僕らを待っていたフェイが居た。


「よく来てくれたな、こっちだ」


少し焦ったように僕らを案内するフェイに引っ張っていかれるようにして、僕らはお屋敷の中を進む。


案内されたのは、応接間みたいな場所だった。そこには……用意されたまま手つかずらしいお茶とお茶菓子があって、そして、クロアさんが落ち着かなげに座っていた。体も表情も強張っていて、まるで、すごく緊張しているような……何か怖いことがあった時のような、そんなかんじ。


「トウゴ君」


クロアさんは僕らが入ってきたのを見ると、なんだか安心したような顔をして、強張った体を少し、緩めた。


「……ああ、なんでかしら。トウゴ君を見たら、なんだか、安心するわ」


クロアさんが安心してくれるなら、それは僕としては嬉しいことなのだけれど……状況が何も、分からない。


「ええと、その……ねえ、フェイ。何があったの？」


クロアさんに直接聞くのも躊躇われたからフェイに聞いてみたら、フェイは表情を曇らせて、教えてくれた。


「いやあ、それがよお……クロアさんの宿に、例の奴、押しかけてきたらしいんだよ」


……えっ。


「そう。今朝、ね？　部屋の呼び鈴が鳴らされて……トウゴ君、今日は早いわね、なんて思いながらドアを開けたら……居たのよ」


クロアさんはそう言って身震いした。……怖かっただろうなあ、それ。


「それで、なんとか逃げてきたの。ごめんなさい、トウゴ君もレッドガルド家のお屋敷に住んでいるのだと思って、押しかけてきてしまって……」


「あー、こいつ、うちに住んでるわけじゃねえんだよなあ。その、こいつ、ご近所さんに大人気でさ。引っ越せねえの。ははは……」


クロアさんはフェイの言葉に不思議そうにしているけれど、フェイは虚空に向かって乾いた笑いを浮かべている。……うちの馬がどうもすみません。


「しっかし、クロアさん。この分じゃあ、宿を替えなきゃいけねえなあ」


「そう、ね……」


ようやくお茶のカップを手にして、クロアさんはそっとお茶を飲む。


「……次の宿には来なければいいけれど」


クロアさんがそう、か細い声で言う。落ち着かなげに彼女の指が動いて、お茶のカップを手で包むように持ち替えた。その仕草がカップで指先を温めようとしているようにも見えて、ああ、不安なんだな、というのが分かる。


「……いや。だったら、うちの方がいいか？」


そんなクロアさんを見ていたフェイが、ふと、そう言った。途端、クロアさんの表情が僅かに明るくなる。


「うちには客間くらい幾らでもある。二か月間、うちに居てもらっても構わねえぜ。流石に貴族の家にまで押しかけてはこねえだろ。まあ、押しかけてきたとしても、衛兵が止められるしさ」


「本当によろしいの？　もし許していただけるなら、とても安心できるけれど……」


フェイが『勿論！』と頷くと、クロアさんは、ぱっ、と表情を明るくした。不安から解放された、と表情にありありと出ていて、つまり、その分、今まですごく不安だったんだなあ、と思う。


「……いいのか」


けれど、ラオクレスは微かに顔を顰めて、そんなことを言う。


「相手が貴族なら、レッドガルド家がその貴族と対立することになりかねんが」


「まあ……そりゃそうだけどよお」


フェイは、『今、そういうことに思い当たりました』みたいな元気を失った顔をする。


「つったって、まあ、相手がうちに行きあたるとも限らねえし……」


「それはないんじゃないかな。相手はクロアさんの宿を調べてくる人だよ。ここにクロアさんが居ることなんて、きっとすぐに分かってしまうと思う」


けれども、当然、楽観視はできないわけで……フェイは勿論、レッドガルド家全体がストーカーと戦わなきゃいけなくなるし、それって、他の貴族との付き合いとかにも影響してくるんだろうし……第一、そうなったら、クロアさんが気にすると、思う。


クロアさんは今も、おろおろしている。安心できる場所に居たいけれど人に迷惑はかけられない。そういう顔、だと思う。


僕はそんなクロアさんを見て……ふと、思いついた。


「……提案なのだけれど、クロアさん、僕の家に来ませんか？」


「へ？　と、トウゴ君のお家？」


僕の提案に、クロアさんは驚いた顔を向けてくるので、ちょっと申し訳なく思いつつも、勧誘。


「その、少し退屈かもしれないけれど、空気と風景の綺麗ないい場所ですよ。あと、果物の美味しいのがあります。かわいい馬も沢山いるし……いかがですか？」


僕が改めてクロアさんをお招きしようとしてみると、クロアさんは何と言ったものか、といった様子でおろおろする。まあ、突然のことだし、しょうがない。


「あー、確かになあ。トウゴの家に居た方がいいかもな。あそこなら、並大抵の奴は追ってこられねえだろうし。ラオクレス、どう思う？」


「誰にも知らせずに隠しておく分には最高の場所だろうな」


「だな。あそこなら避暑地としても丁度いいだろうし。……よし」


けれども、もうフェイが頷いている。フェイは深々と頷いて、クロアさんを安心させるような笑顔で、言った。


「じゃ、クロアさんも森暮らしだな！」










……ということで、クロアさんを連れて、森へ来てしまった。


「よし！　到着だ！」


森の僕の家は、いつも通りだ。馬に囲まれていて、ついでに、鳥がキョンキョン鳴いている。


馬達は早速、クロアさんに興味を示して寄ってきた。『なんだなんだまた新入りか』みたいに。


「……あの、驚いた？」


「ええ、とても……」


馬達に囲まれながら、クロアさんは……『予想外だった』みたいな、そういう顔をした。


うん、ごめん。






そうしてその日から、クロアさんとの生活が始まった。


クロアさんは森に戸惑っていたけれど、ひとまず、ここで休暇を過ごすことには賛成してくれた。


……ちなみに、馬達はクロアさんに興味津々らしい。天馬達は懐っこく寄ってきたし、一角獣は……まあ、ちょっと警戒しているのか角を構えている奴らも居たけれど、最初からクロアさんにぐいぐい近づいていく奴もいた。馬も綺麗な人が好きなのかなあ。


とりあえず、クロアさんには僕の家の客間を使ってもらうことにした。そして……クロアさんが最初に森に来た時、ひとまず、居間でフェイとラオクレスと一緒にお茶を飲んでもらっておいて、その間に『ちょっと部屋を片付けてくるから』という名目で僕だけ奥へ入って……客間をもう一つ、増設した。何故って、クロアさんと一緒にラオクレスもしばらく同居するから。


これは、ラオクレスの意見だ。クロアさんをストーカーから守らなきゃいけないのは勿論だけれど、やっぱり、僕らがクロアさんを警戒することも必要だ、と。そうなるとラオクレスにはずっと一緒に居てもらった方がいいし、クロアさんもずっと一緒に居た方がいい。そういうわけで、部屋の増設。


部屋の準備ができたところで、新しくできた部屋にクロアさんをお招きする。客間には木製のベッドと小テーブルと椅子、ふかふかのソファとローテーブル、それからクローゼットと棚を用意した。それから、ふわふわの絨毯を敷いて、薄緑のカーテンを窓に。ベッドにはとびきりふかふかの布団を。ええと、これで一通りは生活できるかな……。


「この部屋は自由に使ってください。足りないものがあったら何でも言ってほしい。僕の部屋はそっちで、ラオクレスはあっちの部屋なので、困ったことがあったらいつでもどうぞ」


「ありがとう。……素敵なお部屋ね。なんだかわくわくしてくるわ。なんでかしら」


仮ごしらえながら家具を一式描いて出したらちょっと疲れてしまったのだけれど、クロアさんは目を輝かせてそう言ってくれるので、ちょっと疲れが吹き飛ぶようなかんじ。


「ええと……じゃあ、トウゴ君。早速だけれど、描く？」


「描く！」


更に、クロアさんがそう言ってくれるものだから、疲れなんて完璧にどこかへ行ってしまった。クロアさんの前に椅子を持ってきてスケッチブックを開いて、さあ、クロッキーの時間だ！










……そうして、僕はクロアさんを描く毎日を送ることになった。馬達に戸惑っていたクロアさんも、最近はすっかり森に馴染んできた。二週間もした今は、慣れた様子で生活している。


「ええと、じゃあ今日もお願いします」


そして今日、僕は初めて、クロアさんを屋外で描く。


……今までは屋内で描くだけだった。ソファに座ってもらったり、ベッドに寝そべってもらったり、クロアさんに楽な姿勢で描いてたから。


でも今日は屋外。背景は森！　クロアさんの瞳の鮮やかな翠が良く映えて、すごく綺麗！　だから勿論、この色合いを表現するために水彩画にする。鉛筆デッサンの水彩着彩も今までに数枚やったけれど、今回は水彩メイン、鉛筆はあくまで下描き。


「これでいいかしら？」


「はい。少し、そのまま……」


今日描くクロアさんは、森の中で座っているところだ。柔らかい下草が生えているところに一枚布を敷いて、その上にクロアさんを乗せる。そうしておくだけで一部の一角獣が寄ってきてクロアさんの隣に座り始めるし、天馬が興味深そうに翼をぱたぱたさせながらやってくるから、それも画面に入れてしまう。


「じゃあ今から三十分、動かないようにお願いします。馬の皆もよろしくね」


「ええ。分かったわ。……お馬さん達もじっとしていましょうね」


それからクロアさんは三十分、動かないで居てくれる。馬達は『厄介なところに来てしまった』みたいな顔をしたけれど、大人しくしていてくれる。まあ、君達もモデル歴、ぼちぼち長いもんね。


……馬みたいにそれなりの期間を描かれてきたわけでも、ラオクレスみたいに筋肉と体力を鍛えているわけでもない人にとっては、三十分間動かずにいることがすごく難しいはずだ。けれど、クロアさんも大分、モデル業に慣れてきてくれたらしくて、三十分くらいなら平気でじっとしていてくれる。クロアさん、モデルさんとしての筋が良いらしくて、今やすっかり立派にモデルさんだ。姿勢を崩さないでいてくれるし、体幹が鍛えられているようなかんじがある。そういうところはちょっとラオクレスに似ているかも。


……それから、僕の技術も多少、向上したらしい。三十分もあればざっと下描きをして全体を描くことができる。ラオクレスのおかげで人物デッサンに慣れたんだろうし、大きなものをデッサンする時の画面構成にも慣れたらしい。……絵が上達してる、っていう感覚があって、すごく嬉しい。


元の世界に居た時も、絵は描いていた。隠れて、だったけれど。ほとんど毎晩、自分の部屋で鉛筆や消しゴムを描いていたし、或いは先生の家で色々なものを描かせてもらっていた。けれどこの世界に来て、今までの数倍、絵を描くようになった。一日中絵を描いていられるんだから、そりゃあ、上達すると思う。それからやっぱり、小さめなモチーフの静物画だけじゃなくて、風景画も、馬とかの生物も、大きなモチーフも、色々なものを描くようになったから絵が上達した、のかな、とも思う。……毎日楽しく絵を描いて、毎日すごく勉強になるんだ。


「お疲れ様でした。休憩してください」


粗方下描きを終えてそう言えば、クロアさんは途端、姿勢を崩して深く呼吸をした。


「はあ……少し慣れてきたと思ったけれど、やっぱり動かずにいるのは難しいわね」


クロアさんが少し疲れた様子でいるところに、馬がすりすりと寄っていく。多分、お疲れ様、の意味なんだと思う。


「ごめんなさい、辛いことをさせて」


「いいえ。構わないわ」


クロアさんはにっこり笑って、それから立ち上がって、僕のところまでやってきた。そしてそのまま、僕が描いていた画用紙を覗き込む。


「完成が楽しみね」


うん。僕も楽しみだ。クロアさんはくすくす笑って……それからふと、言った。


「……それにしても、よく飽きないわね」


「あなたを見ていて飽きることなんて無いですよ。それに、勉強になるばっかりで……その、曲線のかんじとか。筋肉がラオクレスより少ない分、色々と分かりやすくて楽しくって」


「ふふ、それはそうかもね」


ラオクレスは……骨と筋肉の塊だから、脂肪のかんじとかは分かりにくい。筋肉の盛り上がりで隠れてしまう陰影とかもあるから、その分クロアさんを描くとそういうのがよく分かる。


なんというか……クロアさんを描いていて初めて、『肩の丸みってこういうかんじだったっけ』とか、『二の腕から脇にかけての皮膚の引っ張られ方ってこうなんだな』とか、『ラオクレスの手ってすごく筋肉ついてるんだな』とか、気づくことができた。……比較対象って、大事だ。






休憩を挟んだら後半戦。また三十分間、クロアさんにはじっとしていてもらう。馬にも元の構図でじっとしていてもらう。まあ、馬はいいんだ。見なくても描けるぐらいに練習しているから、大体の位置にいてくれれば描ける。問題はクロアさんなので……僕はクロアさんに集中して描いて、前半三十分で描いたものを整えて、なんとか、下書きを完成させた。


「お疲れ様でした。今日はこれで終わりです。ラオクレスがお風呂、用意してくれてると思うから、先に入ってください」


「分かったわ。……じゃあ、お言葉に甘えて」


クロアさんは綺麗な人だから、ちゃんとお風呂を用意した。フェイの家や宿にあったような、温水が出てくるお風呂だ。……僕とラオクレスだけの時は、お互いに面倒がって水浴びで済ませていたわけだけれど……ええと、女性が居るところで、屋外での水浴びは、うん、ええと、囲いの壁があるにしても、ちょっと、アレだし。


クロアさんが家へ帰っていったのを見届けてから、背景の森を描く。クロアさん自体は描けているから、あとは背景だけだ。背景は背景だから、それほど細かく描き込む必要はない。特に水彩の下書きだったら、余計に。


……ただ。


「……うーん？」


ちょっと、違和感がある。……何だろう。この違和感。クロアさんはちゃんと描けたし、森も、まあ、何度も描いてるからちゃんと描けてる。けれど……どうしてか、なんとなく、変に見える。具体的には、人物と背景がちぐはぐに見える。


「なんでだろうね」


僕は、近くに寄ってきた馬を撫でながら呟いてみるけれど、違和感の正体は分からない。


ええと……どうして人物と背景がちぐはぐに見えるんだろうか。パースがおかしい？　デッサンが狂ってる？　やっぱり、人物を描いた後、その人物の居ない背景を見て描いてしまっているから？


……あれこれ考えながら見てみたけれど答えは見つからないままだ。つまり、多分、デッサンは狂ってない。ということは、人物の描き込みに対して背景があまりにもざっくりしているからだろうか。それで、うまく調和して見えない、のかな。


うーん……どうしよう。これ、下塗りしてみたら、違和感は消えるだろうか？


その日の内に下塗りしてしまいたかったけれど、そのうちクロアさんがお風呂から出て僕を呼びに来てくれたから中断。だから夕食後、夜、寝る前に下塗りしようと思ったら、昨日の僕がうっかり徹夜しているのを知っていたらしいラオクレスが部屋にずかずか入ってきて僕をベッドに連行したため、僕は諦めて就寝。


……ラオクレスは、僕が一晩徹夜する分には構わないらしい。けれど、二回連続で徹夜するのは許してくれない。連続で夜更かししようとすると、こういう風に僕を寝かしに来る。……その、ええと、彼、結構、世話焼きな気質、だったんだね。正式に僕の護衛をやってくれることになってから、僕の健康とか生活リズムまで守ろうとしてくれているので……その、僕、すごく、世話を焼かれている……。


……でも、健康って大事だ。先生も言っていた。『いいかい、トーゴ。眠い時に作業しても碌なものはできない。見てみろ。眠い時の僕が残したメモだ。ピンクのカタツムリとオレンジ味の茶碗蒸し、と書いてある。何のことかさっぱり分からん。これだから睡眠は大事なんだ』と。


そうだ。もしかすると、絵に感じる違和感は、睡眠不足によるものかもしれない。だとしたらいけない。早く寝なくては。それで、寝て起きたら、違和感が無くなっているか、原因が分かるか、するといいなあ……。


……ということで、よく寝て、朝になった。ぐっすり眠れたらしくて、体が少し軽く感じるくらいだ。気持ちのいい朝だった。……けれど。


「……うーん？」


絵は、やっぱり、なんとなく違和感があるままだった。






その日、またクロアさんに外に出てもらって、そこで下塗りを始めた。下塗りをしたら少し違和感が薄まったようなかんじがして、安心して陰影を深くしたり、水彩特有の滲みを作ったりして色を濃くしていったのだけれど……。


やっぱり、描き進めれば進めるほど、違和感が強まる。


「……あら、もしかして、絵が上手くいっていないの？」


「うん……」


僕が答えると、クロアさんは心配そうに僕の顔を覗き込んでいた。


「体調が悪いんじゃない？　あなた、しばらく休んでいないじゃない」


「昨夜はしっかり寝たのでそれは違うと思うんだけれど……」


クロアさんは心配してくれるけれど、僕の体調はすこぶる良い。何せ、よく寝たので。寝かされたので。だから、この絵の問題は、この絵にあるっていうこと、なんだろうけれど……。






「えええ!?　トウゴが!?　絵を描いて悩み始めた!?」


……その日、荷物を持ってきてくれたフェイに悩みを打ち明けたら、フェイは大層びっくりした。そんなにびっくりしなくても。


「絵さえ描いてられれば悩み無し！　みたいなトウゴでも、悩むんだなあ……」


「絵についての悩みだから……ほら」


「そ、そっかぁ。そうだなあ、つーか、トウゴが悩んだっていいよな……。うん、どれどれ……」


僕が絵を指し示すと、フェイはその描き途中の絵を見て……それから、首を傾げた。


「上手いじゃん」


「ううん、なんか変だよ」


「変かぁ？」


……フェイには違和感が伝わらなかった。


「ええと……人物と背景が浮いてるかんじがする。でもデッサンは多分、狂ってなくて……狂ってるのかな。意見が欲しい」


「ええ？　分かんねえけどさあ……」


フェイはそんなことを言いつつ、唸りながら絵を見つめた。


……そして、数分後。


「うん。分かんねえ」


伝わらなかった！


「ま、いいや。じっくり悩めよ。まだ時間は沢山あるんだしさ」


「うん……」


そうは言っても、今週でクロアさんが森に来て二週間だ。つまり、クロアさんの休暇はあと一か月ちょっと。気持ちは焦る。


「ま、とりあえず荷物、見てくれよ。頼まれてたの持ってきたからさ」


フェイはそう言って、持ってきた荷物を広げ始める。フェイが持ってきてくれたのは、食料品や、クロアさんの生活用品だ。今まで食料は大体、描いて出していたのだけれど……クロアさんの前で描いて出すのはちょっと駄目な気がしたから止めている。


「とりあえず、トウゴ用のハムとチーズとパンな」


「うん」


「……また頼んだのか」


「うん。これ、好きなんだ」


ラオクレスがパンの間にハムとチーズを挟んだやつを用意してくれるようになってますます、僕はこれが気に入ってる。


「それから、クロアさん用に色々。塩漬け肉に野菜、ベーコン、バター、干した豆……と。うん。こんなもんでまた数日はもつだろ。……で。こっち、クロアさんの服な！」


食料を確認したら、いよいよクロアさん用の服だ。


「そんなに沢山用意していただかなくても……ごめんなさいね、こんなに気を遣わせてしまって」


「いや！　気を遣ってるっつうよりは俺が楽しんでるだけだから気にしないでくれよ！　な、折角の機会だし、色々着せられてくれ！　で、トウゴに描かれてくれ！」


クロアさんの服は、また色々だ。


ドレスもあるし、シンプルなワンピースもある。少し畏まったブラウスにスカート、っていうのもいい。それから、装飾品もいくらか持ってきてもらった。……お金は僕が出してるよ。一応。宝石っていう形で、だけれど。


フェイは宝石店で僕が描いて出した琥珀を一粒売って、そのお金で装飾品も買ってきてくれたらしい。装飾品に付いている石は魔石じゃなくてただの宝石だけれど、すごく綺麗だ。


「……あれ？」


その中に、少し場違いなかんじのする装飾品があった。


「ん？　あ、それか。いいだろ」


……それは、リボンだ。幅の広い生成り色のリボン。シンプルで、いっそ質素にも見えるような、そういう。


きらきらした装飾品ばかりの中で、そのリボンは一つだけ、どうにも浮いて見えた。


「ほら、折角の森の中だろ？　だったら舞踏会に行くような恰好じゃなくて、こういうのもいいんじゃねえかと思ってさ」


フェイはそう言いながら、木綿のレースが綺麗なワンピースにリボンを重ねて見せてくれた。


「こういう服に合わせるんだったら、金と宝石じゃなくて、こういうリボンだろ」


……合わせるなら。


うん。そうか。シンプルなワンピースに、きらきらした宝石は似合わない。木綿のレースが綺麗な服には、素朴なリボンの方がいい。


木綿のレースのワンピースにパーティ用の宝石じゃ、合わない。逆に、パーティ用のドレスにこのリボンじゃ、やっぱり合わない……！　


そうか！　そういうことだったんだ！　分かった！


「クロアさんが、森っぽくないんだ！」


大発見だ！　お風呂に入って物の体積を計測する方法を思いついたアルキメデスや落ちるリンゴを見て万有引力に気付いたニュートンはきっと、こういう気分だったに違いない！


「お、おお？　なんか分かったのか？　何が分かったのか分からねえけど……」


僕一人が大発見に喜んでいる中、フェイに解説を求められたので早速、解説。


「クロアさんって、森の中じゃなくてお城の中やパーティ会場でしっくりくる人なんだと思う」


完璧に整った芸術品みたいな微笑み。人間の手で作られた最高傑作みたいに綺麗な女性は……人間の手の入っていない森の中だと、浮いて見えるんだ。まるで、木綿レースの素朴なワンピースにくっつけられた、豪奢な金細工のブローチみたいに。


「なるほどなあ……確かにそうかもしれねえ。いや、だってよお、俺、思うもん。クロアさんがお茶飲んでると、トウゴの家が豪邸に見える、ってな」


そうなのか……。いや、うん、でも、気持ちは分かる。僕もクロアさんが居る居間を眺めて、なんだか豪華だなあ、って思ったことはある……。


「そ、そう……そうかもしれないわね」


一方、クロアさんは少し困惑した様子だったけれど、ちょっと苦笑して言った。


「私、毎日、鏡台と寝室と華やかな王城とを行き来しているばかりなんだもの。確かに、そちらの方が馴染みがあるわね」


……そうか。クロアさんはそういう人なんだ。パーティの中で誰より輝いて見えるような、そういう人。人間の作り出した芸術みたいな人。森と合わせるには、あまりにも整いすぎた人なんだ。


「ごめんなさいね。こんな女で」


クロアさんはそう言って……一瞬、寂しそうな顔をした、気がした。


「私のことは、どこか室内で描いてもらった方がいいかもしれないわ。森は……似合わないものね。憧れは、するけれど」


……彼女の瞳が、森の中にぴったりなのは、知っている。一角獣達が戯れに来た時のクロアさんを見ていたら、ああ、この人を森の中で描きたい、と強く思った。優しく細められた目が、すごく、森っぽかった。木漏れ日が落ちた肌が眩しくて、すごく綺麗だった。


ああいう彼女を描きたい。すごく描きたい。僕が描きたいのは、そういうクロアさんなんだ。森に似合う一瞬が彼女の中にあるのなら、その一瞬を、もっと長く見せてもらえれば……。


だから、決まりだ。


「じゃあ、森っぽいことしよう」


「えっ？」


「それで、森っぽくなってほしい」


僕はこれからクロアさんを、森っぽくする。






その日から、森っぽいことをし始めた。


ただ、森っぽいことって一体どういうことかが自分で言った割に今一つはっきりしていないので……とりあえず、クロアさんと一緒に森を散策することにした。


「とりあえず、どうぞ。こちらにお乗りください」


「あ、ありがとう……いいのかしら、私がこんな綺麗なユニコーンに乗っても」


クロアさんは、森の中を歩くのには不慣れだったらしいので、ちょっと馬にお願いして彼女を乗せてもらった。馬の方はすごく乗り気なのが何頭か居たから、その何頭かが交代でクロアさんを運ぶことになった。……ちなみに他の何頭かは、僕とラオクレスを運ぶ。この馬達は殊更に女性が好きなやつららしくて、クロアさんを運ぶ分には上機嫌なのだけれど、僕やラオクレスを乗せるのはちょっと渋る。うん。いや、乗せてくれるからいいけれどさ。


「ええと……これはどこへ向かっているのかしら？」


「さあ……とりあえず馬達に『おすすめの場所へお願いします』って言ってあるから」


今日の散策は、馬のおまかせ散歩コースだ。僕にとっては、いつもの、というかんじ。この馬達に任せておけば、森の綺麗な風景画、描き放題なんだよ。


……そうして馬にのんびり揺られながら、僕らは森の様子を楽しむ。僕も新鮮な気持ちで楽しんでる。こっちの方、あんまり来たこと無いんだ。僕、普段はあの家の周りをうろうろするだけだし、たまに外の方に出ることがあっても、そういう時は馬任せなので……。


「結構花が咲いてる」


「そうね。綺麗だわ」


今まで見たことが無い花が咲いているのを見て、やっぱりこの森って広いんだなあ、と思う。


「あ、ちょうちょ」


「え？　……ああ、本当だわ。でも不思議。真っ黒な蝶なのね」


「お前の髪の色より黒いか」


それから、蝶も見つけた。カラスアゲハかな、と思ったけれど、どうにも違う。黒いレース細工みたいな蝶だから、多分これは、異世界のちょうちょ。


「ラオクレスの色は……あ、その花、目の色に似てる」


「……花に例えるような目か？」


「うん。綺麗だから。えーと、クロアさんの目は……うん。上だ」


ちょっと渋い顔をしたラオクレスだったけれど、僕が上を指さすと、上を見た。クロアさんもつられるように上を見て……そこで、太陽の光に透けながら風にさらさら揺れる、涼やかな木の葉を見つける。


「ね。クロアさんの瞳の色だ」


明るく鮮やかな、緑。やっぱり、クロアさんの目は森の色。


クロアさんは上を見て、ほう、と息を吐いて……それからにっこり微笑む。


「私の目、綺麗だって思ってくれてるのね」


「うん。勿論。あなたは全部綺麗だけれど、やっぱり目が殊更いいと思う」


鮮やかな翠はクロアさんの中でアクセントカラーになっていて、中々格好いい。僕は髪も目も日本人特有の黒だから、アクセントも何も無いんだけれど……だからこそ、クロアさんの色合いが綺麗に見えるのかもしれない。






「あ、木の実だ。ちょっと止まって」


それから少ししたところで、僕は木に木の実が生っているのを見つけた。見覚えがある実だ。


「はじめての赤だ」


「……なんだ、それは」


「うん。僕がこの森で初めて使った、赤い色はこの木の実の汁だったんだ」


そう。この木の実は、僕が絵に描いた餅を実体化させてすぐの……ミニトマトを実体化させたときに使った木の実だ。あの時は多分、鳥か何かがこの木の実を落としていったんだな。


「ちょっと食べてみようかな……あ、これ、毒だろうか」


「……分からないなら食うんじゃない」


念のため、食べる前にラオクレスに聞いてみたら止められてしまった。


「ねえ、クロアさん。これ、毒だろうか。鳥が食べる実だから毒ではないと思うんですけれど」


「え？　いえ、毒ではないけれど……」


クロアさんは唐突に聞かれて驚いたようだったけれど、そう答えてくれた。


「……でも、あまり美味しくはないわよ？」


そして続いた言葉に……僕は、驚いた。


「食べたこと、あるんですか」


だって、クロアさんは、なんとなく、こう……森の木の実を食べる人には、見えない。綺麗にカットされた果物……いや、綺麗にカットされた『フルーツ』を銀のフォークで食べているような、そういう人に見える。うん。そういうイメージだ。だから、『あまり美味しくはない』木の実を食べたことがあるらしい、ということにとても驚いた。


「ええと……ずっと昔の話よ？　小さい頃に、ね」


僕が驚いていると、クロアさんも少し驚いたような、戸惑ったような、そんな調子で答えてくれた。……どうしたんだろう。


まあ、クロアさんの様子は少し気になるけれど、とりあえず、木の実が気になる。


「ええと、じゃあ、毒ではないんだ」


「そうね。毒ではないわ。でも、美味しくは……」


「いただきます」


クロアさんがびっくりしていたけれど、僕は木の実を食べてみた。


すると、じわっと酸っぱくて、甘みはほとんど無くて、そして、水っぽい。あと渋い。そういう味がした。……成程、確かに、美味しくはない。


「……その顔を見る限り、美味くはないんだな」


「うん……」


ちょっと口がきゅっとなるような、そういう味だ。うん。美味しくはない。


「美味しくはないんだから、食べなくてもよかったんじゃないかしら……」


クロアさんはそう言って、僕をちょっと心配しつつ不思議そうにしている。


「うん、美味しくないものを食べる経験も、多分、心の餌だから……」


けれどこれも、僕にとっては大切なことだから。


「心の、餌？」


「無駄なことって、こう、必要なんだって。心に。……そう、先生に教わったんです」


この木の実を食べることは間違いなく無駄なことだし、やらなくていいことだった。それは間違いないけれど、それでもきっと、こういうことが、僕の心の餌になるから。


木の葉が太陽に透けて綺麗な色なのも、花がラオクレス色なのも、蝶が飛んでるのも、美味しくない木の実を食べて美味しくないって思うことも。


多分、必要なことなんだ。不要なことは全部無くて、全部、僕の心の餌になるから。


「この実、持って帰ろう」


僕は早速、木になっていた実を幾つか取って、メモ用紙で簡単に包んで鞄に入れる。


「え？　た、食べるの？」


「あの、食べるんじゃなくて、絵の具にしたくて」


僕が木の実を集め始めたのを見て、クロアさんはちょっと焦ったみたいだったけれど、でも、用途は別だ。この実、折角の絵の具第一号だから、記念に絵の具にしておきたい。木の実自体の色も、木の実の汁の色も。


「……あなた、もっとちゃんとした綺麗な赤の絵の具、持っていたじゃない」


うん。クロアさんの言い分は分かる。僕が持ってる赤い絵の具……ええと、例えば花の色だとか、僕の血の色だとか、そういうのも沢山ある。この実を潰して出てくる赤よりも、ずっと鮮やかな赤を、僕は幾らでも絵の具の形で持っている。……けれど、それでも欲しくなってしまうんだ。


「まあ、無駄だけれど。無駄だけれど、これも心の餌だから必要ってことで……」


「……お前の絵の具はそうやって増えていくんだな」


「うん。無駄に絵の具を増やすことは、必要なことなので」


微妙な色の違いが魅力的なのもそうだけれど、多分、それ以上に絵の具を増やしていくことは、僕にとっては『無駄なこと』だから『必要』なんだと思う。


「……無駄なのに、必要、なの？」


クロアさんは不可解そうにしているけれど、その不可解の裏にはなんとなく、困惑とか、そういうものも見えた。なので僕は、先生の心の餌論をちょっと布教してみることにする。


「なくしていい無駄と、なくしちゃ駄目な無駄があって……空を見上げて綺麗だって思うことや、食べたことのない物を見て味が気になることや、特に用事もなく散歩することや……そういう無駄は、なくしちゃいけない無駄で、そういう無駄を食べて、僕らの心は生きているんだって、教わったんです」


そう。僕らは無駄を食べて生きている。僕らの心は大食いだから、だから先生は特に意味もなく散歩に行ったし、買えばいいのにわざわざ庭でミニトマトや枝豆を育てていたし、むしろ寝ている場合じゃないのにソファでごろごろ寝ていたし……何の得にもならないはずなのに僕を家に入れてくれた。


そして僕も、食べなくていい木の実を食べているし、必要のない絵の具を作ろうとしているし、僕の未来に必要無いと言われても、絵を描いている。


「ご飯の絵を描いてもお腹は膨れないけれど、心は満腹になるんです。だから僕は、絵を描いてる。無駄なことだけれど、絵を描いてるんです。それが僕の心の餌だから。そうしないと、僕の心はきっと、死んでしまうから」


「……そう、なの」


クロアさんはまた、困惑したような、そんな顔をしたように見えた。


けれど少し後にはにっこり笑って、僕をちょっとつついた。


「素敵な考え方だわ。そういう先生がいらっしゃったから、あなたみたいな素敵な男の子ができあがったのね」


「……うん。いろんなもの、先生から教わったんです」


「羨ましいわ。素敵な先生に出会えて」


うん。僕は先生に会えて、色々教えてもらえて、よかった。色んな考え方、気に入ってるから。


クロアさんも、この考え方が気に入ってくれると嬉しい。いやでも、彼女はもしかしたら、心がそんなに大食いじゃないのかもしれない。無駄を食べなくても生きていける心も存在するんだろう。そういう人も、沢山見てきたから。だから、うーん……。


……もしかして、クロアさんには無駄が必要無いんだろうか。






そうして悩みながら十分くらい馬に揺られた頃。僕らはやっと、馬達おすすめの場所へ到着。


……そこは、綺麗な花畑だった。


「すごい」


クロアさんより先に、僕が喜んだ。うん。だって、色々な色の花が咲いている。真っ白のものもあれば、黄色もオレンジも、ピンクも紫もある。中には薄い青の花もあって、ああ、ここを見つけられていれば巨大な鳥に抱卵させられなくても青色の絵の具ができたな、なんて思う。いや、あの卵の殻の青はこの花の青とは違うから、やっぱり抱卵してきて正解だったわけだけれど……。


「こんな綺麗な場所、教えてくれてありがとう」


僕はこの綺麗な花畑を見られたのが嬉しくて、早速、得意げにしている馬達を撫でる。……こいつら、男はそんなに好きじゃないらしいんだけれど、僕に撫でられるのは嫌いじゃないらしい。ゆったり尻尾を振りながら、撫でられてちょっと気持ちよさそうにしている。


「クロアさん。ここ、気に入ってもらえただろうか」


「……え？　ええ。とても綺麗な場所ね」


クロアさんは少しぼーっとしていたように見えたけれど、すぐ、にっこり微笑んでそう言った。


「……具合が悪いのか」


「いえ、そうじゃないの。そうじゃ、ないんだけれど……」


それを見てラオクレスが聞くと、クロアさんはなんというか、戸惑ったような、困ったような、そういう顔をして……それから、それらを隠すようにまたにっこり笑う。それを見て、僕はつい、聞いてしまった。


「あの、もしかしてクロアさんの心は小食ですか？」


「小食……？」


「その……あまり、無駄なことが必要じゃない人も居るから。あなたもそうかと思って」


空を見上げなくても、花を見つめなくても、生きていける人は沢山居る。例えば、僕の両親はそういう人だったと思う。だから……クロアさんもそうだとしたら、多分、クロアさんに花畑は必要無い。この森に居ること自体が彼女には『無駄なこと』で……そもそも、彼女に森っぽくなってもらって描かせてもらう、っていう事自体、僕の我儘なわけで……。


「……ごめんなさい。あなたを連れ回して無理をさせているだろうか」


僕がそう、言うと。


「そんなことないわ！」


クロアさんは、今まで見たことが無い顔でそう言った。


……クロアさんもこういう顔、するんだ。少し必死な、困ったような、焦るような。そういう顔。余裕があって、完璧に整っている、そういう顔ばかり見ていたから……すごく意外だった。


「どんな人でも、必要なことよ。そう思うわ。花を見て美しいと思うことは、どんな人にも、私にも、必要なことで……」


クロアさんはそう言って、なんだか、クロアさん自身もそんな自分を意外に思っているような、そんな様子で黙ってしまって……。


「そう思うならとりあえず、見てみたらどうだ」


ラオクレスがクロアさんをちょっと押して、花畑の方へ動かした。


「突然、こんな環境になって戸惑いもあるだろうが……必要だと思うなら、花を楽しめばいい。折角の休暇だろう」


クロアさんはラオクレスを見て、それから目の前の花畑を見て……それから、ちょっと、笑みを浮かべた。


あっ、と、思った。


その時のクロアさんの笑顔が、一瞬のそれが……すごく、綺麗に見えたんだ。






「どうかしら？」


「……器用ですね」


「ふふ、ありがとう。あなたは……あなたも器用ねえ。やっぱり、トウゴ君は絵が上手だわ」


それからクロアさんは、花冠を編んだ。僕はそれを見て、絵に描くことにした。水彩用スケッチブックに鉛筆と水彩で、ざっと、ラフに。……滲む水彩の色合いが、こういう花畑にはぴったりだ。そこで花冠を編むクロアさんにも、ぴったり。


クロアさんの表情はまだちょっと違和感がある。見られていることを意識しているからかな。


……さっきの一瞬の表情、すごくよかった。森っぽかった。やっぱりクロアさん、ああいう表情をする人なんだよ。……だから、まだもうちょっと、クロアさんを連れ回す日は続きそうだ。彼女が楽しんでくれているなら、たくさん、彼女を連れ回して森中を案内したい。


「……じゃあ、これはあなた達にあげるわね」


クロアさんはできあがった小さめの花冠を、一角獣の角に引っ掛けてあげていた。すると馬達は随分喜んで、クロアさんにすりすりと擦り寄っていた。うん、よかったね。


……ちなみに、僕も絵を描きおわってから花冠を編んで一角獣にあげてみたのだけれど、クロアさんの時とは違って『はいはいどうも』みたいな顔しかされなかった。あの。態度が、露骨。


露骨な馬はさておき、その日はそのまま花畑でのんびり過ごして、夕方になってから家へ帰る。


「……どう？　私、森っぽくなったかしら」


帰り道、クロアさんはちょっと冗談を言うみたいにそう言ってきた。


「うん。一瞬だけ。森っぽい……というか、なんか、すごく素敵な表情だったんです。花畑を見つめていた時の顔、描きたかったな」


なので正直にそう答えると……クロアさんは、少し驚いたような顔をした。……けれどその後にはまた綺麗なパーティ会場の笑みを浮かべて、『それならよかった』と言うのだ。


うーん……彼女のことがよく分からない。でも、とりあえず……角に花冠を引っ掛けた一角獣達がご機嫌で歩くのを見ながら角を撫でるその手が、行きの道よりも更に優しくなったように見えるので、まあ、多分、これはこれで……『必要な無駄』だったんじゃないかな、と思うことにした。










それから、数日間。クロアさんをあちこちに連れ回した。


花畑の次は、やたらと大きな木の下の、小さな洞窟みたいなところ。その中に光る苔やキノコがあって、中々綺麗だった。


洞窟の次は蔦のカーテン。大きな木から柔らかい蔦が沢山下がっている場所があって、まるでカーテンみたいだった。蔦でできたカーテンの覆いの中でお弁当を食べて、手慰みに蔦を三つ編みにしてきた。特に意味はない。


その次は泉。……うん。泉。家の前の。一角獣が『いい場所です！』みたいに自信満々に案内してくれたけれど、それ、僕が造った奴で……まあいいか。丁度晴れて少し暑いくらいの日だったから、水遊びをしたら中々気持ちよかった。泉では、水浴びついでに馬の洗濯もやってしまった。僕が馬を洗っていると、クロアさんも手伝ってくれた。一部の一角獣がそれはそれは喜んでいた。よかったね。


……そうして数日してみると、クロアさんは少し、表情が変わってきた。


やっぱり森に慣れてきたのかな。森っぽくなった、のかどうかは分からないけれど、とりあえず、自然な表情で居ることが多くなった、と思う。


「表情、変わってきましたね」


僕はその日の分のデッサンをさせてもらってから、そう、言ってみた。するとクロアさんは照れたような、困惑したような顔をする。


「……私、そんなに表情が変わったかしら」


「ええと……うん。多分」


僕はスケッチブックをクロアさんに見せる。一冊目から。


……もうクロアさんだけで一冊埋まってしまったスケッチブックを捲って見せて、それから、二冊目も見せる。


そこにあるのは、クロアさんの絵だ。当然。けれど……段々、新しいものになるにつれて、雰囲気が変わってくる。多分、笑顔の整い方が変わってきたんだと思う。パーティ会場で見た時、彼女はすごく整った完璧な笑みを浮かべていたけれど……少しだけ、それが崩れてきた。


その崩れ方がなんというか、完璧じゃなくて、人間の手が入っていないかんじがするというか、自然なかんじというか……うん。多分、森っぽい。いいと思う。


「そ、そう……私、こんな顔、してるのね……」


……けれど、クロアさんは『表情が変わった』という証拠を見て、少し動揺したというか、少し困ったような、そういう顔をした、気がする。ついでにクロアさんは自分で自分の頬を触っている。


うーん……でも事実だから、しょうがない。うん。






その日の夜。


僕は、花畑で描いたクロアさんのスケッチを、画用紙にきちんと起こしていた。あの時の一瞬の表情はここ数日で何度か出ていて、僕はそれをちゃんとイメージできるようになったから、あの表情で描きたくなったんだ。今夜中に下描きを仕上げて、明日、クロアさんの実物を見ながら色を重ねて仕上げていこうと思う。


……そんな時、ドアがノックされた。ラオクレスかな。彼は時々、夜の間に僕の所に来ては調子はどうか、聞いてくる。何なら前日に寝ていなかったりすると、この間みたいに、ひょい、と抱え上げられてそのまま問答無用でベッドに入れられてしまうわけだ。ちょっとやめてほしい。


「はーい、どうぞ」


でも、僕が返事をした後、入ってきたのは……クロアさんだった。


「お邪魔するわね」


クロアさんはそう言ってちょっと微笑んで、それから僕の手元を覗き込んだ。


「あら……まだ描いていたの？」


「うん。でももう終わりにします」


返事をしながら、実物が目の前に来てくれたからちょっと見ながら描かせてもらおう、と思って……でも、今のクロアさんの表情はあんまり森っぽくなかったので、やめておくことにした。続きはまた明日。


僕が画材を片付け始めると……クロアさんは、言った。


「あのね、トウゴ君」


「はい」


少し改まった様子のクロアさんに合わせて、僕も姿勢を正す。……何だろうか。


「あなた、裸婦画は描かなくてもいいの？」


「え？」


クロアさんはそう言って……服に手を掛けた。


「ま、待って！　待って！」


なので慌てて、クロアさんを止める！


「あの……それは、その……どういう……」


頭がぐるぐるして何も考えられない。何を聞きたいのかも分からないし、何が疑問なのかも分からないけれど、とりあえず何かを聞いている。だって実際、全てが疑問なんだよ！


「そうね、ごめんなさい。ちょっと急だったわよね」


クロアさんは苦笑しながらそう言うけれど、その、ちょっとじゃなくてものすごく急でした。


「あなた、絵の勉強をしたいみたいだったから。ほら、画家の卵達は皆、裸婦を描いて勉強するでしょう？」


そ、それは……それはそう、なんだろうけれど。確かに、そういうの、あるけれど。ヌードモデルさんを雇ってデッサンさせてもらう、っていうのは、美術の勉強としては、ものすごく大切なものだって、知ってるけれど……。


「ここに来て、私、すごく休暇を楽しめてるわ。付きまとわれることもなく、安心して過ごせるの、すごく久しぶりなの。……それに、あなたの絵を見ているのも、なんだか楽しくて」


そう言われると、それは嬉しい。クロアさんが楽しんでくれているのも嬉しいし、何より、そんなにずっと安心できずに過ごしていたクロアさんが今、安心して過ごしてくれているっていうのは、すごく嬉しい。……僕の絵を気に入ってくれているのも、すごくすごく、嬉しい。


「だから、あなたに協力したいの。あなたが画家として成長する材料になるなら、裸婦画のモデルになろうと思って」


「でもクロアさんはそういうの、抵抗がありますよね？　僕の為に、そこまでしなくても……」


でもやっぱり、ここは譲れない！　クロアさんにそんな、犠牲になるようなこと、してほしくない！　ヌードデッサンはヌードモデルさんにお願いするものであって、だから、こういう、普通の女性を、その、描くのは……。


……僕がそう言うと、クロアさんは少し右上の方を見て、何か考えるような素振りを見せて、それから、教えてくれた。


「幻滅させたら申し訳ないのだけれど……私、王城勤めの前はそういう仕事をしていたの」


そういう、仕事。……そういう、仕事、と、いうと。


「……モデルの仕事ですか？」


「……まあ、そういうことでもいいわ」


クロアさん、ブランク有りのモデルさんだったのか！　道理で、筋がいいと思ったんだよ。


「だから、私は大丈夫。まあ、言ってしまえば、こういうのも慣れてるのよ。だからもし、トウゴ君が望むなら、いくらでも協力するわ。協力したいの」


クロアさんに見つめられると、なんだか、その、抵抗感が薄れてしまうようなかんじがする。そ、そうか。モデルさんなら、ヌードデッサンをお願いしても、失礼ではない、のかな、と……。


……当然だけれど、僕、まだ一度もヌードデッサンはやったことがない。女性の体の質感も、形も、全部、服の上から見て想像しているだけに過ぎない。一度やってみたら、絶対に勉強になるって、分かる。石膏像には無い質感の表現を学ぶにも、実際の生き物の雰囲気を感じるにも、ヌードデッサンでしか得られないものって、絶対あると思う。


……でも、どうにも、緊張してしまう。ヌードデッサンは絵描きとして正しい行いだって頭では分かっているのだけれど、どうにも、いけないことをするような気分になってしまう。


……でも。


「ね、思い切ってやってみない？　恥ずかしいようなら途中でやめてもいいから」


クロアさんはそう言って、僕の返事も待たずに……そっと、服を脱ぎ始めた。


ぱさり、と、下着が床に落ちる。


それを見ながら、僕は何も考えられないまま……クロアさんが歩いていって、僕のベッドにしどけなく横たわるのを見ていた。


「どう？　描かない？」


……何も身に着けていないクロアさんが完璧な笑みを浮かべるのを見て、僕は、熱が出たみたいに頭がぼんやりして、心臓がどくどく鳴るのを聞いて、思考がぐるぐるして……。


「……描きます！」


半分ヤケになって、鉛筆とスケッチブックを手に取った。こうしないと、どうにかなってしまいそうだ！






……鉛筆を握って、スケッチブックを開いて、それでも何も描けないことって、もしかしたら初めてかもしれない。


「あ、あの、明かり、消してもいいですか……」


「……消したら見えないんじゃないかしら？」


「今夜は月が明るいから、多分、大丈夫」


ランプの光に照らされる白い肌が目に眩しくて、明かりを消させてもらった。


……けれどそうすると、暗くなった部屋の中、窓から差し込む月光に照らされるだけのクロアさんが、もっと艶めかしく見える。暗くなって他のものが見えなくなってしまったからか、クロアさんの呼吸が聞こえてくるようで、なんというか……やっぱり駄目だ。


「や、やっぱり点けます」


「ふふ、どうぞ」


何をやっているんだ、と思うけれど、しょうがない。ランプをもう一度灯して、それから……。


今度こそ、と、意を決して、クロアさんを見る。


……大丈夫だ。やることはデッサンだ。いつもやっていることじゃないか。ちゃんと、対象を見て、描く。それだけのことで……。


「……う」


けれど、クロアさんの鮮やかな翠の瞳が、じっと僕を見つめている。見ているのを、見られてる。


見られているクロアさんは全然恥ずかしがっていないように見えるのに、見ている僕ばっかり恥ずかしくて、なんだか変だ。それと同時に……緊張のせいか、段々頭がぼんやりしてくる。熱が出たみたいにぽーっとして、体が熱くて、それで、余計なことで頭がいっぱいになって……。


「ほら、トウゴ君。ちゃんと私を見て」


クロアさんがそう言って、完璧な笑みを浮かべた。その笑みの中で輝く翠の瞳を見つめたら、もう……。


……やっぱりクロアさんは綺麗だなあ、と、すっかり蕩けたみたいになった頭で思った。


やっぱり僕は、この人を描きたい、とも。






描きたい、と思えたら、後は早かった。なんだか不思議なくらい、頭がすっきりしてしまった。


クロアさんを描きたい。クロアさんはとても綺麗だ。こんなに魅力的な人だから、描かなきゃ絶対に後悔する。今、僕はクロアさんの魅力と、その魅力を絵に描く魅力にすっかり取り憑かれて、それ以外なにもかも、頭からすっぽり消えてしまったみたいだった。


……手を動かしている内に、目を動かすことに抵抗が無くなった。クロアさんを見ることも、平気になっていった。集中し始めたら、一気に引き込まれた。さっきまで恥ずかしがっていたのが嘘みたいだ。ただただ描きたい。ひたすら描きたい。


「……トウゴ君？」


「動かないで」


一瞬、クロアさんが僕を見て訝し気な顔をしたけれど、表情を動かさないでもらう。描いている途中だから。


「……そのまま。じっとしていてください」


クロアさんの体を、じっと見て、描く。何から何まで、見えるもの全部、紙の上に表すつもりで。


しなやかな手足。胴体の曲線。柔らかい膨らみ。しっとりとした重みのある体がベッドに沈んでいる、その様子。


……見ても見ても見足りない。これら全部を表現するためには『恥ずかしいから見ない』なんて言っていられない。だから見る。見て描く。描くしかない。描かずにはいられない。


僕は理性を失ったみたいに、描いた。ひたすら描いた。具体的には……夜明けまで、ずっと。










ふと気づいたら、朝だった。


……そして、ベッドの上で何も身に着けないまま眠ってしまっているクロアさんと、クロアさんをひたすら描いたスケッチブックがあった。


スケッチブックをぱら、と捲ると、最初の一枚に始まって、何枚か、クロアさんのデッサンがあった。最後の方の奴は、クロアさんが寝てしまっている間に描いたものだったらしい。ええと、当然のように、ヌードデッサン。ヌードデッサンが残っている。


「……ぼ、僕は何を……」


スケッチブックを見て、それから僕のベッドの上のクロアさんを見て……急に夢から醒めたみたいに恥ずかしくなってきた。本当に何だったんだ。絵を描き始めたら恥ずかしさも消え失せて、ただ描くことだけに集中してしまっていたけれど……なんだろう、なんだろうこれは。


……とりあえず、寝ているクロアさんにブランケットを掛けて、僕は部屋から出た。


「起きたのか」


「ひゃっ！」


……部屋から出たらラオクレスが居た。僕はものすごくびっくりした。変な声出た。


「ど、どうしてここに」


「……昨夜、クロアがお前の部屋に入っていったからな。警戒していた」


そ……それは、一晩中、っていう、こと、だろうか!?


「な、何してたか、見た……？」


「……窓から確認させてもらった」


そ、それは……ああああああ！


「ち、違うんだよ。僕がお願いした訳じゃなくて、その、クロアさんが、自主的に……いやでも、クロアさんはクロアさんで僕の為に、って、その」


「落ち着け」


僕とクロアさんの名誉のために何か言い訳を、と探していたら、ラオクレスは深々とため息を吐いた。


「……絵描きなら、そういうことも必要だろう。俺はそういったことに偏見は無い」


「……うん」


「まずは飯を食え」


「うん」


ラオクレスの言葉も、用意されていた朝食もありがたかったのだけれど、やっぱりなんとなく気まずくて、ラオクレスから目を逸らしながら朝ごはんのパンを食べる。


……うん。僕、自分でも昨夜のはどうかと思うよ。だって、理性も記憶も飛んでたから。なんでだろう。クロアさんが素敵な人だから？　描くのに夢中になった？　それとも、単に、その、女の人の裸で……そういう気分になっちゃってた？　やっぱり僕、いやらしい奴なんだろうか……。


……とりあえず、クロアさんが起きてきたら謝ろう。なんかごめんなさい、って。いや、でも、それ、何に対して謝っているんだろう？　記憶が飛んだこと？　何かしちゃったかもしれないから？　クロアさんが寝た後も描いていたこと？


……うん。全部謝ろう。


謝ることを決意して、クロアさんが起きてくるのをそわそわしながら待っていたのだけれど……朝食を食べ終わってもクロアさんは起きてこなかったし、そのまま昼を過ぎても起きてこなかった。


「ええと……起こした方が良いかな」


「だろうな。もう昼過ぎだ」


あまり寝ていると夜、眠れなくなってしまう。僕は意を決して、クロアさんに声を掛けた。


「クロアさん」


……けれど、起きない。


「クロアさーん」


……起きない。ちょっと躊躇いながら、ブランケット越しに肩を揺すってみたけれど、起きない。


「……おい、見せてみろ」


「だ、駄目だよ、クロアさん、何も着てないんだ」


「そうじゃない」


僕が慌てているとラオクレスはクロアさんの顔を覗き込んで……そして、不可解そうな顔をして、言った。


「これは魔力切れだ」






天馬にお願いして、フェイを呼んできてもらった。クロアさんが魔力切れになってしまったなんて、一大事だから。


フェイを待つ間、ラオクレスに頼んでクロアさんをハンモックへ移動させてもらった。すると、クロアさんのことが大好きらしい一角獣達が率先してやってきて、クロアさんの傍にみっちり座り込む。


「これで魔力の補給になるかな……」


「まあ……あとは待つしかないが」


僕、自分が魔力切れになったことは沢山あるけれど、人が魔力切れになるのを見るのはこれが初めてだ。……魔力が回復すれば目覚めるんだろうと分かっていても、呼吸も碌になくて心拍もすっかり弱まってしまっているクロアさんを見ていると、すごく、焦る。


「トウゴ！　クロアさん、倒れたって!?」


「うん……」


それから少しして、フェイもやって来てくれた。なので、フェイも一緒になって、ハンモックの上のクロアさんを眺める。


「成程なあ、確かに魔力切れだわ、こりゃ。で、クロアさんは何の魔法を使ってこうなったんだ？」


……あれっ？


「え、いや……分からない」


「ええ？　いや、でも魔力切れになったってんなら、何か魔法を使ったんだろ？　限界を超えて何かやろうとしたとか……」


……言われてみれば、確かにそうなんだ。魔力切れになったんだから、魔法を使っていたんだと思う。けれど……う、うわ、どうしよう。何も記憶にない！　描いていた記憶しかない！


「と、トウゴ？　どうした？　なんか顔赤いぞ？」


「……昨夜は裸婦画の練習をしていたらしい」


僕が何も言えずに居たら、ラオクレスがフェイに説明してくれた。うん、ええと……うん。


「おお！　やるじゃねえか！　へー……で、どうだった？　なあなあ、どうだった？」


そしてフェイは、目をきらきらさせてそう聞いてくるんだけれど……。


「ええと……何も、覚えてなくて」


「……ん？」


フェイに変な顔をされたけれど、覚えていないものはしょうがない。


「ずっと、クロアさんを描いてた。すごく集中してしまって、他のこと何も考えられなくて……頭がぼんやりして、熱っぽくなって、それで、クロアさんを描くことしか考えられなくなった。彼女が寝てしまっても描いてたんだと思う。スケッチブックに残ってた」


「……ええ？　じゃあ、クロアさんはその間何してたんだ？」


「分からないよ。気づいたら朝だったし、クロアさんはもう、その時には寝ていたし」


僕が答えると、フェイは難しい顔をして唸った。そしてそのまま、考え込んでしまう。


……フェイは考え終わって、ようやく口を開いた。


「……ええと、ちょっと確認な。トウゴ、お前、女性とそういう経験……まるでねえの？」


考えた後に出てくる言葉がこれか。


「ない」


「……あ、そーなのか。やっぱりか」


そうだよ。やっぱりだよ。どうせどうせ。


「とりあえず……トウゴが過度に純情なのはまあ、間違いないけどよ」


僕がちょっとフェイを小突く間も、フェイはなんとも言えない顔で……言った。


「……もしかしてよ。トウゴ。お前、魅了されてねえ？」


……え？






まるで状況が分からない僕の為に、フェイが説明してくれることになった。ありがとう。


「魅了ってのはな、古くからある魔法で……まあ、要は相手を自分の虜にしちまう魔法だな。お前の話聞いてるとさ、症状が結構それっぽいんだよ。……他に、クロアさんだけが輝いて見えるとか、そういうの、なかったか？」


「あった」


言われて思い出してみたら、確かにそう思った。パーティ会場でクロアさんを見た時、彼女だけが輝いて見えるような、そんな気がした、と思う。でも、当然だと思うんだよ。とびきり綺麗な人が居たら、とびきり輝いて見えるのは、当然のことじゃないだろうか。


「クロアさんに夢中になってたのも、もしかすると魅了の魔法にかかってたのかもしれねえな」


……でも、本当にフェイの言う通りだとしたら、それ、パーティの時から？　あの時からずっと？


そう言われても、自覚は無い。だから、なんというか、困るしかない。


「魅了の魔法を掛けて情報を聞き出すとか、その相手を油断させて殺すとか、よくある話だぜ」


そう言われるとすごく怖いのだけれど、でも、僕がやったことって、その、ひたすら描いていただけだ。他は何も覚えていない。


「巧い奴なら、相手を見つめるだけで魅了の魔法が使えるらしい。お前さ、裸婦画描いてる時、クロアさんに見つめられてたか？」


……けれど、それは覚えてる。クロアさんの翠の瞳が鮮やかで、目が釘付けになるような、そういう感覚があった。引き込まれてしまうような、そういう感覚だ。そしてその後、体が熱くなって、頭がぼーっとして……多分、理性が飛んでしまった。


「僕……魅了の魔法、っていうのに、掛かっているかもしれない」


初めてヌードデッサンなんてするから、その緊張のせいかとも思ったけれど……うん、今思うと、流石に変だ。意識も無くなって、ただひたすら描き続けてたって、なんか、やっぱり変だったと思う。描いている間のことを覚えていないことなんて、滅多に無いし。


「そうか。なら決まりだな」


フェイは僕の話を聞いて頷くと、ハンモックの上のクロアさんに近づいて……なんと。


「こいつ、トウゴを魅了して何かしようとしてやがったんだな！　じゃあ縛っといた方がいいな！」


クロアさんを、ブランケットごと縛り始めてしまった！


「ラオクレス！　ちょっと手伝ってくれ！　ちょっと持ち上げて！　そこそこ！」


「分かった」


そうして僕が見ている間にクロアさんはブランケットで簀巻きにされてしまって、そして、そのままころり、と。……ハンモックの上に転がされてしまった。


……ああ、ああ、こういうこと、考えるの、すごく、いけないことだって分かってる。分かってるし、クロアさんにも申し訳ないのだけれど……！


……簀巻きにされてしまったクロアさん、ちょっと、かわいい。






彼女は夕方、目を覚ました。家の中で待っていたらラオクレスが教えてくれたので早速見に行く。


「う……ここは」


「あ、気づいた？」


僕はクロアさんを見に行く。クロアさんはまだぼんやりした様子で、僕を見てもぼんやりした顔をしていた。


「ええと……クロアさん、裸婦画の練習に付き合ってくれてたんだけれど、そのまま、寝ちゃったみたいで……その」


何と説明していいのか困る。魔力切れになっていたことも、僕を魅了しようとしていたことも、どう聞いたらいいんだろう。


「クロアさん、トウゴに魅了の魔法、使っただろ？」


……僕が悩んでいたら、フェイがあっさり聞いてしまった。その途端、クロアさんの表情が凍り付く。うん、こうなると思ったから、あんまりはっきり言いたくなかったんだけれど……。


「何の目的だ。言え」


「正直に聞かせてくれねえかな。そうしてくれっと助かるんだけどよ」


……ラオクレスとフェイは、容赦が無い。うん。


「……あの、クロアさん」


ラオクレスとフェイにばかり任せておくのも情けないから、僕も意を決して聞くことにする。


「もしかして、何か、急いでた？」


「……急い、で、た？」


クロアさんは、びっくりしたような顔をして、鸚鵡返しに僕の言葉を繰り返す。


「……どうしてそう、思ったの？」


「なんとなく。ええと……突然、ヌードデッサンの練習を提案してきたのもそうだし、あなたが魔力切れになってしまったなら、魅了の魔法っていうやつを、すごく一生懸命、僕に掛けようとしたんじゃないか、って、そう思って」


「それは……」


クロアさんは僕から目を逸らして、でも、簀巻きハンモックの状態じゃ、逃げることもできないし、そもそも……彼女には、逃げる意思は多分、もう、無かったんだと思う。


クロアさんは長くため息を吐いて、言った。


「……そうね。急いでいたわ」


急いでいた。その一言は、肯定だ。つまり、彼女が僕に魅了の魔法を掛けていたことも、急いでいたことも、本当だということになる。


「それで、焦って失敗したのよ。分かると思うけれど」


そう言うクロアさんの表情は、今まで見た顔のどれとも違う。嫌そうな、それでいて戸惑っているような、そんな顔だ。悪ぶっているのに、内心では困っているみたいな。そういう。


クロアさんは少し口を噤んでいた。……けれど、またため息を吐くと、諦めたように言う。


「さっさと、ここでの任務を終わらせなきゃ、って思ったの。……私が、私でなくなる前に」


「……クロアさんが、クロアさんでなくなる前に？」


聞き返すと、クロアさんは僕だけ見て、ちょっと優しい笑みを浮かべた。


「あなた、花畑に連れて行ってくれたでしょう？」


「うん」


「あの時ね。私、花を見るのが久しぶりだと思ったの」


言われた言葉が、よく分からない。花ならクロアさんは幾らでも見ているはずだ。例えば、王城でのパーティの時、会場に花が飾ってあった。王城の庭にも花が咲いてた。それに何より、この花畑までの道中にもあったし。見ていない訳はない。でも……。


「花があることと、花を見ることは違うのよ。私は、花を見て美しいと思うことなく、しばらく過ごしていたの。それが当たり前で、特に苦痛でもなかった。そう、気づいてしまった」


そこにあるものを見ていなかったと、気づいた。その衝撃は……想像できなくもない。僕も似たような状態になったことがある。けれど多分、その時の僕は、まだ心が飢え切っていなくて、だから……。


「人の心が無駄を食べて生きているのだとしたら、きっと、私の心はとっくに飢えて死んでいたの」


……クロアさんの気持ちを、本当に理解することはできないんだろうな、と、思う。


花がある、ということに言われて初めて気づいて、その花が綺麗だっていうことに気付くまでにまた時間がかかる。そんな心を自覚してしまうのは、きっと、すごく苦しい。






「さて。答え合わせをしましょうか」


クロアさんはそう言って……なんと、するり、と、縄脱けしてしまった！　どうやって!?　


ラオクレスとフェイが警戒する中、クロアさんはハンモックに腰かけて優雅に揺られつつ、ブランケットを羽織っただけの恰好で、余裕たっぷりに話し始める。


「まず……お察しの通り、私は密偵。任務はレッドドラゴンの情報を引き出すこと。だから、最初に狙っていたのは……あなた。フェイ・ブラード・レッドガルドだったの」


「え？　俺？」


「そうよ。私、そう思ってあなたに近づいたんだもの」


近づいた……えっ、もしかしてパーティで飲み物を貰いに来た時？　あの時に近づいて……それだけ？　すごいなあ、プロは……。


「あのまま飲み物を貰って、少しぶつかるか何かで上手く話のきっかけをつくって、そこでフェイ・ブラード・レッドガルドを魅了して情報を抜き出す。そういう筋書きだったわ。……けれど予定が変わっちゃったのよ。……私の目をばっちり見ていた坊やがいたから」


……うん。魅了されました。僕です。


「ちなみに、王城勤めなんて嘘。嫌な男に付きまとわれているっていうのも嘘。宿に押しかけてこられた、っていうのも当然嘘よ。……あわよくばレッドガルド家に匿われて、そのまま内部で情報を抜いてやろうと思っていたの。ところが何故か、こんな森に連れてこられて……色々と計算違いだったけれど」


……やっぱり、という気持ちもある。今までフェイもラオクレスも、それを警戒していたから。けれどそれと同時に、ちょっと寂しい気持ちもある。裏切られたような気持ち、と言うには、あまりにも短い関係だけれど。


「な、なあー、答え合わせはスッキリするからいいんだけどよ、クロアさん、それをここで言っちまっていいのか？」


「ええ。どちらにせよ、任務は失敗。坊やの魅了に失敗してあなた達に怪しまれて、簀巻きにされちゃってる時点で、ね」


クロアさんはフェイに対してちょっと嫌そうな顔を向けてから……今度は僕をちょっぴりじっとりした目で睨んだ。


「……ねえ、トウゴ君。あなた、ただの初心な坊やに見えて、さてはとんでもない魔力持ちね？　魅了が全然思った通りにいかないんだもの。効いてはいるはずなのに、何なら初めに出会った時から手ごたえはあるのに、何故かひたすら絵を描く方にしかいかないし……」


「ええと、ごめんなさい」


それは多分……魅力的なものは描かなきゃいけない、って、思っているからだと思う。ごめん。


「全く。とんだ食わせ者の坊やだわ。手頃なウサギちゃんが居るから甘い罠にかけてやろうと思ったら、罠はいつの間にか破られているし……いえ、そもそもあなた、普通の規格の罠じゃ、捕まえられないのね。するっと抜けていくみたい。全く、ウサギちゃんじゃなくてウナギちゃんだわ」


クロアさんはそう言ってため息を吐いた。


……いや、あの。ウナギちゃんって。ウナギちゃん、って。ウサギちゃんも嫌だけれどさ……。






「……まあ、いいわ。今回の雇い主は金払いが良くないし、品も良くないし、頭も悪いし。話していて楽しい相手じゃないしね。ここらで適当に逃げてやるのが一番かもね」


クロアさんはそう言うと、ふう、とため息を吐いて、ハンモックから降りた。


「じゃあ、そういうことで。ごめんなさいね、お騒がせして」


そしてそのまま、歩いていってしまおうとするので……。


「ま、待って！」


思わず、クロアさんの手を掴んで引き留める。すると、きょとん、とするクロアさんの周りをどんどん馬が固めていって、クロアさんが逃げられないようにしてしまった。ありがとう、馬達。


「あの……任務はさておき、もう少しここに居てくれませんか？」


僕がそう言うと、クロアさんはいよいよぽかんとして……けれどすぐ、笑いだす。


「駄目よ。本当に危機感の無い子ね」


「だって、まだ描きたい……」


僕、まだクロアさんを満足いくまで描けていない。水彩画でしっかり描きたい。森っぽくなった表情のクロアさんが森の中に居るシーン、ちゃんと描きたいんだ。


「……ごめんなさいね。私、ここに居たら駄目になりそうだから」


けれど、クロアさんは困ったような顔で笑う。


「ここに居たら、仕事、できなくなっちゃうわ。密偵として生きるなら何も思わずに花を踏み潰せるようでなくちゃいけないのに……死んでいた心が、また起きちゃいそうで」


そう言うクロアさんの表情は、なんだか寂しそうで、見覚えがある。……ああ、あの時だ。クロアさんが、『私に森は似合わないから』って言った時。あの時の表情と、一緒だ。


「なら密偵の仕事やめてここに住みませんか？　きっと、あなたは森暮らしにも向いていると思う」


クロアさんは、森が似合わないことに寂しい顔をする人なんだ。それってつまり、森に居たい、っていうことなんじゃないかな。寂しげなクロアさんを見ていたらなんだかたまらなくなってしまって、そんな提案をする。……けれどクロアさんはくすくす笑って、首を横に振った。


「それも駄目。密偵の仕事、すごく稼ぎがいいんだもの。私、森も好きだけれど、お金も好きなの」


そう言いながら、クロアさんは周りを見渡す。


足元の花。馬の群れ。その向こうにある家と、更にその向こうに広がる森。そして空。


そういったものを見渡して……クロアさんは、ちょっと目を伏せた。


「お金を使う生活も、私の『心の餌』なのかもしれないわ。或いは、心の毒なのかも。一度食べてしまったらもう戻れないのよ。なのに……ここに居たら、お金も森での穏やかな暮らしも、どっちも欲しくなっちゃうから」


「なら、どっちも手に入れればいい！」


お金も森も欲しいなら、どっちも手に入れたっていいじゃないか。どちらか片方しか駄目だなんて、そんなのあまりにも悲しい。


「あの、森暮らしをしながら、密偵の仕事を辞めて、でも、お金が稼げる方法があるんですよ」


なので……僕は、提案する。


「僕にモデルとして雇われるっていうのは、どうですか？」


僕がそう言った途端、クロアさんは目を丸くした。ラオクレスも目を丸くした。フェイはけらけら笑いだした。


僕、幸いにも、お金には困らない。宝石を描けばそれだけ、お金は使い放題だ。僕は特にお金を使う必要が無いけれど……もしお金を使うところがあるとするならば、それはきっと、モデルさんを雇うためなんだと思う。


「雇う、って……え、ええと、私は高いわよ？　あなた、お金持ってるの？」


「それなりには……ええと、ちょっと待ってね」


家へ戻って、お金の袋を持って戻る。フェイに宝石を売ってきてもらってクロアさんの日用品に充てた残りもここに加わっているので……金貨がたっぷり詰まっていて、ずっしり重い。袋をクロアさんに渡して、これで足りますか、と聞いてみたら、「嘘でしょ……」と、クロアさんが気の抜けた声を上げる。どうやら足りそうだ。よかったよかった。


金貨の袋を持ったまま、なんだか迷うような顔になってしまったクロアさんの手をとって、僕はクロアさんの瞳を真っ直ぐ見つめる。


「僕、あなたに一目惚れしてしまったんです。だからちゃんと、納得がいくものを描きたい。これで終わりなんて絶対に嫌だ。あなたが森に住んでモデルとして雇われてくれるなら、僕、あなたのために家を建てます。町に出たいなら馬達が乗せてくれると思うし……」


どうにか、どうにかオーケーしてほしくて、僕は思いつく限り、森と僕のアピールポイントを列挙していく。頑張れ、僕の語彙。


「馬達に頼めば、いくらでも森の綺麗な場所に連れて行ってくれますよ。ここ、もう少し前の季節にはまた違う花が咲いていたんです。季節ごとに違う森が楽しめるんじゃないかな。もう少し暑くなったら毎日水遊びしてもいいし、綺麗な水辺を探してもいいし。それから、秋になったらきっと紅葉が綺麗です。紅葉狩りしながら落ち葉で焼き芋焼きましょう。ああ、もし雪が降ったらかまくら作りたいな。中であったかいミルクティー飲んだらきっと楽しい。雪景色の森もきっとすごく綺麗で……あ、ええと、それから、そうだ。服や宝石が欲しければいくらでも用意します。後は……」


「ま、待って。待ってね。あなた……ええと……」


クロアさんは僕の言葉を遮ると、額を押さえて唸って……そして、ちょっとじっとりした目で僕を見て、言った。


「ただの可愛い坊やだと思っていたのに……。ほんと、食わせ者の坊やだわ」


……可愛い坊やから食わせ者の坊やに格上げされてちょっと嬉しい。










クロアさんはとりあえず、『あと一か月はここに居ることにする』ことになった。その後のことは……ゆっくり考える、って。


「まあ、即決はできねえだろ。いきなり生き方変えちまうんだからさ」


「むしろ即決するようなら怪しむべきだな」


「うん」


フェイとラオクレスと話しながら、僕は窓の外で馬と遊ぶクロアさんを見ている。クロアさんは悩んでいたのだけれど、馬達にずいずいやられて、一緒に水遊びすることになったらしい。そして今は馬と遊びながら、ちょっと安らかな笑顔を浮かべている。


「密偵が裏の世界から抜け出そうとするなら、それなりの覚悟は必要だろうな。一度任務に失敗したなら、信用を失う。更に依頼主を裏切って裏の世界を抜けることにするなら、それは永遠に密偵としての信用を失うということになる」


……そっか。僕は単純に考えて『ここに住まないか』とか『僕が雇う』とか言ってしまったけれど、それってクロアさんからしてみたら、自分の職業生命の終わりなのか。それは……うーん、もし、クロアさんが今の職を気に入っているのなら、迷うだろうな、と思う。


「まあ……でも、いいんじゃねえの？　クロアさん、どっちみち元の生活には戻れねえだろ。死にかけの心が生き返ったっていうんなら、元の仕事は辛いと思うぜ」


……それ、僕のせいだよね。どうしよう。僕がクロアさんの選択肢を奪ってしまった。もっと慎重に、事を進めるべきだったかもしれない。


「ま、いいんじゃねえの。トウゴのおかげだ」


けれどフェイは、そう言って僕の背中を軽く叩く。


「ぼくの『せい』じゃないかな」


「ああ。『おかげ』だろ。だってクロアさん自身、森での穏やかな暮らしも魅力的だっていう考え方なんだろ？　だったらいいじゃねえか。な？」


……そうだろうか。自信はない。というか、他人のことを完璧に慮れているなんて驕る気にはなれない。でも……ずっと分からないふりをしているのも、不誠実だと、思うから。


「……これから色々、心の餌、食べてもらいたい」


「お。いいじゃねえか。餌付けだ餌付け。クロアさんに餌付けしちまえ！」


餌付け。……なんとなく、クロアさんがひよこみたいにぴよぴよしてる様子を想像してしまった。


「まあ……折角だ。クロアを雇うなら、それはそれでいい選択だと思う。モデルはさておき、腕のいい密偵が一人居れば何かと助かることも多いだろう」


うん。僕もそう思う。クロアさんは……多分、僕らに足りないものを持ってる。だから、沢山助けてもらえるだろう。


「それに、雇えばずっと描き放題だ」


そして何より、クロアさんを雇ってクロアさんにここに居てもらえれば、描き放題だ！　あんなに綺麗な人を、描き放題！　これから心の餌を沢山食べて、ますます綺麗になっていくクロアさんを、描き放題！　……なんて魅力的な話だろう！


「雇われてくれるといいなあ……」


僕は窓の外、笑い声を上げながら馬と戯れるクロアさんをしばらく見ていた。


どうか、あの人がモデルになって雇われてくれますように！







＊陰謀


それから毎日、クロアさんを勧誘する日が始まった。……主に馬が。


「きゃっ、ちょ、ちょっと！　引っ張っちゃ駄目よ！　もう、いけないお馬さん達！」


馬達は僕らの事情を知っているんだかいないんだか、クロアさんを森の一員として迎え入れるべく、今日もクロアさんを引っ張って森の名所案内に励んでいる。


……馬達がご迷惑ではないですか、と、クロアさんに聞いてみたところ、「迷惑？　そう思うならもう逃げてるわ！」とのことだったので、止めないことにした。……まあ、クロアさんも割り切って、ひとまず一月の森暮らしを楽しもうとしているらしいので、よかったよかった。


……というある日、僕らは揃って、フラメリアの町へ行く。何故かって、クロアさんの日用品を買いこむためだ。今まではフェイが買ってきてくれていたけれど、まあ、クロアさんをストーキングする人は居なかったんだということが分かったので、なら、彼女自身がお買い物したいかな、と。


「お代金は全部僕が持ちますので」


「……こう言われても無駄遣いしてやる気にならないのは初めてだわ」


えっ、なんで!?　やっぱり、僕が頼りなく見えるからだろうか？　こんなことでクロアさんに満足してもらうことってできるんだろうか？


……と考えて、しょんぼりしていたところ、クロアさんはくすくす笑って僕の鼻を指先でちょこんとつついた。


「心配しなくても大丈夫よ。贅沢する気にならないのはね……多分、もうお腹いっぱいだからだわ」


「……おなかいっぱい？」


「心が、ね？」


……あ、そ、そうか。うわ、どうしよう。なんだかとても嬉しい。そっか、クロアさん、森暮らしでちょっと満たされるものがあったのか……。それで、贅沢する気がちょっと失せてる、と。成程……嬉しい！


無駄に贅沢する気はあんまり無いらしいけれど、それはそれとして食料品店に入っていくクロアさんを追いかけつつ、ふと、思う。


「……それにしても、クロアさんって僕が考えてること、分かるんだなあ」


「密偵ならこの程度はできて然るべきだろうな。……それに、お前は考えていることが分かりやすい。大抵、顔に出るだろう」


ふと零したら、ラオクレスが呆れたような顔で僕を見ていた。……まあ、そうですか。


「僕……あんまり顔に出ない性質だって、よく言われてたんだけれどな」


「お前がか？」


「うん」


ラオクレスは『信じ難い』みたいな顔で僕を見ている。そんなにか。


「何を考えているのか分からなくて気味が悪い、とも言われたことがある」


「……誰が言った、そんなこと」


「親」


事実を述べてみたところ、ラオクレスは少し表情を曇らせて、そうか、とだけ言った。……結局、僕は分かりやすい奴なんでしょうか。それとも、分かりにくい奴なんでしょうか……。






クロアさんはお財布持ちの僕と荷物持ちのラオクレスを従えて、あれこれ買い物を楽しんでいるらしかった。茶葉を一缶。ジャム瓶三つ。クッキーにバターケーキ。そういった嗜好品の他、ハムやチーズも買い足して……それから、『久しぶりにやってみようかしら』なんてクロアさんは笑いながら、刺繍の道具を一揃い。うん。いいと思うよ。


クロアさんが楽しんでくれて何よりです。でも『トウゴ君に似合いそう』って見てたショーウィンドウにあったの、ドレスでしたよね？　僕はもうドレスなんて着ないぞ！


……と、まあ、こうして僕らは彼女のお買い物をそれなりに興味深く見学させてもらっていたのだけれど……見学できないお店も、ある。


「……トウゴ君も一緒に入る？」


「入りません」


何のお店か、って言ったら、その……下着屋さん。繊細なレースや艶やかなリボンがドアの奥にちらりと覗いていて、もう、僕はそれだけで回れ右の気分です。


「ふふ、じゃあ悪いけれど、ちょっと待ってて頂戴ね」


「どうぞ、ごゆっくり」


僕らは店内に入りません、の意思表示の為にお店の横でラオクレスと並んで立っていると、クロアさんはくすくす笑いながらお店へ入っていった。


「……ラオクレスもこういうのは、気まずい？」


「……まあな」


「そっか……」


なんとも言えない会話をしながら、クロアさんが出てくるのを待つ。なんだかなあ。


……そうしてクロアさんを待ちぼうけしつつ通りの様子を見つめてぼんやりしていたら、ふと、目の前に馬車が停まる。ここのお店に来たお客さんかな、と思って、ドア横からもう少し離れて待っていると……馬車から降りてきたのは男性で、そして、お店ではなく、僕に向かって歩いてくる。


「トウゴ・ウエソラ様ですね？」


……名前を、呼ばれた。びっくりして一歩後退ったら、さっ、と、横からラオクレスが入って来て僕を背中に庇ってくれた。


「何の用だ」


男性はラオクレスの姿に少し恐れを抱いたらしくて、少し躊躇った様子を見せた。


「用件を言えと言っている。……トウゴ・ウエソラに何の用だ」


ラオクレスが少し凄むと……相手は何か、証文みたいな紙を見せながら喋った。


「貴殿を専属魔導士に所望しているお方がいらっしゃいます。どうぞ、我々と共にお越しください」


「え、どこに？」


「……とあるお方の邸宅です。何、悪いようにはいたしませんとも。……ほら」


男性は、僕らの目の前で懐から袋を取り出すと……その中身を出して見せてくれた。それはどうやら、金貨や宝石、らしい。


「これが報酬です。前払いでこれだけ出ますよ。いかがですか？」


いや、どうだ、と言われても……。


「あの……僕、そういうの、興味が無いので……行きません」


なんだか怖いなあ、なんでこの人達、僕の名前知ってるんだろう、なんて思いつつ、ラオクレスの後ろに隠してもらう。するとラオクレスは心得たとばかり、僕を後ろに庇ってくれた。


「そういうことだ。悪いがそちらの主人には『トウゴ・ウエソラは行かない』と伝えてもらおう」


そしてラオクレスは、さっさと帰れ、とばかりに目の前の男性を睨みつけるのだけれど……。


「なら、力尽くにでも来ていただきます」


唐突に、目の前の男性がそう、言った。……すると。


ずるり、と、僕の足元で何かが動く。なんだ、と警戒するよりも先に……ぬめる何かが、僕の足首を、太腿を、そして腰を、瞬く間に搦め捕る！


見れば、僕のことを……地面から生えた真っ黒なタコの足みたいなものが、捕まえていた！






「トウゴ！」


ラオクレスが僕に手を伸ばすけれど、それより先にタコの足が動く。ひょい、と僕は持ち上げられて、そのまま、停めてあった馬車の方へと投げられてしまう。


何の支えも無く体が宙に浮いてそのまま落下する感覚にぞっとすると、僕は馬車の中から出てきた男の人達にキャッチされて、そのまま、馬車の中へと引きずり込まれる。


「は、放して！」


逃げなきゃ、と思って暴れるけれど、大人しくしろ、と数人がかりで押さえ込まれて、更にそのまま、手も足も縛られてしまった！


「よし、馬を出せ！」


そのまま、馬車が動き出す。僕は馬車からなんとか出ようとしたけれど、やっぱり数人がかりで捕まえられてしまって、もう身動きが取れない。嫌だ、ともがいていたら、お腹を一発、殴られてしまった。ぎゅ、と、重い苦しさがせり上がって来て、遅れて、鈍く痛む。咄嗟に身動きができなくなってしまって、そうしている間にも、馬車はもう、動き出していて……。


「トウゴ！」


……けれど、僕には、護衛が居る。


ひゅ、と何かが飛んできて、馬車の幌にぶつかった。幌はそれを撥ね返したけれど、さらに続けてまた何かが飛んできて……ゴッ、と鈍い音がして、続けて、人の呻き声。馬の嘶き。そして……ズバリ、と音がして、馬車の幌が切り裂かれた。


幌の切れ目から見えたのは、割れた瓶とジャムが散乱する地面と、倒れた御者の人。それから、僕に最初に声を掛けてきた男性も地面に伸びていて、そして……剣を携えてその目を怒りに見開いて、こちらへ迫ってくるラオクレスの姿！


「な、なんだあいつ！」


「おい、なんで止まった！　追いつかれる！」


「駄目だ、御者がやられてる！」


「じゃあお前がやれ！　とにかく逃げれば勝ちだ！」


僕を押さえていた人達はわあわあと騒ぎながら、大慌てで馬車から出て、それぞれに武器を手にラオクレスへと向かった。


ラオクレスは少し顔を顰めると、剣を構え直して……合計五人の人と、対峙する。


……そうこうしている間に、また、馬車が動き出す。馬が嫌々ながら歩を進めるのを、ラオクレスは追ってこようとするのだけれど、彼の進路を塞ぐように五人の人達がラオクレスに襲い掛かっていく。いくらラオクレスが強くても、五人と同時にやり合うなんて無茶だ！　


けれどラオクレスは剣を大きく振って一気に二人から血を流させると、立ちふさがる人を一人体当たりで無理矢理倒しながら、馬車に向かってやってくる。


……その間、僕だって何もしないでいたくない。僕は芋虫みたいにうにうに体を動かして移動して、ころころ転がって馬車の前方へ向かって……そして。


「待って！　止まって！　お願い！」


馬車を牽く馬に、そうお願いしてみた。天馬や一角獣なら、僕の話を聞いてくれるから。……でも、馬車を牽く普通の馬には人間の言葉が通じないらしい。何も気にせず、馬は早足に進んでいく。


「お、おい、ガキ。大人しくしてろ！」


馬が駄目なら、御者だ。僕は、僕を見て慌てた御者の人が僕の口を塞ぎに来たのを見て……その手に、思いっきり噛みついた！


「いてっ！　くそ、何しやがる！」


手に僕の歯形がついた御者の人は、僕の頬を思い切り殴った。けれど、殴られたくらいがなんだよ。まだ僕は抵抗できる。抵抗しなくちゃいけない。


僕は縛られた手でなんとか、御者の手から手綱を奪い取ろうと頑張る。けれど上手くいかなくて、そうこうしている間にお腹を膝で蹴られてしまった。


ぐ、とくぐもった呻きが漏れる。続いて、強い苦しさと吐き気、続いて痛み。……更にもう一度やられて、息ができなくなる。


「このガキ！　大人しく、連れていかれろ！　それができねえなら、ここで死ぬか!?」


御者の人が僕を殴る。体を丸めて、なんとか急所を守ってやり過ごそうとして……そして、馬がスピードを落とすのを、横目で見ていた。御者の人が馬を急かすよりも僕を殴る方を頑張っているおかげで、少しずつ、馬は速度を落としている。


……そして。


ヒュッ、と風を切る音がしたと思ったら、御者の人が呻いて、倒れる。更に。


「トウゴ君！　大丈夫!?」


クロアさんが、空から降ってきた！


彼女の長い綺麗な脚が御者の人を蹴り飛ばして馬車から落として、彼女はサッと手綱を引いて馬達を止める。


「く、クロアさ……」


……僕は、なんというか、もう、言葉が出なかった。殴られて苦しくて言葉が出なかったのもそうだし、安心してしまって言葉が出なかったのもそうだし……何より。


「ああ、酷い！　殴られたの!?　大丈夫!?」


僕を抱き抱えるようにして手足の縄を解いてくれているクロアさんは。クロアさんは……。


……太腿までの、薄布でできた、ワンピース姿で……そういう、下着みたいな格好をしていた。いや、もしかしてこれ、こういう下着なのかな……。


あの。お願いですから、僕の縄より先に、クロアさん、服、着て……。










とりあえず、クロアさんには服を着てもらった。御者の人の服を脱がせて着ていた。文句は言いません。クロアさんが下着みたいな恰好で居るよりは、御者の人が下着姿の方がまだいいよ。


……どうやら、クロアさんは下着屋さんからそのまま飛び出してきて、家の屋根の上を走って馬車に追いついて、屋根から飛び降りて御者台に着地した、ということらしい。プロの密偵さんってすごいなあ……。ちゃんと観察して、描きたかったなあ……。


「全く、酷い事する奴らだわ……トウゴ君、大丈夫？　痛くない？」


「うん……平気。大丈夫」


殴られた頬が少し腫れているようだったし、口の中が切れたのか、鉄っぽい味がする。お腹もなんだかまだ鈍く痛いけれど、でも、それだけだ。まあ、すぐ治るよ、これぐらいなら。


……そう。僕は、そんなものだった、のだけれど。


「……トウゴ、無事か」


「僕は無事だけれど、ラオクレスは……」


「大した傷じゃない」


……ラオクレスは、血を流していた。左腕と、あと、脇腹や太腿からも。左腕の傷が多分、一番深くて、前腕にざっくりと刻まれた傷を押さえている布には、じわじわと赤い染みが広がっていく。


「あなた、一人で何人やったの？」


「最終的には九人だ。……二人、隠れていたのに気づかなかった。それでこのザマだ」


どうやら、ラオクレスは僕が最後に見た時から更に二人と戦っていたらしい。……僕がクロアさんに縄を解かれている間に、その二人を倒しているのを見た。


「五人に囲まれてた時に左腕をやられてたわね」


「見ていたのか」


「そりゃあね。あなたが敵を引きつけているのを確認できたから、私は馬車へ向かえたわけだし」


クロアさんはプロらしくそう言うと……ふと、ため息を吐いた。


「すごかったわね、あれ。首への攻撃を、左腕を切らせてでも防ぐ、だなんて。良い度胸だわ」


「……元々は盾を使う性質だからな」


「ああ、それでなの。成程ね、考えたんじゃなくて、咄嗟に動いた、っていうことかしら。それにしても、それができちゃうのはすごいと思うけれど」


クロアさんはそんなことを言いつつ、ラオクレスの傷を見て……眉を顰めた。


「結構深いわね。骨までいっちゃってるわ」


「……まあ、腕一本で済むなら安いものだろう」


ラオクレスはそう言って渋い顔をしている。多分、痛みに耐えている顔だ。


……酷い怪我を負って、浅く呼吸をしながら、いつもより血の気の無い顔をしている彼を見ていると、その、どうにも……どうにも、怖くなってくる。心配、とか、不安、とか。そういうものが交ざって、もっと大きな、喪失感にも似た恐怖になる。


「ひとまず……レッドガルド邸に行きましょうか。あそこだったら、手当もできるでしょうし」


クロアさんがそう言うのとほぼ同時。空からは、ばさばさ、と羽音が聞こえ始める。上を見上げれば、騒ぎを聞きつけてやってきたらしいフェイとレッドドラゴンの姿があった。






レッドドラゴンにラオクレスを乗せて運んでもらって、レッドガルド家へ。大慌てのフェイと一緒に客間の一つにラオクレスを運び込んで……そこで、ちょっと迷ってから、やっぱりクロアさんにはご退席頂くことにした。すぐ終わるから待っててね、と、ドアの外で待っていてもらう。


……未だに血を流しているラオクレスには、楽なように座ってもらう。彼は床の上に胡坐で座って、僕が何をしようとしているのかよく分からないような顔で居たのだけれど……。


「……描く気か？」


「うん。馬達やフェイも、描いて怪我を治したことがあるから。多分、大丈夫」


僕が画材を出したら、僕が何をしようとしているところか分かったらしい。ラオクレスは少し戸惑いながらも、いつもモデルとしてやっているように、姿勢を固めて動かなくなる。ありがたい。


怪我人に無理はさせたくないから急いで描く。ラオクレス自体はもう何回も描いているから大体の形は頭の中に入っていて、あとは、それを手早く画面に落とし込んでいくだけ。筋肉の盛り上がりも皮膚の張り方も、手早く描けた。練習の成果だ。


後は、馬やフェイ相手にやったのと同じだ。怪我をしていない状態で描く。健康な姿で。だから、傷なんて無いし、肌には血の気がちゃんと見て取れて、あと、眼光が鋭い。怪我をして弱ったラオクレスよりも、幾分強めに表情をつけて……。


「できた！」


よし、これで完成だ、と思うと同時、絵がふるふる震えて、きゅ、と縮まって……ふわ、と、ラオクレスに纏わりつく。ラオクレスは驚いていたけれども、彼が自分の体を確認する頃にはもう、傷は全部、綺麗に消えていた。


……ああ、よかった。






そうしてラオクレスの治療が終わって、クロアさんにも部屋の中に入ってきてもらった。クロアさんは怪我の治ったラオクレスを見て驚いていたけれども、僕が何かした、ということしか分からないらしくて、只々首を傾げていた。


「クロア。今回のこいつらは、お前が引き寄せた奴らか」


そしてクロアさんを見るなり、ラオクレスはクロアさんをぎろりと睨んでそう言う。元気になったらこっちが気になり始めたらしい。


「違うわ。……ごめんなさいね、正直、こいつらがどこの奴らか、私も分からないのよ」


そして一方のクロアさんは、表情を曇らせてそう答えた。


「まあ、私の雇い主も、私が失敗したら即座に力尽くでトウゴ君を奪う作戦に切り替えるみたいだったけれど、それにしたって、私が持ち帰った情報を基にもう少し賢く立ち回ったでしょうし……どこの家の者かしらね。全く。あの医者もどこかと繋がってた、ってことかしら」


「え？　医者？」


なんで医者？　と思って聞くと、クロアさんはくすくす笑う。


「あら。私、お医者様の助手として、あなたの診察に同行していたのだけれど。気づいてなかった？」


……言われても、全く分かりません。いや、だって、あの助手さん……クロアさんとは別人に見えたけれど。え、ええと、変装していた、っていうこと、なんだろうか。すごいなあ、プロは。


「私は当然密偵だし、あの医者も……まあ、大方、どこかに買収されてるんでしょうね。それで、診察で知り得た情報をどこかに流しているんだと思うわ」


「マジかあ……やだなー」


フェイはげんなりとした調子でそんな声を上げて、手近なソファにぼふんと座った。気持ちは分かる。お医者さんに裏切られるって、その、結構、怖いよね。


「まあ……そういう訳で、トウゴ君が狙われたのはきっと、トウゴ君の診察結果を知っている相手、っていうことでいいと思うわ。膨大な魔力を持っている子がレッドガルド家で保護されている。そういう情報があれば……トウゴ君をレッドドラゴンと結びつけるのは簡単でしょうね」


クロアさんの言葉を聞いて、僕ら全員、どうしたものか、と頭を悩ませる。……いや。


「あの、僕、当分は森から出ない方がいい？」


「は？」


「そうすれば、皆に迷惑掛けないよね」


別に、どうこうする必要は無いと思う。いや、勿論、この家に出入りしているお医者さんが情報漏洩しているっていうことなら解雇や処罰が必要だとは思うし、それ以外でも、既にフェイやラオクレスが被っている迷惑を払う必要はあるだろうけれど……相手が僕を狙ってきているっていうのなら話は簡単で、僕が森の奥でじっとしていればいい、っていうことではないだろうか。


「ところがねえ、トウゴ君。そうもいかないのよ」


……と思っていたのだけれど、どうやら駄目らしい。クロアさんはため息を吐いて、ふと、表情を引き締めた。


「……そろそろ私も覚悟を決める時ね」


何のだろう、と思ってクロアさんを見ていると……彼女は、言った。


「決めたわ。私、雇い主を裏切ってトウゴ君に雇われます」






突然の決定に、僕は驚いた。僕だけじゃない。フェイも、ラオクレスも驚いていた。


「……本当にいいの？」


「ええ。本当に決めたのよ」


「元の仕事は？　嫌な仕事じゃなかったんですよね？」


「まあ……嫌ではなかった、というか、嫌に思わないように変わってしまった、というかんじかしら。それに、嫌でなくとも、特段好きでもなかったし」


そ、そっか。そういうものなのか。だとしたら……クロアさん、今まで随分と辛かっただろうな、と思う。


「それに、どうせあと十年もすれば、私は密偵の仕事をやっていけなくなるもの」


「えっ、なんで？」


「若くなくなるからよ。若くて美しい女だからこそ魅了の魔法が使えるの。齢をとったら、その時点でこの仕事はもう終わりね」


……厳しい世界だ。こんなに綺麗な人なんだから、きっと齢をとっても綺麗だと思うんだけれど、やっぱりそうはいかないのかな。


「だから……まあ、どのみち、どこかでは生き方を変えなきゃいけなかったのよね。今更、真っ当な仕事に就けるとも思ってないし、だから……まあ、どこかで野垂れ死ぬか、誰かに刺されて死ぬかのどちらかだと思っていたのだけれど」


「えっ」


死なないでほしい！　勿体ない！


「……まあ、『死ぬ気だったわよ』って言ったらそんな顔しちゃう坊やだもの。あなたの側について、森でのんびり過ごすのも悪くないかもしれないわ」


クロアさんは僕の顔を見て笑う。その笑顔は、大分、森っぽかった。……かと思ったら、ふと、クロアさんは森っぽくない、都会派な笑顔を浮かべる。


「ということで早速、私の雇い主様にご進言よ」


あ、はい。僕も姿勢を正して、クロアさんの言葉を待つと……。


「私の元の雇い主は、ジオレン家。奴らはレッドガルド領の密猟者を支援して、ユニコーンの角やペガサスの羽を手に入れていた連中でもあるわ」


……とんでもない事を教えられてしまった。






「な、なんだとぉ!?　貴族が!?　密猟者の支援!?」


「そうよ。……あら、別に珍しい話じゃないけれど」


フェイにとってもこれはとんでもない話だったらしくて、うええ、なんて声を上げながら、フェイはますますソファの上にぐってりしてしまった……。


「そして……今のジオレン家の目的は、レッドドラゴン。その為に情報を盗み出すよう、私を雇ったの。私が流した情報は主に三つ。一つは、レッドガルド家には膨大な魔力を抱えた少年が保護されていること。もう一つは、その少年はレッドガルドの精霊の森の奥でペガサスやユニコーンに囲まれて過ごしていること」


……成程。僕が森に住んでいることって、もうとっくに相手に知れ渡っているのか。そうだよね、クロアさんを森に連れて行った時点で、そうだよね……。


「そして最後に……トウゴ・ウエソラ少年は、最近、奴隷を買ったこと。その奴隷は……かつてゴルダ領主に仕えていた騎士で、ゴルダ領主殺しの犯人だ、っていうことよ」


「……俺の情報、か？」


クロアさんがそう言うと、ラオクレスは困惑する。まさか自分の話題になるとは思っていなかったんだろう。


「ええ。……悪いけれど、あなたのことを調べさせてもらったわ。バルクラエド・オリエンスさん？」


クロアさんの言葉に、ラオクレスは目を見開く。……バルクラエド・オリエンス、さん。多分、これがラオクレスが『捨てた』っていう、彼の本当の名前なんだろう。


「風貌を見れば、元騎士だっていうことはすぐに分かるわ。それでいて殺人歴があって犯罪奴隷。まあ、調べれば分かっちゃうわね。それで最後に、あの剣がある店の前をわざと通って、剣に反応するあなたを見て答え合わせもできちゃった」


「……そうか」


ラオクレスは苦い顔で頷く。ちょっと後悔が滲んでいる表情だ。……あれがラオクレスの情報を抜き取るためのクロアさんの作戦だったなんて、僕も思わなかったよ。気にしなくていいと思うよ。


「だが、何のために俺の情報を手に入れた？」


「……ペガサスやユニコーン、そしてレッドガルド家や屈強な護衛にまで守られている少年を捕まえたいなら……人質をちらつかせて、無抵抗に出てきてもらうのが一番いいじゃない？」


ラオクレスの質問にそんなことを返して、クロアさんはちょっと冷たい目を地面に向ける。


「でもね。不思議なことに、トウゴ君自身の縁故は調べても何も分からなかったわ。これじゃあトウゴ君の人質は取れない。……だから奴ら、トウゴ君が大切にしている護衛に目をつけたの」


クロアさんの静かな声を聞いて、ラオクレスは何か、徐々に焦りのようなものを見せる。


「インターリア・ベルシュ。……この名前に、心当たりはない？」


そして、クロアさんの言葉を聞いて、いよいよ、ラオクレスは青ざめた。










その後、僕らは森へ帰った。フェイの家に泊まるのは何かと危険かもしれない、ということで。


その日の夜も、僕は自分の部屋の中、ひとまず画材を出したのだけれど……絵を描くにもなんとなく集中できなくて、仕方なくまた、画材を片付け始める。珍しいな、と、自分でも思う。


仕方がないからもう眠ろうかな、でも、眠れるだろうか……と、迷っていると、ふと、ドアがノックされる。


「……寝るところだったか」


ドアを開けると、立っていたのはラオクレスだった。彼は気まずそうにそこに居るばかりなので、僕はひとまず、彼を部屋に招き入れる。


僕がさっきまで座っていた椅子をラオクレスに提供して、僕はベッドの縁に腰かけて、ラオクレスが何か喋るのを待っていた。けれど、彼は中々喋らないので……。


「あの、さ。ラオクレス。僕、ちょっと考えていたんだけれど……クロアさんが言っていた、インターリア・ベルシュさん、のこと」


だから代わりに、僕が喋る。僕が絵にも集中できないくらい落ち着かない原因はこの話だし、きっと、ラオクレスもこの話をしに来たんだろうから。


「……ああ」


ラオクレスは少し驚いたようでもあったけれど、落ち着いて頷く。


「多分、僕、あなたが人質に取られたら、動けなくなっちゃうと思う」


「……だろうな。お前はそういう性質に見える」


ラオクレスの人質になる人がどういう人か、僕は知らない。けれど、それが人質になるくらいにはラオクレスにとって大切な人なんだっていうことくらいは、分かる。そして僕は、大切な人の大切な人が人質に取られてしまったら……まあ、動けないと思う。


「その時は俺が戦う」


……僕がそんな調子なのに、ラオクレスはきっぱりと、そう言った。


「誰を人質に取られていようとも、お前を優先する。それを伝えに来た。何も心配することはない」


迷いが全く無いわけじゃ、ないと思う。けれど……どうやら、ラオクレスは、そういう結論を出した、らしい。


「……ラオクレスにとって大切な人、なんだよね。その人は」


「……同僚だ。かつての主の下で、共に騎士を拝命していた」


確認のために聞いてみると、ラオクレスは苦り切った顔でそう、答えた。……大切な人、なんだろうなあ。それくらいは、彼の顔を見れば分かる。


「お前は、インターリアが殺されることを良しとしないのだろうが……奴隷の人質程度に気を払わなくていい。人が傷つく様子に一々心を痛めなくていい。お前を守る者がどうなろうとも、ただ、守られてくれた方が、余程……」


そこまで言ったラオクレスは言葉を途切れさせると、深々と、ため息を吐いた。


「……それができないから、お前はお前なんだろうな」


そうだね。多分、そうだ。僕は僕で、こういう考え方しかできない生き物なんだ。優しいというよりは臆病で、何なら卑怯なのかもしれない。けれど、僕は、こういう奴なので。


大切な人を犠牲にしてまで助かりたいとは思えない。どうせ助かるなら、皆で助かりたい。もしどうしても犠牲にしなくちゃいけないんだとしたら、その時はせめて、自分がいい。


……けれど、ラオクレスもまた、僕と同じように考えている『優しい』人だっていうことも、知ってる。だからこそ、彼は僕に傷ついてほしくないんだろうな、ということも、分かってる。


「ねえ。何か、無いかな。僕もあなたも無事で居られて、その、インターリアさんも、助かるような手段。何か、無いだろうか」


ラオクレスは答えない。そんなものは無い、と言わんばかりの不動の構え。……なので。


「……クロアさーん」


僕は、部屋のドアを開けて、クロアさんを呼んでみた。


「はーい。なあに？　トウゴ君」


すると、すぐにクロアさんの声がして、ひょこ、とクロアさんが顔を出す。


「僕らの話、聞いてた？」


そして僕がそう聞くと、クロアさんはにっこり笑って何も言わない。……はい。聞いてたんですね。なら話が早くて助かるよ。


「じゃあ、教えてほしい。僕、フェイもレッドガルド家もラオクレスのことも彼の人質も、クロアさんも、皆が無事に居られるといいと思うんだけれど……何かいい案、無いでしょうか」


「……そうねえ」


クロアさんはちょっと考えて、それから、ちら、とラオクレスを見て、それから僕を見る。


「一応、確認だけれど。トウゴ君。あなた、レッドドラゴンを召喚できる。これに間違いはない？」


……明かしてしまっていいのか、とも思ったけれど、正直、今更だな、とも思った。もうおおよそのところは分かってしまっているのだろうし、今更隠してもしょうがない。


「うん。フェイのレッドドラゴンを出したのは僕です」


僕が答えると、クロアさんは黙って頷いて……何か、考え始めた。彼女は考えをまとめる為にか、言葉をぽんぽん宙に浮かべていく。


「人質が、足枷、よね。なら、盗む……いえ、奴隷の首輪がある。なら、契約……脅す？　向こうを数人殺せば……」


……なんだかものすごく不穏な言葉が聞こえてくるんだけれど。どうしよう、心配になってきた。


「真っ当に行くなら……やっぱり、ドラゴン、かしら。それで、後のことは……うーん、なら、私が密偵のふりを続けて……」


クロアさんは唸りながら、考えて、考えて……そして、提案してきた。


「トウゴ君、ジオレン家のやつらに契約を持ちかけるのはどうかしら」






「人質がどうでもいいなら、幾らでもやりようはあるわ。でも、人質を助けたいっていうのなら、絶対に相手と取引しなきゃいけない。……だって人質は奴隷なんだもの。魔法の契約に縛られた、相手の所有物。ただ盗み出してくるって訳にはいかないわ」


うん。分かってる。……だからこそ、ラオクレスは人質の人を切り捨てようとしているんだ。


「その点、相手の目的ってレッドドラゴンなのよ。トウゴ君がレッドドラゴンを出してくれるのなら、引き換えに人質を解放することにも応じるでしょう。向こうはあわよくばトウゴ君をお抱え魔導士にしたいのでしょうけれど……そこは、一回限りの契約にすることを押し通すしかないわね」


「待て。トウゴを売れというのか」


クロアさんの提案は、早速、ラオクレスに遮られる。でもクロアさんは提案を翻すつもりは無いらしい。


「これが一番、被害が少ないと思うわ。それでいて確実ね。人質のことを考えるなら、トウゴ君がジオレン家を訪れて、そこでレッドドラゴンを召喚するのが一番いいでしょう。……トウゴ君はレッドドラゴンを出すまでは、絶対に殺されない。そこらの魔獣じゃない、もう絶滅してこの世に居ないはずの『幻獣』を呼び出せる召喚術師なんて、他に居ないもの」


「……レッドドラゴンを呼び出した後は？　その後トウゴが無事で居られる保証があるか？」


「まあ、口封じに殺されるってことは無いにしろ。幽閉してそのまま返してくれないかも。契約が終わってしまえば、それ以降はもう治外法権ってやつよ。まあ尤も、このまま放っておいたらそうなるわよ。ジオレン家は元々、トウゴ君を力尽くで攫う方針だったもの」


クロアさんの言葉に、ラオクレスが気色ばむ。絶対にそんなことさせない、というような表情で、けれど……クロアさんはにっこりと艶やかな笑みを唇に浮かべて、言った。


「……でもね。治外法権だって言うなら、こっちだって同じ事ができるのよ。……ねえ、トウゴ君？　あなた、腕のいい密偵を一人、雇っているのよ？」


「……へ？」


「私、一番得意なのは魅了だけれど、盗みもそれなりに得意よ。……トウゴ君と人質をジオレンから盗み出すくらい、できると思うわ」






それから、ラオクレスが悩んだ。しばらく、悩んでいた。悩んで、悩んで、彼は……やがて、僕に聞いてくる。


「トウゴ。お前はそれでいいのか」


「うん……それが一番良さそうだな、って、思ってるよ」


「……お前にはまず、クロアを信じるのか、というところから聞かねばならないか」


え、あ、そこから？　まあ、そうか。クロアさんがジオレンさん側に付くっていうのなら、僕ら、体よく売られちゃうところなのか……うーん。


「クロアさん、信じてもいい？」


「そ、それ、私に聞くの？　え、ええと、そうねえ……あの、提案しておいて何だけれど、正直、私みたいなのを信じるのは得策じゃないわよ？　勿論、私はトウゴ君に雇われてジオレンを裏切ってやる、って心に決めているけれど……証明しようがないものね。まあ、今後の働きを見て、ゆくゆくは信用してもらいたい、っていうところ、かしら……」


「そっか。心に決めてくれてるんだ。じゃあ、クロアさんを全面的に信じるということで……」


「……ねえ、トウゴ君。人の話、聞いてた？」


「だって他にやりようが無いし……」


うん。もしクロアさんに裏切られてしまったら、その時は……申し訳ないけれど、ジオレンさんの家の天井が崩壊する絵とかを描いて、なんとか脱出しよう。ほら。どうやら、僕がどうやってドラゴンを出しているのかは、知られていないようだし。まさか、描いた絵が実体化するとは、思われていないだろうし。後はラオクレスが居てくれれば、なんとかなる、と思う。


「……お前にこの質問をした俺が馬鹿だったか」


ラオクレスはものすごく頭が痛そうな顔をしてため息を吐いている。ごめん。


「それから、二つ目だが。……俺の人質の代わりに、お前が呼び出した魔物を犠牲にすることになる。それは、いいのか」


う。……それは……嫌、だな、と、思う。


ちゃんとした人のところになら、レッドドラゴンを出してもいいと思うんだ。今、フェイのところに居るレッドドラゴンはフェイにすっかり懐いて、楽しそうに過ごしているから。ああいう風に幸せに過ごせるなら、僕、幾らでもドラゴンを出すよ。


でも、そうじゃない人のところにドラゴンを出して、出したドラゴンが不幸になるようなことがあったら……それは、嫌だと思う。


それに……僕は、嫌な仕事の為に、絵を描けるんだろうか。


そもそも僕は……絵を、仕事にすることが、できるんだろうか。


……悩んだ。クロアさんを信用するかどうかはすぐ決められたけれど、これは……。


「まあ、そこはやりようだと思うわよ。ほら、契約を『ドラゴンを召喚する』っていう文言にしておけばいいんじゃない？　それで、いざ、ジオレンの奴がドラゴンを召喚獣にしようとし始めたら、そこでトウゴ君自身の召喚獣にしちゃうのよ。どう？」


けれど、僕が悩んでいたら、案外あっけらかん、と解決策が出てきてしまった。そ、そっか。そうだよね。成程、法の穴を突く、とは言うけれど、契約に穴を作っておいて、そこを潜り抜けられるようにするのか。うーん、流石、プロ……。


「……成程な。確かにお前なら、どんな召喚獣も魅了できる魔石が作れるのだったか」


僕が感心していると、ラオクレスはまた、じっと悩み始めて……そして。


「……盾をくれ」


「え？」


突然、そんなことを言い出す。


「剣の他に盾があれば、今日のような無様な戦い方はしなくて済む」


「無様……じゃ、なかった、けれど」


ラオクレスの今日の戦いぶりについて、僕は本当にそう思った。すごく格好よかったし、頼もしかった。それと同時に、大きな怪我を負わせて申し訳ないような気持ちもあるけれど。


「クロアが居なかったら、お前の馬車に追いつかなかった可能性もある。主を守り切れないなら、何のための護衛だ」


……僕はラオクレスが居てくれてよかったと思っているし、彼の働きに不満があるなんて、絶対に無い。けれど彼自身は、そうは思えないようなので……それを僕が否定することは、できない。


「ジオレン家にお前が行くというのなら、俺も付いていく。そこで、お前を傷つけようとする輩が居た時には全力で戦いたい。だから、どうか、俺に盾を」


「分かった。なら、盾、用意するよ」


だから僕は盾を出すことにした。ラオクレスが必要だって言うなら断る理由は無いし……それに。


「……そうしたら、僕だけじゃなくてラオクレスも、怪我をしなくなるよね？」


僕がそう言うと、ラオクレスは少し困惑したような様子を見せた。でも僕は、ラオクレスに僕だけじゃなくて、彼自身も守ってほしいと、思ってしまうような、そういう奴なので。


よし。そうと決まれば善は急げ、っていうやつだ！


「待っててね。すぐに盾、用意するね！」


「待て」


そして僕が張り切って、片付けた画材をもう一度取り出そうと立ち上がったその瞬間。


「今日はもう寝ろ」


……そう、言われて、持ち上げられて、ベッドの上に寝かされてしまった。


更に、何故かクロアさんもやってきて、布団を掛けられてしまった。……なんなんだ、これは。


「おやすみ」


「おやすみなさい、トウゴ君」


そして、おやすみの挨拶もされてしまった。


「……おやすみなさい」


……はい。分かりました。諦めて寝ます。






起きたらすぐ、僕はフェイに連絡。『盾を描きたいのでサンプルが欲しいです』。……いや、だって、盾ってどういうものなのか、僕、よく分からないので。描くにも形状が分からないと描けない。


急な申し出にもかかわらず、フェイはお昼過ぎに盾をいくつか持ってきてくれた。「買うんじゃなくて、盾を見ながら盾を描いて盾を出したい、ってのがトウゴだよなあ」と大笑いされた。だって、ラオクレスには最高の盾、オーダーメイド品をプレゼントしたいので……。


そうして僕は、盾を幾つか描き始めた。


「……楽しそうだな」


「うん」


うん。楽しい。こういうのって、とても楽しい。


参考資料たっぷりの中、ラオクレスの意見を聞きつつ、ずっと絵を描いていられるんだから贅沢なものだ。……そう。ラオクレスが意見をくれるの、とても嬉しい。こうやって絵の添削をしてもらうことって、今までなかったから。いや、これ、絵の添削じゃなくて、盾の添削なんだけれどさ。


……盾のデザインは、案外すぐに決まった。ラオクレスの剣とおそろいのデザインにする。鈍く重い銀色の金属をベースにして、あと、金色の宝石をあしらう、というかんじに……。


「この剣、すごく綺麗だよね」


盾のデザインの参考にするためラオクレスの剣を見せてもらっていたのだけれど、何度見ても綺麗な剣だ。剣は質屋で見た時よりもしっかり手入れされて、刀身がぎらりと輝いている。


「そうだな。俺には不釣り合いなほど、良い品だ」


ラオクレスは剣を軽々と持ち上げて、眩しそうに眺める。


「……これは、俺が騎士見習いから正式に騎士になった時、当時の主から賜ったものだ。隕鉄を鍛え上げた業物だ。……俺には不釣り合いな代物だ、と申し出たら、なら、その分働いて返せ、と言われた」


ラオクレスはそう言って、ふと、僕を見て笑った。


「お前も同じようなことを言ったな」


「あ、うん……」


ちょっと恥ずかしいな、これ。そっか、僕、元のご主人と同じようなことを言っていたのか……。


「まあ、結局……当時の主は謀殺された。そして代わりに領主の地位についた者を、俺は殺した。……そんな有様だったからな、この剣の分、働けたとは到底思えん」


ラオクレスは少し苦い表情でそう言って、剣を見つめて……ふと、僕の方を見て、笑った。


「だが、これからお前を守るために、またこの剣を使って働けるのだから……幸いなことだな」


……そっか。幸い、か。ええと……そう思ってもらえてよかったよ。なんだか照れくさいけれど。






そうして修正を重ねた盾を描いて実体化させて、ラオクレスに装備してもらう。


「……どう？」


ラオクレスは腕に取り付けた盾をかざしてみたり、取りまわしてみたりして……少しだけ口角を上げた。


「いい盾だな」


……やった！


「よかった！」


これは嬉しい！　なんだろう、すごく嬉しいな。自分が描いて出したものをこういう風に喜んでもらえるって、すごく嬉しい。


「へー。綺麗だなあ。ちょっと見せてくれよ」


作戦会議が終わったらしいフェイが盾を覗きに来た。磨き上げられた盾は、フェイの顔を映すほどだ。フェイは遠慮して、盾に触れることはせず……けれど、好奇心と興味の塊みたいな目で、じっと盾を見つめて……そして、ラオクレスから離れて、僕を手招きした。はいはい、なんですか。


「なー、トウゴぉ」


「うん」


なんでしょうか、とフェイを見ると……フェイは途方に暮れたような顔で、言った。


「宝石が魔石になったのと同じことが起きてるぜ。あれ……魔鋼だぞ」


「それ、性能としてはどうなんだろうか」


「そりゃ抜群にいいだろ。軽いのに馬鹿みてえに頑丈で魔法にも強い素材だぞ、魔鋼って。つまり、滅茶苦茶に、高級素材だ！　で、あの盾、その魔鋼で丸ごとできてる盾だから……売ってたら幾らぐらいになるんだろうな……」


そっか。ええと……まあとにかく、ラオクレスにとって良い盾、ってこと、だよね？


ラオクレスは、さっきからずっと、剣と盾を装備して、盾を取りまわしてみたり、剣を素振りしたりしている。そして、そうしている間、彼の口角は僅かに、でもちゃんと、上がっているのだ。


どうやら、ラオクレスは中々に、盾を気に入ってくれたらしい。


……僕としては、それが一番嬉しい。盾のお値段は……まあ、どうでもいいや。うん。







＊不死鳥の歌


そうして、一週間。遂に、僕らはクロアさんの元の雇い主と対峙することになる。それは、クロアさんがジオレン家に『トウゴ・ウエソラの完全な魅了は彼の膨大な魔力に阻まれ、未だ成功していない。だが、トウゴ・ウエソラはジオレン家に興味を示しており、交渉の席に着きたいと言っている』という旨の手紙を送ったからだ。


会談の日時は今日の昼。会場はフラメリアの喫茶店の個室。


「くそー、ちょっと緊張するよなあ」


「うん、緊張する……」


……なので僕とフェイはうろうろと、個室内を歩き回っている。僕ら、緊張のあまり、挙動不審。


「いざとなったら、レッドガルドとしても、密猟関係でジオレンに喧嘩吹っ掛けてやる用意はある。その材料はクロアさんがくれたからな。だから、落ち着いて、あとは、全員の安全が確保できるように……頑張れよぉ、トウゴぉ……」


「頑張る。頑張るよ……」


そわそわしながら僕らはうろうろ。ああ、緊張する。とても緊張する！


「来たわね」


そうこうしている間に、店の表に馬車が停まる。ああ、遂に！


僕らが揃って緊張しながら、窓の外の様子を見ると……。


「あの人……パーティでの、失礼な人では」


「あー……そっか。あいつ、ジオレン家の息子かぁ。そっか。今思い出したぜ……」


……パーティ会場で、フェイに失礼なことを面と向かっていってきた、あの人。オレンジっぽい褐色の髪が特徴的なあの人が、馬車から降りてくるところだった。






「いやあ、この度はこのような席を設けていただき、感謝申し上げる」


そうして僕らは揃って、テーブルに着いている。


僕の方は、僕とラオクレス。フェイとクロアさんはこの場には居ない。多分、二人とも天井裏とかに隠れているんじゃないかな……。


そして向こうには、ジオレン領の領主さんと、その息子だという失礼な人。そして……護衛らしい人達が数人。その中に一人、女性の騎士も交ざっているのが見えた。琥珀色の長い髪と琥珀色の瞳をした、中々の美人さん。……その女性騎士は、ラオクレスを見て目を見開いて、それから、ふと、目を逸らす。……あの人が、インターリア・ベルシュさん、なんだろう。


ジオレンさんは機嫌が良さそうだ。僕が自分の意思でここに居る、というのがまた嬉しいんだろう。うん。そうだ。僕は自分の意思でここに来た。自分の意思で、交渉のテーブルに着く。脅されるわけでもなく、自分の意思で。……だから今、僕は脅されないし、殴られないし、それほど警戒もされていない。先手必勝、っていうのはこういうことだろう。


「あー……このような席を設けてくれたということは、我が家の為にレッドドラゴンを召喚してくれる気になったということかな？」


「ええと、まあ……話を聞いてみようかな、とは、思っています」


僕が正直に答えるとジオレンさんは『それでもいい』みたいな笑顔で頷いて、身を乗り出す。


「さて。では早速、契約を提示させてもらおう。貴殿には是非、ジオレン家の専属魔導士となってほしい」


やっぱり、クロアさんが言っていた通りだ。ジオレンさんは僕を、永続的に抱え込みたいらしい。


「ごめんなさい。それはお断りします」


……けれども、これはもう、お断りするしかない。なので即断即決。お断り。


「な……その、勿論、最高の待遇で」


「どんな待遇でも、専属魔導士にはなれません。ええと、その、でも、一回きりの契約なら……」


僕が即座に断ったものだからジオレンさんは驚いていたのだけれど、僕が譲歩した案を提示したら、渋々、そちらに乗ることにしたらしい。


「まあ、それでも構わん。……貴殿はレッドドラゴンを召喚できるらしいな？」


「はい」


「そうか、そうか。なら話は簡単だ。ジオレン家の為に、レッドドラゴンを召喚してもらおう」


ジオレンさんが召使の人に何か言うと、契約書が出てきた。


残念ながら僕は読めないので、ジオレン家の人達が読み上げるのを聞きながら、ラオクレスの様子を見て変なことを言われていないか確認していく。


「まず、一つ目だが、君にはレッドドラゴンを召喚してもらう。それによって、君は報酬を得る。いいかな？」


「ええと……それ、レッドドラゴンじゃないと駄目ですか？」


そして最初から、僕は口を挟む。


「レッドドラゴンと同じくらい珍しくて貴重な生き物でもいいなら、そっちにしたい」


レッドドラゴンは出さない、というのも先に決めておきたかった。フェイに義理立てする訳じゃないけれど、やっぱりレッドドラゴンはそう何匹も出したくない。なんとなく。


「……レッドドラゴンと同じくらい珍しくて貴重な生き物……というと？」


「考えてから決めます。出す前に確認はとります。いいですか？」


僕がそう尋ねると、流石にここで反対はできなかったらしい。領主の人と息子さんとで確認し合って、これも了承してくれた。


……彼らは元々、『レッドドラゴン』が欲しい訳じゃなくて、『レッドドラゴンによって得られる地位や名声』が欲しかったんだろうな。別にレッドドラゴンじゃなくてもいいんだろう。これはなんとなく、分かってた。


「次に、君はレッドドラゴン……いや、レッドドラゴンと同等の幻獣を、我が家において、我らジオレン家の為に召喚してくれ。そうだな……ジオレン家の者が同席した上で、召喚してもらおう。召喚はしたが逃げられた、とでもなると、話が違うのでな。また、下手に情報を漏らされても困る。召喚用の部屋は我が邸宅に用意してあるからそこで召喚してもらおう」


ああ、幻獣に逃げられる心配をしているんだな。そっか。それは……まあ、しょうがない。


「そして最後に報酬の話だ」


「はい」


報酬の話。ジオレン家の人達は『これはどうでもいいことだけれど』というような顔をしているけれど、ここが僕にとって一番大切なところだ。


「報酬は望むだけやろう。幾らだ？　幾ら欲しい？」


ジオレン家の領主の人は、そう言って満面の笑みを浮かべる。その笑顔は、『こちらは望むだけのお金を出すことができる』というアピールにも見えたし、『どのくらいの額を提示してくるかが見物だ』というようなものにも見えた。


……けれど、僕の要求は決まっている。


「お金は要りません」


僕がそう言うと、ジオレンさん達は揃って首を傾げた。


「その代わりに欲しいのは、僕のことを他の誰にも漏らさないっていう約束。もう僕らと関わらないっていう約束。それから……」


僕はそこで、ラオクレスをちら、と見て、あの人？　と、女性騎士を示して確認。ラオクレスは黙って頷いたので、僕も頷き返して……。


「あの人が欲しいです」


僕が答えると、ジオレン家の人達は皆、驚いたような顔をした。


「な……私？　私か？」


そして一番驚いたのは、間違いなくインターリアさん本人だろう。


「……こちらの奴隷、インターリア・ベルシュがそんなに気に入ったかね？　うむ……」


「とても気に入りました」


「他の奴隷も用意できるが……」


「あの人……ええと、インターリア・ベルシュさん、じゃなきゃ、嫌です」


僕がそう突っぱねると、ジオレンさんは嫌そうな顔をした。仕方ない。彼らとしても、『末永く僕を脅せる材料』は手放したくないだろう。……でも、ここで退く気は無いので、僕は黙って待つ。


「……分かった。そういうことなら仕方がない。応じよう」


……そうしてジオレンさんが折れてくれたので、無事、契約が結ばれた。


僕は、レッドドラゴンくらい珍しい何かを召喚する。ジオレン家の人達の前で、ジオレン家の人達の為に召喚する。そして報酬として、僕らの安全と今後、それに加えて、ラオクレスの人質であるインターリアさんの身柄も、こちらのものになる。


こういう契約だから、まあ、概ね、当初の予定通り。


契約を結んで、互いに書面を確認して、互いにサインする。……この世界の文字が分からない僕は、仕方なし、ラオクレスに代筆をお願いした。……この世界の文字で書かれた『トウゴ・ウエソラ』は、なんだか不思議な記号のようにも見える。自分の名前である気がしない……。






そうして僕はジオレン家に連れていかれることになった。準備があるので、と言い訳して一日の猶予を得て、画材の準備をしに一度、森へ帰って、そこで荷造りして……翌日。


「行ってきまーす」


僕とラオクレスは馬車に乗せられて、ジオレン家へ旅立つ。


僕が自分から行くことを決めて大人しくしているからか、相手の警戒は薄い。……やっぱりクロアさんの助言に従ってよかった。これ、ジオレンさん達が強硬手段に出てからだったら、僕、縛り上げられて無理矢理連れていかれてたんだろうな……。


馬車の中では、ジオレンさんの護衛の人達と雑談もできた。彼ら、案外気さくだったんだよ。そこで、ジオレン家の息子さん（あの失礼な人）が『サントス・ラド・ジオレン』さんであることを知る。成程、サントスさん、サントスさん。よし、覚えた。


それから、『ジオレン家の屋敷はレッドガルド家の屋敷からそんなに離れていない』というような情報も得られた。一応、レッドガルド領からジオレン領までには他の領地も跨ぐらしいのだけれど、距離としてはそれほどじゃないそうだ。レッドガルド領は真ん中に大きな森があるせいで、屋敷も領地の端の方にある。だから余計に、ということなんだろう。


……イメージとしては、滋賀と奈良、それぞれの県庁所在地を直線状に移動したかんじだろうか？　京都を途中で通るけれど、距離としてはそこまでの距離じゃない、みたいな。


それから、荷物の中に入れてきたクロアさんおすすめのクッキー（クロアさんが、おやつに持たせてくれたやつ）を開けて護衛の人達も一緒に食べたり、しりとりをして遊んだりして馬車に揺られて……ようやく、ジオレン家に到着した。


「到着しましたよ」


馬車を降りて目の前にあったのは、チョコレート色やココアブラウン、それから時々ビスケット色のレンガで造られたお屋敷だった。屋根は橙。窓枠は白く塗ってあって、なんというか……オレンジとチョコレートのケーキみたいだ。お洒落だけど、なんとなくお腹が空く配色。


「では早速、召喚部屋へ案内しよう。……おい、お前らは持ち場へ戻れ」


ジオレンさんがそう言うと、護衛の人達がまばらに散らばっていく。門の方へ行ったり、はたまた、お屋敷の中へ駆け足で戻っていったり。


……そして戻っていく人達の中に、インターリアさんの姿もあったのだけれど。


「おい、インターリア・ベルシュ！　どこへ行く！」


「……私は元々、カーネリア様の護衛ですが」


呼び止められた女性騎士、インターリアさんは、振り返ってそう言う。その表情を見る限り、ジオレンさんへの忠誠心はあまり無さそうに見えた。


「お前は別だ。来い。お前がカーネリアの所へ戻るのは後だ」


けれどいう事を聞かざるを得ない、ということだろう。インターリアさんは戻ってきた。


「よし。ではこちらだ、トウゴ・ウエソラ君。最高の召喚部屋を用意してある」


そして僕らは、お屋敷の中に入る。お屋敷の中は……やっぱりオレンジとチョコレートのケーキ。絨毯はオレンジ。壁紙はクリーム色にオレンジとピスタチオグリーンの模様入り。柱や腰板はチョコレートブラウン。……やっぱりケーキだよ、これ。


妙にお腹が空くなあ、と思いながら廊下を歩いて、どんどん進んで、段々、お屋敷の奥の隅っこの方へと進んでいく。……そうして辿り着いた先、重厚な扉を開いたら、その先には……円筒形の大きな石造りの部屋が、下に向かって延びていた。……どうやら、一階から地下一階までぶち抜いたような半地下室らしい。


壁に沿って半円状に螺旋階段を下りて、地下室の床に辿り着く。石造りで半地下だからか、なんだか少し寒い。上を見上げれば天井がずっと高くて、入り口のドアが随分遠くに見えた。天井近くの壁に明り取りの窓が幾つかあるけれど、それだけ。


「では、こちらで頼むよ。食事の時間にはメイドが呼びに来る。それまで召喚の儀式に勤しんでくれたまえ」


……どうやら僕ら、寝泊りもここらしい。


うん。寒々とした地下室の隅っこに、『急ごしらえですが運んでおきました』とでもいうようなベッドが並んでいる。あれ、僕らの寝床かあ……。


「分かってはいると思うが、逃げようなどとは思わないことだ。契約は履行してもらうぞ。さもなくば……こちらの奴隷が、死ぬことになる」


ジオレンさんは最後、インターリアさんをぐい、と引き寄せてそう言った。……嫌な気持ちがするけれど、今はまだ、我慢。


「では失礼するよ。こちらも立て込んでいてな……」


それから、ジオレンさん達は僕らを残して、さっさと出ていってしまった。……出ていく間際、インターリアさんが、ちらり、と僕らを見て、申し訳なさそうに目を伏せて出ていくのが見えた。


きい、ばたん。上の方で扉が閉まる音がして、それきり、静かになった。






まあ、僕らがやることは決まっている。最初は、絵を描く準備。


絵を描く道具は一通り持ってきたけれど、描いている途中でジオレンさん達に覗かれたら嫌なので、部屋の中央に、テントを張ることになった。


「これでいいか」


「うん。ありがとう！」


僕が円状に生やした石の柱十本の上に、ラオクレスが大きな布を被せてくれる。これで絵を描くスペースができた。


後は、テントの中に椅子と机を運び込んだり、魔石ランプを吊るしたりして、準備完了。一息ついて、ちょっと休憩……。


……と、そんな時だった。


カツカツ、と、足音が近づいてくる。あれ、と思っている間にも、足音は近づいてくる。


けれど……なんだか、その足音は随分と小さいように聞こえる。あれ、と思いながらドアの方を見ていると……やがて、キ、とドアが軋んで、開いた。


「あなた誰？　お客様？」


螺旋階段の上に現れたのは、小学生くらいの女の子だった。


……誰だろう。










金柑の甘露煮みたいな目と蜂蜜色の髪。ドレスの裾がフワフワしていて、好奇心にキラキラした女の子に、「あなた誰？」と聞かれている。……僕としては、この子が誰なのかを先に聞きたいくらいなのだけれど……。


「……僕は上空桐吾。お客様……なのかな？　ええと、ここの人と契約して、この部屋に来たんだけれど……」


女の子の目の高さに合わせて屈みながらそう答えると、女の子はパッと表情を明るくした。


「……すごい！」


そして女の子はぴょん、と飛び跳ねて……それから『こんなはしゃぎ方は行儀が悪い』と自分で気づいた、みたいな顔をして、そそくさとドレスの裾を直して改まった。ちょっとおしゃまな子らしい。


そしてその子は、改めて、聞いてくる。


「ね、ねえ。あなたはサントスお兄様の召喚獣？」


……あれ？


「いや、違うよ」


「そうなの？　じゃあ、お父様の？　あの、『契約』はしたんでしょう？」


……あれ？　何か、何か……すごい齟齬が発生している。


「あの……僕は、召喚獣を召喚する人、であって、召喚獣、ではないよ」


「ええっ!?」


僕がそう、申し出てみたところ……女の子は、ものすごくショックを受けた、みたいな顔をする。


「ごめんなさい……私、あなたのこと、フェアリーか何かだと思っちゃったの……本当にごめんなさい。失礼なことを言ってしまったわ……」


そして女の子は大慌てしながらそう言って必死に謝っていた。


「いいよ。怒ってないよ」


女の子はすっかりしょげてしまって、見ていてかわいそうなくらいだ。うーん……小さい子にこういう顔をさせておくのは、ちょっと。


「……そんなに僕、その、『フェアリー』に似てるの？」


なので、少し気を逸らそうと、話を振ってみる。


「ええ。あなた図鑑に載ってるフェアリーにそっくりなの。……本当にフェアリーじゃないの？　本当に、人間？」


「うん。人間」


「そうなの？　でも、あなたみたいな雰囲気の男の人、初めて見るわ。やっぱりフェアリーみたい」


その『フェアリー』って、一体どういう生き物なんだろうか。全然想像ができない。


「……そういえば私、あなたのお名前を聞いたのに、こちらは名乗るのを忘れていたわ！」


そういえばそうだった。色々衝撃的なことを言われてしまったものだから忘れてた。ええと……。


僕らが見ている前で、彼女はいそいそとドレスの裾をつまんで、ぺこり、とお辞儀をした。


「私、カーネリア・リリ・ジオレンです！」


「ジオレン？　ジオレン家の令嬢か」


彼女の自己紹介を聞いて、僕より先にラオクレスが女の子に質問する。


「そうよ。私、ジオレン家の娘だわ！　今年で八歳よ！」


そっか。娘さんも居たのか。サントスさんの方は十九歳か二十歳くらいに見えるから……結構、齢の離れた妹さん。色味は確かに、サントスさんと似通っている。サントスさんもオレンジっぽかった。けれど、顔立ちはそれほど似ていない、ような気がする。この子の、金柑の甘露煮みたいなぱっちりした目も、さらりとした蜂蜜色の髪も、お父さんともお兄さんとも似ていない。


「そっか。サントスさん、妹さんが居たんだ」


「ええ！　一応、妹よ！　血は普通のきょうだいの半分しか繋がってないけれど！」


……えっ。


「どうぞよろしくね！　妖精みたいなお兄様！」


カーネリアちゃんはそう言ってニコニコしているのだけれど……なんだか、ちょっと暗いご家庭の事情を聞いてしまったし、なんだかとんでもない呼び名を付けられてしまった。いや、あの、妖精みたいなお兄様、って……。


「あの、トウゴ、でいいよ。皆そう呼ぶから」


「そう？　なら、トウゴお兄様。よろしくね！」


そういえば、この世界に来てからは一度も『上空』の方で呼ばれていないな、と気づく。


……主にフェイのせい、というか、フェイのおかげ、というか、まあ。彼は最初から僕のことをトウゴと呼んできたので。


「ねえ、トウゴお兄様。少しお話相手になってくださらない？　私、あんまりお話する相手が居ないものだから、トウゴお兄様みたいなお客様が居たら見逃さないの！」


「……あの、カーネリアちゃん。その『お兄様』っていう呼び方は……ちょっと落ち着かないんだけれど」


さて、カーネリアちゃんは目を輝かせながらそう言ってきたのだけれど、僕はちょっと、まだ気になるのでストップをかける。だって、『お兄様』って。……そうそう呼ばれないよね、これ。『妖精みたいな』が外れればいいってもんじゃない、と思う。


……でも、カーネリアちゃんは少しばつの悪そうな顔をして、言った。


「そう？　気になるならやめるわ。トウゴ、ね。分かったわ。……こういう呼び方、初めて。私、年上の男の人は皆、『お兄様』か『おじ様』って呼ぶことにしてるの。そうすればサントスお兄様が『本当のお兄様』かどうかなんて気にならなくなるわ」


……うん。やっぱりそれ、重い話になる？






重い話にはならなかった。彼女も『望まない相手にこういう話はあまりするべきじゃない』くらいの認識があるらしい。けれど、本人は至って気にしていない様子なので……うーん、複雑な家庭環境なんだろうな、としか言えない。


僕としても、初対面の八歳の女の子にそんなことは聞きにくいので、今は聞かない。


「ねえ、トウゴ。私、もう少しここに居てもいいかしら？」


「君のお父さんやお兄さんが気にしなければ。僕は構わないけれど」


「そう！　ならよかった！　ああ、お父様やサントスお兄様は、私がどこに居ても気にしないと思うわ。私、放っておかれてるもの。私のこと気にするのは、この家ではインターリアぐらいだわ」


カーネリアちゃんはそう言って、少し寂しそうな顔をする。そういえば、インターリアさんは玄関に入る時、『私はカーネリア様の護衛です』って言っていた。そうか。インターリアさんは、この子の護衛をやっているのか。






……カーネリアちゃんは、話し相手が居て楽しかったらしい。ちょっと他愛もない話をして彼女が帰る間際、『また来てもいい？』と聞いてきたので、いいよ、と返すと、『次に来るときは私の宝物を持ってくるわ！　見せてあげる！』と言って、なんだか嬉しそうに帰っていった。


「……彼女のことだが」


「うん」


そしてカーネリアちゃんが去った後の地下室で、僕はスケッチブックを出す。絵の準備を始めないといけない。レッドドラゴンじゃない生き物を描くんだから、そのアイデアを出さないと。


「恐らくは不義の子だな」


「そっか」


ラオクレスはそう言って、小さくため息を吐いた。


不義の子。意味は分かる。要は、正妻の子じゃない、っていうことだろう。だから、サントスさんとは『普通のきょうだいの半分しか血が繋がっていない』んじゃないかな。


「だから放っておかれているのだろう。何か用ができたとしても精々、政略結婚の道具として、か」


「……そっか」


彼女が少しだけ寂しそうな顔をしたのは、そういうことだったんだろうか。他所の家の事情に首を突っ込むのもどうかとは思うけれど……なんとなく、僕も寂しくなった。


「まあ、仕方ないことではあるが。……さて、こちらはこちらで、問題があるな」


ラオクレスの言葉に気持ちを切り替える。そうだ。問題は、何を描くか、なんだけれど……。


「レッドドラゴン以外のものを描くのか」


「うん」


レッドドラゴン以外、というところだけは決めている。レッドドラゴンはフェイのものだから。


「……何にしようかな」


けれども僕は、この世界にどんな生き物が居るのかをよく知らない。僕の世界で『架空の生き物』とされていた生き物はいくらか知っているけれど、それだけだ。だから余計に、何を描いていいか、とっかかりが無くて困っている。


「実物を見て描けるのが一番いいんだけれど」


「……その実物が無いから描くのだろうが」


うん。困った。せめて、『どんな生き物が居るのか』を知ることができればいいんだけれど。


悩んでいたら夕食に呼ばれて、僕らは食堂で食事を摂ることになった。貴族の家のご飯はどこも美味しい。お腹いっぱいになって、満足。


ただ……食卓に、サントスさんも領主の人も、それからサントスさんのお母さんらしい綺麗な女性も居るのに、カーネリアちゃんは居なかった。……不義の子だから、ってこと、なのかな。なんというか……少し、寂しい。






食後、僕はまた悩む。


「……進まないなら寝ろ」


「うーん……まだ早くないかな」


ラオクレスに呆れられながら、僕はメモ用紙に向かい合っていた。『何を描くか』が全然決まらない。これはまずい。何か生き物を描かなきゃいけないのに、何も思いつかない。


「おい」


「いや、もうちょっと……」


「悩めば解決するのか？」


……しない。


うん。このまま悩んでいても、解決の兆しは見えないと思う……。


「うん、寝る。寝る……」


思いつかないまま寝るのはどうかという気もしたけれど、早速、僕はラオクレスによってベッドに連行されかかっていた。うん、諦めよう。力では彼に絶対に勝てない。なので、連れていかれるより先に、自分で動いてベッドに入る。


そうしてひとまず僕はベッドに寝転がったのだけれど、頭の中には架空の生き物の切れ端がフワフワ浮いていて、でも、それらはちゃんとした形になってくれない。『何も思いつかなかったらどうしよう』という不安が湧き上がって来て、眠れる気分じゃなくなってきた。


……どうしようか。これ、このまま決まらなかったら本当にどうしよう。


ジオレン家との契約に違反しないようなものを出さなきゃいけない。それでいて、ジオレン家の人に渡さなくてもいいように……うーん……。


……これ、絶対に寝付けないぞ、という予感がしてきた、そんな時だった。


軽い足音が、密やかに近づいてくる。それを聞いて、僕は飛び起きた。


「……おい」


ラオクレスは呆れたような顔をしていたけれど、僕としては願ったり叶ったりの来客だ。どうせ寝付けないなら、彼女の話し相手になるのも悪くないだろう。


「こんばんは。少しだけ、いいかしら！」


こっそりやってきたカーネリアちゃんは、遠慮がちに扉を開いてこちらを覗いていた。


「どうぞ！」


なので僕は、喜んで彼女を招き入れる。うん。やっぱりまだ、寝るには早いよ。


「ありがとう！　……うふふ、こんな時間にお客様を訪ねちゃいけないって思ったのだけれど、でも、やっぱりすぐに見せたくて！」


カーネリアちゃんは嬉しそうにやってきて……そして、その胸に抱いていたものを見せてくれた。


「これ！　私の宝物よ！」


そこにあったのは、一冊の本だった。分厚くて、とても古びている本。……そして表紙のタイトルは、案の定、僕には読めない。


「見せてあげるわ！　これを見てから寝ると、素敵な夢が見られることがあるのよ！」


けれどカーネリアちゃんがそう言ってページを開いた時……その本が何なのか、僕にも分かった。


ページいっぱいに色々な生き物の絵が描いてあって、その横に細かな文字で何かが書いてある。


……多分これは、この世界の生物図鑑だ。






それからカーネリアちゃんは、大切そうに抱えてきたその本を、開いて見せてくれた。


「これ。フェアリーよ。……ね？」


ね、と言われつつ示されたページを覗き込むと……そこには、花の上で寝転ぶ、羽の生えた少年少女、みたいな生き物の絵が描いてあった。







    
  
  




「やっぱりそっくりだわ！」


カーネリアちゃんはそう言ってはしゃぐけれど、ええと、これ、僕と似てる……？　言われてみれば、確かにちょっとだけ、僕と似ている……かもしれない。うん、偶々、図鑑に描いてある生き物は、女の子の方が金髪の巻き毛で、少年の方は黒髪だった。つまり、その程度なんだけれど。


……僕が図鑑をじっと見ていたら、横からラオクレスも覗き込んできた。そして、ラオクレスは図鑑をじっと見た後、ちら、と僕を見て、それからまた、図鑑を見つめて、僕を見つめた。


「……似てる？」


「……そうだな」


ラオクレスの反応はそんなかんじだった。うん。……え？　似てるの？


「フェアリー以外にも、トウゴに似ている生き物が載っているのよ！」


それからカーネリアちゃんは、また図鑑のページを捲って見せてくれた。


「ほら！　この精霊様の絵、トウゴにそっくりだわ！」


開かれた図鑑のページは、『精霊』のページらしい。そこに描いてあるのは、様々な姿のものだった。綺麗な女の人が杖を持っている姿だったり、老人の姿だったり。それから、真っ白な鹿の姿だったり、ぼんやりした光の玉みたいなものだったり。精霊って結構色々あるんだなあ。フェイが最初に会った時、言っていたっけ。


そして、その中でカーネリアちゃんが指で示しているのは、泉に下半身だけ浸かっている少年の姿の精霊の絵だ。


「ね！　そっくり！」


……そっくり？　白い服を着て、振り向きざまに笑っているように見える図鑑の『精霊』を見る限り、僕にそっくりとは思えない、んだけれど……。


またラオクレスが僕と図鑑を交互に見始めた。そして、何故か、納得したようにゆっくり何度か頷く。


「……これ、似てる？」


「……ああ」


「え……ええと、どこが……？」


「雰囲気、か……？」


うん……複雑な気持ちになる。確かに僕も森の泉に浸かって馬の洗濯をしていることは多いけれどさ。でも、精霊と雰囲気が似てる、って言われても……。


「他のページも見ていい？」


「いいわ。でも、大事にね。古い本だから、破けやすいの。これ、私の宝物なの」


「うん。大事にする」


とりあえず精霊はさておき、他のページも見たい。カーネリアちゃんから図鑑を借りて、ページを捲ってみる。……そこには色々な生き物が載っていた。いや、生き物なのかよく分からないのも載っているけれど。角が生えた貝殻みたいなのとか、人魂みたいなのとか。


中には、天馬と一角獣のページもあった。ほとんど二頭だけで図鑑の見開き一ページを使っている。人気がある生き物なのかもしれない。


「ペガサスとユニコーンね！　私、これ好きだわ！　とっても綺麗」


どうやらカーネリアちゃんも馬が好きらしい。確かにこいつらは人懐っこくてかわいい。


「昔はね、角と翼が両方ある子も居たんですって。ほら」


それからカーネリアちゃんは、図鑑のそのページの隅の方に書いてある文章を示してくれた。勿論、僕には読めないけれど……その横に小さく描いてあるものは、分かる。


「アリコーン、っていうらしいわ」


カーネリアちゃんの細い指の先にあったのは、角も翼もある馬だ。けれど、森に居る、推定雑種の馬とは違う。


『アリコーン』は体が大きくて、羽は二対ある。それから、鬣と尻尾が電光のように輝いていて、蹄もまた、雷を纏っているかのようだった。


「神様のお使いで、雷を運んでいるんですって。……この図鑑を見てから、私、雷が怖くなくなったわ。だってきっと、この子が雷を運んでるんでしょう？　なら、怖くないわ！」


「そっか」


はしゃいで解説してくれるカーネリアちゃんの話を聞きながら、森に帰ったら角と羽が両方ある馬の中に、雷を運ぶ係の馬が居ないか、探してみよう。案外、一匹くらい交ざっているかも……。


「それからね、私、こっちも好きよ」


それからカーネリアちゃんは、別のページを捲って見せてくれた。どうやらそのページは、彼女のお気に入りらしい。ページの開き方が他のページとは違う。何度も見ているんだろう。


「ここに載ってるのは、全部伝説の生き物なんですって。もう居ないんですって」


そこには、レッドドラゴンの姿もあった。……ただし、フェイのところに居るレッドドラゴンよりも凶暴そうな見た目をしている。あんなに人懐っこそうな顔はしていない。


他に載っている生き物は、さっきのアリコーンというらしい角羽馬だったり、上半身が女性で下半身がヘビで竜の翼を持った宝石の瞳の生き物だったり、炎のようなオレンジ色の鳥だったり、長い長い体のヘビみたいな竜だったり、綿菓子みたいな気の抜けた顔の竜だったり……色々だ。


「……すごい」


この図鑑は、凄く魅力的だった。見ているだけで面白い。僕にとっては完全に架空の存在の図鑑だけれど、この世界の人達にとっては、『かつて存在していた』ものの図鑑なんだな。そう考えると、なんだか不思議な気分になる。


カーネリアちゃんはにっこり笑って、それから少し寂しそうに言った。


「私、もっと昔に生まれてたらよかったな。そうしたらこの子達に会えたかもしれないもの。ヴィーブルと一緒に水遊びしてみたいわ」


「いいね。……あ、僕はこのフワフワしてるやつ、触ってみたい」


「ケサランパサランね！　私も！　私も触ってみたいわ！　それからカーバンクルと駆けっこしてみたい！」


「この子、すばしっこそうだね」


「ええ！　きっとそうだわ！　それでね、それで……夜はフェニックスの羽のお布団で眠るの！」


見た事もない生き物と出会って、交流する。うん、楽しくていいと思う。話しているだけでも少しわくわくする。特に、フェニックスの布団、というのは……寒い時にはいいんじゃないだろうか。見るからに暖かそうだ。


「……それでね、私、フェニックスに乗ってお家を出て行くの」


フェニックス布団について考えていたら、カーネリアちゃんが唐突にそんなことを言った。


「……お散歩？」


「ううん。家出よ。しゅっぽんよ！」


出奔、なんて難しい言葉を知っているな、と思いながら聞いていたら……。


「私ね、結婚が決まっているの」


衝撃的な一言が続いてしまった。


「……えっ？」


「お相手は三十歳年上のおじ様よ。私が十六になった時には四十六歳ね」


「えええ……」


急に始まった話に、僕はなんて言ったらいいのか分からない。


今から結婚が決まっているの、でもないだろうし。三十歳も年上なの、でもないだろうし。


僕だけじゃなくて、ラオクレスも何も言えなくなっている。ちょっと助けを求めようとしたら、彼は露骨に目を逸らしてきた。うん……。


カーネリアちゃんは僕らを見て、ちょっと笑った。


「ごめんなさい。困っちゃうわよね。こんなの言われても。インターリアもおんなじ顔してたわ」


「……だろうな」


ラオクレスは凄く渋い顔でそう言った。インターリアさんもきっと、こういう顔したんだろうな。


……それからもう少し、一緒に図鑑を見ていた。けれどその内、カーネリアちゃんが欠伸をし始めたので、お開きにすることにした。


「じゃあ、お休みなさい」


「ええ。おやすみなさい、トウゴ。……その、また明日も来て、いい？」


戸口のところで、カーネリアちゃんは少し不安そうな顔をして、そう聞いてきた。


「いいよ。またお喋りしようか」


なんとなく、彼女が少しでも楽しく居てくれたらな、と思うので、僕は一も二も無く了承した。


「本当!?　わあ、ありがとう！……じゃあ、また明日！」


「うん。また明日」


カーネリアちゃんは嬉しそうに手を振りながら、階段を駆け上がって、扉を開けて、地下室から出て行った。僕は彼女を見送りながら……悲しいような、そんな気持ちになる。


あの小さな女の子が、ちょっとでも幸せになれればいいのにな、と、思った。






「結局、寝ないのか」


「うん」


そして僕は、またメモ帳に向かい始めた。けれど、今度はちゃんと、鉛筆がすばやく動いている。……ちゃんと、描きたいものが、あるから。


「……それはアリコーン、だったか」


「うん。角と翼のある、雷を運ぶ馬」


ラオクレスが見ているのは、アリコーンの絵だ。馬はもう描き慣れているから、手早く描けた。後は……着色する時に、光り輝く雷光のような鬣と尻尾をどう表現しようかな、とか、そういうことを考えることになるだろう。できれば翼も角も、他の馬よりも立派なものにしたい。


「何故それを選んだ？」


「あなたに似合うかと思って」


ラオクレスは僕の手元を覗き込みながら尋ねてきたので、僕はそう答えた。


「……俺に？　お前に、ではなく、か？」


「うん。よくよく考えると僕、生き物を描いて出してすぐ、魔力切れで寝てしまうような気がして」


「……成程な。なら、脱出の際に、召喚獣は別の者が持っていた方がいい、ということか」


「うん。それから……僕と気が合いそうな生き物は思いつかなかったんだけれど、アリコーンならラオクレスにぴったりだって思ったんだ」


フェイの家の庭で天馬に乗っていた時、すごく格好よかったので。あの時天馬に乗っていたラオクレスは神話の中に出てくる騎士のようだった。凄く絵になる、というか。


「……そうか」


ラオクレスは少し照れたような顔をして、すぐそっぽを向いた。うん。彼は初めて会った時よりも大分、石膏像っぽくなくなった。僕はそれが嬉しい。


「ラオクレスはアリコーンを召喚獣にするの、どう思う？　嫌じゃない？」


ところで、これ、僕が決めちゃっていいんだろうか。ラオクレスの希望とかがあるのなら聞いておきたい。……と思って、聞いてみたら、ラオクレスは僕を安心させるように少し笑った。


「願ったり叶ったり、だな。元々、騎馬は欲しかった。お前を運んで逃げるにも、体躯の大きい空飛ぶ馬は最適だろう」


な、成程。……彼自身の好みとかじゃなくて、実用性重視なのが彼らしい、というか。家や盾の時も思ったけれど、彼、デザインというものにあまり興味が無いように見える……。


まあ、そういうことなら、アリコーンはラオクレスに丁度いいかもしれない。雷っぽい馬、ラオクレスに似合うと思うし。


「そういうことなら、依頼はアリコーンで済ませることになるのか」


「うーん……でもなあ」


けれど、僕は単純に『アリコーンを描きます』とは、できない。ラオクレスにアリコーンはピッタリだと思うし、いずれ、どこかでアリコーンを描きたいのはそうなのだけれど……。


「……うまく、ジオレンさん達に渡さずにアリコーンを出すことって、できないだろうか」


なんとなく……サントスさんの召喚獣になる生き物はかわいそうなんじゃないか、という気がしてしまう。


「……よくないよなあ、これ」


絵を描くことを仕事にするなら、こういう気持ちは絶対に捨てなきゃいけないものだと思う。


仕事の依頼をしてきた人に対して『あなたに召喚獣をあげたくないので描きません』って、そりゃ、ないだろう。


仕事は請けなきゃいけない。描くことを仕事にしたなら、どんなに嫌でも選ぶ権利は無い。


……けれど、僕にはこの気持ちをどうにも捨てる勇気が無い。


『好きなものを好きじゃないことに使う』意気が無い。


『絵』を使って『絵』ではないものを売る度胸が無い。


そうした先で、絵を好きでい続ける自信が無い。そして、絵が好きじゃなくなった時……僕が僕でいられる確証が無い。


そしてもし、そういう気持ちを捨てずに『仕事』をするならもっと高い壁があって、その壁の向こうへ行くには、何度も僕は粉々になるのだろうと想像がついて、そして多分、僕はそれに耐えることができない。耐えたとしたら、きっと、そこに居るのは僕ではない何かで……。






「おい、大丈夫か」


肩を掴んで揺すられた。


我に返ってラオクレスの顔を見上げてみたら、彼はちょっと焦ったような顔をしていた。


「……急に青ざめたぞ」


手がひんやりしていた。いつの間にか握りしめていた手が、白っぽい。けれど、握ったり開いたりしている内に、段々指先に熱が戻っていった。


「……うん。大丈夫」


少しぼんやりした気持ちで答えたら、ラオクレスは少し笑って……僕の手元のメモを指さした。


「……今、お前が何を考えていたのかは分からないが、これを見る限り、答えはもう出ているらしいな」


ラオクレスはそう言って、僕の手元のメモを指さした。僕もつられて、自分のメモを見る。


「……フェニックスか」


そこにあるのは、大きな鳥の絵だ。少女を乗せて運ぶ鳥。或いは、少女のお布団になる鳥だ。どうしても頭から彼女のことが離れなくて、つい描いてしまったやつだ。


けれど、『答えが出ている』って、どういうことだろう？


「契約には『ジオレン家の人間の前で召喚しろ』とあった。なんなら、ジオレン家の人間いずれかと召喚獣が契約すればいい。なら……カーネリアの為にフェニックスを出してやれば、それで済む、ということだな」


……うん？　ええと……？


「ちょっと……ちょっと待ってね。ええと……？」


「……まさかお前は何も考えていなかったのか」


「うん」


ただ、カーネリアちゃんがフェニックスに乗って家出できればいいな、と思っただけだ。それ以外は何も考えてなかった。サントスさんかジオレンさんの前でアリコーンを描いて出して、それをラオクレスの召喚獣にしてもらう、っていう解決方法しか思いついてなかった。


でもそうか。カーネリアちゃんもジオレン家の人だから、彼女に召喚獣を出してしまえば、それでも事足りる！


「契約書の文言からして、カーネリアが召喚獣を得たとしても契約は成立する。文句を言われる筋合いは無い」


なんというか、この発想は無かった。なので今、突然出てきてしまった解決案に、ちょっと、混乱している。ええと、僕は結局、何を描けばいいんだ？　ええと、ええと……。


「だから、アリコーンでもフェニックスでも、好きなものを好きなように描け。アリコーンが居なくてもクロアが脱出経路は確保しているだろう。なんとでもなる」


……うん。そうか。そうだ。何かを出すことより、描くことを考えよう。何を描きたいか、考えよう。そうすれば……自然と答えは決まってくる。


「じゃあ……どっちも描くことにする」


僕は、どっちも描きたい。


……鉛筆は、またするすると動いた。メモ用紙の新しいページに、フェニックスと、アリコーンの姿を描いていく。アリコーンのデザインもこれで完成だ。そして、フェニックスは……。


ラオクレスは横から僕の手元を覗き込んで、それから小さく声をあげて笑った。


「そうか。それがお前の描くフェニックスか」


「うん」


……うん。楽しい。今、僕は楽しい。楽しいって、描きたいって思えて、よかった。


こう思えているから、まだ僕は僕のままだ。










翌日。寝て起きて、朝食を摂る。


朝食の席で進捗を聞かれたので、『アリコーンよりはフェニックスの方がいいですよね』と聞いたら、満面の笑みで頷かれた。うん。なのでジオレン家の人の手に渡るのはフェニックス。決まり。


そして地下室に戻って最初に描いたのは、宝石だ。……うん。アリコーンでもフェニックスでもなく、彼らの住処になる宝石を描いた。そっちが先だ。


先生が言っていたんだよ。『いいか、トーゴ。できる準備は先にしておくべきだぜ。特に入れ物とかスペースとかは先に作っておかないと駄目だ』と。ちなみに先生はその時、本棚を買ってから部屋を片付けて本棚のスペースを作っていた。それから先生は、『泥棒を見て縄を綯う、じゃあ危機感が伝わらんな。後世にこの危機感を伝えるのならば、本棚を買ってから部屋を片付ける……いや、うんこしてからトイレを建てる、とでも言ってくれた方がいい』とも言っていた。うん、トイレの話は置いておくとしても、『入れ物』とか『スペース』は先に準備しないとね。


ラオクレスのアリコーン用には、淡い金色の石を描いた。雷の色だ。光の色、というか。……ちょっと、紫と迷った。『紫電』という言葉もあるくらいだし、雷を運ぶ生き物ならそういう色の方がいいだろうか、とも思った。けれどラオクレスに似合うのはこっちだと思ったから、金色にした。


それから、フェニックス用にはオレンジ色の石を描いた。カーネリアちゃんの目みたいな色の奴。金柑の甘露煮とか、蜂蜜漬けのオレンジとか、そういうかんじの。……ちょっと迷ったけれど、フェニックス用の宝石はペンダントに加工した状態で出してしまった。こうでもしないと、カーネリアちゃんにプレゼントしておく口実が無い。の、だけれど……いや、やめよう。冷静に考えちゃ駄目だ。八歳の女の子にものすごく高価なんだろうアクセサリーをプレゼントすることの是非について考えるのはやめよう。


「トウゴ！　入ってもいい？」


「どうぞ」


僕がアリコーンの下描きを始めたところで、カーネリアちゃんが入ってきた。


……そして彼女は、下描きを見て顔を輝かせる。


「すごい！　アリコーンだわ！　トウゴは召喚士さんじゃなかったの？　絵描きさんなの？」


「どっちでもあるし、どっちでもないよ」


カーネリアちゃんは、ふうん、と分かったのか分かっていないのかよく分からない声を漏らしつつ、僕が描いているアリコーンを見つめていた。


……それから、ふと、机の上に置きっぱなしだったペンダントに目を留める。


「あら？　これ……綺麗ね。どうしたの？」


「ええとね……」


僕は一度手を止めてペンダントを手に取った。それからオレンジ色の宝石と、カーネリアちゃんの目とを見比べてみる。……うん。同じ色だ。それを確認してから、ペンダントをカーネリアちゃんに差し出した。


「これは、君の」


「……え？　私に、くれるの？」


「うん」


「でも、こんなに大きな石……いいのかしら」


「うん。多分、必要になると思うから」


僕がそう言うと、カーネリアちゃんはちょっと不思議そうな顔をした。


「これくらいの石なら、フェニックスが来ても捕まえられるんじゃないかな」


……けれど僕がそう言うと、彼女は表情を明るくして、頷いた。


「そうね！　もしフェニックスが遊びに来てくれても、魔石が無いと召喚獣にはなってもらえないものね！」


彼女がどう受け止めたのかは分からない。空想の延長、おままごとみたいなものだと思ったかもしれない。ペンダントにしても、フェイクストーンか何かだと思ったかも。……けれど、カーネリアちゃんの首にペンダントを掛けてあげると、彼女は満面の笑みを浮かべた。


「ありがとう！　大切にするわ！」


「うん」


似合う？　と聞きながらその場でくるくる回ってみせるカーネリアちゃんを見て、ああ、確かにこの子なら、フェニックスの布団で寝るのが似合うだろうなあ、と思った。


……或いは、フェニックス『と』布団で寝るのが。






カーネリアちゃんが雑談してから帰っていった後、僕は絵を描き進めていった。


フェニックスの絵に色を乗せていく時は、一旦紙を濡らしてから。濡れた画用紙は、薄く溶いた絵の具を乗せていくと大きく滲む。そうやっていくつか色を置いていけば、じんわりと色が滲んで、画用紙全体が色づいた。下描きよりも先に下地の色をぼんやり乗せて、更にこの上に更に色を重ねていくわけだけれど……こういう風合いの方が、フェニックスっぽくていいんじゃないかと、思う。ほら、布団にするなら、ぱっきりしたフェニックスよりも、ふわふわしたフェニックスの方がいいと思う。


一方、アリコーンの方は、こういう塗り方をしていない。最初から下描きに沿って、色を乗せている。アリコーンはラオクレスの馬だから、ふわふわしたかんじよりも、ぱっきりしたかんじを出したい。だからこの塗り方。


「二枚も、描き上げられるのか」


「うん。大丈夫。元々、絵の具が乾くまでの待ち時間が長かったから。同時に二枚描くなら、互いの待ち時間に互いの作業を進められる」


僕はフェニックスの方の下塗りを終えて、またアリコーンの方へ移る。こっちはもう乾いたから、また色を塗り重ねていこう。アリコーンの方は、鬣と尻尾の光るかんじを出したいから、そこには注意しないといけない。


それから、アリコーンの体躯。これは普通の馬よりもがっしりしたものにした。だって、ラオクレスを乗せる馬だから。筋肉の塊を乗せるなら、やっぱり筋肉の塊だろう。うん。


「それに、二枚とも、描くのが楽しいので」


僕がそう言うと、ラオクレスは薄く笑った。


「……そうか」


「うん」


やっぱり、絵を描くのは楽しい。そして……楽しくなかったら、苦しかったら、僕は描けないんだろうな、と、ぼんやり思う。……だから、僕は絵描きにはなれないなあ、とも。






その日の昼食は辞退した。夕食も辞退しようとしたら、流石に夕食は地下室へ運び込まれることになった。のだけれど……。


「夕食です」


なんと、夕食を運びに来た人は、インターリア・ベルシュさん、だった。人質の人。


彼女は琥珀色の髪を揺らして食事のお盆を持ってきた。僕らは黙ってそれを迎えて、彼女が机の上にお盆を置いたところで……。


「インターリア。その……久しいな。息災か」


ラオクレスがぎこちなく、そう、声を掛けた。するとインターリアさんはやはりぎこちない様子ながら、ラオクレスに向き直る。


「ああ……私は、まあ、元気にやっている。エド。あなたは？」


「最近に限って言えば、随分といい暮らしをしている」


……僕はちょっと、彼らから離れる。なんとなく、二人の間に入っちゃいけない気がした。ラオクレスは、『エド』と呼ばれている。多分、彼が『捨てた』と言っていた、彼の本当の名前、バルクラエド・オリエンスさん、の、愛称、とかだと思う。


エドと呼ばれる彼を見ていると、僕の知らない人のようで……なんとなく、気が引ける。


「新たな主を見つけたんだな」


けれど、インターリアさんが僕の方を見て微笑むので、軽くお辞儀する。


「ああ。浮世離れしていてぼんやりしていて、フワフワとすぐ何処かへ飛んでいきそうになる奴だ」


そしてラオクレスの紹介に与った。僕、散々な言われようである。……けれど、ラオクレスはちょっと僕を見て、笑って、続けた。


「……まあ、見ての通り、善良な、いい主だ。お前にも、二人目の主ができたようだが」


するとインターリアさんも、嬉しそうに笑う。


「ああ。今のお前にとってそちらのトウゴ様が主であるように、カーネリア様が今の私の主だ」


インターリアさんはそう言って笑って……それから、表情を引き締めて、僕に向かい合った。


「カーネリア様は度々こちらにお邪魔しているな？」


「気づいていたんですか」


「カーネリア様ご自身は気づかれていないと思っているがな。流石に、八歳の少女の脱走に気付けないようでは護衛としてあまりにも無能だろう」


そりゃそうだ。うん。


「……それに、久しぶりだ。カーネリア様があんなに楽しそうにしておいでなのは。ご婚約が決まってしまってからはずっと、ふさぎ込んでおられた」


インターリアさんはそう言って、少し寂しそうな笑顔を浮かべた。……インターリアさんも、カーネリアちゃんの結婚については思うところがあるんだろう。


「我が主を楽しませてくださった事に感謝申し上げる。私の望みは、幼き主君が少しでも幸せでいられることなのだ」


そう言って、インターリアさんは深々と、頭を下げた。……えっ。


「だから、どうか、私をカーネリア様の護衛でいさせてほしい。あの方には……あの方には、味方が少なすぎる！」


……まるで血を吐くような彼女の悲痛な声が、地下室に小さく響く。


「婚約者は三十歳年上のろくでなしだ。あの豚はまともな人間じゃない。カーネリア様の味方になってくれる可能性は限りなく低いだろう。だから……せめて、私だけは、あの方の側に……」


「インターリア。お前はトウゴの契約の報酬になっている。それを取り消せということか」


ラオクレスが確認すると、インターリアさんは黙って頷いた。


でも、それは困る。どうして僕がインターリアさんを引き取りたいかって、ラオクレスの大切な人だからだ。彼女が今後、人質にされるようじゃ、困る。勿論、カーネリアちゃんを助けたい気持ちもあるけれど……。


「エド。私を報酬に含めさせたのはあなたか？　なら、私のことは放っておいてくれ！　私は……死んでもいい。あなたに殺されたとて本望だ。だから……」


「あ、いや、違うんです！　僕です！　僕が、その……勝手に、やったんです」


インターリアさんがラオクレスを物騒な方向で説得しにかかりそうだったので、僕は慌てて彼女を止める。


「……彼は、あなたが人質にされても戦う、って言ってくれました。でも、それは僕が嫌なんです」


「それは……」


どうして、と、インターリアさんの目が、言っている気がする。うう……。


……そして、そんなインターリアさんと僕とを見ていたラオクレスは、ため息を吐いて言った。


「俺の主は、こういう奴だ。どうにもこう、ふわふわとして、優しすぎる。だから、トウゴはお前を見捨てることができないらしい」


ラオクレスの言葉を聞いて、インターリアさんは複雑そうな顔をする。……けれど。


「……そして、カーネリア、といったか。あの少女を見捨てることも、どうやらできないらしい」


ラオクレスがため息交じりに続けた言葉を聞いて、インターリアさんの瞳に希望の光が差す。


「では……トウゴ殿は、カーネリア様と、婚姻を結ばれるご意思が」


「えっ!?　結婚っ!?」


かと思ったら、とんでもない事をいきなり言われる！　待って！　僕、カーネリアちゃんが幸せになれたらいいなあとは思うけれどそれは違う気がする！


「ああ。如何だろうか。もし、トウゴ殿がそれを申し出れば、ジオレンは認めるだろう。喜んでカーネリア様をトウゴ殿のものにしようとするはずだ。そうすればカーネリア様は自由になれる！」


あ、ああ……そ、そっか。僕、政略結婚の対象に、なる、の、か……？　いや、でもでもでも。それはよくない。それは、よくないよ。結婚っていうのは、ちゃんと、好きあってやるものであって……その、カーネリアちゃんの気持ちも大事だし、僕自身……彼女を、小さい子として可愛いとは思うけれど、その、それって、恋人、とか、そういう対象ではない、し……。


「そ、それ、本当に自由っていうんだろうか？」


カーネリアちゃんの意思とは関係無くそういう話を僕らだけでしているっていう時点で、カーネリアちゃんが自由になれる、とは言えない気がする。


いや、勿論、分かるんだ。これが一つの手段として非常に有効であることも……そもそもカーネリアちゃんが望める『自由』の上限がこの辺りにあるんだろうな、っていうことも。


けれど……やっぱり、それって妥協であって、カーネリアちゃんを本当に自由にすることではないと、思うから。


……そうだなあ。カーネリアちゃんには、自由でいてほしい。『しゅっぽんするの！』と豪語していた彼女が、狭い枠の中に閉じ込められてしまうのは、あまりにも似合わないし……。


……うん？


「そうだ！　出奔！」


「……しゅっぽん？」


訝し気な顔をしたインターリアさんとラオクレスに、僕は、急いで説明する。


「彼女、結婚も契約も関係無しに、家出しちゃうわけにはいかないだろうか！」






「……そ、うか……出奔、か。そうだな。奴隷である私ならともかく、カーネリア様は、魔法や契約に縛られている訳ではない。身分も家も捨てて生きていくことは、できる。……一人で生きていく力が無いからここに居るだけであって……元々、彼女は自由なのか」


そう、じわじわと噛みしめるように言うと……やがてインターリアさんは、笑う。


「ははは。妙な気分だ。カーネリア様をお守りするためにはこの家に居なければならないと、ずっと思っていた。私もカーネリア様も、ずっとここに居なければ、と。そして、せめて限られた日々を幸福に過ごせるようにしよう、と……だが、それが一気に覆ってしまったな」


インターリアさんには、『出奔』の発想は無かったらしい。まあ、普通はしないよね……。


「そうか。縛られていたのは私だけだったな。私が、カーネリア様の足枷だったのか」


インターリアさんはそう言って、少し晴れやかな顔になった。


「昨夜、そちらの密偵を名乗る美女が私の部屋にやってきた」


あ、それ、クロアさんのことか。うん。……ええと、今回、彼女には僕らの脱出経路の確保をお願いしている。どうやらクロアさん、既にインターリアさんとの接触を済ませていたらしい。優秀な密偵さんだ……。


「彼女は、トウゴ殿が逃げる際、一緒に私のことも運ぶから、所有権がトウゴ殿に移ったらすぐ庭で待機しておくように、と言っていた。……なら、その時に、カーネリア様も一緒に逃がしてはいただけないだろうか」


インターリアさんの言葉に、僕は、はい喜んで！　と返事をすべく、口を開いて……その瞬間、ラオクレスに口を押さえられてしまった。


「……トウゴ。安請け合いするな。貴族の娘の出奔に手を貸したとなれば、お前に誘拐の罪があることになるぞ」


え、あ、そうか。そういうの、あるのか。……インターリアさん共々、ちょっと落ち込む。しょんぼり。


けれど……ラオクレスは一つため息を吐くと、にやり、と笑って、言った。


「俺達は貴族の娘が家出することなど知らん。だが、どこかの誰かが偶々そこらに居たペガサスに乗って消えるということも、まあ、あるだろうな」










そして、翌日。


アリコーンの絵も、フェニックスの絵も仕上げを残すばかりとなったので、僕は、地下室にジオレン家の人達を呼ぶことにした。


呼んだのは、ジオレンさんとサントスさん。それから、カーネリアちゃんとインターリアさんだ。


「……何故、カーネリアも？」


「召喚はジオレン家の人達の前で、ということだったので。彼女もジオレン家の人ですよね？」


「まあ……そうだが」


カーネリアちゃんが居ることに、領主の人もサントスさんも不可解そうな顔をしていた。ついでに言えば、不愉快そうな顔もしていたかもしれない。けれど、いいんだ。カーネリアちゃんもジオレン家の人だ。そう認められた。これでよし。文句は言わせない。


「では、フェニックスを出しますのでもうちょっとお待ちください」


そして僕は、彼らに見守られる中……テントの内側に入る。


「その天幕は一体……？」


「出すところは見られたくないので」


幕の内側には、当然のように描きかけの絵があるのだけれど、僕は召喚風景を内緒にさせてもらうことにした。そうすることで、この後にアリコーンを出すことも内緒にできる。


ジオレンさん達は困惑していたけれど、僕は構わず、絵の最後の仕上げをしていく。


……そして、歌が響く。


この世界のどこでも、もう聞くことができない歌。……フェニックスの囀りだ。世界の夜明けを喜ぶような、命の誕生を祝うような、そういう囀りだった。


そして、ぱっ、と火が灯る。


不死の鳥の命の明るさそのもののような、オレンジ色の火だ。その光は幕を通しても尚、強く温かく、彼らの目に届いたらしい。


「おお……！」


「素晴らしい、これがフェニックスの……！」


サントスさんと領主の人の歓声が聞こえる中、僕は……フェニックスを片腕で抱いて、幕の外へ出た。


うん。鶏くらいの大きさの、フェニックスの……ヒヨコを。


ぴよ、と、フェニックスが鳴く中、地下室は只々、静まり返っていた。






「こ、これは……？」


「フェニックスです」


ぴよ、と、フワフワしたオレンジ色のヒヨコが鳴く。頭についた飾り羽と美しい尾羽が特徴的な、鶏くらいの大きさのヒヨコだ。つまり、ヒヨコにしては大きすぎるくらいの大きさ。多分、カーネリアちゃんが両腕で抱いて、丁度いいくらいの大きさでもある。


「……フェニックス」


「はい。フェニックスです」


「これが、フェニックス、か……？」


「はい。フェニックスですよ」


また、ぴよぴよ、と、ヒヨコが鳴いた。


サントスさんも領主の人も、ついでにインターリアさんも、『フェニックス』という言葉からは想像ができなかっただろうフェニックスの姿を見て、唖然としている。カーネリアちゃんは『フェニックス』を目の前にして、目を輝かせる。そして唯一、僕の後ろでラオクレスが静かに肩を震わせて笑っていた。


「……あの、触ってもいいかしら？」


誰よりも早く動いたのは、カーネリアちゃんだった。


彼女は『予想外の』フェニックスの姿に、全く動じていない。だって彼女には、フェニックスが立派である必要なんて無いから。


「いいよ。どうぞ」


僕はカーネリアちゃんの腕の中に、フェニックスのヒヨコを移した。すると、フェニックスは僕から離れて少し不安そうな顔をして、もがく。……けれど、カーネリアちゃんが撫で始めると、もがくのをやめる。ついでに、しばらく撫でられ続けていたフェニックスは……カーネリアちゃんを見上げながら、すっかり大人しくなった。どうやら、フェニックスはカーネリアちゃんを気に入ったらしい。


「この子すごくあったかいわ！」


「まあ、フェニックスだから」


「かわいい……きれい……すごいわ、こんな生き物がいるのね」


フェニックスを撫でながら、カーネリアちゃんはにこにこしている。そして一方のフェニックスは褒められたのが分かるのか、少し自慢気な顔をしている。中々お似合いのペアだと思うよ。


「ちょ……ちょっと待ちたまえ。おい、トウゴ君。これは一体、どういうことかね？」


けれどこっちは黙っていてくれないらしかった。ジオレンさんが僕に慌てて詰め寄ってくる。


「依頼の通り、レッドドラゴンと同じくらい珍しい生き物を出しました。これで契約完了です」


「……その、召喚するのは、フェニックス、という話だったが？」


「はい。ですから、フェニックスです」


「いや、その、ヒヨコを召喚するとは、聞いていないが……？」


「失礼な。フェニックスですよこれは」


僕らがフェニックスを振り返ると、フェニックスはカーネリアちゃんの腕の中でぴよぴよ鳴いて……それから、唐突に火を吐き出した。多分、くしゃみ。


「……こ、これでは困る。これでは、権威や戦力として認められるか……いや、そもそも、金に、なる、のか……？」


「権威？　戦力？　……お金？　あの、フェニックスをどこかに売るつもりだったんですか？」


僕がびっくりして聞き返すと、ジオレンさんは言葉に詰まった様子を見せた。


「……もしかして、レッドドラゴンが欲しい、っていうのも、そういうことだったんですか？　威張り散らすのに使ったり、誰かを傷つける為に使ったり、果ては、売り飛ばしたり、するつもりだったんですか？」


「い、いや、そういうわけでは……し、しかし……」


僕が戸惑うと、サントスさんもジオレンさんも、おろおろと否定する。……けれど、きっと、そういうことだったんだろうな。まさか、売り飛ばすつもりだったなんて、思ってなかったけれど。


「こ、これでは……その、返品を……」


……挙句、おろおろとそう申し出てきたジオレンさん達に、僕はにっこりするしかない。


「駄目です。だって、フェニックスも彼女のことがいたく気にいったみたいだから」


きゃ、と、小さくカーネリアちゃんの悲鳴が聞こえる。そこでは丁度、カーネリアちゃんの腕の中で首を伸ばしたフェニックスが、カーネリアちゃんの胸にぶら下がっていたペンダントの宝石を見つけて、そこに頭突きしていた。


唖然とするサントスさんと領主の人の前で、カーネリアちゃんは自分のペンダントに吸い込まれたフェニックスを見て、ただぽかんとしていた。


……けれど、彼女がペンダントの宝石を、ちょん、と指先でつつくと、そこからフェニックスが顔を出して、また彼女の腕の中にすっぽりと収まった。ぴよ、と鳴くヒヨコフェニックスはなんとも満足気だ。


「ジオレン家の人の召喚獣になったみたいですね、フェニックス」


フェニックスはこれで、カーネリアちゃんのものになった。だからもう、返品は受け付けません。






「じょ、冗談じゃない！　おい、カーネリア！　貴様一体、どういうつもりだ！」


サントスさんが大きな声をあげて、カーネリアちゃんに近づいていく。カーネリアちゃんはびくりと身を竦ませて、けれど腕の中のフェニックスを庇うようにぎゅっと抱きしめて……。


ぴよ。


……そんな鳴き声と共に、フェニックスが火を吐いた。すると、サントスさんの服の裾が一瞬で焦げる。これにはサントスさんも固まるしかない。


『次は外しませんよ』とでも言いたげなフェニックスが頼もしいね。


……茫然としているサントスさんは置いておいて、僕はジオレンさんと契約の話をした。


まず、これで契約はちゃんと履行したよね、という確認。これには頷かざるを得ない。だって僕はちゃんとジオレン家の人達の前でフェニックスを出したし、フェニックスはジオレン家の人のものになってしまったし、そして何より、出すものはフェニックスでいいですか？　って聞いて、いいよ、と言われているし。


……なので、僕は報酬をもらうことにした。それは、僕達の身の安全と、インターリアさんの身柄。インターリアさんについては、僕に所有権が移ってからすぐ、奴隷身分から解放。こうしておかないと、僕の奴隷がカーネリアちゃんを誘拐したことになってしまうので……。






こうして契約完了したので、僕らはもう、帰れることになった。のだけれど……。


「その……トウゴ殿！　頼む、どうかもう一体、幻獣を召喚してはもらえないだろうか！」


けれどそこでやっぱり、お願いされてしまった。


「報酬は幾らでも！　時間も、三日などと言わず、二週間ほどなら使ってもらって構わん！」


「そう言われても……」


「フェニックス以外に、アリコーンの話もあっただろう？　なら、アリコーンの召喚の準備もできるということだな？」


「まあ、出せますけれど……」


「なら頼む！　召喚してくれ！」


……うーん。


「じゃあ、出します。けれど、あなた達の召喚獣にはなりませんよ」


「それでもいい！　カーネリアは退席させる！　……おい、カーネリアを連れていけ！　……全く、折角召喚してもらったものを、あいつはどうして！　本当に、本当に、役に立たん！」


カーネリアちゃんに対してあんまりな言葉が出てきたけれど、『退席させる』の言葉が出てきた時点でインターリアさんがカーネリアちゃんを連れてそそくさと出て行ってしまっているので、多分、本人には聞こえなかったと思う。


「では、お願いできるかな？」


「お願いされなくとも」


……さて。じゃあ僕らも帰ろう。






そうして僕は、アリコーンの絵を仕上げた。


……仕上がったアリコーンの絵は、とてつもなく逞しくなった。筋肉の陰影をはっきりさせて、表情は凛々しく。角も翼も立派なもので、そして何より、その鬣と尻尾は、雷を糸にしたような風合い。そういう馬を描き上げて……そして、『おいで』と。僕はそう思った。


……途端、雷が落ちてきた。


そう思ったのは、視界が一気に眩しくなったから。そして同時に、凄まじい音が響き渡ったから。


雷が落ちたような音と光が収まった後、僕が目を開くと……そこには、立派過ぎるくらいに立派な馬が居た。大きな翼に立派な角。精悍な顔立ち。逞しい体は筋肉の形がよく分かる。そして雷を糸にしたような鬣と尻尾を悠々と靡かせて、アリコーンは僕へと鼻面を近づけてきた。


なんだろう、匂いでも嗅いでるんだろうか。そのままアリコーンに鼻面でぐいぐいやられつつ、僕はちょっと困る。


「おお、アリコーンだ！」


そして、アリコーンを見て、ジオレン家の二人が喜んだ。


「すぐに、すぐに召喚獣に……おい、アリコーン！　これを見ろ！」


サントスさんが懐から取り出したのは、淡い褐色の宝石だ。サントスさんは宝石を掲げながら、アリコーンへ近づいてくる。


「お前に相応しい魔石を用意したぞ！　さあ、私の召喚獣になれ！」


アリコーンに近づいてくると、僕に近づいてくることにもなる。


僕がちょっと体を引いたら、アリコーンはそれを見て、僕と一緒に移動し始めてしまう。……なんだろう、僕のことが気にいった？　それとも、生みの親だと思ってるんだろうか？


「アリコーン！　そいつじゃなくてこっちだ！」


それを見たサントスさんは、僕とアリコーンの間に割って入る。僕はちょっと押されてよろけた。


「ほら！　魔石だぞ！　早く召喚獣に……」


その時、アリコーンの角が、光った。


ばちり、と音を立てたかと思うと角の先から電光が走って……サントスさんの手の中の宝石へと届いた。


……そして、雷に打たれた宝石は、粉々に砕け散る。


「な……」


サントスさんは、手の中からパラパラと零れ落ちる宝石の欠片を見ながら唖然としている。けれどそこに、アリコーンが追い打ちを掛けにいく。頭を低く、角で突く姿勢のまま、アリコーンはサントスさんへ突進していって……。


……ガキン、と凄い音がした。


サントスさんの前に飛び出したラオクレスの盾が、アリコーンの角を防いでいる。


「くそ、中々の力自慢らしいな……」


ラオクレスはアリコーンの角を防ぎながら、なんとか、アリコーンを押し返そうとする。


でもアリコーンは少し気が立っているらしくて、中々退こうとはしない。じっとラオクレスと力比べをしている。その間に、サントスさんは這うようにして逃げていった。アリコーンの雷に宝石を壊されて、更に角で刺されそうになって、腰が抜けてしまったらしい。


「あ、アリコーン……」


「お前は下がっていろ」


アリコーンを落ち着かせるために近づこうとしたら、ラオクレスに止められた。


「もしこいつを俺が召喚獣にするというのなら、ここで俺が退く訳にはいかないだろう」


そういって、ラオクレスはより一層、力を込めた。彼の筋肉が動くのが分かる。そして、アリコーンがそれに負けじと力を入れるのも。


……そうして、二人が力比べをして、二呼吸。アリコーンが急に、力を抜いたらしい。


ラオクレスがバランスを崩しかけつつ驚いている中、アリコーンはじっと盾を見つめて……それから、先程までの剣幕が嘘だったみたいにゆったりした動作でラオクレスの盾の横から回りこんで、ラオクレスに鼻面を近づけ始めた。


「な、なんだ」


「うーん、多分、匂い嗅いでる」


ラオクレスは只々、困惑していた。けれど、アリコーンはお構いなしにラオクレスに鼻面を近づけてふんふんやって、それから僕に近づいてきて、またふんふんやっていた。なんだろう。とりあえず、落ち着いたようだけれど……。


「……俺の召喚獣になるか？」


そこへ、ラオクレスは金色の宝石を出して、そっとアリコーンへ差し出した。するとアリコーンはそれをじっと見つめて……ふい、と、そっぽを向く。


「あれっ」


これは予想外だった。まさかラオクレスのことが気に入らないんだろうか……と、思ったら。


アリコーンは『しょうがねえなあ』とでも言いたげな様子で尻尾をゆったり振りながら、ラオクレスの盾に顔を近づけて……盾に嵌めこんである宝石に頬摺りして、中に吸い込まれていった。


「……こっちがお気に入りだったのかな」


「らしいな」


アリコーンはどうやら、新しく用意した宝石よりも、ラオクレスの盾に嵌めこんである宝石の方が気にいったらしい。いや、気に入ったならどこでもいいけれど。ちょっと予想外だった。


ラオクレスが盾を少し振ると、アリコーンはそこから出てきた。そしてまた盾の宝石に入って、また出てきて……満足気に、ひひん、と鳴いた。どうやら居心地は悪くないらしい。


「アリコーン。早速だが、一仕事頼まれてくれるか」


そう言いながらラオクレスがアリコーンの首の辺りを撫でると、アリコーンは少し目を細めて気持ちよさそうにしつつ……ジオレン家の人達の方へ体を向けて、体勢を低くした。うん、多分、角でつつきに行く姿勢。


「すまんがそうじゃない」


それを見たラオクレスはアリコーンを反対に向けた。うん、頼むから人は刺さないでほしい。ついさっきラオクレスに止められたの忘れないで。


「俺とこいつを乗せて飛べるか？　俺はそんなに軽くはないが、こっちは軽い。どうだ？　いけそうか？」


ラオクレスが尋ねると、アリコーンは『当然』とでも言いたげな顔で、ひひん、と鳴いた。あの、僕、体重を気にしてるからあまり言わないでほしい……。


「……だそうだ。早速、出るか」


「うん」


まあ、でもいいや。アリコーンのＯＫも出たし、早速帰ろう。荷物を鞄に詰めて、テントの布を回収して……そろそろ、意識がぼんやりしてきて……。


「ということで、契約は全部完了しましたので帰ります」


僕はぼんやりしながらも、ちゃんと挨拶する。


「な……何故、このようなことに……」


しかし、ジオレンの人はこの調子で、こちらの話を聞いていないようだった。


「くそ、召喚獣が手に入るはずではなかったのか！」


ジオレンの人が掴みかかってきたので、ちょっと流石に困る。


……けれど。


爆発音が、頭上から、降ってくる。


「トウゴくーん！　こっちー！」


「あ、はーい」


凄まじい爆発音の後から、涼やかな声が僕らを呼ぶ。そして、爆破された地下室の天井から、クロアさんがにこやかに手を振っていた。


「な……貴様、裏切ったのか！」


ジオレンさんは怒りを露わにしたけれど、その時にはもう、僕はアリコーンの上に乗せられている。更に、ラオクレスがひらりとアリコーンに飛び乗ると、ひひん、と嘶いたアリコーンは、爆破された天井目がけて真っ直ぐ飛び始めた！






アリコーンは宙へ飛び出して、悠々と空を進んでいく。……地上からはきっと、夜空を一筋の雷が走っていくように見えるだろう。


「上手くいったみたいね？」


並走する天馬数頭の内の一頭には、クロアさんの姿。更に、別の天馬にはインターリアさんとカーネリアちゃんが乗せられていた。すごいわ、すごいわ、とはしゃぐカーネリアちゃんと、何が起きているのかよく分かっていないような顔のインターリアさんの対比が面白い。


「お疲れ様、トウゴ君」


「うん……」


クロアさんに労われて、ぼんやり返事をする。


ああ、上手くいったんだなあ、と思って……じんわり嬉しくて、そして、ぼんやり、眠い。


「……あら、トウゴ君、眠いのかしら？」


「うん……」


クロアさんの言葉を聞きながら、ふと、ラオクレスが眉を顰める。


「……魔力切れか？」


「あ、うん……もう限界、かもしれない……」


もう眠い。眠いというか、意識を引きずられていくような感覚がすごい。


「なら、寝ていろ。大丈夫だ。落とすようなヘマはしない」


そっか。うん、なら、申し訳ないけれどちょっと寝させてもらおうかな……。


風を切って飛ぶアリコーンの上、満天の星の下、空の中。星明りの色も、アリコーンの嘶きも、背中に感じるラオクレスの体温も、涼やかに澄み渡った夜の空気の匂いも。何もかもがふんわりと、ぼんやりと、霞んでいって……ふつり、と、途切れる。……そうして僕はいよいよ、魔力切れになって、寝てしまった。






……寝ている間に、ちょっと夢を見た。


夢の中に居たのは、ふわふわしたヒヨコの姿のままとんでもなく大きくなったフェニックスで、フェニックスの羽毛に埋もれてカーネリアちゃんが昼寝していた。


そこでカーネリアちゃんに「トウゴもお隣にどうぞ！」と言われたので、僕もヒヨコフェニックス布団で昼寝させてもらうことにした。


ぴよぴよ、という鳴き声を聞きながらふわふわの羽毛に埋もれて、ふわふわほかほか、いい気分で眠って……。






……目が覚めたら、僕は周囲を馬に固められていた。どうやらいつものように、森の中のハンモックに寝かされていたらしい。


ぴよ。


そして何故か、僕のお腹の上にはヒヨコフェニックスが乗っていた。


……ぴよぴよ。







＊僕は絵描きになりたい


ヒヨコフェニックスは僕が起きた事に気付いたのか、ぴよぴよ鳴き出す。すると周りの馬達ものっそり起きてきて、その中に紛れていたアリコーンが僕をハンモックの下から持ち上げて、そのまま器用に背中に乗せて、そして運搬し始めた。そうして僕はヒヨコフェニックスを抱いたまま馬に乗せられて、家の方まで運ばれていく。……もうこのくらいじゃ驚かないよ。うん。


ところでアリコーンは森の馬達に歓迎されて馴染んでいるようだ。馬が皆、アリコーンの後についてぞろぞろと歩いている。なんだろうな、一族で一番美形の末っ子を家族そろって追いかけ回してるみたいなかんじだろうか。楽しそうだ。……まあ、アリコーン自身は『一体何なんだこの森は』みたいな、ちょっと困惑した顔をしてるけど……。


家まで運ばれると、そこで一角獣が一匹別にやってきて、こんこん、とドアを角でつついてノックした。


すると中からラオクレスが出てきて……馬に運ばれてきた僕や、ドアをノックした一角獣を見て、やっぱり『もうこのくらいじゃ驚かん』みたいな顔をした。


「……起きたか」


「うん。何日？」


「六日だ」


……三日オーバー！


「う、うわ、どうしよう。フェイに連絡」


「もうした。その上で、お前が起きて、お前の体調が戻り次第、連絡しろと言われている」


そ、そっか。それは……まずは話を聞こう。うん。


とりあえず、馬は僕をラオクレスに預けた。ちょっと体が重くて、自分一人で動くのが辛かったから助かる。お世話になります。


「食欲はあるか？」


「え？　うーん……少しなら。果物くらいなら食べられる」


「そうか。ならそれでいいから食べろ」


お腹はあまり空いていない。けれど一応、何か少しは食べることにした。六日、六日寝てたんだもんな……。


とりあえず、まずはフェイに連絡。僕は寄ってきてくれた天馬の一頭にフェイへの手紙を預けて、レッドガルド家までお使いに行ってもらうことにした。よろしく。それから一角獣の数頭にお願いすると競い合うように果物を採ってきてくれたので、早速それを食べることにする。


そして食べながら、今の状況をラオクレスから聞こうと思っていたら……先にお客さんが来てしまった。


「あ！　トウゴ！　よかった、起きたのね！」


……カーネリアちゃんだった。


いや、ヒヨコフェニックスが居た時点でなんとなくそんな気はしていたけれど、やっぱり彼女、来ていたらしい。ということは……。


「魔力切れだとは聞いていたが、あまりにも動かないものだからな、中々肝が冷えたぞ」


インターリアさんもいる。どうやら彼女達、家出して、そのまま森へ来たらしい。






「さて。お目覚めのところ突然ですまないが、少しの間……そうだな、あと二週間ほど、ここに居させていただきたい。流石に、ジオレン家の追跡から逃げ続けるのは難しい。ということで、少しの間、ここで行方を晦まさせていただきたいのだ」


成程、どうやら、『ずっと追いかけられ続けていると逃げ続けるのが難しいけれど、一度消息不明になってしまえば、あとは隠れて生きていきやすい』ということらしい。……後で聞いたら、クロアさんの発案だった。プロは頼りになるなあ。


「ということで、この森の主に事後承諾でここに居させていただくのはどうかとも思ったのだが、こちらとしても、まさかトウゴ様が倒れてしまわれるとは思わず……」


「来てしまった者を追い返す訳にもいかない。お前なら許可するだろうと思って俺がここに居ることを許可した。万一、問題があったら俺を処分してくれ」


「うん。何も問題ないです。ありがとう」


嬉しそうなカーネリアちゃんと、申し訳なさそうなインターリアさんと、『もう分かってる』という顔のラオクレスとを見て、僕としては嬉しい限りだ。うん。モデルがいっぱいいる。


「ちなみに二人とも、しばらくはここに居る、とは言っても……その後は？」


「そうだな。ジオレン家の連中が牢獄に入った後で、気ままに二人旅でもしようかと」


……えっ？　あの人達、牢獄に入るの？


「ジオレン家には現在、『レッドガルド領内での密猟を手引きした罪』の容疑がかけられている」


成程。どうやら、フェイ達が動いたらしい。クロアさんがジオレン家を訴えるだけの材料を全てレッドガルド家に渡してしまった、っていうことらしいから、それを使ったんだろう。


「そういうわけで、ジオレン家の連中はそう遠くなく罰せられる。裁判次第、といったところだが……まあ、結果は見えているな。どうせ牢獄行きだ。身分の剥奪も行われる可能性が高い」


成程。まあ、森の馬達を傷つけた罪については、しっかり反省してもらうとしよう。


「ところで、それ、カーネリアちゃんは……大丈夫なんだろうか」


けれども、もし、ジオレンさん達の巻き添えになってカーネリアちゃんも処罰されるような事があったら……と心配したら、インターリアさんが笑って安心させてくれた。


「ふふ。連中はカーネリア様を『居ない者』として扱っていたのだ。カーネリア様まで罪を問われるようなことは無いだろう」


ああ、そうか。今までカーネリアちゃんが隠されてきたのが、ここで役に立つのか。それなら……ちょっとは、救われる気持ちになる。カーネリアちゃんとしては、仮にも肉親が罪人として牢獄に入れられてしまう、って、複雑なところだと思うのだけれど……。


「まあ、サントスお兄様もお父様も、牢屋の中で反省すればいいのだわ！　しっかり頭を冷やしてもらいましょうね！」


……うん、カーネリアちゃんを見ていると、僕がちょっと心配してたのが全部吹き飛びそうだよ。逞しいなあ。






そうして安心した僕は、またハンモックに戻されてまた眠って……次に起きたら朝だった。丸々十二時間以上寝ていたことになるんだろうか。


馬達とヒヨコフェニックスのお陰か、体の調子はずっと良くなっていた。まだ重いかんじは残るけれど、動けないほどじゃない。


なので僕は、ラオクレスと一緒にアリコーンに乗せてもらって、レッドガルド家へお邪魔する。


「トウゴ！　大丈夫か!?」


「うん。大丈夫。フェイも大丈夫だった？　色々大変だったって聞いたけれど」


「おう。こっちは問題無し、だ。優秀な秘書のおかげで、ジオレン家の領主と息子は無事に投獄される運びになったしな！」


フェイは元気にけらけら笑っていたし……その横から、ひょこ、と、クロアさんが顔を出す。


「……クロアさん、秘書さんになったの？」


「とりあえず臨時で、ね？　大丈夫よ。また森のモデルさんに戻るから」


クロアさんはくすくす笑って、僕の頭を撫でる。何故、撫でるのだろうか……。


……それから、フェイにこちら側の話を一通りする。


フェイはフェニックスのヒヨコを出したくだりで大笑いしていた。なんか気に入ったらしい。ヒヨコフェニックス。是非、実物も見てほしい。すごくかわいいから。


そうして話に花が咲いた後、ふと、フェイが真剣な顔をする。僕も姿勢を正す。


「……なあ、トウゴ。お前の、お抱え絵師の契約の話なんだけど……」


「うん」


「もう一回、考え直してほしいんだよな。お前がどう考えてるかは分からねえけど」


そう言う彼は少し気まずげで、なんとも渋い顔をしている。


「レッドガルド家と契約してれば、お前を守っておけるんじゃねえかと思ってた。お抱えにしちまえば、生活の保障もできるし、って。……けど、逆かもしれねえ。貴族とつるんでお前の存在が知れていったら危険かもしれねえんだよな。うちと契約してるせいで妙なところと軋轢が生じたりとかも、あるかもしれねえし」


……確かに、そうかもしれない。


レッドガルド家と契約するっていうことは、今後も貴族の世界と関わり合いになるっていうことで……それは僕にとっては、間違いなく苦手分野だ。更に、僕や、フェイまで危険な目に遭う可能性がある。少なくとも僕については、本当に。


「今回、思ったんだ。お前がずっと森に居る分にはこういう事、起こらなかっただろ。だから……」


「でも、ずっと森に居たらラオクレスと出会えてなかったし、カーネリアちゃんもあのままだった」


……でも、僕、後悔はしていない。フェイと知り合って、世界が広がったこと、感謝してる。契約しないか、って持ちかけてきてくれたことも、嬉しく思ってる。本当に。


ただ、契約については……結構、勇気の要ることなんだ。僕にとっては。身の安全とか、そういうの全部関係無しにしてもまだ……怖いことだから。


「フェイ。今日、泊めてもらってもいいかな。……お抱え絵師の話、明日には結論、出すから」


……だから、言葉にできるように。今日一日、頑張ってみよう。










ということで、頑張る。


今までよく分からないまま蓋をしておいた自分の気持ちを分析しよう。そしてそれを言葉にする。それが今日の目標だ。


まあ、僕……こういうの、苦手だ。すごく。けれど、苦手だって言っていられないので、頑張るしかない。フェイのためだけじゃなくて、単に、僕のためにも。


……ということで、すっかり僕の部屋みたいになっている客室のベッドに腰かけて、僕はじっと考え込んでいた。


考えるのは……ジオレン家でも少し、考えた事だ。


『絵を描くこと』と、『絵を描くことを仕事にすること』は別だっていう、そういう話。


けれど、考えなきゃいけないのはそれだけじゃなくて、どうにも、あちこちに思考がいってしまって、考えがまとまらない。……考えたくないだけなのかもしれない。


「おい」


そんな僕に、ラオクレスが声を掛けてきた。


「何を悩んでいる」


「絵を描くことを仕事にすることについて」


僕が答えると、『まあそうだろうな』みたいな顔で頷かれた。


「……考えは纏まりそうか」


「うーん……」


正直、纏まりそうにない。けれど纏めなきゃいけない。弱音なんて吐いていられないから……。


「なら話してみろ。俺に助言ができるとは思えんが、話すことで整理できるものもあるだろう」


……でも、ラオクレスはそう言って、僕の向かいに椅子を持ってやってきて、そこに座った。


話すことで整理できる、か。


「……先生も同じ事言ってたなあ」


うん。先生も同じような事、言ってた気がする。『世のプログラマー諸兄は虚空およびおもちゃのアヒルに向かってプログラムの説明を行うことで自分のミスに気付いたり、問題の解決策を思いついたりしているらしい。僕はプログラマーじゃあないが、やってみると案外有効だ。ただし壁に向かってやってみたら正気を失いそうになったのでトーゴにはお勧めしない……』とか、なんとか。


それからついでに、『壁ではなくトーゴに話している分には精神に支障をきたさない気がする。ということでトーゴ。悪いがちょっと話しかけられる役になってくれ。聞いてなくていいから。君は絵を描いていてくれていいから！』と言いながら、絵を描く僕の横で延々と話していたこともあった。


「先生？　……そうか。お前の師にそう言われたか。俺も先輩騎士から教わった」


「うん。じゃあ一緒だ」


どうやら、ラオクレスも同じように、これを自分の尊敬する人に教えてもらった、っていうことなんだろうな。うん。ちょっと親近感が増した。


「……ということで、どうだ。俺では不足かもしれないが」


「ううん。そんなことはない」


ラオクレスの申し出はとてもありがたい。うん。そうだ。言葉にするには、出してみた方がいい。きっとそういうこともある。


「……じゃあ、申し訳ないけれど、ちょっと聞いてくれる、かな」


「ああ」


そうして僕は、ラオクレスを相手に自分の頭の中のあれこれを出してみることにした。


ええと……まずは。


「僕は、絵を描くことを仕事にできるんだろうか。仕事にしても、いいんだろうか」


最初にそう口に出してみたら、それだけでも少し、頭の中がすっきりした。すごい。


「……仕事にする話だったんじゃないのか」


「いや、そうなんだけれど……そもそも僕は、絵を描くだけなら、仕事にしなくても描いていられるんだなって、思って」


ふむ、とラオクレスが頷いた。


「だろうな」


「うん」


うん。……ここで終わるなら何も問題は無いのだけれどそうじゃないから、続き、続き。


「僕は、絵を描いていたい。それだけだから、僕がレッドガルド家のお抱え絵師になりたい理由が、安定するから、とか、安全だから、とか、或いは……その、フェイやレッドガルド家の人達への義理とかなら、止めるべきだなって思った。でも、その辺りを全部差し引いても、なんだか、迷ってしまって」


何か、引っかかる。それが一体何なのか分からないけれど、確かに何かが引っかかって、僕は迷っている。


「なら、レッドガルド家と契約することに魅力を感じてもいるということだろう」


「うーん……うん。多分」


よく分からない。そこはやっぱり、まだ、よく分からない。


名声とか、なのかな。お抱え絵師になって、僕はそういうものが欲しいんだろうか。だとしたらそれは……みっともない？　浅ましい？　意地汚い？　なんだろう。でも、罪悪感があるのは確かだ。名声は、求めちゃいけない気がしている。そこには、蓋をしておかなきゃいけない。


じゃあ、僕が惹かれているものはお金、だろうか？　いや、でも、お金には困らない。宝石を描いて出したらそれだけで暮らしていけそうな気がする。


けれど、それでも、なんとなく……『絵を描くことを職業にする』ことに、何か、惹かれるものがあることも確かだ。


手を伸ばしちゃ駄目だって思う自分もいるのに、手を伸ばそうとしている自分も居る。いけないことだって分かっているのに。これは駄目なことなのに。


「……駄目だっていう気持ちがちゃんとあるのに、それでも、やっぱり気になる」


どうしてだろう。自分で自分の気持ちがよく分からない。……僕が少し混乱していたら、唐突に、ラオクレスが助け舟を出してくれた。


「不安なのは何だ。自分の実力が相手の期待に届かないことか？　生計の心配はしなくてもいいな。まさか絵を描くこと自体に抵抗があるわけではないだろう」


「分からない。全部かも」


そこで僕がそう答えると、ラオクレスは驚いたような顔をする。


「……生計も、か？　絵を描くことに抵抗があるとは思えないが」


「うーん……『絵で生計を立てること』かもしれない。絵を描くこと、については……うーん」


僕はそう言いながら、自分の中でずっともやもやしているものの、その考えの断片だけ、とりあえず、口から出してみる。


「……絵を売ることに抵抗がある」


「そうか」


「好きな絵を、好きじゃないことにも使わなきゃいけなくなるのは何だか、嫌で」


「そうか」


「あと、描くことと売ることが同じになってしまうのが嫌だ」


「ああ、成程な」


「それから、絵を描きながら絵じゃないものを売ることになるのは、もっと嫌な気がしてる」


「……だろうな」


「……そうやっている内に、絵が嫌いになりそうなのが嫌だ」


うん。……やっぱり、職業として絵を描くことを選ぶっていうのは、ただ絵を描くことと違うと思う。絵を描くことが義務になる。自分の気持ちより仕事を優先しなきゃいけなくなる。そうしている内に自分の気持ちの在処が分からなくなりそうだ。


ましてや僕の場合、『絵を描くこと』と『絵を実体化させること』が紙一重だ。僕は、絵を描くのか、何かを出すのか、その境目が分からなくなってしまいそうな気がしている。


「絵が嫌いになったら、多分、僕は……別人みたいになってるんじゃないかな」


何より、絵を描くことは、僕という人間を支えている柱みたいなものだ。絵が嫌いになったら、多分、僕はもう僕ではいられない。それは嫌だし……それから、それから……。


「何よりも、怖いのは、その後、で……」


その先。


『絵を仕事にする』ということに対して、自分の中で片付けなければならない問題を全て、自分を曲げずに解決しようとするならば……その先で僕が越えなきゃいけない壁は、とてつもなく高いものになる。


「そういう我儘を全部押し通して絵を描くなら、多くの人に認められるくらいの実力がないといけないし、そもそも……」


一度、呼吸をする。


呼吸が速い。鼓動が速い。


言ってはいけない気がする。苦しい。……でも、僕はこれを、言葉にしなきゃいけない。


「絵を描くことを仕事にするには、人に認められなきゃいけないっていうことで……多分、僕はそれが、怖い」


僕は、人に認められなきゃいけないのが怖い。






しばらく、静かだった。


僕は頭の中でずっと学校や家での出来事が渦巻いていた。それらは全部、怖い記憶か嫌な記憶か、或いはそのどっちもが合わさったもので、その時の光景も、向けられた声も、視線も、全部が溢れて僕を押し潰していく。


図画工作展で貰った金賞。家の部屋の中に飾られた絵。提出した『将来の夢』の作文。困ったような顔をした両親。番号が無い紙。絵が剥がされた部屋の壁。……ゴミ袋の中に見えた、金紙。


『美大に行けるかもしれないって』と報告した時の、両親の顔。


それから……進路希望調査に書いた『法学部』の文字と、両親の笑顔も。


……それらの間に怖くない思い出も、楽しかったことも、嬉しかったこともあるはずなのに、そういうのは一つも出てこないまま、怖くて嫌だったものばかりが溢れてくる。


「おい」


ラオクレスが手を伸ばしてきたのを見て思わず体を竦めて、ぎゅっと縮こまる。


寒い。手に感覚が無い。怖い。体が動かない。呼吸が詰まる。何も考えられない。


……けれど、なんとか、頭の中を占領するそれらをなんとか押しやって、蓋をして、片付ける。大丈夫だ。今までだって何度もやってる。こういうのは思い出さないのが一番いいって分かってる。何度か意識して深呼吸したら、もう大丈夫だ。少し嫌な汗をかいてしまったけれど、額を拭って顔を上げる。


……すると、そこでラオクレスと目が合った。


どうやら、じっと見つめられていたらしい。多分、僕が僕の中を片付けている間も、ずっと。


……ラオクレスは、細く、長く、息を吐いた。それはため息のようでもあったけれど、ため息らしくはなかった。『これはため息じゃない。だから失望や失意を表すものじゃない』って最大限気を遣ったようにも思えた。それから……ラオクレス自身を落ち着かせるためのものにも、見えた。


「トウゴ」


「うん」


名前を呼ばれて、僕も少し落ち着く。ラオクレスの声は低くて静かで、僕を落ち着かせてくれる。


「……俺が、言うべきではない気も、するが」


「……うん」


そしてラオクレスは、迷って、迷って……慎重に、言った。


「なら、それがお前の望みでは、ないのか。絵を描くことを認められるということに憧れていて、だからこそ、それが怖かったんじゃ、ないか？」






けれど、何度か頭の中で『あこがれ、あこがれ……』と繰り返して、ゆっくり、ゆっくり噛み砕いていったら……落ち着いてきた。それから少しずつ自分の中の言葉を出して、自分の中身を確かめていく。


「僕……確かに、憧れて、いた、みたいだ」


できるだけ思い出さないように気を付けながら、話す。


けれど、言葉に出してみるとまるで他人事みたいで、頭の中はそんなには酷いことにならなかった。


「……僕には、認めてもらう度胸が無かった。人に認めさせる気概も無かった。何をしたって認めてもらえるとは思えなかった」


ここで一度、言葉を区切る。息を吸って、吐く。


……うん、大丈夫だ。案外、大丈夫なものなんだな。もしかしたら、言葉にするっていうことは凄く健全なことなのかもしれない。少なくとも、自分の中でずっと抱え込んでいるよりは。


現に今、僕は、思っていたよりもずっと楽に怖いものと向き合えていた。


「だから法学部って書いた」


「ホーガクブ？」


うん。法学部。僕が進路希望調査に書いたやつ。


差し障りがない、如何にもな回答だと思う。進路希望調査に自分の希望しないものを書いて、そうやって、僕は身を守っていた。


他人が望む自分の形をした殻を被って、段々、殻の重さに押しつぶされそうになって、動けなくなって、息が詰まって、死んでしまいそうになって。……それでも僕は生きていた。先生が時々、僕が被った殻の端っこをちょっと持ち上げては、「トーゴ、君は本当に絵を描くのが好きだな」って、言ってくれたから。


だから僕は生きている。そして、この世界に来て……生きていたいと、思ってしまった。


この『生きていたい』は、心臓を動かして息をしていたい、という意味じゃなくて……もっとずっと自分勝手な意味の『生きていたい』だ。


……僕は生きていてもいいんだろうか。この世界ならそれが許されるだなんて、そんなことがあってもいいんだろうか。


「……期待してしまう気持ちも、期待外れを怖がる気持ちも、あるんだ。けれど多分、やっぱり、それでも迷ってしまうのは……憧れているから、なんだと思う」


言葉に出すと、怖さの方が勝つような気がした。けれどラオクレスが目の前で静かに聞いているから、言わなきゃいけない。


「人に認められることに。僕がこういう人間なんだって、認めてもらうことに」


……多分、この世界も元の世界とそんなに変わらないんだと思う。今回の件で、ちょっと思った。


僕は絵を描くことよりも、絵を実体化させることに価値を見出されるだろう。


僕の絵よりも、僕自身に価値を見出されるのだろう。


……そして、その価値はきっと、僕を埋め立てていく。僕は絵とは無関係に『成功』へと導かれて、そして、きっと……死んでいく。


ここでの『死んでいく』は、やっぱり、心臓が止まって呼吸も止まる、っていう奴じゃなくて、体じゃない部分の『死』。


どの世界でも同じだ。結局、僕は……生きていくためには、諦めてもらわなきゃいけない。僕は、『成功』できない生き物だ。


「僕、絵を描くのが好きだ。絵を描いていられないなら死んでるのとあまり変わらないんだ。だから、絵を描いていたら成功する人生が送れないって分かっていても、絵を描いていたい。失敗した人生でもいいから絵を描いていたい」


……ふと、思い出す。


僕、あの日、先生に言われたことの意味が、やっと分かった。


僕が即答できなかったこと……『画家になりたいわけじゃないでしょう？』と聞かれて、即答できなかった僕が言うべきだったのは、『もちろん画家になんてなりたくないよ』っていうことだったと思うけれど。でも、僕が言いたかったことは……多分、これだったんだよ、先生。


「僕は、僕が失敗する道を選ぶことを、許してほしい。応援してくれなくても、いいから」






「……って、ずっと、言いたかった」


やっと言えた。


口に出してみたら、すごく怖かった。


けれど、ようやく、息ができるようになったような、そんな気がした。生まれてきたばかりの赤ちゃんは、初めて自力で呼吸をした時、こんな感覚なのかもしれない。


……先生はこれを聞いたら、単純な言葉だなって笑うだろうか。君らしくていいねって笑うだろうか。……まあ、何にせよ、喜んでくれるだろう。


それから……もし、僕の両親がこれを聞いたら、なんて言っただろうか。


怒られたかな。いつもみたいに殴られたかも。それとも、精神病院とかに入れられてたかな。それとも……何も言われずに、次の日に何もなかったことになっていたかな。うん。そんな気がする。そういう、かんじで……そしてきっと僕は、『成功』していたんだろう。望んだわけでもなく。望まれたままに。きっと、死んだように。


「すっきりしたか」


「うん。大分」


これが言いたかったことなんだな、と自覚できたら、色々と落ち着いてきた。


僕が絵を描くことを仕事にしたいと憧れているのは、絵を描く仕事ができるということが、『絵を描くことを認められた』ということだから、だ。


「僕は『成功』なんていらない。勿論、それじゃ生きていけないって分かってる。そんな生き方は望まれてないってことも」


君ならもっと上を目指せる、と言われてきた。あなたには幸せになってもらいたいの、とも言われてきた。多くの人間はお前が手に入れられるものを手に入れたくても手が届かないんだぞ、とも。『成功』を望まれていることは分かってる。僕がその気になればそれが手に入ることも。


……けれど僕には、それが只々、厭だった。


成功してほしい。幸せになってほしい。そう言われるほど、息苦しかった。だって、そう言われて連れていかれる先にあるのは僕にとっての死だったから。


「……諦めてほしかった。僕は、望まれたようには生きていけない生き物だ」


只々、息苦しくて、色々なものが怖くて、そして、只々、申し訳なかった。


『真っ当に』育てられて、『成功』する人生に手が届く。なのにそれを望むことができない。


おかしいのは僕の方なんだろう。役に立たないものを好きになって、それが無いと生きていけない心に育ってしまった。おかしいって分かってはいる。いけないことだとも。申し訳ないとも。だから……諦めてほしかった。僕はあなた達が思っているような優秀な生き物じゃないんだって、失望してほしかった。けれど同時に、失望されるのが怖かった。


矛盾だらけだ。


だからずっと、僕はこれを言葉にできなかった。


……でも、言葉にできたし、もうはっきりしたから。だからもう、大丈夫だ。






「フェイ！」


フェイは中庭に居た。夕暮れ時の庭の中、レッドドラゴンと遊んでいたらしい。一人と一匹は夕焼けの色に染まって、元々赤いのにますます赤く見える。


「あの、聞きたいことがあって」


僕は、言う前に、聞かなきゃいけない。


僕がそう言うとフェイは少し不思議そうな顔をして、それから、レッドドラゴンと揃って首を傾げた。仲がいいなあ。


「あの、僕、何を期待されてるんだろうか」


僕が尋ねると、フェイはきょとん、として……すぐ、満面の笑みを浮かべた。


「期待？　面白いことだな！　お前、他に類を見ねえ奴だからさ。あ、それから俺達の友情に期待している！　……で、絵師としては当然、絵を描くこと、だな」


緊張しながらそう聞いてみたら、フェイは、間髪入れずにそう返してくれた。


「……絵を実体化させることじゃなくて？」


「うん。お前が描いた絵、屋敷に飾りてえなって。だから勿論、実体化しねえ奴な！　飾っといた絵がいきなり動き出したら困るからな!?　頼むぜ!?」


なんというか、拍子抜けしてしまった。分かってはいたはずなんだけれど、改めて言われると、こう。力が抜ける、というか。


「あの……変なこと聞くようだけれど、それ、僕を、気に入ってくれたから……？」


「まあ、そう、か……？　だって嫌な奴に仕事頼むよりは、いい奴に仕事頼みてえじゃん？　あー……でも分かんねえなあ、これ」


フェイはそう言いながら、頭をがしがしやりつつ、虚空を睨んで少し考え込んで……言った。


「ほら、お前が俺の絵、描いただろ？　あれ見て、こういう絵、飾りてえなあって思ったんだよな。なんか柔らかくて、楽しそうでさあ」


そう言いながら、フェイは楽しそうに笑って……それから神妙な顔で頷いた。


「だからもしかしたら、お前が嫌な奴でも頼んでたかもしれねえ」


「……そっか」


嬉しかった。すごく。けれど同時に、不安でもある。


「……僕、絵は下手だよ」


「俺はそうは思わねえけどなあ」


「本来なら絵で食べていっちゃいけないと思う。ちゃんと美術大学に通って学んで、それでも絵を職にできない人が沢山いる。僕は彼らより、絶対に実力が不足してる」


美術大学、と言ってしまってから、この世界の人には伝わらないか、と思い直す。けれどなんとなく、意味としてはフェイにも伝わったらしい。フェイは首を傾げて……それから、にやりと笑った。


「正直、俺、絵の良し悪しは分からねえんだよなあ。うん。有名な画家の絵だって言われなきゃ気づかねえのとか、絶対にあるぜ」


うん……なんとなく、彼らしいような気がする。


「でもよ、絵の評価なんてそんなもんだろ？『これはすごいものだ！』ってでけえ声で言ったもん勝ちみたいなとこ、ねえ？」


……とてつもなく衝撃的なことを言われてしまった。けれど……な、なんだか反論できない！


「だから、もしトウゴが『うまく仕事ができるか』しか心配してねえなら、そんなもん放り投げてうちに来いよ！　お前の絵の良し悪しは分からねえけど、俺は好きだぜ。そんでもって、『これはすごい絵だ』ってでけえ声で言ってやる準備はできてる！　それに、お前の気が向かねえ仕事があったら、断りゃいいだろ？　金には困らねえんだしさ。それで食っていけねえようなら前も言ったように、うちで養ってもいい！」


頼もしい。すごく……ええと、頼もしい。


なんだか頼もしいフェイに背中を押されるようにして、僕は、言い訳というか免責事項というか、そういうものを重ねていく。


「僕、失敗すると思う。少なくとも、色んな人が望むような『成功』は、多分、できない。世界中に認められるような絵を描いて高い地位に就くようなことはできないだろうし、あなた達の名声を上げる手伝いも、多分、できない。自分の絵を積極的に売り込みに行くことも、多分、苦手だ。もしかしたら、僕の気持ちが向かないせいで上手くやれない仕事もあるかもしれない」


憧れはするけれど、それが簡単にできないことは、分かってる。実力は足りていない。売り込みに行く気概も無い。割り切れる覚悟も多分、足りてない。だから。


「だから僕は、失敗すると思う。成功は、できない」


「おう。いいぜ」


フェイはあっさりとそう言って、嬉しそうに笑った。


「お前が王宮の魔導士だの宝石商だのやるなんて、面白くねえし、勿体ないだろ！　な！」


「……勿体ない？」


「おう。勿体ない！」


そっか。僕が王宮の魔導士をやるのは、勿体ない、のか。


逆じゃないのか。絵を描くなんて勿体ない、とは、言わないでくれるのか。そんな無駄なことをするな、とも、そんなものにいつまで拘っているの、とも、言わないでくれるんだ。


……嬉しいなあ。いいんだろうか。こんなことがあって。






「ただ……お前、本当に考えたか？　大丈夫か？　さっきも言ったけど、うちと契約しても、本当にお前を保護できるかはちょっと自信無くなってきたぜ？　それからよ……あんまり言いたくはねえけど、まあ、所詮はこんな領地の領主一家風情だからな、俺達。多分、絵描きとして大成してえなら、王城の絵描きとかになった方がいいと思うんだけどよ……」


急に自信を失ったようなことを言うフェイが、少しおかしい。さっきまであんなに頼もしかったのに、自分のことになるとこうなっちゃうんだね。


「……僕は、僕を成功させてくれる人より、失敗をした時に一緒に笑ったり悔しがったりしてくれる人がいい」


僕は、成功に興味が無い。特に嫌う必要は無いのだけれど、苦手だ。だから、成功させてくれなくていい。ただ、代わりに一緒に居てほしい。失敗した僕を見て、『それ見たことか』『言わんこっちゃない』『絵なんて描いてるからそうなるんだ』なんて言わないでくれれば、もっといい。


……僕が選んで手に入れたものを馬鹿にしないで、がっかりしないで、ただ、笑ったり悔しがったりしてくれたら、最高だ。


「フェイは一緒に失敗してくれるだろうか」


僕は、僕より高い位置にあるフェイの目を見上げて、尋ねた。


するとフェイはにんまり笑って、僕の手をぎゅっ、と握る。


「おう！　一緒に失敗しようぜ！　ってことは、じゃあ今日からお前は俺の親友で、同時にうちのお抱え絵師かあ！　やったぜ！」


フェイに握られた手がぶんぶん振られて、なんだか気が抜けてきた。うん、ラオクレスの言うところの『フワフワしてきた』かもしれない。


たくさん考えて、怖くて、不安で……緊張した、のかもしれない。うん。緊張が解けて、フワフワしてきた。いっそ現実味がない。


「……いいのかな、こんな、夢みたいなことが起きて」


「いいじゃねえか！　お前だって夢追いかけろよ！　俺は夢、叶えたぜ。お前のお陰でさ。……だから今度は、お前が夢叶える番だ。夢見るだけならタダだ、とは言っても、叶うならその方がいいだろ？　な！」


フェイの後ろからレッドドラゴンが顔を出して、その通りだと言わんばかりに、きゅう、と鳴く。


「トウゴに何描いてもらうか……やっぱ肖像画かなあ！　くそー、楽しみだなあ！」


……うん。そうか。いいんだな。これで。


楽しみだ。


絵を描くことを、仕事にしてみるのが……不安で、怖くて、自信も無いけれど。それでも、楽しみ、なんだ。










それから僕は、布団に潜り込んで、眠ろうとした。けれど、目が冴えてしまって眠れなかった。


だって、絵師になってしまった。僕、絵を描くことを仕事にする人になってしまった。不安で、怖くて……すごく楽しみだ。


そうして僕は結局、そのまま朝を迎えた。うん。だって眠れなかった。しょうがない。


窓から差し込む光は、随分と明るい。朝陽に照らされて、全部が金色に、或いは眩しくて柔らかい黄色に染まっていく。


それを見て、僕は……ヒヨコ色だな、と、思った。ヒヨコフェニックスは夕陽みたいなオレンジだけれど、そうじゃない普通のヒヨコの色。


「ヒヨコ色だ……」


僕がそう呟いたら、隣のベッドで寝ていたラオクレスが身じろぎした。


「……起きたのか」


どうやら、起こしてしまったらしい。ごめん。


「ええと、寝てない」


ラオクレスは僕を見て訝し気だったけれど……僕は、少し眠たげなラオクレスの目を見て、思わず笑ってしまった。起きている時は冬の朝陽の色に見えて、戦う時には雷めいて見えるそれが、少し眠たげな今、どうにも……別の色に見える。


彼の目の中に収まっている色って、朝陽の色で、雷の色で……ヒヨコの色だ！


「ヒヨコ色だ……！」


「ヒヨコ？　……何の話だ？」


ラオクレスは訝し気な顔をしていたけれど、僕があんまり楽しそうにしていたからか、そのうちつられて小さく笑い始めた。


徹夜明けの妙に高揚した気分も合わせて、僕はなんだか幸福感でいっぱいになってくる。


窓に近づけば、一面ヒヨコ色の景色が見えた。……多分僕は、この先一生、この景色を忘れないだろう。僕の、出発する日の朝の景色だから。きっと、元の世界に帰らなきゃいけない日が来たとしても、忘れない。ずっと。


ヒヨコ色の朝陽に輝く世界は優しい色合いで、それでいて眩しい。生まれたてのヒヨコみたいな景色だ。


「ヒヨコ色、か。確かに今、お前がヒヨコ色に見える」







    
  
  




そしてどうやら、窓に近づいた僕もまた、朝陽の色に染まってヒヨコ色、らしい。ラオクレスが笑っている。……ある意味、僕は今、生まれたてのヒヨコみたいなものだから、この色合いは非常に相応しい、のかもしれない。







＊エピローグ


「トウゴ・ウエソラ、か……」


報告された名前をもう一度確かめるように、老貴族のしわがれた声が呟く。


膨大な魔力と未知の魔法を持つ謎の少年。報告にはそうあった。魔力は最近芽生えたものらしく、未だ、制御は覚束ない。だが、きちんと育てれば……間違いなく歴史に名を残す大魔導士となるであろう、とも。


「勧誘にはジオレン家が失敗したらしいな。まあ、あの程度の小物の手には余る逸材であろう」


嘲笑う声に頷いて、老貴族はまた、笑う。無様なジオレン家の裁判の様子は記憶に新しい。ジオレン家がやっていたという悪事など、多かれ少なかれ、その他の貴族でもやっているようなことだ。だが、それを巧くやれるか下手を打つかだけが明暗を分ける。そして、ジオレン家は下手を打った、というだけのこと。あれしきのことができない無能に、大魔導士の卵を扱えるものか。


「まあ、分かりきっていた結果だな。いやはや……となればいよいよ、お前が動く時か？」


問われた老貴族が頷くより先、不意に、ドアが叩かれる。……重要な会談の途中であるにもかかわらず、ドアが叩かれた。となれば、何かがあったということに他ならない。


両者共にやや緊張しつつも、入れ、と声を掛ければ、重厚なマホガニーの扉が遠慮がちに、しかしせわしなく開かれる。そこから現れたのは、老貴族の使っている密偵だった。


「ご報告が」


密偵は、少しばかり顔色も悪く、しかし口籠ることなく、報告を行う。


「レッドガルド家に、解雇されました。これ以上あの家の情報を探るには、別の手段を講じる必要があるかと……」


「……医者として潜り込んだのではなかったのか。今まで信頼されていたように思えたが」


「何故か、感づかれたようです。勿論、何所に雇われた密偵かまでは分からないでしょうが……」


老貴族はため息を吐く。優秀な密偵を雇ったが、それでもこれか。


……まあ、仕方あるまい、と老貴族は納得することにする。レッドガルドの領主は中々の切れ者と聞く。また、レッドドラゴンとて、いくら召喚されたとしても気に入らない相手の召喚獣にはならないだろう。ならば、無能と名高いレッドガルドの次男もまた警戒する必要があると、老貴族は考えていた。


「しかし、解雇されてからも情報収集を行い、一つ、大きな情報を持ち帰りました」


「ほう。それはなんだね」


「……トウゴ・ウエソラがレッドガルド家と契約した、という情報です」


「やはり、か」


老貴族はある程度覚悟していたため、落胆もそれほど大きくない。が、老貴族の向かいの席からは、大きな嘆息が聞こえていた。


トウゴ・ウエソラを欲する気持ちはよく分かる。それを、弱小貴族に掠め取られたとなれば、嘆息の一つも出てくるだろう。


「契約の内容は分からないかね？　レッドガルドの次男はお抱え絵師にしたい、と、陛下に言っていたようだが」


老貴族は考える。……レッドガルドの次男を呼び出す為のパーティのことは、既に聞いている。そして、そこでレッドガルドの次男が、風変わりな少年を連れていた、ということもまた、分かっているのだ。その少年こそが、トウゴ・ウエソラである、ということも。


……更には、そこでトウゴ・ウエソラが『レッドガルド家のお抱え絵師となるであろう絵描き』として紹介されたことも、分かっている。


「内容までは……。ですが、レッドガルド邸内で呑気に絵を描くトウゴ・ウエソラの姿は確認しております。もしかすると、本当に……絵描きとして雇われた、のかもしれませんが……」


密偵の言葉を聞いて、老貴族は少々混乱しつつ、なんとか対策を考える。


「何、絵描き、というのは単なる名目であろう。大魔導士と成り得る者を絵描きにする愚か者がどこに居る」


だが一方で、向かいの席から挙がった意見にも納得がいく。


王宮の魔導士として十分にやっていけると報告されるほどの、膨大な魔力。それを操り、幻獣を召喚する技術。本人の努力か天賦の才か、どちらにせよ多くの者が欲してやまないであろうそれを持ちながら、絵描きになるような人物が果たして存在するのだろうか？


「ううむ、となれば、最早レッドガルドはどうでもいい。そしてトウゴ・ウエソラ自身も、最悪、手に入らなくとも構わん。だが、なんとか、召喚の魔法については知りたいものだ……」


絶滅した生物を召喚する魔法など、王家に伝わる魔導書にすら記されていない。だが、トウゴ・ウエソラはそれをやってのけたのだ。きっと、彼が編み出した未知の魔法が、そこにある。その術式を盗み出すことができれば、トウゴ・ウエソラ無しでも幻獣の召喚が可能になるかもしれない。


……だが。


「……いや。ここは当然、トウゴ・ウエソラ本人を狙うべきでしょうな」


老貴族は、笑う。


「絵描きとして雇われているというのなら、絵描きとして奴を勧誘すればいい。その上で、相手が喜びそうな餌をぶら下げてやれば事足りる」


こちらには富も名誉も、全てが揃っている。レッドガルドよりこちらにつくべきということは、誰にでも分かることだろう。ならば、後は、魚が餌に食いつきやすいよう、きちんと道筋を整えてやるだけだ。その後のことは、どうとでもなる。レッドガルド程度、真正面からやり合っても十分に潰せるだけの力がこちらにはあるのだから。


「ひとまず、トウゴ・ウエソラの絵が市場に出回るようになるまでは放置しましょう。それから動いても十分に間に合う」


「そうか？　ならば任せるが……」


「ええ。お任せを」






……レッドドラゴンの価値は高い。だが、そのレッドドラゴンを遥かに凌駕する価値を持つのがトウゴ・ウエソラだ。どんな幻獣よりも価値の高いその生き物を手中に収めるべく、老貴族は早速、考え始める。


確実に、トウゴ・ウエソラを誘き出す方策を。









あとがき






さて、『今日も絵に描いた餅が美味い』二巻をお読みくださり、誠にありがとうございます。更にはこんなあとがきまでお読みくださりこちらもありがとうございます。


さて、本巻は大分書き下ろした部分が多いといいますか、ウェブ上で二章と三章になっているものをギュッと一冊にしてしまった都合で、話の流れが大分変わっております。話の流れを変えつつキャラクターの描写も増やし、自分としては満足の行く仕上がりとなりました。こういう風に改稿する機会を得られたということで、書籍化してよかったなあ、と思っております。ちなみに当方、本巻で割と気に入っている台詞は『ついでにラオクレスもリボンにしようぜもう』です。


三巻がどんな様相になるかはまだ分かりませんが、読者諸賢より編集さんより先に、まず自分自身が満足のいく内容にしたいと思っております。どうか、もうしばらくお付き合いいただければ幸いです。






さて。一巻が世に出て改めて思うことは「自分が大切にしているものを大切にしてくれる相手と仕事できるってものすごく幸運で幸福なことなんだなあ」ということです。本作をご担当頂いている編集さんは、そういう人でした。ものすごく幸運なことに。


出版するということは出版社が利益の為に行うことで、当然ながら金にならない仕事はやってられない訳です。だから「金を出すのはこっちですからあなたの意見は通せません」とか「指定のキャラの髪色だとインパクトが無いんで髪色は赤に変更して発注しておきました」とか平気でやる編集さんも世の中には居るわけです。居るんですよ。まあ、それも致し方ない事なのかもしれません。利益が無ければ出版社は潰れてしまいますので。それは重々承知の上の紛れもない真実であるとして……しかし、その上で本作にお金以外の価値も見出して頂けるということが、ものすごく嬉しい。『この話が面白いから出版したいんですよ』という言葉が如何にありがたい言葉であるか！


ＴＯブックスさんとて営利企業ですからお金を大切にしていない訳は無いのですが、それはそれとして、お金以外のものも大切にして頂きました。『絵に描いた餅が美味いならこういう画風が合いますよね』とか。『やっぱり動物も上手なイラストレーターさんがいいですよね』とか。『ということで転さんに決まりました』とか。『コミカライズは梅渡さんに決まりました』とか。いやもう最高ですね。エビでタイが釣れた、なんてものじゃあありません。餅で鯨が二頭釣れました。そういう気分です。


本当に、本作は大切にして頂いて世に出ることができました。そして、世に出て読者諸賢にも支えて頂き、二巻も三巻も、世に出られることになりました。


自分が大切にしているものを大切にしてもらえることの幸せを日々、噛みしめております。


改めまして、イラストをご担当頂いております転さん、コミカライズの方をご担当頂いております梅渡飛鳥さん、編集さんとＴＯブックスさん、そして読者諸賢へ、厚く御礼申し上げます。


そしてどうか皆様、今後とも『今日も絵に描いた餅が美味い』をよろしくお願いいたします！










    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS


とびきりの贅沢を







「ええと、お砂糖は買ったわね。魔石ランプ用の屑魔石も。茶葉も新しいのを一缶買い足してしまったし……他に何が必要だったかしら」


クロアさんは顎に指を当てつつ虚空を睨む。


「ハムとチーズだ」


そこへラオクレスがやってきて、そう主張する。


「……ハムとチーズはまだ残っていたと思うけれど」


「切らすよりはいい」


ラオクレスの主張を聞いて、ちょっと嬉しくなる。彼がハムとチーズを買おうと主張しているのは、僕がラオクレスパン……ハムとチーズを挟んだパンが大好きだから、っていうことだと思う。ハムとチーズが増えることより、『ハムとチーズを増やそう』って言ってくれていることの方が嬉しい。僕、幸せ者だなあ。


……今、僕らはフラメリアの町で買い物中。


品物選びが得意なクロアさんと、荷物持ちのため連れてこられてしまったラオクレス。そして折角だからついていきたい僕との三人組で買い物しています。


買うものは主に、食料品や消耗品。森暮らしでも不自由なく、ついでに僕がそんなに描かなくてもいいように、ということで。……それから、僕はクロアさんをモデルさんとして雇うにあたって、彼女にとびっきりの贅沢をさせるっていう約束なので！






「……そうね。まあ、ハムとチーズも折角だし買い足しちゃいましょうか。トウゴ君がにこにこしてるし、荷物持ちさんはまだまだ大丈夫っていうことみたいだし」


「ああ。問題ない」


「ねえ、ラオクレス。本当に大丈夫……？」


ラオクレスは既に、結構な量の荷物を持っている。大丈夫だろうか。この世界のハムとチーズって、すごい塊で売っていたりするので、更にとんでもない重さの荷物が追加されることになるけれど……。


「……まあ、食料品の買い出しが終わったら、一度森に戻って荷物を置いてきた方がいいだろうな。アリコーンが嫌な顔をしそうだ」


ラオクレスは自分よりも馬の心配をしている。ええと、今日、僕らは、アリコーンと天馬とでここまで来ている。僕とラオクレスがアリコーンの二人乗り。クロアさんがペガサス。


アリコーンはものすごく強い馬だから、僕とラオクレスの二人乗りをしてもまるで堪えた様子が無いのだけれど、でも、そこに更に荷物が増えたら、その、流石に嫌だと思う……。


「ということで、ハムとチーズを買ったら俺は先に戻るが、いいか」


「はいはい。私は後から帰ります。後でペガサスを一頭寄越してくれればいいわ」


「いや、迎えに来る」


クロアさんはきょとん、として、それを見たラオクレスも訝し気な顔をした。


「……お前とトウゴをペガサスで二人乗りさせるのは不安だが、トウゴを一人で馬に乗せるのも不安だ」


そしてラオクレスがそう言うので、僕はちょっとばかり複雑な気持ちになって、そして……。


「へ？　あ、あら？　いいの？」


クロアさんは、大いに戸惑っていた。


「何がだ」


「……私、てっきり、あなたは荷物とトウゴ君を連れて森へ戻る、っていうことだと思っていたのだけれど。あなた、私とトウゴ君を町で二人きりにしていいの？」


「……ああ、そうか」


そこでようやく、ラオクレスもクロアさんの言うところが分かったらしい。


……クロアさんは、まあ、元が密偵さんなので。だから、僕らとしてはまだちょっとクロアさんを警戒しておくべきところがある……と、クロアさん自身は思っているのだろう。


けれどね。僕もラオクレスも、もうそのあたりはあんまり気にしないことにしているんだよ。


「トウゴ。どうする」


「うん。クロアさんと一緒に買い物してから帰る。迎えに来てね」


「ああ。分かった。……だそうだぞ」


ということで、僕はクロアさんと二人で買い物することに賛成だし、ラオクレスも反対しないんだよ。クロアさんはこれに目を瞬かせて、ちょっと呆れたような顔をする。


「私が言うのもおかしな話かもしれないけれどね。あなた達、ちょっと警戒が甘すぎるんじゃあないかしら？」


「そう？　そうでもないと思うけれど」


「警戒も何も、今更だろう」


僕らが揃って首を傾げると、クロアさんはいよいよ、笑いだしてしまった。


「……まあ、いいわ。そういうことなら遠慮なく。トウゴ君と楽しませてもらおうかしら」


そしてクロアさんは、するり、と滑らかな動作で僕の腕に腕を絡めた。


「ねえ、トウゴ君。私、夏服が数着、欲しいのよね。付き合ってくれる？」


「勿論！　クロアさんの服選び、魔法みたいで好きだよ」


「ふふ。ありがとう。じゃあ、とびきり贅沢させてもらおうかしら……」


「待て」


そして歩き出そうとした僕らは、ラオクレスに呼び止められる。


「……服の前にハムとチーズだ」


あ、そうでした。そっちにも楽しいことがあるんだった。今回はどのハムとチーズにしようかな。色んな種類があるから、色々試してみるのも楽しいんだよ。僕、この世界に来て、ハムとチーズの味にうるさくなってしまったかもしれない……。










さて。


ハムとチーズの大きな塊と、ついでにパンの大きな塊も一つ買い足してしまって、それを背負ったラオクレスがアリコーンに乗って森へ帰っていくのを見送ったら……。


「さて、と。じゃあ早速、行きましょうか」


「うん」


いよいよ、僕とクロアさんと、二人での買い物がスタート。僕はクロアさんにそっと、腕を差し出してみる。


「……あら」


「エスコートしますよ。……とは言っても、僕が案内される側のような気がするけれど」


ちょっと気取りすぎたかな、と今更気恥ずかしくなりながらそう言い訳してみたら、クロアさんはなんだか嬉しそうにくすくす笑って、そっと腕を絡めてきた。


「嬉しいわ。よろしくね、小さな騎士様」


……まあ、小さいですけど。ヒールのついた靴を履いて益々身長がすらりと高いクロアさんよりも、僕、身長が低いですけれど。でも、小さな騎士様、っていうのは……複雑な気持ちだ！






それから僕はクロアさんに付き合って、服屋さんに入った。


……クロアさんの服選びは、すごい。すごくスピーディ。陳列されている服をざっと見回して、その中から十数着をぱっと取って、試着をささっと済ませて、それで返却するやつと買うやつとに分けて、お会計。動作がすごく速いので、待たされるような感覚はまるで無い。


「ねえ、トウゴ君。これ、どっちがいいと思う？」


そして試着の途中。試着室から出てきたクロアさんは、ノースリーブのワンピースドレスを着て裾を揺らす。薄いブルーの地にレースみたいな模様が染めてあるやつだ。そしてもう一着、手に持っている方は、同じ形なんだけれど大ぶりなレモンの柄。


どちらも涼やかな印象で、夏の装いとしてすごくいいと思う。けれど、どちらか、と言われると……そうだなあ。部屋の中でお茶を飲んでいる時とか、日傘を差しながら町を歩いている時なんかは薄青の方がいいと思う。けれど、昼間の森の木陰とか、夕方から夜にかけての水辺とかだったら、レモン柄の方がいいかなあ。うん。


「森っぽいのはレモン柄の方だと思う」


「そうね。じゃあこっちにしましょう」


クロアさんはにっこり笑って、試着室の中にまた引っ込んでいった。


……彼女が着替えている間に、僕はちょっと、お店の中を見させてもらう。このお店は婦人物の服飾類を扱うお店なので、その、僕にはあまりなじみの無いものが多い。あんまりきょろきょろするのも気まずいのだけれど、興味深くはある。


今は季節が夏だからか、涼しげな服や小物が多い。ノースリーブの服とか、レースの日傘とか。鞄も籐籠とうかごみたいなやつがあったりして、やっぱり涼しげ。


……服の構造は大体分かるのだけれど、日傘とか、籐籠とか、そういうものはあんまりよく分からない。絵に描くことを考えて、ちょっと観察しておこうかな。特に、日傘は絵のモチーフになることもあるだろうし。ほら、クロード・モネの『散歩、日傘をさす女』なんかはそのまま、日傘をさしている女の人の絵だし。ああいうの、描いてみたら楽しいかもしれない……。


「あら。先程の方への贈り物ですか？」


「へ？」


……そんなことを考えながら日傘を見ていたら、お店の人に話しかけられてしまった。


「いや、あの……」


お店の人に話しかけられるのは、ちょっと苦手だ。特に、こういう婦人服屋さんだと。


「こちらの日傘には風の魔法が織り込んであるんですよ。ですから夏場でも涼やかなんです」


……けれど、よく考えてみたら、別に、困ることもないか。そうだ。本当にクロアさんにプレゼントっていうことで、日傘、買ってもいいし……いやいや、プレゼントなんて考えなくてもそうだ！　クロアさんに日傘をさしてもらって、それを描きたい！


そう考え始めたら、もう、クロアさんに似合いそうな日傘を探し始めてしまう。


真っ白なレースの日傘？　いや、こっちの黒のレースもきっと似合う。織り模様で透けるところと透けないところができている日傘も面白いし、重厚な布と房飾りの日傘も悪くない……。


「おまたせ、トウゴ君。お会計、してきちゃうわね」


「あ、ちょっと待って。……よし。やっぱりこれにしよう」


そして試着室から出てきたクロアさんに待ったをかけて、僕は一本、日傘を選んだ。


それは、外側から見たら、シンプルな白レースの日傘だ。けれど、葉っぱみたいな形の薄緑の布が内側に重ねて貼ってあって、開いて光に透かすとまるで森の木の下で木漏れ日の中に居るみたいな、そういう具合になる。ちょっとクロアさんっぽいなあ、と思ってこれにしてみた。爽やかな薄緑に透けるかんじが、すごく似合いそうなんだよ。


「じゃあ、これも併せてお会計してきちゃうね」


「あらあら」


ということで、クロアさんから選んだ服を受け取って、日傘と一緒に持ってカウンターへ。財布は僕が出しますよ。


「日傘、買ってくれるの？」


「うん。描かせてもらいたくて」


横から覗き込んできたクロアさんにそう返すと、クロアさんは表情を綻ばせてくすくす笑う。


「本当に描くのが大好きなのねえ」


「うん」


綺麗なものは特に、たくさん描きたくなってしまう。強い日差しに煌めく泉も、陰影の強い木漏れ日の様子も、夏服のクロアさんも……夏は夏にしか描けないから、満足のいくまで色々描きたい。


「お荷物、重くない？」


「うん。特には」


お会計が終わった服を紙袋に入れてもらって、それを持つ。夏服は薄手のものが多いからか、そんなに重くない。ちょっとかさばるだけ。


……けれど、その中でも特に、日傘がかさばる。まあ、そりゃあそうだよね。


お店を出たところで、紙袋からはみ出す日傘をどうしようか、ちょっと悩んでいたら。


「ふふふ。貸して」


クロアさんのほっそりした手がするり、と日傘を抜き取って、ぱふ、と開いた。


「折角だし、さしていきましょう。ね？」


……そう言って日傘を背景に微笑むクロアさんは、すごく綺麗だった。強い日差しに透けて薄緑を濃くする日傘も、その色合いに囲まれて輝くクロアさんの瞳も。少し暑い中でも、ああ、夏っていいなあ、と思わせてくれるような、そんな涼やかさがある。


「……描きたいなあ」


「それは帰ってから。ね？」


「うん」


けれど、描くのはまた後で。今は、綺麗なものを見た高揚感でいっぱいになりながら、もうちょっとお買い物。どうせ『小さな騎士様』だけれど、一応、ちゃんとエスコートしますよ。






それから文房具店に入った。クロアさん、インクとレターセットが欲しいんだってさ。


「手紙、出すの？」


「ええ。密偵からは足を洗いたいところだけれど、でも、トウゴ君を守るためにはある程度、今後も密偵としての働きができた方がいいかしら、とも思ってるの。だから、繋がりを持っていた方がいいところとは文通くらい、しておかなきゃね。死んだなんて思われていたら癪だし……」


成程。そういうのもあるのか。そのあたりはフェイの方が詳しそうだから、後で聞いてみよう。


「一応、フェイ君のご一家には許可を頂いているけれど……もし信用できないようなら、手紙は全部、検閲していいわ」


「ううん。僕としては、クロアさんの好きにしてくれれば、それでいいと思ってる」


「そう？　なら、そういうことにさせてもらうけれど。……本当にふわふわ坊やなんだから。もう。さて、インク、インク、と……」


ふわふわ坊やとは何事ですか、と言いたいところだけれど、もういいです、ふわふわ坊やで。だって、文房具店に並んでいるものを見ていたら『ふわふわ坊や』なんてどこかに飛んでいってしまったから。


棚に並んでいるインクの瓶はつるりと滑らかに煌めいて、飾ってある色見本も合わさって鮮やかな見栄え。ペンも沢山並んでいて、万年筆から羽ペンまで、様々なペンが置いてある。便箋と封筒も素晴らしく色々なデザインのものがあって、見ていてまるで飽きることが無い！


「ああ、あったわ。私、この色のインクが好きなの」


それからクロアさんは、孔雀の羽みたいな翠のインクの瓶を手に取った。成程、クロアさんっぽい色だ……。


「トウゴ君も何か買う？」


「ええと……最近、フェイと一緒に町へ来た時、一瓶、買っちゃったので」


クロアさんに勧められてまた心が動きかけたけれど、僕、インクは既に一つ持っているんでした。


「そう？　違う色のものがあったらそれはそれで楽しいと思うけれど」


けれどもクロアさんはそんなことを言いつつ、ちょっと考えて……インクの瓶を一つ、手に取った。紫がかった濃いグレー、みたいな色だ。水で滲ませた色見本を見ると、滲んだところにピンクや青がほんのり見えて、これで絵を描いてみても楽しいだろうなあ、と思わされた。


「似合うと思うわ。どう？　贅沢してみない？」


「……じゃあ、ちょっと贅沢してみます」


ということで、僕は誘惑に負けることにした。贅沢できちゃう環境なので、つい……。






そうして、文房具店で買ったものの包みを大事に持ちつつ、お店を出る。


「トウゴ君はお手紙、書かないのかしら？　ほら、ラブレターとか」


「ええ……それは、出す相手が居ないので……」


「そうなの？　相手が居たらちょっと揶揄からかってあげようと思ったのに」


「それはちょっと意地悪だと思う……」


くすくす笑うクロアさんに対してちょっと複雑な気持ちになりつつ、まあ、ラブレターじゃなくても手紙を書いてみようかな、と思う。偶には絵じゃなくて文字を書いてもいいよね。フェイにだって手紙は出せるし、ラオクレスやクロアさんにだって、手紙を出してもいいんだし。


何を書こうかなあ、なんて考えていたら、ふと、いい香りが漂ってくる。おや、と思って立ち止まると、クロアさんも気になったらしくて同時に立ち止まった。


「あら……屋台、かしらね？　いい香り」


砂糖がちょっと焦げたような甘い香りに、バターとリンゴの香りが混ざりあう。ちょっと見てみると、少し離れたところの屋台でアップルパイを売っているらしかった。


「……ちょっと買ってこようか」


「そうね。とってもそそられる香りだわ」


ということで、クロアさんは手近なベンチに座って、僕は彼女に一旦、荷物を預けて、屋台のアップルパイを買いに行く。


屋台のアップルパイは、面白い形状をしていた。筒みたいになったパイ生地の中にリンゴが包んであるらしい。まあ、屋台で売っているものだから、食べやすい形状になっていた方がいいよね。


僕は屋台の前でちょっと並んで、わくわくしながら待って、出来立てのアップルパイを二つ買う。紙で包んであるアップルパイは、手にほわほわ温かくて、いい香りがして、持っているだけでわくわくしてくる。


僕は早速、クロアさんが待つベンチの方へと戻って……そして。


「素敵なお姉さん。ちょっとお茶に付き合ってくれませんか？　いい店を知っているんです。ご馳走しますよ」


「荷物が多くて大変そうだね。ほら、持ってあげるからさ」


……クロアさんが若い男性に言い寄られている場面を見つけてしまった！　大変だ！






大変だ、大変だ。僕は慌てて、クロアさんの所へ向かう。特に後先は考えずに。


「あの、その人は駄目です」


クロアさんに話しかけていた若い男性二人組の背後から声を掛けると、彼らは僕を見て、きょとん、とした顔をした。


「その人、僕との先約があるので」


けれども、僕がもうちょっと言葉を重ねたら、男性二人組はちょっと困惑したような顔をして、それから、ちょっと軽薄そうな顔をした方の人が、僕に向かって身を乗り出してきた。


「君も可愛いじゃん。俺達は別に、君が一緒でもいいけど」


「僕、男ですが……」


絶対に勘違いされているんだろうなあ！　と思ってそう言ってみたら、また困った顔をされてしまった。どうせどうせ！


「そうは言ってもね。僕達としても、こんなに素敵な女性とのお茶の機会をふいにしたくないんだ。ちょっと君のお姉さん、貸してくれないかな？」


更に、一見丁寧な物腰の人の方も、そんなことを言ってくる。貸してくれ、って、ちょっと失礼じゃないだろうか。大体僕は弟でもないんだぞ！


「駄目です。この人は易々と貸し借りしていい人じゃないんだから。失礼なこと、言わないで」


断固としてお断りの姿勢を貫く。クロアさんと男性達の間に割って入って仁王立ちしつつ、ああ、僕がもうちょっと逞しくてラオクレスみたいな人だったなら、この男性達、もっとさっさと引き下がってくれたのかな、なんて思う。


「お姉さん。弟君も一緒でいいからさ。どう？　この子と二人きりより、俺達も一緒の方が楽しいと思うよ。楽しませる。約束するよ」


「お引き取り下さい！」


……けれど、僕がずっと仁王立ちしていた結果。


「ええ。ごめんなさい。私からもお断りさせて頂戴な」


クロアさんはすっ、と立ち上がって、僕の隣にそっとやってきて……ちゅ、と。


僕の頬に、キスした。


「だって私、この人に夢中なんだもの。二人っきりでいたいの。ね？」


……うん。


あの、僕、その……こういう時、どういう反応をすればいいのか分からない！










ようやく帰ってくれた男性達を見送って、僕らはベンチに並んで腰かけつつ、ちょっと冷めかけのアップルパイを齧る。……けれども、ちょっと浮かない気分だ。


「ごめん、クロアさん。僕がもうちょっとしっかりしていれば……」


アップルパイ片手に反省会。さっきの、多分、僕じゃなくてラオクレスだったなら、すぐに男性達も引き下がってくれたんだろうなあ、と思うので……。


「あら、私は嬉しかったけれど」


……けれども、クロアさんはそう言ってくすくす笑う。


「『易々と貸し借りしていい人じゃない』んでしょう？」


「それは当然、そうだけれど……」


「それが嬉しかったのよ。そんなこと、滅多に言われないものだし……トウゴ君、何も疑問に思わずに、はっきりそう言い切ってくれるんだもの」


さくさく、とアップルパイを齧って、『美味しい！』とにこにこ笑顔のクロアさんは、本当に嬉しそうなのだけれど……でもなあ。


「僕、もうちょっと逞しくならなきゃいけないなあ、と思いました」


「あら。このままでもあなた、十分に格好良くて素敵なのに」


「でも、僕はクロアさんにとびきりの贅沢をさせる、って約束しているので」


クロアさんが、これでもいいって言ってくれたとしても。もうちょっとくらいは、僕だって……と、思うんだよ。


「だから、何かあった時にクロアさんに嫌な思いをさせないですむように、ちょっとくらいは逞しくなっておきたいなあ、と」


僕がそう言うと、クロアさんはゆっくり瞬きして……ほう、とため息を吐いた。


「……すごく複雑な気分だわ。このままでいてほしい気持ちもあるし、私の為に逞しくなろうと頑張ってくれるあなたを応援したくなっちゃう気持ちもあるし……」


複雑な気分にならないでほしい。応援して。素直に応援して！






「でも、そうねえ……さっきの言葉、本当よ？」


それからクロアさんは小首を傾げて、ふと、魅力的な笑顔を浮かべた。


「私、あなたにすっかり夢中なの。風変わりで、不思議で、とても優しくて……」


……いけない。僕、またうっかり、クロアさんの瞳に魅せられてしまうところだった。頭を振ってクロアさんの誘惑から逃れていると、クロアさんは「あら残念」なんて言いつつ魅了の瞳を瞬かせた。


「……私の心はあなたに優しく餌付けされちゃって、すっかり元気になっちゃったけれど。ねえ、トウゴ君。さっきあなたがしてくれたみたいに扱ってもらえるのって、私にとってはすごく大切な心の栄養だったみたい」


そうしてクロアさんは、ちょっと戸惑っている僕に向かって、それはそれは綺麗で温かい……森の陽だまりみたいな笑顔を、向けてくれるんだよ。


「ね、トウゴ君。これからも私にたくさん、美味しい餌を頂戴ね？」


「……頑張ります」


なんというか、色々と複雑な気持ちなのだけれど……ひとまず、クロアさんがそんなに嫌に思っていないようでよかった、っていうことにしようかな。うん……。


……さく、ともう一口齧ったアップルパイは、とろりと甘くて、ちょっと酸っぱくて、なんだかとても美味しかった。






それから少ししてラオクレスが迎えに来てくれたので、僕とクロアさんは二つ目のアップルパイを急いで食べ終えて（あんまりにも美味しかったのでもう一つ買って半分こしました）、僕らは森へ飛んで帰った。


「夕焼け空って本当に綺麗ねえ」


「空を飛んでいるとまた格別だよね」


「そうね。……本当に、中々できない贅沢だわ」


帰り道、天馬の背中の上から空を見て、クロアさんはにこにこ笑っていた。


「あーあ、幸せ！」


そしてクロアさんの、心底幸せそうな声が空に響くのを聞いて、僕はまたちょっと、元気が出てくるような気がした。


幸せでよかった、とも思うし、もっと幸せにしたいなあ、とも思うし……それ以上に。幸せそうな笑顔で笑うクロアさんの横顔が夕日に照らされて、只々、綺麗だったから。


「クロアさん、本当に綺麗だ……描きたい……」


「……今、ここでか？」


「いや、ここではイメージのスケッチだけにしておく……」


ちょっと呆れた様子のラオクレスに背中側から支えておいてもらいつつ、僕はアリコーンの上、スケッチブックを出して、クロアさんの横顔を描いておくことにした。


……こんなに綺麗なものを見せてもらって、描かせてもらって、僕も贅沢しているなあ、と思いつつ。






翌日。


「クロアさん！　日傘をさした状態で描かせてほしい！」


「はいはい。いいわよ」


僕は早速、クロアさんの絵を描かせてもらうことにした。昨日、日傘を買った時点でもう、こうすることは決めていました。


「服はどれがいいかしら。トウゴ君に選んでもらった、レモン柄のワンピース？」


「うーん……それか、白のレースのやつ。フェイが前、持ってきてくれた中にあったと思うけれど」


「ああ、そうね。あれ、あの日傘に合いそう。んー、あのレモン柄のワンピース、気に入っちゃったから早く着たいけれど。それは今後のお楽しみにとっておきましょうか。ふふ、なんだかとっても贅沢ね……」


クロアさんが「じゃあ、着替えてくるわね」と言ってうきうき家へ入っていったのを見送って、僕は、ああ、なんだか僕の方が贅沢させてもらっている気がするなあ……なんて、思った。


そんな贅沢な、森のある日のことでした。
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